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ＬＯＶＥ01　もうすぐお別れ




「ねえ、夏なつ基きはいつになったら落ち着くわけ？　女の子に誘われればどこにでも顔を出してるけど」

「……さあ。〝運命の女〟に巡り合ったら？」

　はぁ……。この男は。

　私は、ベッドで体を丸めて眠そうにしている夏基にデコピンをした。そして、ベッドの下に散らばっている下着や洋服をかき集める。

「シャワー浴びてくる」

　ため息交じりの声でベッドを出ようとすると、背後から夏基の両手がすっと伸びてきた。

「ちょっと、何……」

　気づけば、私の体は再び夏基の腕の中へ取り込まれている。

「だめ。俺はまだ足りてないし」

　夏基はニヤリとした笑顔を向け、唇を落としてくる。

「だめ……。んっ……。夏基……。やだっ……」

「だめじゃない。久しぶりに芽め依いを抱いたら、もっと欲しくなって我慢できなくなった」

　夏基に強く抱きしめられたかと思うと、あっという間にベッドに押し付けられる。

　そしてまた、夏基の思うがままにされてしまうのだ。

　これまで何度も体を重ねたせいだろうか、私の体は夏基の動きを無意識に予想し、自分がどうすればそれに応えられるのかがわかっている。

　昨夜から何度も抱かれた体は微かな刺激にも敏感で、夏基が私の体を撫でるたび、吐息を落とすたび、熱を帯びてくる。

　それがわかっているに違いない夏基の動きは、容赦ない。

　私がぴくりと反応する場所に優しく触れ、徐々に抵抗する力を奪っていくのだ。




　夏基とは、大手建設会社『ＫケイＨエイチ建設』の同期入社だ。

　売上の多くを占める住宅部門の商品開発を行い、花形部署と言われている開発部に配属された私と夏基は、一緒に仕事をする中で話す機会も多かった。親しくなるにつれて、単なる同期としてしか見ていなかった想いに、変化が生まれ……。

　そしてある日、口にするべきではなかった言葉を私が言ったことがきっかけで、体を重ねるだけの、私たちの関係は始まった。

　いくつもの季節をこうして夏基に抱かれ、当然のように唇を重ね合いながら、私たちは過ごしてきた。

　お互い、心を見せ合うことなく、そして何の変化も求めないまま体だけを重ねる日々。

　決してそれを望んだわけではないけれど、そうすることでしか夏基のそばにいられないのならそれでもいいと思ったのは、嘘じゃない。

　私ひとりが夏基を想い、夏基がその想いに気持ちで応えてくれることはないとわかっていても、どうしても離れられなかった。

　私を抱きしめる手に愛情はなくても、今はまだ、他の誰よりも私を近くに置いてくれる。

　だったら、たとえ愛されていなくてもそばにいたいと、そう思っていたけれど。

　それもそろそろ終わりにしなければならない。

　それがわかっていても、私は弱い。こうして激しく求められれば、その現実を忘れそうになる。

　どうしようもないほど夏基を好きな私が、本気で夏基と離れたいと思うわけがない。

　抱かれれば、私の心も体も弾み、喜びに満ちるというのに、そんな曖あい昧まいな時間を終わりにしなければならない。

　でも夏基、私たちはもうすぐお別れなんだよ。




　結局、その夜私は何度抱かれたのかわからないほど、夏基から激しい熱を注がれた。

　普段の夏基は私の体が無理をしていないか、痛みを覚えていないか、そして抱き合うことに悦びを感じているのかを優しく気遣ってくれるのに、その夜の激しさは別人のようだった。

　とくに乱暴に私を抱くわけではないけれど、密着した肌と肌の間に少しの隙すき間まを作ることも許さず、夏基の体のすべてで私を覆い尽くすようだった。

　何があったのかと不安を覚えるほど無む我が夢む中ちゅうで私を抱く夏基に戸惑いながらも、それがうれしくて拒むことはできなかった。

　そして翌朝、私はシャワーを浴びながら、体中に咲くいくつもの赤い花に気づいた。

　胸元はもちろん、腕や足にも赤い花が続いている。記憶をたどり、そっと背中を見れば、やはりそこにも鮮やかな花が浮かんでいた。

　胸の谷間にある、噛み痕に近い色を見れば、それがうれしいのか悲しいのかわからなくなる。ここまで派手に散らされた花が消えるまでには、しばらく時間がかかりそうだ。

「夏基、どうしたんだろう」

　これほど執しつ拗ように抱かれたのは初めてで、いつになく不安を覚えた。

　私の肌に赤い花を咲かせるのはいつものことだとはいえ、今私の体に咲く花は、これまでとは比べものにならないほどの数だ。

　夏基に何かがあったのだろうか。

　私の反応に寄り添うように私を抱いていたこれまでと違い、最近の夏基は深く激しく、まるで私を自分に取り込むように抱く。

　もしも……。

　もしも私たちが本当の恋人同士なら、私も夏基に負けないくらいの激しさで応えて、愛される喜びを受け入れ、そして与えるけれど。夏基にとって私は単なる浮気相手であり、必要以上に私が応えることを望んでいるとは思えない。そして、私にとっても夏基は単なる浮気相手に過ぎないと、夏基は誤解している。

　その誤解の根拠となっているのが、社長の長男である高たか橋はし専務と私が愛人関係にあるという噂だった。

　社内に広がる噂は消える気配もなく、私と専務の関係を疑う人は多い。

　周知の事実としてささやかれる噂はもちろん真実ではないけれど、その噂が消えないのには理由がある。

　会社以外で私と高橋専務が会ったり、高橋専務の車に私が乗り込むところを何度も見られたせいだ。

　複数の証言があれば、それはあっという間に事実として広がり、既婚者である高橋専務と私の関係が噂されるのだ。

　もちろん、健全ではない関係を応援する空気などなく、私を非難するかのような視線と言葉をいくつも投げかけられてきた。

　そのことで仕事に影響が出るのではと心配したけれど、私の生い立ちや立場を事前に知らされていた部長の配慮により、集中して仕事に取り組むことができている。

　社長が若い頃、一緒に仕事をしていたという部長は、今でも社長の飲み仲間であり親友でもある。私を見守りながら、時折、社長に私の様子を報告しているらしい。

　それに開発部の人は、花形部署だと言われるだけあって、実力と才能を兼ね備えた人間力のある人が多い。配属される以前からそれ相応の努力をし実績を上げている人ばかり。社内の噂ひとつで私の足を引っ張るような姑こ息そくな人はいないのだ。

　そのことをありがたく、申し訳なく思いながらも、やはり事実は公表できないと思っている。

　私が何者であってもそれにとらわれることなく、私の仕事ぶりだけで評価してもらえる自信を得てからでなければ、事実を公表したくないのだ。

　残念ながら、夏基も私が高橋専務と特別な関係にあると思っている。その誤解を解こうと、何度も打ち明けそうになったけれど、結局何も言えずにいる。

　このままの関係の方が、夏基は気が楽なのかもしれない。

　私と夏基が初めて体を重ねたとき、夏基には長い付き合いの恋人がいた。

　恋人とは遠距離恋愛を続けていて、なかなか会えない寂しさもあっただろうし、もしかしたら私の夏基への想いを感じ取っていたのかもしれない。

　彼女への寂しさからできた心の隙間に、私の恋心がするりと入り込み、流されるまま私を抱いたのだろう。

『私を抱いてくれる？』

　と私に言われて気持ちが揺れ、気の迷いもあったに違いない。

　初めて抱き合ったあと、恋人だけでなく私への申し訳なさに悩んでいた夏基の姿を見て、私も落ち込んだ。

　だから、私と夏基が触れ合うことはもう二度とないだろうと思ったけれど、何故か夏基は私を求め続けた。

　一度私を抱いて、体の相性がいいと思ったからなのか、それとも、私も夏基以外の男性との実らぬ恋愛に苦しんでいるのだからと割り切ったのかはわからないけれど。

　それから二年が経った今も、私の体は夏基によって散りばめられた赤い花で彩られている。

　けれど、夏基が私を本気で好きだとは思えない。

　半年ほど前に夏基が彼女と別れたあとも、私は夏基の恋人になれたわけではなく、ただ体を重ねるだけの女友達のままなのだから。

　ただの流れ。そう、気持ちの昂たかぶりに逆らえず、私を抱いてしまっただけ。

　きっと、会えずにいた彼女の代わりに、私を抱いたのだろう。

　そして、夏基は彼女と別れたあとも、新しい恋愛や〝運命の女〟に巡り合うことなく、ずるずると私との関係を続けている。

　夏基は誰に対してでも独占欲が強いのか、単なる浮気相手の私でさえ独り占めしたいようで、休日になれば私を自宅に呼び寄せ、私の体に赤い花をたくさん咲かせる。

　それはきっと、夏基以外の男性に、私の体を見せられないようにするためだろう。

　赤い花が消えないうちに、次の花を咲かせる。その繰り返し。

　夏基を本気で愛している私の体を、夏基以外の男性が知ることなんてないのに。

　だから赤い花は必要はない。

　何度も夏基にそう言ってしまいそうになったけれど、それは口にできない想いだ。

　本当の気持ちを隠さなければ、夏基のそばにはいられないのだから。




　シャワーを浴びたあと身支度を済ませた私は、リビングのソファに座りテレビを見ている夏基を見つめた。

　夏基に気づかれないよう、そして本当の想いを見透かされないよう、息を詰めてその横顔を見ることに、今ではもう慣れてしまった。

　もしかしたら、こうして見つめるだけの時間は、あと何度もないかもしれない。

　それに気づけばこの時間が貴重なものに思え、まばたきさえ惜しむように見つめ続けた。

　その合間に感じる切なさと寂しさに心は痛む。それでも夏基から目が離せない。

「ほんと、見た目麗しい戸と部べ夏基だね」

　気持ちを切り替えるようにつぶやく私の視線の先には、整い過ぎる顔立ちの男。

　社内の女性からの人気が抜群に高い夏基の横顔を独り占めできるなんて、贅沢だ。

　明るく人見知りしない性格で、様々なお誘いにもフットワーク軽く顔を出している。

　長く付き合っていた彼女と別れた半年前からは、女性からの積極的なアピールに笑顔で応えながら、適当に楽しんでいるようだ。

　私に夏基の行動に口を出す権利はないとわかっていても、女性と楽しげに過ごす様子を見れば、やはり苦しい。

　夏基が私以外の女性とどんな付き合いをしようと、夏基は私が高橋専務と特別な関係にあると思い込んでいるのだから、それが私への裏切りだと思うはずもない。

　何度も高橋専務と私の本当の関係を話そうと思ったけれど、それを知っても尚、変わらぬ態度で私のそばにいてくれるという自信がなく、言えずにいる。

　もしも正直に話せば、夏基は私を心から受け入れてくれるだろうか。

　体だけではなく、心を寄り添わせ、未来をふたりで作っていく道を選んでくれるだろうか。

　無理……だろう。

　何度考えても、夏基が私を受け入れてくれるとは思えない。

　彼女に他に好きな人ができて別れたときでさえ、普段と変わらず淡々と仕事に励み、そして私を抱いていたのだから。

　長く付き合っていた彼女との別れでさえあっけないものだったのに、体だけでつながっている私を手離すのはたやすいだろう。

　ぼんやりと夏基を見ていた私の視線に気づいたのか、夏基は怪訝そうに首をかしげた。

「……何？　やっぱり夏基ってカッコいい、とか思って見惚れてたのか？」

　目を細めて笑い、口元に余裕を含ませた、いつもと変わらない様子にホッとした。

　今更、私の本心を知って欲しいとは思わないし、夏基には最後まで、私が大好きな明るい夏基のままでいて欲しいから。

「うん、夏基がカッコいいのは認める。夏基を見つめながら目をハートにしている女の子は大勢いるもんね」

　ゆっくりと夏基に近づきながらそう言うと、夏基は苦笑いとも、照れくささを隠しているとも言えない笑いを浮かべた。

「俺と話す女の子の目はみんなハートだからな。……この目を除いて」

　夏基は突然私の腕をつかむと、そのまま引き寄せ、自分の隣に座らせた。

　それまでとは打って変わった容赦のない鋭い目に見つめられて、ぴくり、体を引いてしまう。

「な、何？」

「一度くらい、この目が俺を見てハートになったり、照れて潤んだりしたところを見たいんだけどな」

「夏基？」

　私をまっすぐ見つめる低い声に、体が震えた。

　本心を見透かされないように、わずかな余裕を引っ張り出して、無表情を装った。

「私の目は夏基を見るといつでもハートに変わるのに、夏基が他の女の子ばかりを見てるから気づかないだけだよ」

「……んなことあるかよ」

　夏基は吐き捨てるようにそう言って、小さくため息をついた。

　そのまま私に顔を寄せ、唇を重ねてくる。

　啄むような、軽く触れるだけの優しいキスを繰り返す。

　応えるでも拒むでもなく静かに受け止める私の頬を両手で挟むと、キスを止めて再び私の目を見つめる。

　そして、くっと目を細めて苦しげに息を吐き出した。

「……芽依の目がハートになる相手は、俺じゃなくて高橋専務だろ」

「え……」

　夏基の口からこぼれた棘と毒を含んだ言葉が、私の気持ちをえぐり、傷つける。

　けれど、その噂は誤解だと、笑って言える時期はとっくに過ぎていると自覚している。今更弁解しようとは思わない。

「……悪い」

「いいよ、色々言われるのには慣れてるから……」

　私の諦め交じりの声に、夏基は傷ついた表情を浮かべた。

「……高橋専務は、芽依を大切にしてくれるのか？」

　夏基の問いに、どう答えようかと迷う。愛人として大切にしているという意味の問いならばその答えは否、だけど。

「……うん。大切にしてくれるよ」

　高橋専務にとって私は、その言葉通り大切な存在に違いない。だから、そう答えた。

　私の答えがさらに誤解を生むと、わかってはいるけれど、それはもう仕方がないと諦めてもいる。

「そうか……」

　落ち込む夏基の姿に、私は俯いた。




　高橋専務は、たしかに私を大切にしてくれる。

　私の体調を気遣い、今でも小学生の子どもの相手をするように『お小遣いは足りているのか？』と言っては財布を開き、『芽依に似合うと思うんだ』と言ってはかわいらしい服を買ってくる。

　背が高く落ち着いた印象を与えるらしい私に、かわいらしい服はしっくりこないのに、高橋専務にとっての私は今でも小学生のままのようだ。

　そう、離ればなれになってしまったあの日の私のままなのだろう。

　高橋専務はいつでも私の状況を気にかけ、うんざりするほど心配もしてくれる。

　口癖が『芽依を全力で守る』だと言えば、その溺愛ぶりは一目瞭然だ。

　けれど、高橋専務が愛しているのは私だけではない。

　学生時代に知り合い、立場の違いを理由に離れようとするのを必死で説得して自分のものにした、妻の真ま里りさんと愛娘の柚ゆず季きちゃんもいる。

　子煩悩で愛妻家。

　高橋専務の代名詞だ。

　けれど、ここ数年、社内に広まる私との噂がそんな代名詞に影を落としている。

　それを申し訳なく思いながらも、高橋専務も私も表立って否定することはなかった。

　きっとこの先も、その機会はないだろうと思う。

　高橋専務を私だけのものにはできないし、そのつもりもない。

　どれほど大切にされても、私は真里さんと柚季ちゃんとは同列ではないと、ちゃんとわかっている。




　私は口元だけで笑みを浮かべ、夏基に視線を戻した。

「高橋専務は、芽依ひとりを愛しているわけじゃないのに」

　夏基の口から出た言葉に、言った本人の夏基が驚いている。

　これまで、夏基が私に高橋専務のことを問い詰めることはなかったのに、どうして今、それを口にするのだろう。

　戸惑いを覚えたのは夏基も同じなのか、心細げな表情で私を見つめている。

「ちゃんとわかってるよ。高橋専務が家族を大切にしているのは本当のことだから、いいの。それに、夏基だって私だけを大切にしてるわけじゃないことも、よくわかってる。〝運命の女〟を探す合間に、私と過ごしてるだけでしょ？」

「……俺は」

　思いがけず強い口調になった私の言葉に、厳しさが紛れていたのかもしれない。

　夏基が沈んだ表情を見せた。

「ごめん、ちょっと強く言い過ぎたね」

　どうしてだろう、今日の私はどこかおかしい。夏基を責めるつもりなんてないのに、心の奥に隠している気持ちが次々と口を突いて出てくる。

「それに……慣れてるから、大丈夫。私ひとりを愛してもらえないことには、小さな頃から慣れてるから……あ、ごめん」

　焦っているせいか、思わず語尾が震えたことに、夏基が気づいてなければいいけど。

　ちらりと夏基を見れば、何を考えているのかわからない、暗い瞳が揺れていた。

「芽依……俺は……」

「ねぇ、今晩、飲み会があるって言ってたよね」

　夏基の言葉を遮って、私はその場の雰囲気を変えるように明るく聞いた。すると、夏基は少しの間を置いて、口を開いた。

「……ああ。設計部が主催の飲み会に呼ばれてる。同じ現場で仕事をしたのがきっかけで仲良くなったんだ」

「そう。設計部の女の子はみんなかわいいから、楽しみだね。飲み過ぎないようにね」

「……わかってる」

「こないだ私がプレゼントしたグレーのシャツでも着ていったら？　夏基にすごく似合ってたよ。さすが私。夏基のこと、よくわかってるでしょ？」

「おい、芽依……」

「……じゃ、そろそろ帰るね。私も今日は約束があるから」

　私は不自然にならないように腕時計を見て、時間を確認した。

　予約の時間までにはまだ余裕があるけれど、このまま夏基といれば、言いたくないことまで言ってしまいそうだ。

　あと数日なのか、それとも数週間なのか。夏基と一緒にいられる時間は限られているけれど、ここまで不安定な状態になるのなら、その時間は思っているよりも短いかもしれない。

　それは、夏基と会えなくなる日が近いということだ。

　そして、覚悟していたとはいっても、寂しい、切ない、そんな言葉で折り合いを付けられないほど、苦しい。

「なあ、約束って、高橋専務と会うのか？」

　夏基の声に、私の心臓がきしんだ。

　俯いて目を閉じ、その痛みをやり過ごす。

「……違う」

　私は痛みを顔に出さないように気をつけながら顔を上げた。

　そして、いつもと同じ顔でありますようにと、心の中でつぶやく。

「違うよ。花か凛りんと買い物に行くの」

　穏やかな私の声に、夏基はホッとしたように体の力を抜いた。

　私たちの同期である花凛は最近結婚し、引越したばかりで、近いうちに新居に必要な物の買い物に付き合う約束をしたと、以前夏基に話していた。そのせいか、夏基が私の言葉を疑う様子はない。

「じゃあ、花凛との買い物が終わったらここに戻ってこいよ。俺も飲み会なんて早めに切りあげるから」

「え……」

　戻ってこいなんて、普段なら滅多に言わないのに、どうしたんだろう。

　私は夏基の言葉にどう答えればいいのかわからず、黙りこんだ。

　もちろん、そう言われてうれしくないわけがない。

　私は夏基に求められると、勘違いしそうにもなる。

　そのとき、膝の上で握られている夏基の両手が、微かに震えているのに気づいた。

　顔を上げると、あまり見ることのない、不安と緊張を隠しているような瞳とぶつかった。周囲への気配りなのか気持ちを隠すための手段なのか、笑顔を見せることが多い夏基には珍しいその瞳。

「わ、私に戻ってこいなんて言ったって、飲み会でかわいい女の子がいたら帰ってこないくせに。待ちぼうけは嫌だから、私は自分の部屋に帰る。それに、私がこの部屋にいたら夏基が女の子を連れて帰ってこれないでしょ」

　私は夏基から目を逸らし、そう言った。

　私以外の女性がこの部屋に入るなんて、考えるのも嫌だけど、夏基の彼女でもない私には、そんな気持ちを口にする資格はない。

　私の言葉に、夏基は眉を寄せ、荒い声をあげた。

「俺はこの部屋に芽依以外の女を連れてきたことはないし、芽依を初めて抱いてからずっと、芽依以外の女は抱いてない」

「え……？」

「……まぁ、たしかに飲みに行ったり遊びに行くことは多いし、芽依じゃない女を抱こうとしたこともあったけどな」

　夏基はソファの背に体を預け、思い返すようにつぶやいた。

　苦しげな声からごまかしや嘘は感じられず、私はじっと夏基を見つめる。

　その顔は涙が流れているわけでもないのに、まるで泣いているように見えた。

　別れた彼女のことを思い出しているのかもしれない。

　あっさりと別れたように見えたけれど、やはり長い付き合いの彼女との別れはつらかったに違いない。彼女への想いを残しているとしても、当然だろう。

「別れた彼女のことが、そんなに好きだったの？　他の女の子を抱けないほど、別れた彼女が忘れられないの？」

「は……？　瑶よう子こ？　なんで今更あいつの名前が出てくるんだよ」

「だって……夏基が女の子と遊び始めたのは彼女と別れてからでしょ。来る者拒まずっていうか。だけど、一度もその……そういう関係になってないってことは彼女に未練があるから手が出せなかったんでしょ？」

「はぁ……」

　夏基は天井を見上げて息を吐き出し、何かに悩むように目を閉じた。彼女のことを思い出しているのだろうか、その横顔は悲しげだ。

　私の言葉が別れた彼女のことを思い出させたのかもしれないと思い、夏基の顔を覗き込みながらうろたえていると。

　夏基は閉じていた目を開き、乾いた笑い声をあげた。

「あのさあ。好きでもない女を、抱くわけないだろ」

「……え」

　夏基は迷いのないまっすぐな目を私に向けてそう言った。けれど、私にはその言葉の意図が、まったく理解できない。

「それは、嘘だよ。彼女と別れる前から、私を抱いていたでしょ。それは、私のことが好きだからではなくて、浮気相手だと割り切っていたからでしょう？　夏基がその気になれば、誰でも抱けるってこと、私が一番よく知ってる」

　自分で言っておきながら、悲しくなる。

　どれほど胸を痛めても、その感情を顔に出すわけにはいかない。

　夏基に抱かれながらも、ずっと隠し続けてきた夏基への恋心を、今更知られるわけにはいかないのだから。

　感情を隠すように黙り込む私を見ながら、夏基が口を開いた。

「……芽依にとっても、俺は本命の男じゃないだろう？」

「え？」

「俺は、不倫に疲れた芽依の逃げ場にしかなれない男だろ？」

　夏基はひと息にそう言って、ふっと目を逸らした。

　まさか、夏基の口からそんな言葉を聞かされるなんて、思ってもみなかった。

　その重い口ぶりからは、夏基が本気でそう思っているとわかり、私は声を詰まらせた。

　不倫。目の前ではっきりと言われれば、苦笑するしかない。もう、その誤解を解くつもりはないのだから。

「悪い……。言うつもりはなかったんだ」

　夏基は力なく頭を下げ、自分を責めるように肩を落とした。

「気にしないで。夏基がそう思っているのは知ってるし。だけど、私は夏基と一緒に過ごせて楽しかったし、幸せだった」

　私は体を寄せて夏基の唇にキスをした。

　お互いの熱が重なる一瞬に、『私は、夏基ひとりを本気で愛しているよ』と、決して口にはできない、切ない想いを込めて、何度も唇を重ねる。

　そんな積極的な私に夏基は驚き、ぴくりと体を震わせたけれど、拒むことなく受け入れてくれた。

　何度かの触れ合いのあと視線を戻せば、優しさを含んだ夏基の表情が目に入った。

　出会ってから何度も見たことがある、温かくてホッとする表情。

　この先ずっと忘れないようにと、私が一番好きな夏基の顔を心の奥に閉じ込めた。

　夏基は、不倫に疲れた私の逃げ場なんかじゃない。

　心から愛している大切な人だ。けれど、その想いを伝えることはもうできない。

　夏基のそばにいられればそれでいいと思っていたけれど、そんな綺麗ごとでどれだけ自分をごまかしても、愛する気持ちを捨て去ることはできなかった。

「じゃ、帰るね。飲み会、楽しんできてね」

　突然キスをし、帰ろうとする私に、夏基は訝いぶかしげに目を細めた。

　混乱するのも当然だろう。

「飲み過ぎちゃだめだよ」

　ふたりの間に漂うぎこちない空気を取り払うことができないまま、私は夏基の部屋をあとにした。




　夏基の部屋からひとりで帰るときは、いつも寂しくて、足取りは重い。

　マンションを出て夏基の部屋を見上げると、目の奥から熱いものがこみあげてきた。

　夏基の前では我慢していた涙が溢れるのを、どうすることもできない。

　夏基が好きでたまらないのだから、ひとりになったときくらい、泣いてもいいはずだ。

「あ、違う」

　私は歩く速度を緩め、手のひらをそっとお腹に当てた。

「ごめんね。私はひとりじゃないね」

　そう、私はもう、ひとりぼっちじゃない。そう思えば、まだまだ頑張れる気がする。

「さ、お医者様に診てもらおうね」

　私はもう一度お腹に声をかけて、大通りに向かって歩いた。

　そして、ちょうどやってきたタクシーを止めて乗り込んだ。

「大学病院まで、お願いします」

　行き先を告げた私の声は、思った以上に震えていた。

　運転手さんは、バックミラー越しにちらりと私を見た。泣き顔に違いない私の顔に驚いたはずだけど、そんな客には慣れているのか、何も言わずに車を出してくれた。

　私は身体を座席に預け、目を閉じた。

　夏基の前で見せた笑顔の数だけ、ひとりになると涙が溢れる。

　会えるだけで、幸せだと思えるほど大好き。

『芽依』と呼ばれるだけで心が温かくなる。

　抱かれると、生きていることを感謝したくなる。

　もちろん仕事は好きだけど、会社に行くのは夏基に会いたいから。

　そして、泣きたいのを我慢してでも夏基の家に会いにいくのは、心から愛しているからだ。

　そう、私の生活のすべてに夏基の存在がある。

　けれど、私は夏基から離れなければならない。

　自分で決めたことだとはいえ、悲しくて寂しくて、不安でたまらない。

　仕事を辞めて、夏基と二度と会えなくなるなんて、体が引き裂かれるように苦しい。

　ここ数週間、まともに食事はのどを通らないし、睡眠だって浅い。

　こんなに弱い私が、ちゃんと母親になれるのかと、さらに不安は募っていく。

　まだまったく変化のないお腹に両手をそっと置いた。

　この手のひらの向こうには、私と夏基の赤ちゃんが育っている。

　思いがけないその事実に気づいたときは動揺したけれど、それはほんの一瞬で、すぐに幸せな気持ちに包まれた。

　ここ最近、夏基が私を抱くときに避妊していないことに気づいていたけれど、私は何も言わず、受け入れていた。

　その結果どうなるのかはもちろんわかっていたけれど、それでもいいと、心のどこかで思っていた。

　いつか夏基と離れなければならないことは、わかっていたし、覚悟もしていた。だから、もしそのときが来てひとりになっても、赤ちゃんがいれば耐えられるのではないかと密かに考えていた。

　それだけではなく、子どもの頃から欲しかった〝誰にも遠慮なく愛せる人〟を手に入れられると思い、歓喜した。

　親の身勝手な感情で赤ちゃんをお父さんのいない子にしてしまう申し訳なさはあるけれど、妊娠を心からうれしく思い、絶対に産もうと、決めた。

　その一方で、いずれ、無責任だと周囲から非難されるかもしれないと、覚悟もした。

　けれど、いざ夏基との別れが近いと実感した今、その覚悟は意外にもろく、寂しさで涙が頬を伝う。

　だから、早く赤ちゃんに会いたい。ぎゅっと抱きしめたい。

　タクシーが大学病院に着く頃、ようやく涙が止まり、気持ちも落ち着いた。

　病院に入り、一階にある産婦人科の外来で診察カードを機械に通していると、「芽依ちゃん」と優しい声が聞こえた。

　振り返ると、ロングワンピースを着た真里さんがこちらに向かって歩いていた。急いで来てくれたのか、少し息があがっている。

　私を安心させるかのように微笑む真里さんを見ると、それまで自覚していなかった緊張感から解放され、ホッと息を吐いた。

　慣れない場所にひとりでいることに、体は強張っていたようだ。

　妊娠していると告げたとき、次の診察には付き添うと言って聞かなかった真里さんに、最初は遠慮していたけれど、やっぱり来てもらうことにして良かった。

「……診察はまだなの？」

「うん。次に呼ばれるはずなんだけど」

「じゃ、座って待っていようか。体調は大丈夫？」

「食欲はあまりないけど、大丈夫」

「そう。顔色があまりよくないのが気になるけど、妊娠初期は体調も不安定だから気をつけてね」

「はーい」

　顔色が悪いと言われて、ごまかすように明るく答えた。さっきまで泣いていたせいかもしれない。

「産婦人科って、どこの病院も混んでるのね」

　診察の順番を待つ妊婦さんの多さに真里さんは苦笑した。

　先週、初めての診察を受けて妊娠がわかり、妊婦なら誰もが受けるいくつかの検査を受けた。

　今日はその検査結果を聞きにきたのだ。

　真里さんは『出産までの準備はすべて任せなさい』と言ってくれるけれど、彼女だって家事や子育てで忙しいのに申し訳ない。

　おまけに、私の妊娠を知って以来落ち着かない日々を過ごしている高橋専務――兄さんの世話だって大変なのだ。

　兄さんは、赤ちゃんの父親が誰なのかを言わず未婚のまま出産すると言い張る私を、顔を真っ赤にして怒った。大切な妹をもてあそんだ奴はどの男だと息巻き、今にも殴りにいきそうなほど暴れた。

　そしてそのあと、私を抱きしめて泣いてくれた。

　私たちが別々に暮らすことになってからも絶えず私を気にかけ、私が幸せになることを心から願っている兄さんにとって、私の今の状況は納得できるものではないのだろう。

　人並みに結婚して母となり、幸せな家庭を築いて欲しいという、その期待に応えられなかったことは申し訳なく思うけれど、今の私は兄さんが心配するほど不幸ではないのだ。

　初めて診察を受けたときには、もちろん不安でいっぱいだったけれど。

『予定日はクリスマス頃ですね』

　お医者様からそう告げられたときには、何故かそれまで抱えていた不安が消えてなくなり、ただうれしかった。

　私の赤ちゃん、そして、夏基の赤ちゃん。

「巧たくみもやっと認めたから。安心して産んでいいのよ」

「え……？　本当？」

　やっと兄さんが認めてくれた。

　でも真里さんは、複雑そうな笑顔を浮かべて私を見ている。

　やはり心には迷いがあるのか、ため息をついた。

「……私も、芽依ちゃんの選択を心から正しいと思ってるわけじゃないのよ？」

「……うん、わかってる」

「ひとりで子どもを産んで育てるのは大変なことだし、決して勧められることじゃない。芽依ちゃんがいくら頑張ってもどうしようもないことだってきっと出てくる」

　真里さんは心配している気持ちを隠そうとせず、諭すような声で言葉を続ける。

　私の妊娠を知って以来、心を痛め、悩んでいるのがよくわかる。

　同じ女性として、そして身内として、私に幸せになって欲しいと願っていることもわかっている。

「真里さん……」

　真里さんの言葉に反論なんてできない。耳を傾けながら頷き、唇を噛みしめた。

　周囲の人が私を心配しているのはよくわかるし、私の決断は正しいと、胸を張って言える自信もない。迷う気持ちがまったくないとも言いきれない。

　これからひとりで子どもを育てていかなければならないと思えば不安でいっぱいになる。

　それでも、私には赤ちゃんを産んで、育てる以外の選択肢はない。

　何度考えても、その結論しか出せないのだ。

「真里さんや兄さんには心配をかけてばかりで申し訳ないけど、どうしても赤ちゃんに会いたいの。だって、大切な私の家族だから」

　私の言葉に、真里さんは悲しげに眉を寄せた。

「あのね、何度も言うけど私や巧も芽依ちゃんの家族なんだからね。ちゃんと頼って欲しいし……あ、巧が夕べ諦めたように言ってたよ」

「ふふっ『全力で守る』でしょ？」

　真里さんの言葉を遮って、これまで何度も言われてきた兄さんの言葉を真似た。

　真里さんは、一瞬目を見開き驚いたけれど、次の瞬間にはこの場にふさわしくない笑い声をあげていた。

「そうそう。力いっぱいそう言って、何度も頷いていたわよ。芽依ちゃんと赤ちゃんが幸せな人生を過ごせるように全力で守るって。そう決めたあとはもう、まるで自分の子どもが生まれるみたいに色々想像してニヤニヤ笑っていたから、おかしくて。本当に芽依ちゃんのことが大切なのね」

「うん……。感謝してる」

　照れる私の肩を軽く抱き寄せて、真里さんはさらに言い聞かせるようにゆっくりとつぶやいた。

「忘れないで。私だって、全力でふたりを守るからね」

　真里さんはそう言って、優しく私のお腹を撫でてくれた。

　その温かい手が動くたび、赤ちゃんが産まれることを祝福されているようで、うれしくなる。まだ胎動が感じられるわけでもないのに、体の奥がきゅっと動き、赤ちゃんの喜びに触れたような錯覚を覚えた。

「佐さ伯えきさん」

　そのとき、私の名前が呼ばれて、私は診察室に入った。

　私の担当医である木き原はら先生の内診を受け、赤ちゃんの心音を確認することができて、安心した。

　三十歳だという女医の木原先生は、ショートカットが似合う長身の美人さんだ。

　先週初めて会ったとき、『元気な赤ちゃんが産まれるように一緒に頑張りましょう』と優しく言って、私の緊張を解いてくれた。

　そのときの私は妊娠の可能性を誰にも言えず不安だったこともあり、木原先生の言葉を聞いて、味方ができたようでうれしかった。

　そして今、木原先生は私の検査結果を見ながら何か考え込んでいる。

　悪い結果でも出たのだろうか。

　私の背後に立つ真里さんを見上げると、彼女も不安げに視線を返してくれた。

「赤ちゃんは元気に育ってますね」

　手渡された超音波写真には、小さな豆粒のようなものが写っているだけで、まだ赤ちゃんらしき姿は見つけられない。これから少しずつ、赤ちゃんの姿に成長していくんだと思うと、不思議な気持ちになる。

「……こんにちは」

　私は写真を手にした瞬間、思わずそう言って、指先で写真に触れた。

　小さな豆粒にしか見えないのにかわいく思えるなんて、すでに親バカの兆候があるのかもしれない。けれど、それも悪くない。

「心音も聞くことができたし、芽依ちゃん、おめでとう」

「あ、ありがとう」

　私の頭をゆっくりと撫でてくれる真里さんとふたりでその写真を見ていると、木原先生の声が聞こえた。

「少し、貧血ね」

「……は？」

「血液検査の結果を見ると、貧血が気になるの。お薬を処方しておくから飲んでね」

　木原先生の言葉に私は不安を覚えた。

「そう心配しなくていいから。ただ、鉄分の多い食事を心がけてね。でも、つわりも始まるだろうし、お薬も飲んだ方がいいわね」

「あ……わかりました」

　貧血。思ってもみなかった検査結果に気持ちが落ち込んでいく。

「赤ちゃんに影響はないんですか？」

「もちろんあるわよ。母体の健康状態は赤ちゃんの発育に影響するんだから気をつけないと」

「……そ、そうですよね」

　これまで健康診断で貧血だと言われたことはなかったけれど、赤ちゃんのために体調には注意しないといけない。

　木原先生から手渡された検査の結果を見ながら、貧血にはひじきが良かったかなと考える。栄養学の本も買って帰ろうかな。

「貧血も気になるけど。赤ちゃんのお父さんには妊娠したことを伝えたの？」

「え、いえ……言ってません」

　突然の質問にたじろぎ、私を見つめる木原先生から視線を逸らす。

　夏基には、絶対に言えない。

　今でもまだ別れた彼女に想いを残しているのに、言えるわけがない。

　それに、私との関係が彼女との別れの原因だとすれば、妊娠を伝えたとしても心から喜んでくれるとは思えない。

　それに何より、体だけでつながっている私を、夏基が愛しているとは思えない。

　妊娠のことを知れば、責任感が強く心が優しい夏基のことだから私にも赤ちゃんにも優しくしてくれるだろう。そしてそれは夏基が自分の幸せを諦めるということだ。

　たとえ今は何人もの女の子との軽やかな付き合いを楽しんでいるとしても、夏基がよく口にする〝運命の女〟を待っているのは何度も感じた。

　それが私ではないことはたしかで、夏基が本気で愛する女性と出会えばその女性だけに気持ちを向けるだろうと、わかっている。

　夏基がそれを望むのなら、私に夏基の幸せを邪魔する権利はない。

「何か事情があるようだけど、悩みは少ない方が、赤ちゃんのためよ」

　俯き黙り込む私に向けられた木原先生の声には、私への気遣いと、医師としての責任を感じた。

「両親揃って赤ちゃんの誕生をお祝いできるのなら、それに越したことはないんだから」

「両親揃って……」

　もちろん私だって、夏基とふたりで赤ちゃんに会える日を楽しみに待ちたいし、誕生の喜びを分かち合いたい。

　何の不安も寂しさもなく、赤ちゃんを産んであげたい。

　けれど、夏基に愛されていない私は、すべてを打ち明ける勇気がどうしても持てないのだ。

　けれど、手元にある超音波写真に視線を戻せば、それは私の単なるわがままなのかと気持ちが揺れる。

　私のお腹で一生懸命生きている、小さな赤ちゃん。

　まさか産まれる前にお父さんから引き離されるだなんて、思ってもいないだろう。

　お父さんとお母さんの愛情を信じて、少しずつ大きくなっているはずなのに。

　私の気持ちだけで赤ちゃんの未来を変えていいのだろうかと、気づかない振りをしていた思いと向き合ってみても、今すぐ答えは出せない。

　私だって、本当は、夏基と赤ちゃんと一緒にいられる未来が欲しいのだから。




　診察を終えて、処方されたお薬を薬局で受け取ったあと、真里さんは当たり前のように車の助手席のドアを開けて私を促した。

「巧もそろそろ会社から帰ってくるから、家で直接会って話したら？　きっとそわそわして今日は仕事にならなかったはずよ」

「……うん」

　兄さんが私を心配し、話したがっているのはわかっているけれど、今はそんな気分になれない。

「芽依ちゃん、いつかは巧とちゃんと話さなきゃいけないんだよ。巧だって、芽依ちゃんの赤ちゃんなら自分の甥か姪になるんだし、産んで欲しくないなんて本気で言っていたわけじゃないんだから。ただ、びっくりしてどうしていいかわからなかっただけ」

　真里さんは私の背中に手を当て、包み込むように優しくそう言ってくれた。

　そう、いつかは兄さんとも話さなきゃいけないってわかってる。

　わかっているけど、でも今は。

「真里さんごめん。今はちょっと行きたいところがあるから先に帰ってもらっていいかな」

「え？　大丈夫？　すぐに済む用事なら、送っていくし待ってるけど？　今は無理しない方がいいから乗って」

「ううん。ここから近いし電車で大丈夫。晩ご飯は一緒に食べられるように行くから」

　じゃ、と軽く手を上げて車から離れた私に、真里さんは諦めに似た息を吐いた。

「……わかった。本当に気をつけてね」

　私の様子から何かを察したのか、真里さんはそれ以上何も言わずにいてくれた。

　心配そうに私を見つめる真里さんに申し訳ないと思いながらも、私は小さく手を振ってその場を離れた。

　今はまず、夏基との関係をどうすればいいのかを、もう一度素直になって考えてみたい。そう思えるのは、超音波写真に小さく写った赤ちゃんが、私の気持ちを揺らしてくれたせいかもしれない。

　そして、どんな結論を出したとしても、自分は強くならなければならないと、教えられた気がする。

　まずは、夏基と向き合ってみよう。

　その決心が鈍らないうちにと足早に駅へと向かい、電車に乗った。




　私の家の最寄駅と夏基の家の最寄駅を結ぶこの路線沿いには、ふたりで立ち寄ったお店がいくつもある。食事や買い物。気まぐれで立ち寄ったバッティングセンターもあり、そこで過ごした時間はすべていい思い出となっている。

　電車に揺られながら、窓の向こう側を見ていると、ふたりで重ねた思い出が、次々と通り過ぎていく。

「あ……」

　思わず声をあげ、視線を向けた先には、夏基との関係が大きく変わったあのダイニングバーがあった。

　もしもあの日、ふたりきりで飲みにいかなければ。もしも私が夏基の手を振り切る勇気を持っていたなら。何度もそう思い、苦しんだ。

「夏基……」

　片想いの時間の中にある夏基との幸せな想いを探すように、私は過去を振り返り、記憶をたどり始めた。










ＬＯＶＥ02　はじまりのとき




　同期入社の私と夏基は、内定式で隣の席に着いたことがきっかけで言葉を交わすようになった。

　大学時代から建築関連のコンクールで入賞を繰り返していた夏基の名前と実績は、別の大学に通っていた私の耳にも届いていて、雑誌に取りあげられた作品を見る機会もあった。

　きっと、建築を学んでいる若手の多くは〝戸部夏基〟という名前を意識し、励みにしていたはずだ。私もそのひとりであり、内定式で夏基と出会ったときの驚きとうれしさは今でもよく覚えている。

　憧れと言えば大おお袈げ裟さだけど、同い年の私には追いつきたくても追いつけない才能の持ち主であり遠い存在。

　そんな夏基と接するたび、彼のこれまでの経歴は、生まれ持っての才能から作られたものではなく、ほんの少しの才能を足掛かりにして積み重ね続けた努力の結果だと気づいた。建築の世界で生きていくための決意と努力。

　夏基の口から出る言葉からは、それが感じられ、私を強く刺激した。

　内定式から入社式までの間に何度か会社に召集され、配属希望の面接や制服の採寸などをこなし、その合間に同期のみんなで食事をした。

　入社を前に結束を固めつつあった同期の中にあって、とくに私と夏基は親しく話すようになり、入社して以降もその関係は続いていた。

　当時の私は、まだまだ学生気分が抜けず、子どもの頃から憧れていた職業に就くことができた喜びに満ちていた。

　夏基も同様で、入社してからどんなことがしたいだとか、いつかは『設計デザインコンクール』で大賞を獲りたいという夢も口にしていた。自分の思いを熱く語る夏基が輝いて見え、目が離せなくなっていた。

　もしも、あの頃の私が今の私の状況を知ったとすれば、いったいどう思うだろう。

『苦しむだけだから、夏基を好きになったらだめだよ』

　そう言って、私の気持ちが夏基に向かうのを止めたかもしれない。

　そして、配属されて一年が経った頃。

　私は相変わらず仕事を覚えるのに必死で、余裕のある時間を過ごしているとは言えなかった。

　自分の力不足を日々実感しながら図面を睨にらみ、先輩のサポートとして現場を回ることもあった。

　開発部に配属された、私と夏基を含む同期六人は、研修中に築いた友情を励みに仕事を頑張っていた。

　私と夏基は同じグループに配属されたこともあり、仕事終わりに飲みにいき仕事について話すことも多かった。




　そんな入社一年目のある日、私と夏基は会社から少し離れたダイニングバーで飲んでいた。

「ねえ、今年の設計デザインコンクールにはエントリーしたの？」

「ああ。課長たちから絶対に参加しろって、強制的。大学時代も参加していたけど、ＫＨに入ったからには逃げられないよな」

「え？　私は逃げたよ。仕事をこなすだけで必死だもん。模型だの図面だの、無理無理」

「逃げただと？」

「うん。まあ、来年もあるからぼちぼち頑張れって課長に言われたし、まあ、ぼちぼちね」

「ぼちぼち……か。だけど、俺はやっぱり大賞を獲りたいんだよな」

　夏基はそう言って、手元のグラスに残っていたビールを飲み干すと、近くにいた店員さんにおかわりを頼んだ。

「今年は無理でも、夏基ならいつかは大賞を獲れるよ、きっと」

「どうだろうな。大学時代はまだ学生だし気楽に記念参加してたけど、これからはそうもいかないしな」

「たしかにね。毎年大賞はうちか『片かた桐ぎり建設』かって話題になるもんね。夏基みたいに期待されてる建築士は逃げられないか。ま、頑張ってよ」

「他ひ人とごとだと思ってるだろ」

　夏基が大賞を獲りたいと言っている『設計デザインコンクール』は、その名の通り優秀な設計やデザインに対して贈られる賞で、それに携わる者なら一度は手にしたいと願う有名な賞だ。

　私や夏基が働いている『ＫＨ建設』からは、これまで何人もの受賞者を出している。

　そして『片桐建設』という大手の建設会社からも入賞者が多く出ていて、毎年どちらから大賞受賞者が出るか、それとも第三勢力の台頭かと話題になっている。

　大賞受賞者を出せばそれだけ会社の知名度もあがり、社員の士気も高まるということで、会社のバックアップもかなりのものだ。

「俺、今年はベビーベッドなんてのも設計したんだよな」

「ベビーベッド？」

　お皿に残っていたチーズを食べながら、夏基はぽつりとつぶやいた。

「まさかベビー用品の設計を自分がするなんて思ってなかったけどさ、やっぱ赤ちゃんはかわいいもんな」

　視線を向けると、同期の中……というよりも社内でピカイチと言われている整い過ぎた顔があった。

　年齢問わず、社内の女性たちから絶賛される見た目の良さは夏基の自信にもつながっているのか、こうして飲んでいても周囲からの視線をうまくかわす術も心得ていて、あっぱれだ。

　きっと、学生時代もこんな感じだったんだろう。

　運ばれてきたビールを美味しそうに飲んだ夏基は、明るい声で私を見つめた。

「こないだ、姪っ子が生まれただろ？」

「うん、すごくかわいいよね。あれからまた大きくなったんでしょ？」

「ああ。毎日兄貴から写メが送られてくるんだけどさ、これこれ。身内びいきじゃなく、他人の芽依が見てもかわいいよな。見てるだけで癒されてさ、ついついベビーベッドなんてのを設計したんだよなあ」

　夏基は熱っぽくそう言うと、テーブル越しに体を乗り出した。

「見ろよ。生まれたばかりの頃よりずっとかわいいだろ？　赤ちゃんには思えないまつ毛の長さ。それに唇だってつやつやだろ？」

　スマホの画面を私に向け満足げに息をついているその姿は叔父バカ全開で、画面を指先で撫でる様子に多少の不安を感じつつも。

「ひたすら仕事に打ち込む戸部夏基も、姪っ子にはメロメロになるんだね。いつもの顔と別人みたい……」

　ドキドキしている自分に気づき、平静を装った。

　夏基に心がときめいて、顔を合わせれば落ち着きがなくなる自分の姿を見せるわけにはいかない。

「……夏基も、彼女と結婚してお父さんになっちゃえばいいのに」

　そんなこと、ちっとも思っていないのに、私を見てくれない夏基に落ち込んで、想いとは逆の言葉を口にした。

　どこまで私は子どもだったんだろう。

　すると、それまでスマホを見ていた夏基の目が、すっと私に向けられた。

「俺が結婚か……なんだか現実味がないよな」

「だけど、彼女とは大学時代からの長い付き合いでしょ？　結婚の話は？」

「んー。出ないな。たまに会っても仕事の話か大学時代の友達と一緒にわいわいやってるし」

　あの頃、夏基から彼女のことを聞く機会は滅多になかった。

　たまに彼女のことを話していてもどこか他人ごとのようで、彼女との関係に距離があるようにも感じていた。

　そして、彼女との結婚の話が出ていないと聞いて、ホッとした自分が情けなくもあった。

　同じ部署で働く中では、小さく芽生えた恋心を封印するのは難しかった。

　それどころか、日々与えられる仕事に生き生きと向き合う姿を見せられるたび、夏基のことがどんどん好きになっていった。

　初めは小さな好意だったはずなのに、思いがけないきっかけが、好意だけでは物足りない、苦しい恋心へと私を導いたのだ。

　当時、夏基のお兄さんに初めての子どもが生まれ、『愛あい佳か』と名付けられた。

　生まれる前から誕生を楽しみにしていた夏基は、お兄さんから生まれたと連絡が入ったその日に、何故か私を連れて病院に駆け込んだ。

　定時退社できたおかげでどうにか面会時間に間に合ったけれど、私はどうしてそんな展開になっているのか、戸惑うばかりだった。

　見た目麗しい戸部家の血筋を受け継いだ愛佳ちゃんはお母さんに抱っこされていた。

　時折口をもぐもぐさせながら眠っていたけれど、将来は絶対に美人さんになるに違いないと思うほど綺麗な赤ちゃんだった。

　何故その場に私がいるのか、病室にいた夏基のお兄さんも、本人である私も理解不能だったけれど、愛佳ちゃんが無事に生まれたことに興奮した夏基が、たまたまそばにいた私を連れてきたのだろうと、納得した。

　その日、夏基は生まれたばかりの愛佳ちゃんを抱っこしたくてたまらなかったようだけど、不安が先立ち、結局その日はできなかった。

　その後、病院を退院した日に自宅で無事に愛佳ちゃんを抱っこすることができ、夏基がうれしそうな笑顔を見せる写メが何枚も私のスマホに送られてきた。

　その日に備えて、夏基は、赤ちゃんの人形を会社に持ち込んで抱っこの練習をしていた。

　仕事の合間に、すでに結婚して子どもがいる人にコツを教えてもらいながら人形を抱く姿は周囲の目を引いて、夏基の存在は社内に一気に広まってしまった。

　大学時代からコンクールでの入賞を繰り返していた実績と見た目の良さゆえに知られていたその名前に、子ども好きでおちゃめな男という要素が加われば最強だ。

　女子からの視線を集める一番人気の男という座に上りつめた。

　そして、同期の中でも近い距離にいた私が夏基を好きになるのは簡単で、生まれたばかりの愛佳ちゃんを見つめる優しく潤んだ瞳を自分にも向けて欲しいと思った。

　赤ちゃんの人形を抱いているように、私も温かい胸に抱き寄せて欲しいと思わずにはいられなかった。

　けれど、彼女がいる夏基に自分の恋心を知られるわけにはいかず、上手に隠していた。夏基の隣にいても、友情以外の好意は持ち合わせていないかのようにけらけらと笑い声をあげ、メールのやり取りに、ハートの絵文字は皆無だ。

　見つめるだけ、笑って話すだけ、たまにこうしてふたりで飲むだけ。

　それだけで、精一杯だったのだ。

「どうした？　元気がないけど」

「え？　べ、別にそんなことないよ。今週は本当に忙しかったから、ちょっと顔に出てるのかも」

　適度に酔いながら私の顔を覗き込む夏基と距離をとるように、私は体を椅子に預けた。すると、夏基はふっと思い出したように言葉を続けた。

「コンクールのためにさ、ベビーベッドがある寝室を設計していたとき。愛佳の顔は浮かんでも、自分のことには置き換えられなかったんだよな」

　私は、そのおかしなことでも言うような口ぶりに、違和感を覚えた。

「まだその時期じゃないってことなんだろうけどさ、あいつと……瑶子との愛佳って想像できないっていうか」

「は？」

「あ、いや、瑶子との子どもがいまひとつ思い浮かばない……って、芽依に言っても仕方ないよな」

　悪い悪いと言いながら、夏基は真面目な顔で私を見た。

「芽依の子どもなら想像できるんだけどさ。そうだな、その子は人見知りが激しい綺麗な女の子で、人と会ってもお父さんの背中からちらりと顔を出して恥ずかしそうに挨拶するんだろうな。どこに行くにもお父さんと一緒で、お母さんとふたりでお父さんを取り合うんだ。お父さんの誕生日には『パパお誕生日おめでとう。一番大好き』なんて手紙を真っ赤な顔で手渡してくれてさ……。で、俺はうれしくて目を潤ませながらもちゃんと言うんだ。『ごめんな。パパが一番好きなのはママなんだよ』ってさ。で、泣かせちゃうんだよなあ」

「……夏基、それ、私の子どもじゃなくて、自分の子どもでしょ。想像できないなんて言いながら、ちゃんと想像っていうか、妄想してるじゃない」

「妄想か。そうだなあ、でも、芽依の子どもなら、かわいいんだろうな。芽依に似て小さな顔に大きな目で、すらりと背が高くて。小さな頃から評判の美人でさ。だけど人付き合いが下手で損して泣いて、そのたびに俺と芽依が慰めるんだよな」

「……私と夏基……」

「あ、弟が生まれたらそいつも綺麗な姉が自慢でさ、シスコンで有名な残念な男になるんだよ。おまけに芽依のことも大好きでさ、彼女にしたい女の基準が母親と姉。で、将来なりたい理想の男は俺なんてこと……あ、これも妄想だな」

「うん、そうだね」

　未来を想像しながら勢いよく話していた夏基は、自分の言葉を思い返すと照れくさいのかははっと笑った。

「瑶子との子どもは想像できないのに、芽依との子どもならいくらでも想像できるなんて、おかしいよな。生まれたばかりの愛佳を見に行ったとき、芽依が一緒にいたからかな。だけど、それまでも芽依といれば……」

　そう言って黙り込んだ夏基に、どう声をかけていいのか戸惑った。

　冗談として片づけてしまいたい気持ちと、私との未来を考えているような言葉を並べられて、それを冗談にしてしまいたくない気持ちがせめぎ合った。

　私が夏基を好きだとは気づいていないはずなのに、どうして私と夏基の子どもの話をするのかわからなかった。

　わからないけれど、奇跡が起きて未来のどこかで夏基が今口にしたことが現実になればいいなと思う自分もたしかにいて、途端に心が苦しくなった。

　夏基には長い付き合いの彼女がいて、私の人生と重なり合う未来があるとは思えないのに。

　きっと、この場のノリで言った冗談なんだろうと、勘違いしそうになる気持ちを押しやった。

「夏基？」

　ふと考え込むように俯いた夏基に、声をかけた。

「芽依は、子どもは欲しくないのか？」

「え、私の子ども？」

「ああ。ちゃんと、産みたいと思わないのか？」

　その口調は、私が子どもを望んでいないのではないかと探っているようにも思え、はっとした。私が高橋専務と不倫していると、夏基は疑っているのだ。

〝ちゃんと〟という言葉にも深い意味があるように感じ、見つめ返す。

　すると夏基が苦しげに口元を結んだ。

　それはまるで、口にした言葉を後悔しているようだった。

　夏基の言葉の意味に気づき、体が冷えていくのを感じた。

　お酒の効能によるものか、夏基と向かい合わせで笑っている幸せなときのせいか。

　それまで熱かった体が、つま先から消えていくようだった。

「……高橋専務との噂でしょ？」

　椅子の背に体を預け、夏基と結んでいた視線をすっと外した。

　私の表情も変わったのだろう、視界の隅に見える夏基が焦っているように感じた。

「あ、いや、俺は、噂を全部信じているわけじゃないんだ」

　身を乗り出し、私の目の前に体を近づけると、夏基は一度大きく息を吐いた。

「芽依のことを悪く言う人間がいるのは知ってるし、面白おかしくありもしないことを言いふらすのも見たことはあるけど。俺は、あの噂が信じられないんだ」

　夏基の言葉に胸が痛んだ。

　当時、社内で私に関する噂が広まっていることにはかなり前から気づいていた。

　エレベーターで乗り合わせた人からちらちら視線を向けられたり、食堂で近くに座った人たちから毒のある言葉をわざと聞かされたこともあった。

　その噂を初めて耳にしたときにはそのことを笑い飛ばす余裕もあったけれど、日に日に増えていく好奇に満ちた視線を感じるたび、そんな余裕はなくなっていった。

　噂が広がるにはその理由がもちろんあり、それに思い当たれば強く否定もできなかった。

「芽依……？」

「噂は噂だよ。そうとしか言えない」

　噂の核心部分を簡単に口にした私に、夏基は驚いていた。

「芽依、それって、噂は真実じゃないってことか？」

　そう願っているとわかる口ぶりに、思わず本当のことを言いたくなったけれど、それはできないと、私は俯いた。

　事実を言ってしまえば社内に流れる噂は一気に鎮まるとわかっていても、私が高橋専務の妹で、社長の娘にあたるということが明るみに出れば、仕事がやりづらくなるのは目に見えていた。

　たとえ夏基に誤解されているとしても、言えなかった。

「ごめん……」

　答えを待っている夏基にそう言って、私は膝の上に置いた自分の手を見つめた。

「噂のせいで会社で嫌な思いをすることも多いけど、仕事はちゃんと頑張るつもりだから、それでいいでしょ。この会社に入りたくて努力もしてきたし……」

「芽依……」

「だって、この会社で仕事がしたくて自分の力で入社したんだし……って言っても、夏基には意味がわからないよね」

　私は学生時代から設計の仕事に就きたくて、いくつかの企業の採用試験を受け、最終的に入社を決めたのが『ＫＨ建設』だ。

　社風や業務の内容、今後数年の事業計画、そして通勤の便利さ。

　いくつものことを勘案して、自分で決めた就職先。

　けれど、もしも他にもっと魅力的な会社との縁があれば、そちらを選んでいたに違いない。

　もちろん、『ＫＨ建設』と並び、その質の高い仕事ぶりで評価されている『片桐建設』にも興味があったけれど、最終的に、そちらは選ばなかった。

　私には『ＫＨ建設』の方が合っていると思えたからで、それ以外の理由はない。

　結局、私の決断は両親と兄さんを喜ばせ、とくに兄さんは自分の手元に大切な妹が戻ってきたと手放しで喜んでくれた。

　昔と変わらず、今も妹思いという言葉だけでは片づけられない私への愛情に満ちている人だから、それは予想通りのことだった。

　そして、私は今、自分の実力だけを頼りにして仕事に励んでいる。

　決して誰からの後押しもなく、贔屓ひいきもない、『佐伯芽依』というひとりの社員として今の場所にいるのだ。

　けれど、もしも今、私が正直に自分の立場を周囲に話したとしても、私ひとりの力で採用されたなんて、誰も信じてくれないはずだ。

　それだけでなく、会社の花形部署だと言われている開発部への配属も、裏工作があったのではないかと勘ぐられ、今とは違う噂が広まるに決まっている。

　だとすれば、たとえ不倫しているなどという不本意な噂だとしても、さらりとかわして仕事に励んでいたい。

　ただ、高橋専務との関係を詮索する噂によって、私の開発部への配属は、色恋がらみの贔屓と温情によって決まったものだと誤解もされた。

　そんな状況をどうすればいいのか、悩みに悩んだ結果、高橋専務との関係を正直に話すよりも、噂について何も答えない方が仕事への影響が少ないと考えた。

　だから、たとえ夏基でも……ううん、夏基だから、言えなかった。

　単なる同期として私を見て欲しいし、遠慮のない、同等な関係で付き合って欲しかったから。

「……高橋専務との噂なんて、気にしないで欲しい」

「芽依……お前」

「あ、それとね。夏基がさっき私に聞いたけど。いつかは赤ちゃんをちゃんと産みたいって思ってる」

「え？」

「ん？　夏基が聞いてきたんでしょ。赤ちゃん産みたいかって」

　私のその言葉に、夏基は悲しい表情を見せた。

「いつかは、ちゃんと子どもを産んで、誰にも遠慮することなく私の愛情をたっぷり注ぐことができる家族を作るって決めてるから」

　思う存分愛情を注ぐことができる家族が欲しいと、ずっと願っていた。

　家族に恵まれていないわけではないし、これまでもたくさんの人から大切にしてもらい育ってきたけれど。

　周囲の人の感情を傷つけないかと気遣いながら不安定な立場で生きてきたせいか、無条件に愛し愛される家族に、当時も今も、強く憧れている。

「芽依、ちゃんとって言うけど、子どもを産む以前に結婚相手を探してからだろ」

「もちろんそれが理想だけど。今はその予定もないし」

「高橋専務は……。いや、いいんだ」

　夏基は何かを言いかけて、思い直したように口を閉じた。

　その姿はまるで、夏基が私を特別な存在として心配していると、自分に都合のいいように考えてしまいそうで切なくなった。

　温かな人柄と仕事への高い向上心。

　配属されてからは同期だけでなく先輩からも頼りにされている夏基のそばにいて、恋心が育たないわけがなかった。

　おまけに、時折私に見せる艶やかな視線と不意に私に触れる手のひらの感触を知れば、その懐に飛び込みたいと願わずにはいられなかった。

　けれど、どんなに私の気持ちが昂ぶり夏基を求めても、彼には大切にしている恋人がいた。

　だったらもう、私が誤解してしまいそうな優しさや気遣いは見せないで欲しいと何度も心の中で繰り返した。

　高橋専務との噂を夏基がこれほど気にしていると知って、もしかしたら夏基は私のことを、と期待する自分もいた。

　胸に溢れるたくさんの想いが私を追いつめ、夏基への想いを思わず口にしそうで苦しかった。

「芽依」

　黙り込んだ私を気遣うような夏基の声に視線を上げた。

「じゃあ、芽依には……好きな男はいないのか？」

　高橋専務とのことを疑っているのに、それを信じたくないのか、夏基は探るように聞いてきた。

　それは、好きな男から一番聞かれたくない言葉だった。

　楽な片想いはないとわかっていても、体中が痛みを覚えた。

　そんな気持ちを隠し、私は言葉に感情を乗せないよう気をつけてそれに答えた。

「夏基が彼女を好きな気持ちと同じくらい、私にも好きな男、いるよ」

　すると、夏基は私の言葉を誤解し、予想通りの悲しい表情を浮かべた。

「高橋専務のことだろ？　だけど芽依、専務には」

「わかってるよ。高橋専務には愛する奥さんとかわいい娘さんがいるって、わかってるから。この話はもう終わり」

　テーブルに並んでいた美味しい料理はすべて食べ終わり、お酒も楽しく飲んだ。

　夏基と過ごした心地いい時間を損なわないよう、私は無理矢理話を切りあげて小さく笑った。

　胸を張れない恋愛ではなく、笑って人に話せる恋愛をしろと、夏基の表情はそう言っていたけれど。

　どうすれば夏基以外の男に気持ちを向けられるのか、教えて欲しかった。

「なあ芽依、とにかく高橋専務のことは諦めろ。芽依にはきっとこれから」

「これから何？　私ひとりを愛してくれる人が現れるって言うの？」

　高橋専務との関係を心から心配しているのはわかっていたけれど、だからといって他の男性との恋愛を勧められるのは悲し過ぎる。

　夏基が好きなのに、本当に好きなのに。

　私は荒々しい口調で夏基に答えながら目の奥が熱くなるのを感じ、慌てて唇を結んで涙をこらえた。

　俯いた視線の先には、膝の上に置かれた私の手。

　色が変わり、手のひらが痛むほど強く握りしめ震えているのは本当に私の手だろうか。手だけでなく、こうして夏基の目の前で感情を溢れさせ、揺れているのは現実のことなのかと、不思議な気持ちになった。

「芽依？」

　ぼんやりと自分の両手を見つめたままでいると、夏基が私の顔を覗き込んだ。

「悩んでいるなら、何でも相談にのるし、芽依が望むことなら何でもするから。自分を大切にしろ」

「何でも、なんて嘘ばっかり」

「嘘じゃない。俺が芽依にしてやれることなら、何でもするから、目を覚ませよ。高橋専務だけはだめだ」

　夏基はそれが言いたくてたまらなかったのだろう。

　口にした途端苦しげな表情を浮かべながらも、どこかホッとしているようにも見えた。

　私の気持ちを知らないくせに。

　私を夏基の一番近い場所に置いてくれないくせに。

　どうして私が夏基を諦められなくなるような優しい言葉ばかりを口にするんだろう。

　私を気遣う言葉は結局、私を苦しめるだけだというのに。

　もう、私を嫌いになってもいいから、突き放して欲しいと思った。

　それで私が楽になれるのなら、嫌われてもいいと思った。

　だったら一度だけでもいい。

「夏基、私を抱いてくれる？　私が寂しいとき、体温をくれる？」

「芽依……？」

「なんでもしてくれるって、言ったでしょ？」

　冷静な私の声に、夏基は驚き、口を閉じた。

　漂う沈黙と、夏基の戸惑い。

　このとき感情に任せて言った私の言葉が、その後の私と夏基の関係を大きく変えることになった。




　＊　＊　＊




　車窓を流れる景色を見ながら、あの日そう言った自分を思い出す。

　あの日がなければきっと、こうして赤ちゃんを授かることもなかったはずだ。

　家族に心配をかけることもなかった。

　けれど、お腹にそっと手を置けば、自分はもうひとりではないという温かさに包まれて、それを後悔する思いは生まれてこない。

　夏基の家に着くまでに、自分の想いを整えよう。

　そして、赤ちゃんの未来のために強くなろう。










ＬＯＶＥ03　言えない関係 ～夏基ｓｉｄｅ～




　部屋にひとり取り残された俺の心には、普段感じる以上の寂しさが溢れた。

　いつも自分の気持ちを胸の奥に隠し、周囲への気配りを優先する芽依のことをわかっていたはずなのに、その優しさにつけ込むように厳しい言葉をかけてしまった。

　愛していると伝えられないまま続いている芽依との不毛な関係。

　芽依にとって唯一の愛しい男は俺ではなく高橋専務だとわかっていても、その関係をどうすることもできずにいる。

　内定式で知り合った芽依とはすぐに仲良くなり、研修で同じグループになったことでさらに親しくなった。

　自己紹介のとき、設計に対して大きな夢や主張は持っていないが、他の職業に就くことは考えられないと言っていた。

　図面を見て、実際に建設されたらどんな人が出入りするのだろうか、幸せな人生を送ることができるのだろうかと想像するとわくわくすると言っては子どものような笑顔を浮かべていた。

　単純に設計が好きだとわかる屈託のない様子に俺の心はざわめき、芽依から目が離せなくなった。

　俺には大学時代から付き合っている恋人がいるというのに、芽依に向かって動く気持ちに歯止めはかからず、ことあるごとに芽依の隣にいた。

　芽依は女性にしては長身で、かわいいというよりも綺麗で整った顔は周囲に冷たい印象を与えがちだ。けれど、一度言葉を交わせばその穏やかさと優しさはすぐにわかる。

　男社会だと言ってもいい社内でも、芽依は焦ることなく与えられた仕事を的確にこなしている。

　雑用だと思われがちな設計以外の仕事も積極的に引き受ける様子は、見た目の印象とのギャップを生み、男性からの人気はもちろん、密かに芽依に憧れる女性を増やしている。

　俺も芽依に惹きつけられ、離れることができずにいるひとりだ。

　体を重ねる関係を続けているといっても、今この瞬間でさえ、芽依を俺だけのものにはできずにいる。

　芽依が唯一愛しているのは高橋専務だとわかっていても、いつかは俺だけのものにしたいと、微かな希望を捨てきれずにいる。

　まるで俺を愛しているかのようにすがりついてくる芽依に煽あおられて、彼女の体を貪りつくし、その体に俺の印をめいっぱい残す。

　半年前、長く付き合っていた瑶子と別れてからは、後ろめたさを感じる必要もなくなり、芽依への気持ちをぶつけるように抱いている。

　そんな俺の切せっ羽ぱ詰つまったような想いに、芽依はきっと気づいていない。

　こんな関係が始まったのも、最初は成り行きだった。

　もともと同期同士の結束が固く、研修中からことあるごとにみんなで集まっては飲んでいた。

　そして、誰よりも親しい同期として、芽依と付き合う日々が一年半ほど続いた。

　当時、俺には瑶子という恋人がいて、芽依には高橋専務という、不倫とはいえ恋人がいた。それが事実であるのかどうか、芽依の口からはっきりとしたことが聞けない中で、高橋専務と芽依の噂を何度も耳にした。

　芽依を信じ、ずっと何も言わずにいたが、ある日話の流れで『俺が芽依にしてやれることなら、何でもするから、目を覚ませよ』と言ってしまった。

　言うつもりのなかった言葉を口にして自分でも驚いたが、その瞬間の芽依の苦しげな表情は今でもよく覚えている。

　そこまで高橋専務のことが好きなのかと愕がく然ぜんとし、自覚していた以上に自分は芽依に惹かれていると気づいた。

　鋭い口調で言葉を続ける俺に、芽依は売り言葉に買い言葉だろうか。

　だったら俺に抱いて欲しいと口にした。

　同時に、温もりを与えてくれるのかと問うように、俺に視線を向けた。

　俺に抱かれることを心から望んでいると錯覚させるような深いまなざしに、逆らえるわけがなかった。

　周囲の音がすべて消え去り、俺の意識は芽依の真意を探るためだけに動いた。

　ほんの数秒、それでも俺にはまるで何時間にも思えるときが過ぎ、俺は芽依の腕をつかみ、そして。

　その日から、人には言えない関係が始まったのだ。

　体を重ねるだけの関係。

　芽依を自分の腕に閉じ込め、体温を分かち合う時間は極上で、手放せないまま今に至っている。

　俺の腕の中で乱れる芽依は、まるで俺が唯一の恋人だとでもいうように身体を寄せて、どんなキスにも応えてくれる。

『夏基……』

　意識とは無縁の感覚の中でつぶやく芽依の言葉が、芽依のそばに俺が居続ける理由だ。

　その吐息の中に俺への愛情を探す自分に苦笑しながら、それでもいつかは、俺だけの芽依になるかもしれないと望みをつなげる日々。

　そして、俺自身を芽依に刻みつける長い夜が何度も続き、ふたりで過ごす休日が自然なものだと感じられるようになった頃。

　芽依との関係を続けながらも、はっきりと別れられずにいた恋人に他に好きな男ができて別れた。

　遠距離恋愛を始めた頃から感じていたふたりの距離は大きく、寄り添いたい気持ちはお互いの中から消えていた。

　けれど、はっきり別れようと口にしないまま続けていた関係を解消して、正直ホッとした。

　芽依に本気になりながらも恋人と別れることができなかったのは、芽依には高橋専務という存在があり、俺ひとりのものにできない苦しさがあったからだ。

　それに、寂しさを俺で紛らわせる芽依への強がりもあった。

　俺だって芽依だけじゃないと見せかけることで、芽依を求める一方的な思いに歯止めをかけていたが、そのせいでふたりの関係はさらに不毛なものになっていった。

　俺が恋人と別れたあとも、芽依の俺に対する態度には他人行儀なところがあったが、俺の中にあった〝浮気〟という罪悪感は取り払われ、芽依だけに気持ちを向けられるようになった。

　恋人だった瑶子には申し訳ないが、肩の荷が下りたようだった。

　それからの俺は、芽依に対する想いを一層強くした。

　誘えばいつでも俺に抱かれる芽依を、俺だけのものにしたいと何度も願った。

　けれど、社内に公然と流れている噂が、その想いを芽依にぶつけることをためらわせていた。

〝佐伯芽依は、高橋専務の愛人〟

　その噂に対する周囲からの興味本位の質問に、肯定も否定もせず曖昧に笑う芽依。

　そんな芽依の様子と、休日にふたりが一緒に歩く姿を何度も目撃されていることが決め手となり、それは事実となって広まっている。

　けれど、俺に抱かれるときの芽依の瞳には、間違いなく俺への愛情が見え、抱きしめ返す腕には俺への独占欲が感じられる。

　社内に広がる噂は間違いではないのかと、それを期待する気持ちを抑えながら何度もその瞳を探った。

　それでも芽依の様子は曖昧で、俺は真実を問いただすこともできず、体を重ねるたび芽依に気持ちが傾いていく。

　そして、俺が急な休日出勤となったせいで会えなくなった、ある日曜日。

　思っていたよりも仕事が早く片づいた俺は、連絡を入れる間も惜しんで芽依のマンションに向かった。

　仕事を片づけながらも芽依のことが頭から離れず、早く会いたい、そしてずっとそばにいて欲しいという気持ちが俺の心のすべてとなったあの日。

　不倫なんていう切ない関係は一刻も早く清算させて、芽依を俺ひとりのものにすると心に決めた。

　いつになく緊張している自分を落ち着かせながら最後の角を曲がった瞬間、目に入ったのは、芽依のマンションから出てくるふたりだった。

　芽依と高橋専務。

　肩が触れ合うほどの近い距離で楽しげに笑い合うふたりは、強い愛情とお互いを大切に思う空気に包まれていた。

　別れ際のキスこそなかったが、寂しげに見送る芽依の表情は、それまで俺には見せたことのないものだった。

〝佐伯芽依は高橋専務の愛人〟

　俺は直面した目の前の事実に呆ぼう然ぜんとし、芽依がマンションの中に戻ったあとも、その場に立ち尽くしていた。




　ふと我に返ると、飲み会に出かける時間が迫っていた。

　ソファに体を沈ませ考え込んでいる自分に気づき、自分の女々しさにため息をついた。どれほど愛情を注いで抱いても、俺ひとりのものにはならない女のことをひたすら考えるなんて、俺はどれだけ芽依に惚れているんだ。

「はは……」

　芽依と出会ったときには恋人がいた俺にとって、浮気が本気に変わってしまうという予想もしていなかった展開。

　いや、芽依を見た瞬間から彼女に惹かれ、本気で好きになっていた。

　そのことから目を逸らしていただけだ。

　抱くたび、見つめ合うたび、芽依への愛は俺の中で確実に大きく育っていた。

　そして、芽依の中にも、俺への愛情は少なからずあるはずだ。

　ただ、ふたりが一緒にいる様子を見れば、芽依が高橋専務にも愛情を持っているのもたしかで。

　……考え出すと、いつも答えを出せないループに迷い込んでしまう。

「あー、どうすればいいんだよ」

　大きくため息をついて、出かけるために着替えようと勢いよく立ちあがったとき、玄関の鍵が開けられる音がした。

　もしかして、という期待を隠せないまま玄関に向かう。

「……戻ってきちゃった」

　はにかみながら小さな声でつぶやく芽依がそこにいて、俺は慌てて駆け寄った。

「芽依、どうして……」

「夏基はもう出かける？　ちょっとだけでも、ここにいていい？」

「いいけど……」

　気のせいか、俺を見上げる芽依の顔色が悪い。もともと細い体は、最近さらに華奢になり、色白の肌はほんの少し青く感じる。

　おまけに、今の芽依の表情には緊張感が溢れ、瞳は不安げに揺れている。

「何かあったのか？　顔色が悪いぞ」

　思わず芽依の頬を両手で包むと、俺が記憶しているよりも輪郭が鋭くなっているように思えた。

「かなり……痩せたよな？」

　芽依は俺の言葉にはっとし、すぐにそれを否定するように首を横に振った。

「小さな顔が、さらに小さくなってるけど？　ダイエットなんてやめろよ」

「ダイエットなんて、してないよ。食べるの大好きだし」

　芽依は俺を気遣うように明るい表情を作り、優しく笑った。

「最近、仕事がかなり忙しかったから、痩せたかもしれないし、お肌にもきたかな。年をとると回復に時間がかかるのよ」

　そう言って、芽依は俺の横をすり抜け部屋に入っていった。

　振り返りその後ろ姿を追うと、やはり細い体がさらに細くなっている。

　後ろ姿から感じる芽依の表情も、いつもとどこかが違っていた。










ＬＯＶＥ04　葛藤と赤い花




　真里さんと別れたあと、私は電車に揺られながら赤ちゃんが写る超音波写真を見ていた。お医者様に教えてもらわなければ何がどこに写っているのかもわからない写真なのに、それを見ているうちにお母さんになれる喜びが溢れてくる。診察で聞かせてもらった赤ちゃんの心音も、私の中に新しい感情を芽生えさせた。それはとても幸せな感情だ。

　クリスマスには私に家族ができるという喜びが、予想していた以上に大きくなっている。

　貧血という気がかりな要素はあるけれど、妊娠した喜びの方が大きくて、何があっても無事に出産するのだと、普段持つことのない強い思いもじわじわとわいてくる。

　これが、母は強しということなのだろうか。

　何度も超音波写真の赤ちゃんを見ているうちに、目の奥が熱くなるのを感じた。

　私の赤ちゃん、私の家族。

　もちろん夏基の赤ちゃんでもあるけれど、それを夏基に伝えていいのか答えを出せずにいる。

　夏基と私の関係を考えれば、私の妊娠を喜んでくれるとは思えず、私が高橋専務の愛人だという噂を信じているとすれば、赤ちゃんの父親が自分であると認めてくれるかどうか、自信がない。

　ずきんと胸は痛み、切なさで体は震えるけれど、悲観的な思いはお腹の赤ちゃんに良くない。震えを押しやるように気持ちを切り替える。

　お腹の上に手を置き、車窓を流れる景色を見ながら心を落ち着けた。

　すると、お父さんである夏基にこの幸せを隠しておくことが、本当に正しいのかどうか、気持ちが大きく揺れた。

　夏基にとって私は、恋人がいたときには単なる〝浮気相手〟で、別れた今は、本命を探す合間のつなぎの女に違いない。

　夏基が恋人の瑶子さんに振られてからしばらくの間は、私を恋人にしてくれるのではないかと淡い期待を持っていた。

　けれど、夏基はそれまでと変わらず私を何度も抱く一方で、『なかなか〝運命の女〟って見つからないな』と悪びれることなく言い放ち、私以外の女の子と出かけることもある。

　だから、妊娠したことは黙っていようと思っていた。

　けれど、私がそう決めた理由はそれだけではない。

　夏基の私への単なる好意を、妊娠という手段で愛情に似せたものに変えることに抵抗を感じたからだ。

　妊娠を理由に夏基をつなぎとめることが、ふたりの幸せにつながるとは思えない。

　口は悪いし強引で、女性関係も軽いけれど、夏基の本来の姿は優しく責任感が強い、信頼できる男だと知っているから、尚更伝えることを躊ちゅう躇ちょしてしまう。

　夏基は私を放り出したりしないとわかっているから、言えないのだ。

　だから妊娠のことは決して伝えないと決めて、これからのことを考えていた。

　けれど、診察のときに超音波写真で赤ちゃんの影を見せてもらった途端、夏基には伝えないと決めていた思いが揺らぎ始めた。

　未婚での出産を覚悟している私でさえ、まだ豆粒のような赤ちゃんの影を目にするだけで幸せな思いが溢れる。

　早く会いたくてたまらなくなる。

　この幸せを、私だけの勝手な判断で夏基から奪ってもいいのだろうかと悩みは尽きない。

　伝えないことが正しいと思っている自分は、身勝手な人間に違いない。

　そう何度も自分を責め、心は落ち着くことなくざわざわしている。

　ただでさえ妊娠したことで感情の揺れは普段よりも大きく、ちょっとしたことで涙が浮かぶというのに、自分ひとりで解決できないことを何度も悩み、心の奥ではいつも夏基を求めている。

　とにかく、夏基に会いたい。

　その想いに素直になった私は、病院からまっすぐに夏基の部屋に戻ってきた。

　予想通り、夏基は再び訪ねてきた私を見てかなり驚いていた。

　まだ出かけていなくて良かったとホッとしながらも、いざ夏基を目の前にすると、伝えたいことをちゃんと伝えられるのかと心細くなる。

　赤ちゃんのことを話せるのか、不安ばかりが溢れ、私の頬に両手を置く夏基にうまく言葉を返せなかった。

　私は落ち着かない気持ちを隠すように夏基の傍かたわらをすり抜けた。

　赤ちゃん、お願い。お母さんに勇気をちょうだい。




「コーヒーでも淹れるね」

　普段と変わらない声を意識しながら、キッチンでお湯を沸かす。

　使い慣れた食器棚からふたりのコーヒーカップを取り出して、テーブルに並べた。

　彼女と別れたと聞いて以来揃えた食器はどれもお気に入りで、お揃いのものがほとんどだ。

　今目の前にあるコーヒーカップは夏基が出張先で見つけたもので、見た目にも手触りにも温もりを感じる萩はぎ焼だ。

　これで何度もふたりでコーヒーを楽しんだことを思い出し、気持ちを落ち着けていると、夏基が傍らに並んだ。

　隣に立つ夏基をそっと見上げると、気遣うように私を見ている瞳とぶつかった。

「……花凛と買い物に行ったんじゃなかったのか？」

「え……？」

　そういえば、病院に行くとは言えなくて、とっさに嘘をついたんだ。

「えっと、その。行ってないの」

「なんで？　花凛の都合が悪くなったのか？」

「うん……。まあ、そんなとこ……」

　曖昧な答えをつぶやきながら夏基を見れば、納得できないとでもいうような表情で私を見ていた。

　私の嘘に気づいたのかと慌てたけれど、夏基はそれ以上何も聞かず、相変わらず私を心配そうに見つめるだけだ。

「芽依」

「え？」

「芽依……」

「どうしたの？　あ、出かけるなら私に気を遣わないで準備してね」

　普段見慣れない夏基の真面目な瞳に戸惑いながら、私は明るく声をかけた。

　もちろん出かけて欲しくはないけれど、うまくその気持ちを口に出せないのがもどかしい。

　そして、コーヒーカップを乗せたお盆を持とうとしたとき、突然背中が温かくなった。

「え、ちょっと、夏基？」

　振り返ろうとしても、夏基の腕の力は強く、思うように体を動かせない。

　耳元に感じる吐息に体がぴくりと震え、思わず夏基に体を預けてしまう。

　当たり前のように夏基の胸に体は寄り添い、夏基も抵抗なく受け止めてくれる。

　私の体になじんでいるその動きに安堵しながらも、普段よりも強く私を抱きしめる夏基の様子が気になった。

「夏基？　あの、どうしたの？」

「……抱いていいか？」

「え？　……どうして、それに夏基はもうすぐ出かけるんでしょ……？」

「……そうだけど」

　夏基は小さな吐息とともに私の体をゆっくりと撫でながら、首筋に痛みを落としていく。

　立ち尽くしたままの私の体に熱を落とすその唇や手を、ただ受け入れる。

　愛する人に抱きしめられて、それを拒むことなんてできない。

　夏基の手が、胸から次第に下がっていき、お腹をかすめるように優しく触れるのを感じた瞬間、私ははっと息を止めた。

　夏基が優しく触れる指先の向こう側には、赤ちゃんがいるはずだ。

　まだあまりにも小さくて、心臓の音だけが存在を教えてくれる小さな赤ちゃん。

　今、私の大切な赤ちゃんは、お父さんの手の温かさをちゃんと感じているのだろうか。

　やっぱり、夏基に隠しておくことはできない。この先もずっと、夏基に赤ちゃんのそばにいて欲しい。

　私は気持ちを整えようと、小さく息を吐き、目をぎゅっと閉じた。

「夏基、あのね、実は私」

「ん……？」

　夏基は私の言葉に軽く答えながら、唇で私の体に刺激を与え続ける。

　私は夏基の体温に包まれた体をどうにか起こし、背後を振り返った。そして、大切なことを伝えようと視線を上げた途端、熱いものを唇に感じた。

「ん……っ」

　夏基は私の後頭部を強く押さえ、キスを落としてくる。

　私の反応にはおかまいなしに自分の感情をぶつける強引なキス。その激しさに思わずあとずさると、私の体はさらに引き寄せられた。

　終わることのないキスにいつしか酔い、気づけば足元から崩れ落ちそうになっていた。

「な……夏基」

　慌てて夏基の肩をつかむと、それに応えるようにキスが深く熱くなり、私も次第に夏基と同じ深さで応え始める。

　夏基からの熱をすべて受け止めたくて、その首にしがみつき、背伸びもして。

「夏基、夏基……もっと、ぎゅっとして」

　これ以上近づけないほど密に抱きしめ合ってもまだ物足りなくて、普段は我慢している甘い声で夏基にねだった。

　赤ちゃんのことで気持ちが不安定になっているせいか、もっと強く抱きしめられたくて、力いっぱいしがみついた。

「……芽依？」

　普段と違う私の様子に気づいたのか、夏基はそっと私の体を離した。

「芽依、高橋専務と何かあったのか？　ようやく別れた……とか？」

「……夏基？」

「青白い顔をして、そんなに悩むほど、高橋専務が好きなのか……？」

　低い声で問いかける夏基の表情は切なく悲しげだけど、それ以上の痛みが私の体に走った。

〝佐伯芽依は高橋専務の愛人〟

　夏基が何を根拠にそれを信じているのかわからないけれど、その噂を事実として受け入れながら、私を抱いている。

　私を心から愛していないから、噂を信じていても抱くことができるのだろうかと、心はさらに落ちていく。

　けれど私だって、夏基が噂を信じているとわかっていながら、そしてその誤解を解かないまま、夏基に抱かれているのだ。

「芽依、何があった？」

　荒い呼吸を何度か繰り返したあと、夏基が再び口を開いた。

　夏基の瞳の悲しみは一層深いものとなり、私の腰を抱く手は震えている。

「芽依と、高橋専務は」

「夏基……私と高橋専務は、噂されているような関係じゃないよ」

「……じゃあ、いったい」

　夏基はかすれた声で問いかける。

　きっと、社内に広がっている噂と私の言葉の違いに悩み、葛藤しているのだろう。

　私は夏基の胸に頬を寄せた。

　夏基の胸から、とくとくと繰り返す鼓動を感じれば、不思議と気持ちが落ち着いてくる。ふとベランダに視線を移すと、私が春先に植えたアサガオのつるが伸びているのが見えた。

　ちゃんと支柱に巻きつきながら伸びているつるを見れば、私がこの部屋に来ないときには、夏基がちゃんと水やりをしているとわかる。

　夕焼けが差し込むリビングは茜色に染まり、ふたりで選んだソファやテーブルがいつもよりも優しい印象に見える。

　この部屋のいたるところに私が選んだものがあり、夏基との付き合いの長さを実感する。

「あのソファ、色が変わると新鮮だね」

「……は？」

　薄いベージュの三人がけのソファは、ベランダから差し込む夕日に照らされて綺麗なオレンジ色に変化している。

「綺麗な色……。ちょっと高かったけど、あのソファにして良かったね」

「……そうだな。俺も気に入ってるけど、でも、突然どうした？」

「ううん、別に何でもないんだけど、ふたりで一緒にたくさん買ったんだなって思って」

　夏基と一緒にお店を巡ってはあれやこれやと言い合い、買い物をした楽しい思い出が、順に浮かんできて胸がいっぱいになる。夏基が彼女と別れるまでは、さすがに自分のものをこの部屋に持ち込むことも、自分の好みのものを置くことも遠慮していたけれど。

　この半年、夏基が誰のものでもなくなってからは、かなりの家具や食器をふたりで選んだ。どちらかといえば私好みのものを優先してくれ、この部屋は私が作りあげたともいえる。それももう、おしまいにしなければいけないのだろうか。

　そう思うと、途端に涙がこぼれそうになる。

　私は腰に回されていた夏基の腕をゆっくりと解き、涙がこぼれ落ちる前に離れようとしたけれど、とっさに動いた夏基に、腕をつかまれた。

「どこに行くんだ……？」

「え？」

「どこって、リビングでコーヒーを飲もうと思って」

「そうか……」

　夏基は、そっと私の腕から手を離すと、心配そうな表情を浮かべてリビングに行った。

　つかまれたところが赤くなり、痛みも残っている。

　仕事以外のことには滅多に本気を出さない夏基が見せた、余裕のない様子に戸惑い、私は首をかしげた。

　まさか、私をどこにも行かせたくないから……ということはないだろうけれど。

　もしそうだとすれば、かなりうれしい。

　そんな自分に都合のいい思いを、慌てて心から締め出した。

　私の前でも平気で『〝運命の女〟には、なかなか会えないよな』とつぶやく夏基に限ってそれはないだろう。

　リビングのローテーブルにコーヒーカップを乗せたお盆を置いた途端、ソファに座っている夏基に抱き寄せられた。そして、あっという間に私は夏基の膝の上に座らされた。

「ちょっと……ん……っ」

　夏基は私の頭をぐっと引き寄せて、深いキスを始めた。

　突然始まったキスは終わる気配もなく、それどころか次第に熱を帯び、まるで私を食べ尽くすように激しくなる。

「……な、夏基？」

　キスの合間に夏基の胸を叩いてみても、夏基は私にかまうことなくキスを深める。

「夏基、飲み会に行くのなら、準備しなきゃ」

　必死でつぶやく私の言葉が届いたのか、荒い息を繰り返しながら夏基が顔を上げた。

「飲み会なんてやめて……芽依を抱きたい」

「な……なんで……。だめだよ、せっかく誘ってもらったのに」

　……なんて、嘘だ。

　飲み会に行かずに私を抱きたいと言われ、目眩がするほどうれしくなる。私だってこのまま夏基とふたりでいたいし、抱き合っていたい。

　けれど、夏基への遠慮や強がってしまう悪い癖が、ここでも顔を出して素直になれない。

「芽依は俺と一緒にいたくないのか？」

　もちろん、一緒にいたい。

「明日の日曜も、俺と一緒に過ごしたくないのか？」

　過ごしたいに決まってる。四六時中、これでもかというくらい、寄り添いながら過ごしたい。

「どうなんだ？」

　私の顔を覗き込む夏基の瞳には、意地悪な光が揺れている。

　まるで私の本心なんて全部わかっているんだといわんばかりの余裕も見え隠れしている。

　私は思わず視線を逸らした。

「私だって一緒にいたいけど、夏基はこれから設計部と一緒に仕事を進める予定なんだから、行かなきゃまずいでしょ」

「まあ、そうだけど。でも、飲み会に行かないくらい、どうってことないだろ。それで仕事に影響が出る程度の実力じゃない」

　夏基はあっけらかんとそう言って胸を張る仕草を見せた。

　たしかに仕事では一目置かれ、夏基を部下に欲しいと手を挙げる部長はたくさんいる。

　そんな事実を本人が自覚しているのは少しむかつくけれど、それもまた彼の魅力なのかもしれない。

　生意気だけど、仕事ができるかわいいやつ。それが夏基なのだ。

　設計部との関係は大切だけど、夏基が言うように飲み会に欠席した程度で仕事に影響が出るとは思えない。

　夏基を飲み会に行かせたくない理由は別にあるのだ。

「今日の飲み会に来る女の子たちは、夏基と飲むのを楽しみにしてるんじゃないの？」

　ちらり、横目で睨み、聞いてみた。

　夏基は、そんな私の言葉に一拍置いて、くくっとのどの奥を震わせた。

「そうだな、俺が行くのを楽しみしている女の子はかなりいるだろうな。それに、俺の〝運命の女〟に出会えるチャンスかもしれないな。だったらやっぱり、行った方がいいよな」

「え……？」

「何固まってるんだよ。芽依が俺に行けって言ったんだろ」

「そう……なんだけど」

「芽依の本当の気持ちって、なかなか見えないよな」

　夏基は、私にデコピンをした。

「いたっ」

　思わず額に手をやると、その手は夏基にぎゅっとつかまれた。

「芽依は、どうしたいんだ？」

　整った顔が私の目の前に近づいて、疑問符を投げかけてくる。

「どうしたいって、とくにないけど。……たまには私のことを気にしてくれるんだね。ちょっとだけうれしいよ」

　私は明る過ぎる声でそう言って、大きく笑った。

　夏基の口から〝運命の女〟という言葉を聞かされて、やっぱり私は夏基にとって体だけの女なのだと実感した。

　もちろんそれは私の体にも心にも強い痛みを与え、今すぐにでもこの場から逃げ出したくなる。けれど、それを夏基に気づかれたくはない。

「……芽依のことならいつも考えてるよ」

　夏基は私の言葉が気に入らないのか投げやりにそう言って、舌打ちをした。

「いつも〝運命の女〟探しで忙しそうだから、私は忘れられているのかと思ってた」

　私の言葉に夏基の顔が強張ったように思えたけれど、すぐに、普段と変わらない飄ひょう々ひょうとした表情が浮かんだ。

「そうだな。……〝運命の女〟、探さないといけないな」

「夏基……」

「芽依が本当に欲しい相手って高橋専務だろ？　何度俺に抱かれても、俺にくれるのは体だけだろ？　だから俺に〝運命の女〟を探せってうるさく言って……いや、いいんだ」

「夏基、それは違う」

「俺とこんな関係になって、今は高橋専務とは寝てないのか？　さすがに俺に抱かれたあとじゃ無理か……」

　感情を消したような、醒めた夏基の言葉が私の体に響いて痛い。

　赤ちゃんのことを話す前に、私は高橋専務の愛人ではないと説明しなければならないのに、その気力もなくなりそうだ。少なくとも今は、夏基に何を言っても信じてもらえそうにない。

「私も、夏基と一緒だよ。私ひとりを愛してくれて、誰に遠慮することなく愛せる運命の相手を探してる。だけど、それは高橋専務じゃない」

　強い口調でそう言って、ぐっと唇を噛みしめた。

　運命の相手を探してるなんて、そんなの嘘だ。

　今の私は夏基以外考えられないのに、どうしてその想いが伝わらないんだろう。

　夏基だけが欲しくて、私だけのものにしたいのに。

　それに、こんな話がしたくてここに戻って来たわけじゃない。

　私のお腹にいる、夏基の赤ちゃんのことを話したくて、ここに戻ってきたのに。

「これほど何度も夏基に抱かれて、体中に赤い花を付けられているのに、他の男に抱かれるわけがないでしょ。バカじゃないの」

「バカは芽依だろ？　俺がどれだけ、我慢してると思ってるんだよ」

「我慢って何？　我慢して私を抱いてるの？　どうせ私は〝運命の女〟が見つかるまでのつなぎだもんね」

「芽依っ、お前それ本気で言ってるのか？」

「な、何よ。私のことなんて、結局……」

　そう言ってぷいっと顔をそむけると、涙がじんわりと瞳に広がるのがわかる。

　でも……泣かない。

　唇を噛みしめ泣きたい気持ちをやり過ごしていると、夏基の胸にぎゅっと抱き寄せられた。

「つなぎって、そんなわけないだろ？」

　耳元に、夏基の声が落とされる。

　何かに耐えているような声を聞けば、夏基も苦しんでいるとわかる。けれど、もしも私を本気で好きなら、恋人と別れてからもずるずると体だけの関係を続けるわけがない。

　けれど、夏基は私との関係を変えることなく〝運命の女〟を探していると口にする。

　会社の女の子から誘われれば気軽に一緒に出かけ、それを私に隠そうともしない。

　やっぱり、夏基にはまだ、別れた恋人への未練があるのだろう。

　遠距離恋愛の寂しさや難しさは、経験したことのない私にはわからないけれど、夏基と彼女が近くにいられたならば、別れはなかったのかもしれない。

　それに、今頃、結婚の話が出ていたかもしれない。

　他人の私でさえそう思うのだから、夏基は私以上に強くそう思っているだろうし、後悔していてもおかしくない。だから、私はつなぎなのだ。

　恋人への未練を絶ち、〝運命の女〟と出会うまでの関係。

　だからといって、夏基は私を邪険に扱うわけでもなく、私が勘違いしそうなほど優しく抱いてくれる。

　だから、私は夏基から離れられなかった。

　体だけの関係でもいいと思い、涙を我慢していた。

　夏基の気持ちはどうであれ、私はもう、夏基以外の男性を好きになれそうにない。

「……やっぱり飲み会には行かねえ」

「夏基？」

「今は芽依と一緒にいたいし、飲み会はキャンセルだ」

「……〝運命の女〟はいいの？　今日の飲み会で巡り合えるかもしれないのに」

「まだ言うか……？」

　夏基は呆れたようにそう言って、私の唇に軽くキスをした。

「我慢して芽依を抱いているなんて、冗談でも二度と言うなよ。俺は芽依を抱きたいから抱いてるんだ。他に理由なんてない」

　夏基は私を見つめ、言い聞かせるようにそう言った。

　その強い口調からは、その言葉は単なるごまかしでも、私へのご機嫌うかがいでもなく、夏基の本心だとわかる。

　その言葉にホッとする気持ちがある反面、私を抱くのは抱きたいからであって、他に理由はないと言われ、複雑な思いにとらわれる。

　抱きたいだけで、それ以上の関係は求めていないということだ。

　私との今以上の深い関係や、将来へのつながりは求めていないということを察して、ふっと視線を落とした。

「あぁ、腹減った。なんか食いに行くか？」

　夏基は私を抱きしめていた腕をそっと外すと、私の体をソファの上へおろした。

　食事の話が出た途端、私は気分が悪くなった。

　吐きそうだけど、吐けないという、曖昧な気分の悪さ。

　これはもしかして、つわりなのかもしれない。

　妊娠が確定し、順調だと言われた途端、つわりを感じるなんて。

　単純な自分の体の変化に、思わず笑った。

「着替えるからちょっと待ってろ」

　寝室に向かう夏基の声に視線を動かし、妊娠のことを話すべきなのかどうか、再び悩む。相変わらず私と高橋専務の関係を疑い、そして何より、私を唯一の恋人として見ていない夏基に言っていいものか、結論が出せない。

　私が夏基を想っているのと同じだけ、夏基が私を想い、私が夏基にとっての〝運命の女〟でない限り、私たちは幸せになれない。

　私ひとりが夏基を愛しているだけでは、結婚はできても幸せにはなれない。

　生まれた子どもが幸せになれるとも思えない。

　私には、それがわかり過ぎるほどわかるから、やっぱり、言えない。

　愛し合っていない両親に育てられても子どもは幸せにはなれないと、私は身をもって経験しているから……だから、言えないのだ。










ＬＯＶＥ05　秘密のままで




　夏基は、最初は単なる成り行きで私を抱いてしまったのだと思う。

　当時恋人がいた夏基にとって、それはまさしく浮気。

　私が高橋専務の愛人だという噂を信じた夏基の、お説教じみた言葉に反応した私が思わず言った『抱いてくれる？』という言葉に反応しただけ。

　そして、私の言葉を拒みきれなかった夏基の優しさが、私たちの始まりだ。

　不倫をしていると誤解されているのも悲しいけれど、私を愛していないのに、他の男性に抱かれないようにと頻繁に抱かれることも悲しい。

　一方では、それは私にとっては入社してからずっと想い続けている男に抱かれる夢のような時間でもあり、複雑だ。

　この関係が始まったとき、夏基と恋人を引き離そうとは思わなかった。たった一度の優しい思い出にするはずだった。

　けれど、夏基は一度で終わらせるつもりはなかったようで、何度も私を誘い、抱いた。

　そして、ふたりきりで会うたび夏基への愛情が強くなっていた私には、その誘いを拒むことができなかった。

　成り行きの延長のような関係ともいうべき、未来のないつながりを絶てずにいた。

　夏基が好きだからといって、そんな関係を喜んでいたわけでも、受け入れていたわけでもない。

　決して人に打ち明けることのできない痛みに、私の心は壊れそうで、そして夏基の彼女に後ろめたく、申し訳ない気持ちに押しつぶされそうにもなった。

『大丈夫。全部、俺が悪いんだ』

　けれど、私の耳元にそうささやいて、熱い体を沈めてくる夏基をどうしても拒めなかった。

　次第に私の夏基への想いは、良心を吹き飛ばしてしまうほど大きくなり、理性的な判断ができなくなっていた。

　そして、夏基に抱かれるようになって一年以上が経ったある日、夏基は彼女と別れた。

　意外なことに、彼女と別れたと聞いても、私はいまひとつピンとこなかった。

　それは、私が夏基のそばで過ごす機会が増えても、夏基から恋人の気配を感じることがなかったせいだ。

　夏基が私を初めて抱いたのは、この夏基の部屋だった。

　当時、引っ越しに合わせて買い替えたベッドが寝室に置かれていた。

『芽依がこのベッドに入る、初めての女』

　そう言って笑う夏基の言葉を信じられず、おまけに、その言葉に彼女への罪悪感は微塵も感じられず、私ひとりがおろおろしていた。

　恋人と抱き合うことがあるに違いないこのベッドで、私が夏基に抱かれていいのだろうかと、所詮は自分を正当化するだけの思いに苦しみながらも、やはりうれしかった。

　できれば、このベッドに入る女性はこれからも私ひとりであればいいと、身勝手な願いを抱いたりもした。

　夏基の部屋の合鍵をもらい、それまで以上に出入りするようになってからも、夏基の部屋に彼女の気配を感じることはなかった。

　夏基が彼女のもとを訪ねることもなく、その存在を強く意識する機会はあまりなかった。

　そのことも、私が夏基のそばから離れられない一因となっていた。

　かといって、それを夏基との関係を正当化する理由にはできない。

　夏基のそばにいられて幸せだと感じる自分を必死で隠し、心すべてをさらさないように気をつけながら、過ごしてきた。

　そして、夏基は彼女のものだという現実を忘れないためにも、私の気持ちを伝えてはいけないと言い聞かせながら、そばにいた。

　自己満足に過ぎないとはいえ、それがせめてもの、彼女に対するけじめだった。

　けれど。

『どうしていつも遠慮するんだ……？』

　何度も夏基にそう言われた。

　たしかに、私は子どもの頃から周囲に遠慮しながら生きてきた。問題なく生きるためには必要なことだったからだ。家族をはじめ、周囲の人たちからないがしろにされていたわけではないけれど、自分の居場所が見つけられなかった私には、そうして生きるしかなかったのだ。そんな当時の環境が、今の私を作ったと言ってもおかしくはない。

　それは大人になった今でも変わらず、クールに見せている姿でさえ、自分の本心を口に出さないための演技に近い。

『〝運命の女〟にはいつ会えるんだろうな』

　夏基がそう口にするたび、私の心がこれ以上傷つかないよう、夏基との間に一定の距離をとるための必要な演技でもある。

　けれど、夏基が言う、〝運命の女〟って、どんな女なんだろう。

　聞きたいけれど、聞けないまま体を重ねて。

　子どもの頃から遠慮ばかりしてきた私の、弱虫この上ない性格が嫌になる。

　夏基が恋人と別れたときに、私との関係をどうするのかと聞くべきだったけれど、それもまた、私の弱さが邪魔をしてできなかった。

　その反面、夏基が恋人と別れたことをうれしいと思う、ずるい自分がそこにいて、私が恋人になれるんじゃないかと、淡い期待を抱いた。

　夏基の恋人に遠慮し、自分の気持ちを殺しながら夏基に抱かれていた悲しい時間が終わるかもしれないと、期待せずにはいられなかった。

　けれど、その期待は『また〝運命の女〟を探さないとだめだな』という夏基の言葉で簡単に消されてしまった。

　刃のようなその言葉は、夏基の優しい瞳を誤解していた私の心を凍らせ、これ以上夏基と私が近づく可能性はないだろうと、教えてくれた。

　それをわかっていながら、夏基に気持ちを寄せ続けている私は、本当にバカなのかもしれない。

「何が食いたい？」

「……は？」

　ぼんやりと意識を飛ばしていた私の顔を、夏基が覗き込んだ。

　意識を取り戻して目の前にある夏基の顔を見れば、私の様子を訝しげに探っている目と出会った。その目に映るのは、どう見ても落ち込み進行形の暗い私の顔。

　口角が下がっていて、目に力もない。

　自分の顔ながら全然かわいくなくて、笑う状況でもないのに、思わずくすくすと笑ってしまった。こんなに落ち込んでいたら、胎教に良くない。

　私は小さく息を吐いて、気持ちを切り替えた。

　口角も、意識して、くいっと上げてみた。

　たとえ作り笑顔でも体にとってプラスになると聞いて以来、もともと得意だった作り笑顔を浮かべることにさらに磨きをかけた。

「えっと、何が食べたいかな……」

　食事することを考えると相変わらず吐きそうになるけれど、食べないわけにはいかず、食べることは赤ちゃんが大きくなるために必要なことだと自分を叱しっ咤たして、さらに大きな笑顔を作った。

　体調の悪さが夏基にばれないように、必死で笑う。そして、ふと頭に浮かんだメニューを口にした。

「塩焼きそばが食べたい」

　自然に口から出たその言葉に、自分でも驚いた。これまで、とくに食べたいと思って食べた記憶もないのに、どうして今、そのメニューが浮かんだんだろう。

　夏基も意外に思ったようで、首をかしげている。

「……珍しいな。塩焼きそばって普段あまり食べないだろ？」

「うん。今、何となく食べたくなっちゃって」

「へぇ」

　温かい塩焼きそばに、酢をたっぷりかけて食べたい。

　想像するだけで食欲が出てくるのは、やっぱり妊娠しているからだろうか。

　妊婦が酸味を欲するという話はよく聞くし、私もその例にもれず、体が欲しがっているのかもしれない。

　あ、私ではなく、お腹の赤ちゃんが欲しがっているのかも。

　愛しい命がたしかに宿っていると感じ、無意識に手をお腹の上に置いた。

　まだ膨らみもない、普段と変わらないお腹だけど、この手のひらの向こうには私と夏基の赤ちゃんがいる。

「……じゃ、とりあえず出かけるか」

「あ、うん」

　私の様子を気遣わしげに見ていた夏基は、私の頭をくしゃりと撫でた。

　どうしよう、出かける前に赤ちゃんのことを言った方がいいのかな。

　正直に打ち明けようと思ってここに戻ってきたけれど、夏基は私を高橋専務の愛人だと誤解しているし、心から愛してくれているわけではないし。

　正直に話しても、幸せになれるとは思えない。

　でも、話さなければ赤ちゃんからお父さんを取りあげることになる。

　どうしようどうしようと悩みながら夏基とふたりで部屋を出ようとしたとき、突然スマホの着信音が部屋に響いた。

「悪い。会社用のスマホだ。ちょっと待ってろ」

　夏基は、キッチンとリビングの間のカウンターに置いてあるスマホを手に取ると、ソファに座り込んで話し始めた。

　表情はあっという間に仕事モードに切り替わり、今まで見せていた甘い様子はすっかり消えていた。

　私も少し距離を置いてソファに座った。

「はい、戸部です。……お疲れ様です」

　開発部門の仕事は現場に出向くことも多く、会社からスマホを持たされている。

　休日でも現場が動いていれば電話がかかってくることも多く、これまでふたりでいるときにも何度も電話で呼び出された。

　夏基は普段から飄々としていて、どこかつかみにくい軽さを身にまとっているけれど、仕事に関しては慎重で、手を抜くことはなく、周囲からの信用は厚い。

　現場から呼び出しがかかればふたつ返事で行ってしまう。

　今日も呼び出しかな。

　大きなトラブルじゃなければいいけど。

　私はお腹に軽く手を当てながら苦笑する。

　病院での診察のあと、悲壮な覚悟で夏基の部屋に戻ってきたけれど、言うべきかどうか悩んでいるうちに会社から呼び出しがかかるなんて。

　今はまだ、赤ちゃんのことを言わない方がいいってことなのかな。

「……そうですか。わかりました。わざわざありがとうございました」

　低く、少し落ち込んでいるような声に視線を向ければ、夏基は口元をゆがめ、目を閉じてじっとスマホに耳を傾けていた。

　不快なことでも聞かされたのか、眉間にしわが刻まれている。

　その様子が気になり目を離せずにいると。

「……え？　相模さがみさんが、ですか？」

　それまでの表情とはうってかわって、たちまち笑顔を浮かべた夏基に驚かされた。

「わかりました。会社に行けばいいんですね。はい、ありがとうございます」

　その後いくつかの言葉を交わしたあと、夏基は静かに会話を終えた。

「何？　仕事？」

　私の声に、夏基はどこか気まずそうに視線を合わせた。

「悪い。今から会社に行くことになった」

　申し訳なさそうなその声は私の機嫌をうかがっているようだけど、私がどんな返事をしようとも会社へ行くという強い気持ちを感じた。

「それはいいけど、何かトラブルでもあったの？」

「いや。今の電話は今年も設計デザインコンクールで大賞を逃したって連絡。二位だったらしい」

　ははっと笑う声は乾いていて、夏基にとっては不本意な結果だとわかった。

　これまで何度も大賞を獲りたいと口にする姿を見ていたせいで、私はどう言葉をかけていいか困ってしまう。

「なかなか大賞には手が届かないな」

　夏基は軽い口調で言いながらも、眉間には深いしわが浮かんでいる。それほど大賞が欲しかったのかと改めて気づいた。

　職場での夏基は、名誉や役職にこだわらず、どんな小さな仕事にもやりがいを見つけて楽しんでいるのに、ここまで大賞に執着しているなんて、意外だ。

「そういえば、入社してから毎年コンクールに出品してるよね」

「……まぁ、毎年出品しても、大賞は獲れないんだけどな」

「入賞するだけでも大変なのに、二位ってすごいよ。自慢していいんじゃないの？」

「自慢できるわけないだろ。大賞を獲らなきゃ親孝行にはならないんだから」

　夏基は、普段見せない真面目な顔を私に向けて、素っ気なくつぶやいた。

〝親孝行〟なんて言葉、これまで夏基の口から聞いたことはなかった。

　それどころか、夏基から家族のことを聞く機会はそれほどなかった。

　三兄弟だと言っていた記憶があるけれど、夏基の家族のことを聞けば、私自身の家族のことも聞かれるかもしれないと思い、意識的に避けてきた。

　これまで、私たちの関係の複雑さを考えるだけで手いっぱいで、家族のことにまで気が回らなかったというのも大きいけれど。

　こうして家族を連想させる言葉を聞けば、今まで私が知ることのなかった夏基の心の深い部分に触れそうで、少し緊張する。

　夏基は、そんな私の気持ちに気づいたのか、ふっと小さく笑い、ソファに並んで座る私との距離を詰めた。

「俺の親父は弁護士なんだ。兄貴ふたりも弁護士で、今は親父の事務所で働いてる。親父は昔から、俺も弁護士になって三兄弟で弁護士事務所を継いで欲しいって言っていたんだけど」

　夏基はそこで言葉を止めると、私の頭を抱いて胸に引き寄せた。

　そして、緊張している私の体をほぐすように何度か背中をぽんぽんと叩いてくれた。

　それに甘えるように、私も、夏基の腰に腕を回して寄り添えば、優しい気持ちに促された吐息が漏れ、気持ちは安らぐ。

「俺も、子どもの頃から親父の気持ちを知っていて、弁護士も悪くないって思ってたんだ。大きな事務所だから活気もあるし、親父が自分の仕事に誇りを持っているのは一目瞭然で、生き生きしていたし。今でも、弁護士っていう職業は素晴らしいって思う。だけど、俺は高校時代から建築に興味があって、大学も法学部じゃなくて建築学部を選んだんだ。親父は反対するかと思ったけど、俺の気持ちを認めて応援してくれたんだ」

「……いいお父さんだね」

「ああ。自分が思い描いていた未来を俺が覆してしまったんだから、かなりショックだったと思うけど、俺の将来は俺のものだからと言って笑って背中を押してくれたんだ。兄貴ふたりも、兄弟の中でひとりくらい別の職業に就いた方が面白いって言って賛成してくれて。だから、大賞を獲って、親父が俺のために諦めてくれた夢への恩返しっていうか。ま、安心させたいんだ」

　夏基は素直に自分の気持ちを口に出したことが照れくさいのか、視線を逸らし、どこか遠くを見ている。

　お父さんが弁護士事務所を経営しているということは、経済的にも裕福だったんだろう。

　夏基がこれまでそれを自慢するわけでもなかったことを考えれば、しっかりとした家庭で愛情をたくさん注がれながら育ってきたんだろうと、簡単に想像できる。

　夏基から初めて聞いた家族の話はじんわりと温かく、私の心も穏やかになった。

　照れる夏基の横顔は新鮮で、目が離せない。

「俺が『ＫＨ建設』に入ったのも大賞を獲りたいっていう気持ちが大きかったからなんだ。コンクールにチャレンジすることを会社全体でバックアップしてくれるって知られているからな。どんなに仕事がつらくてもこの会社を辞めたいなんて思わないし、仕事を頑張るのはそのためかもな」

「そっか」

　どんなに忙しくても、そしてどんなに体調が悪くても、仕事だけは手を抜かない夏基の姿勢は、飲み会や女の子たちと一緒にいるときとはまったく違っている。

　飄々とした笑顔の奥深くに、私が知らない何かが隠されていると感じていたけれど、それが少しだけわかった気がした。

　お父さんの夢を叶えてあげられなかった申し訳なさを抱えながら仕事に励み、自分の選んだ道で結果を出して安心させようと、必死だったのかもしれない。

　きっと、家族のために弁護士になった方がいいんじゃないかという葛藤もあっただろうし、悩んだに違いないのに、それでも自分に正直になって将来を決めた夏基。

　これ以上好きになりたくないのに、ますます夏基のことを好きになりそうで困る。

　私にできるのは、大賞を獲ろうと頑張る夏基の足を引っ張らないことくらいだ。

　大賞を獲ることができないのはときの運というのもあるし、審査員の好みもあるだろう。

　今年二位だったとすれば、夏基にはかなりの実力があるに違いなく、来年はもしかしたら念願の大賞を獲れるかもしれない。

　そのために費やす労力も時間もかなりのものだろうと容易に想像でき、夏基を悩ませるようなことは言えないなと思う。

　やっぱり、赤ちゃんのことは言わない方がいいのだろうか。

「……で、今から会社に行ってくる。コンクールの審査をしている相模恭きょう汰たさんが打ち合わせで会社に来てるから、コンクールの講評を聞かせてくれるらしいんだ」

「あ、そう。相模さんが……すごい、大物だね」

　夏基の言葉に、私は慌てて視線を戻した。

　相模恭汰さんは、設計の仕事をしていれば、必ずその名を耳にする有名な建築士。

　その才能は、建築界の至宝とまで言われているすごい人だ。

　最近では奥様との間に子どもが産まれて、作品の幅が広がったと評判になっている。

　夏基が憧れてやまない、神のような存在の人。

「慎しん也やさんが相模さんと親しいみたいで、俺に紹介してくれるらしいんだ。こんな機会は滅多にないし、コンクールの厳しい講評も聞きたいから、今から行ってくる。ごめん、塩焼きそばは今度おごってやる」

　夏基は、私の頭を抱いて顎を乗せると小さなため息をついた。

「……そういえば、来週は、友達の結婚式で仙せん台だいに行くから会えないんだ」

「そうなんだ」

「言ってなかったか？」

「うん」

　仙台に行くなんて、今初めて聞いた。

　夏基の交友関係はほとんど知らないけど、誰の結婚式なんだろう。

「金曜の晩に向こうに入って、日曜の晩の飛行機で帰ってくる予定だ」

「慌ただしいね。気をつけて行ってきて」

　離れて過ごす週末を想像した途端寂しくなり、私は夏基にさらに寄り添った。

　ほんの少し香る夏基の香水の匂いは、私を落ち着かせると同時に、切なさもくれる。

　その匂いを忘れないように目を閉じて、しばらくじっとしたあと、私はゆっくりと夏基から体を離した。

「じゃ、私は家に帰るね。夏基が憧れの相模さんと会える機会なんてこの先滅多にないだろうし、楽しんでね」

「あ……あぁ。なあ、芽依……」

「ん？」

　夏基は、私を見つめながら何かを言おうとしながらもためらっている。

　揺らぐ瞳の色は迷いのようであり、不安のようでもある。

　普段見ることのない感情が夏基の瞳に宿っていて、私もつられて不安になる。

「俺が帰ってくるまで、ここで待てるか？」

　夏基は探るように、つぶやいた。

「……どうしたの？　そんなことを言うなんて珍しいね」

　普段、私が泊まりたいと言えば、もちろん泊めてくれるけれど、夏基から泊まって欲しいと言うことはない。

　愛し合ったあと、そのまま私が眠ってしまって朝になることは多いけれど。

「私が帰ると寂しい？」

　ふふっと笑い、ソファに座っている夏基の膝に腰掛けて、首に腕を回す。

　じっと見つめていると、夏基の手も優しく私の腰に回された。

「今日の芽依、なんだかおかしいんだけど」

「……そうかな」

「なあ、突然戻ってきたりして、いったい何があったんだ？」

　戸惑いを隠そうとしない声と不安げな瞳。

　夏基さえその気になれば大抵の女の子を夢中にさせることができる整った顔。

　私のほんの少しの変化も見逃さない、優しい性格。

　出会ってから今まで、夏基を私ひとりだけのものにしたくて、どれほどその想いをぶつけてしまいそうになったことか。

　今も溢れるその想いを振り切るように、私は笑顔を作った。

「夏基の部屋って居心地いいから……ついつい来ちゃうの」

「それだけ？」

「うん。週末にここで料理をすることも多いから自然となじんじゃったし。自分の部屋にいるよりも落ち着くから」

　ふと思いついた言い訳を口にしながら、この部屋で過ごした日々を思い出し、切なくなってきた。

　夏基は何故か私の部屋に来ることを嫌がり、ふたりで過ごすのはいつもこの部屋だ。

　愛されるのも、ふたりでたわいもない時間を過ごすのも、いつもこの夏基の部屋だった。今、とっさに口にした言葉は、間違いなく自分の本心だ。

「この部屋が大好きだったな……」

「……芽依？」

「ねぇ、夏基の〝運命の女〟が現れたら、やっぱり家具とか買い替えるよね」

「は？　芽依、お前いったい……」

「いいよ。気を遣わなくても。そのうち夏基が心から愛する人は現れるから」

「め、芽依……」

　何か言いたげな夏基の唇を、私の唇でゆっくり塞いで。

　――夏基の〝運命の女〟になりたかった。

　口には出せない、私の本当の気持ちを注いだ。

　いつかは私だけを愛してくれるかもしれないと期待していた。

　それに、妊娠しなければきっと、未来を信じてこの部屋に通い続けていると思う。

　今までと同じように愛されて、その悦びを生きる糧にしながらの毎日を送っていると、簡単に想像できる。

　けれど、曖昧な未来を抱えながら過ごすことは、もうできない。

　私のお腹には、誰に遠慮することもなく、思いっきり私の愛情を注げる家族がいるのだから。

　そう、誰にも遠慮しなくていい、思う存分愛し抱きしめることができる唯一の家族が私にはできるのだから、今までと同じ生活を送ることはできないのだ。

「ほら、急がなきゃ、相模さんが待ってるよ」

「……あ、ああ」

　夏基の首に回した腕に力を込めて、そのままぐっと抱き寄せる。

　今までそんな積極的なことをしたことはないけれど。

　せめてもうしばらくの間は、私以外の女の子を抱いて欲しくないから、勇気を出して、最初で最後の……。

　私は瞳を閉じると、夏基の首筋に唇を落とし、赤い花を咲かせた。

　しばらくの間、咲いたままに違いない赤い花。わざと目立つ場所に。

　他の女の子に触れないで。

　口には出せない私の気持ちを、赤い花に込めた。

　赤い花が消えてしまう頃には、私も夏基の前から消えてしまうから。

　その後、夏基の車で送ってもらうときにも、私と夏基はたわいない話を続けていた。

　今手がけている仕事のことや、先週花凛と行った中華料理のお店が美味しかったこと。

　普段と変わらない、そしてなんてことのない話。

　誰にもふたりの時間を邪魔されない車内では、私の口調も軽くなる。作り笑顔ではなく心からの笑顔を浮かべることも多い。

　ひとり暮らしで車を持つのは贅沢だけど、私も兄さんが以前乗っていた車を譲ってもらい時々乗っている。

　好きな建築士の作品を実際に見るためには車がないと無理な場合も多い。交通網が発達していない場所に行くことも多いからだ。

　夏基がよく見に行く作品は、今から会うという相模恭汰さんの作品が多く、お手本にしたり、才能の差に落ち込んだり。

　昔から夏基の生活に大きな影響を与えたと、何度も聞いている。

「相模さんって、仕事ではかなり有名で厳しい人だけど、本当は気さくで優しい人だよ……」

「は？　なんでそれを芽依が知ってるんだ？　会ったことがあるのか？」

「あ、えっと、その。学生時代に大学に講師として来てくれて、それで……とにかく、素敵な人だから、じっくり楽しんできてね」

　車内にいる気安さからか、つい口が滑ってしまった。

　今、夏基に言った通り、私が大学生の頃、相模さんが特別講師として大学に来てくれた。

　建築を学ぶ学生たちの多くが相模さんを目標にしていることもあり、当日の教室は満員で、相模さんの意向により急きょ講演回数が増やされた。

　相模さんは『片桐建設』で働く会社員でもあるけれど、社内外問わず、後進の育成に力を入れている。

『設計デザインコンクール』の審査員として責任ある仕事をしながらも、自分の仕事も充実させ、精力的に活動している憧れの人だ。

　そんな雲の上の人である相模さんと兄さんが仕事を通じて知り合い、当時大学生だった私に指導してくれる機会が何度かあった。

　私が描いた図面を評価してくれたり、見る価値があるという作品を紹介してくれたり、ときには自ら案内してくれたこともある。

　それが仕事だとは思えないほど生き生きと仕事に取り組む姿勢を見れば、根っからの建築士なんだと尊敬せずにはいられない。

　まだまだ半人前だとはいえ、相模さんと同じ世界で仕事を始めた今、さらにその思いを強くしている。

　今でも時々、兄さんを交えて相模さんと食事をすることがあり、いつも新しい刺激を受けている。

　できれば夏基をその場に誘いたいと何度も思ったけれど、私と兄さんの関係を話す勇気がなく、相模さんと私のつながりも話したことがない。

　相模さんのことに限らず、夏基に言えずにいることが多くて、つらい。

　もちろん、赤ちゃんのこともそのひとつであり一番の気がかりだけど、相模さんと会えるのを楽しみにしている夏基の様子を見れば、仕事に集中させてあげたい気持ちが大きくなる。

　やっぱり、言えない。

「マンションの前で降ろせばいいか？」

「あ、うん、ありがとう。助かった」

　私は夏基の声に、視線を右に向けた。

「いや、せっかく来てくれたのに、悪いな。来週も忙しいからなかなか会えないけど、また連絡する」

「気にしないで。せっかくの機会だから、相模さんに色々教えてもらっておいでよ」

「ああ。落ち込むんだろうな、きっと」

　夏基は軽く笑い、肩を揺らした。

「落ち込んだって、それを励みに頑張ればいいよ。……なんて、コンクールに参加することもない私が言っても説得力ないけどね」

「芽依も来年は参加すればいいのに」

「来年か……」

　来年の今頃、私はどうしているんだろう。

　俯きそうになる顔を上げて夏基を見れば、整った横顔と、ハンドルを握る綺麗な指先。

　夏基に似た赤ちゃんが産まれて欲しいと、ふと思った。

「俺も、来年こそは、大賞を獲りたいんだけどな」

「……うん。応援してる」

　私の言葉に軽く頷くと、夏基の横顔が引き締まったように見えた。来年こそはと、決意を新たにしたのかもしれない。

　言えないな、やっぱり。

　言わずにいることが正解だとは思わないけれど、言えば夏基を悩ませてしまう。

　お父さんへの思いを知った今、私が夏基の仕事の邪魔をすることはできない。

　私はひとりじゃない。産まれてくる赤ちゃんがいるから大丈夫。

　私は助手席に体を預け、両手をお腹に置いて、そっと息を吐いた。




　それからしばらくして、夏基の運転する車は私が住むマンションの前で止まった。

「ありがとう。会社まで気をつけてね」

　助手席から降りて振り返ると、運転席から降りた夏基が私の前に回ってきた。

「芽依……」

「ん？　何？」

「……今から、専務と会うのか？」

「え？」

「いや、いい」

　夏基は苦しげにつぶやくと、体を折るように私に顔を近づけた。

　かすめるようなキスを落とし、そして、ふっと息を吐き出した。

「……顔色が悪いから、ゆっくりしろよ」

「うん、大丈夫」

　夏基はお互いの額と額を合わせ、何度かぐりぐりと押し付けてくる。

　車の中や、夏基の部屋でのんびりとしているときにすることはあっても、人通りのある場所でこんなことをするなんて初めてだ。

「ちょっと、は、恥ずかしい……」

　夏基は、照れくさくて思わずあとずさる私の腰に手を回したかと思うと、そのまま私の体を引き寄せた。私の体は夏基にすっぽりと包まれてしまった。

　両手をばたばたと動かして離れようとしても、夏基の力には敵わない。

「夏基、どうしたの？」

　夏基の胸に押さえつけられた顔をどうにか動かして見上げれば、苦しげな表情があった。

　さっき、〝専務〟と口にしていたけれど、夏基は私と高橋専務との関係を気にしているのだろう。誤解を解く努力をしなかったのは私のせいだ。

　夏基を苦しめるために、黙っていたわけじゃないのに。

「夏基、あの、ね」

　どう言えばいいのかわからないまま口を開いた。

「あの、高橋専務って……私の」

「いいんだ。高橋専務が芽依を大切に思っているのは、わかっているし、芽依だって、それを喜んでるって知ってるから」

「あ、ああ、うん……でもそれはね」

「いい。最近は、俺が芽依を独り占めしているし、高橋専務だけでなく俺以外の男に抱かれたりしていないってわかってるんだ。今は……それだけで、いい、ってことはないけど、俺だけだもんな。芽依の体に花や噛み痕を残してるの、俺だけだから。今はそれで我慢しておく」

　夏基は無理矢理作った笑顔を私に向けると、ゆっくりと私の体を離した。

　その途端、私は不安を覚えた。

　もっと一緒にいたい、抱きしめていて欲しい。

　けれど、夏基は私に「じゃ、行ってくる」と小さな声で言うと、まだ何か気がかりなことがあるように振り返りながらも車に乗り込んだ。

「じゃ、な」

　運転席に座り、軽く片手を上げるとそう言って笑った。

　夏基はゆっくりと車を走らせると、大通りへ抜ける角を曲がった。

　それからしばらくの間、私はじっとその場に立ったままぼんやりとしていた。

　夏基の車が見えなくなっても、何故かその場を離れられなかった。

　今まで私を抱きしめていた夏基の体温が恋しくて仕方がない。

「夏基、私、これから大丈夫かな……」

　誰に言うでもなく、ふとこぼれた言葉に苦笑する。

　赤ちゃんのことは夏基に言わずにいようと決めたばかりなのに、早速弱い心が顔を出す。

　赤ちゃんに会えるまで、しっかりとしなくちゃ。

　それが自分の本心なのかを考えることを放棄して、私はぶんぶんと首を振った。

　すると、カバンの中のスマホが鳴っていることに気づいて慌てて取り出した。

【兄さん】

　画面に浮かぶ文字を見て、ため息をひとつ。

「もしもし。……あのね、今日は行かないことにしたから」

『はぁ？　うちに来てちゃんと話をしろ！　お腹の子の父親が誰なのかとっとと話せ』

　子どもの頃から慣れているとはいえ、自分の気持ちを一方的に言っては勢いで押し切る兄さんに、思わず苦笑してしまう。

　生まれたときからずっと、大会社の後継者として育てられ、社長の椅子に座るのも時間の問題だとなれば、このくらい勢いのある性格の方が向いているかもしれないけれど。

　その勢いの裏側にある私への愛情を知らなければ、単なる面倒な男なのだ。

　電波の向こう側の兄さんに気づかれないよう、くすりと肩を揺らした。

『おい、聞いてるのか？　ちゃんとこっちに来て全部話して楽になれよ』

「聞いてるから、落ち着いて。真里さんが診察に付き添ってくれたし、私の体調は彼女から聞いてよ。とにかく今日は行かないから」

　今日は誰とも会わずに自分の部屋でゆっくりとしたい。

「近いうちにちゃんと話すから。でも、赤ちゃんの父親のことは絶対に言わないからね」

『芽依！　赤ちゃんをひとりで産んで育てるなんて大変だぞ』

「ひとりじゃないもん。兄さんが私と赤ちゃんのそばで支えてくれるんでしょ」

『……まぁ、全力で支えるけどな、それとこれとは別だろ。いいからさっさと吐け』

「無理。言わない。それに、兄さんと真里さんが支えてくれるならそれだけで大丈夫。とりあえず、今日はゆっくりしたいから行かない」

『芽依のその頑固なところ、母さんそっくりだな』

「ふふっ。そうだね、私もそう思うよ」

　私はずるい。

　兄さんの私への愛情を利用して、心配ばかりかけて、肝心なことから逃げている。

　赤ちゃんのお父さんのことを、いつかは打ち明けなければならないとわかっているけれど、それはもうしばらく先の話だ。

『体は大丈夫なのか？』

　母さん譲りの私の頑固な性格に降参したのか、ため息交じりの声が聞こえた。

「大丈夫だから心配しないで。それから、お願いがあるの」

『なんだ？』

　今この瞬間まで悩んでいたけれど、やっぱりそうするべきだと、心を決めた。

「私、来週いっぱいで会社を辞める。で、土曜には引っ越そうと思うから、その手配をお願いしたいの」

　迷う気持ちを脇に押しやり、兄さんに伝えた。

　決心したのは今だけど、妊娠がわかってからずっと考えていた。

　夏基に妊娠のことを言わずにいるのならば、私は夏基とのすべてを捨てなければならない。

　私は高橋専務の愛人だと夏基が思っているにしても、最近は夏基以外の誰にも抱かれていないはずだと、さっき別れる間際に言っていた夏基の言葉を考えれば、私の妊娠を知ればお腹の赤ちゃんは自分の子どもだと察するに違いない。

　強気な言葉で問われれば、私だって本当は夏基と一緒にいたいのだ、赤ちゃんのお父さんは夏基だと言ってしまうに違いない。

　だから、私が妊娠したことも何もかもを知られないために、夏基の前から姿を消した方が、いい。

「会社の規則も何もかも無視で、無茶を言ってるのはわかってるけど、兄さんならできるでしょ？　……ね、高橋専務」

　だって、高橋専務は次期社長だし、そして、私は社長の娘だから。

　立場を利用して無理矢理辞めることを、心から申し訳なく思う。

　それに、ようやく仕事にやりがいを感じ、忙しいながらも充実した毎日を過ごしていたのだから、残念で仕方がない。

　それでも、私がまず第一に考えなければならないのは赤ちゃんを無事に産むということだ。仕方がない。

　社長の娘だという立場を利用した、最初で最後のわがままを、どうか許して欲しい。

　両親が離婚したとき、私は高橋家の籍からは抜けているけれど、今も父さんと兄さんは私を家族として大切にしてくれる。

　私が建築の勉強をしていると聞いた途端、親バカ、兄バカ全開で自分たちの会社に就職させようと躍起になっていた。

　就職したい会社の社長がたまたま父親だった。

　自力で内定をもらったと思う一方で、やはり父さんの思惑が働いたのかもしれないとも思っている。それはもう、どうしようもないことであり、そのことに悩んで自分が望む未来を手放したくなかった。だから、仕事を始めて以降は、父さんや兄さんの影響を受けずに仕事をしようと決めていた。

　夏基に高橋専務は私の血のつながった兄だと言えずにいたのもそのためだ。

　言わずにいたことが、夏基にとって良かったのかどうか。

　私がそれを見届けることはできないけれど、私が会社を去ったならば、夏基が〝運命の女〟と出会う日はきっと、近い。










ＬＯＶＥ06　黒い想い ～夏基ｓｉｄｅ～




　芽依の残り香が漂う車内にひとりでいると、今すぐ引き返して俺の腕の中に連れ戻したくなる。

　俺の部屋を出る直前、芽依から重ねてきた唇の温もりが、俺の気持ちのあちこちを疼かせる。

　これまで、芽依が自分から積極的に俺に触れることは滅多になかったのに、今日に限ってどうしてあんなに強く俺に抱きつき、唇を重ねてきたのだろう。

　何かあったのかと、答えを出せない不安が体中に溢れる。

　芽依が花凛と買い物をすると言って俺の部屋から出かけ、そして戻って来たときに見せた苦しげな瞳も俺の不安を大きくする。まるで俺に助けを求めるために駆け込んできたように揺れていた芽依の瞳。

　その瞳を見たとき、高橋専務との間に何かあったのかと、意地の悪い気持ちが生まれ、俺の口から出たいくつかの言葉は、芽依を傷つけたに違いない。

　これまで俺は、芽依と高橋専務との関係に苦しみ、芽依はどんなふうに愛されるのか、どんな表情で愛をささやくのか。

　高橋専務に限らず、芽依が俺以外の男に抱かれると想像するだけで苦しくて、激しく抱いては芽依の体中に赤い花を咲かせ、他の男に愛されないようにしていた。

　どうすれば芽依が俺ひとりのものになるのかを考え、気が狂いそうになりながら。

　そんな俺の荒々しい想いを芽依が拒まないのをいいことに、俺の抱き方はどんどん激しくなっていった。

　わざと芽依の体を守ろうとしないまま、抱くこともある。

　そう、妊娠を防ぐことなく抱くことが増え、俺はそうすることで彼女をつなぎとめようとしているのだ。

　もちろんそれは、芽依の意志や体を気遣うことのない身勝手な抱き方だと自覚しているが、芽依を目の前にすれば、理性はどこかに吹っ飛んでしまう。

　そんな自分に嫌気がさしているのもたしかだが、たとえ芽依への気持ちが俺の一方通行の愛でも、芽依を俺のそばに置いておけるのならばそれでいい。

　けれど、もし俺の子どもを妊娠したら、芽依はそれを喜び、笑ってくれるのだろうか。

　自分の気持ちを芽依に伝えることなく、そうであって欲しいと願うだけの俺は、本当に弱く、ずるい男なのだ。




「はじめまして。戸部夏基です」

「相模です。休みなのにわざわざ来てもらって悪いね」

　会社の会議室で俺を待っていたのは、学生の頃から目標にしている相模恭汰さんだ。

　相模さんは、自分が在籍する『片桐建設』の社員であるなしにかかわらず、後身の成長のために力を注ぎ、自分の立場をいい意味で利用しながら若手に刺激を与え続けている。

　建築業界で設計デザインに携わっている者の大半が憧れている人でもあり、あらゆる会社や学校に出向いては、若手への指導を惜しまない、人間的な評価も高い人だ。

　設計デザインコンクールの審査員を務めていることもあり、その知名度と地位は年々あがっている。

　こうして直接会える機会は滅多にないということもあり、ただでさえ緊張しているというのに。広い会議室の机という机に散らばっている図面に気づき、訳がわからずその緊張は増していく。

　相模さんは、周囲を見回し立ち尽くしている俺に、明るく声をかけてくれた。

「さっきまでここで勉強会をしていたんだ。この図面はその残骸だ。殴り書きに近いものもあるが、なかなかいい線いってる図面もあるぞ」

　相模さんはそう言いながら、手近な机の上の図面を片づけ始めた。

　その様子に、俺も慌てて図面を片づける。

　そのとき、ドアが開く音が聞こえ振り返れば、俺と同じ部署の先輩の慎也さんが入ってきた。

　役職の上では慎也さんの上に立つ人は部内にかなりいるが、実際に設計業務を進める中では、慎也さんは部署内トップのポジションに立っているかもしれない。

　人見知りをしない、明るい性格と綺麗な容姿。

　学生時代は王子と呼ばれ、見た目の華やかさゆえに有名人だったと聞く。

　慎也さん本人もそれを自覚し、女性との付き合いはかなり派手だったとも噂されている。

　そんな慎也さんも、今では社内結婚して落ち着き、奥さんひとすじだ。

　左手に光る結婚指輪を周囲に見せびらかし、誇らしげに笑う顔を何度も見たことがある。

「おっ。今年も大賞が獲れなかった戸部君がいるじゃないか」

　俺と目が合った早々、笑うに笑えない言葉を平気で言い放つ慎也さんに、俺も相模さんも呆れて黙り込んだ。

　冗談だとわかっていても、今の俺には厳し過ぎる言葉だ。自分の無能さをダメ押しされたようで、胸の奥に突き刺さる。

　そして、この人のどこに、設計のひらめきや才能があるんだろうと不思議に思う。

　相模さんと慎也さん。

　建築業界を引っ張る両極端なふたりと俺がここにいることは夢のようでもあり、続く緊張感は途切れそうもない。

「慎也」

　相模さんは、慎也さんに鋭い視線を向けた。

「そういうお前は、コンクールに参加したこともないだろう」

「まあそうだけど、どうも苦手なんだよな。業界のお偉いさんの趣味で大賞やらが決められるってのが納得できない。建築やデザインに善し悪しの正解なんてないのにさ。自分が大切にしてる作品を他人にあれこれ言われるのもむかつくし。お客様が喜んでくれる仕事をすればそれでいいんじゃないのか？」

　流れるように出てくるその言葉からは、その思いに自信を持っていることがわかる。

　たしかにそれは正論であり、俺も考えないわけじゃない。

　けれど、目に見える結果を得たいとき、コンクールというのはとても重要で、賞を目指して仕事に励むことは悪くないと思っている。

「おっ。懐かしい図面を発見したぞ」

　少し離れた場所で図面を片づけていた慎也さんが、大きな声をあげた。

　手元にある図面を広げ、食い入るように見ている。

　何だろうと思い、近づいて視線を落とすと、それは学校の図面のようだった。

「六年くらい前だったか？　芽依ちゃんがこの図面を描いたのって」

「……芽依？」

　慎也さんの言葉に反応し、再び図面に視線を落とすと『佐伯芽依』という名前が作成者の欄に記されていた。

「たしか、芽依ちゃんが大学生の頃に描いたんだよな」

　懐かしそうに話す慎也さんの声を聞き、俺は混乱する頭を整理しながら図面を見ていた。

　図面には、『保育室』と書かれている箇所がある。

　ということは、この図面は幼稚園か保育園だろう。

　かなり詳しく書き込まれているこの図面のレベルは高く、商業的にも問題なく使えるはずだ。

　会社という組織に入り、自分が描きたい図面ばかりでなく採算的にも満足できる設計を強いられる立場に置かれた芽依や俺たちにとって、レベルの高い仕事をするのは当然のことだ。

　もちろん、現在の芽依にとってこの程度の図面をおこすことは難しくないだろうが、大学時代にここまで図面を描ける実力を持っていたとは思っていなかった。

「かなりのもんだろ？　今日の勉強会の資料として相模さんが持ってきたんだ」

　感心したように話す慎也さんに、俺は頷くだけで精一杯だ。

「まぁ、高橋専務がかなりみっちり仕込んだからな。結構厳しかったのに、芽依ちゃんもよく頑張ってたよ」

「……え？」

　慎也さんのその言葉に、俺はかなり動揺した。

　芽依と高橋専務との付き合いは、そんなに昔からのものなのだろうか。

　芽依が入社してからの関係だとばかり思っていたが、俺が思っている以上にふたりの関係は深いのかもしれない。

　そう思うと心は痛み、体は壊れてしまいそうなほどの苦しみを覚える。

　俺の視線は手元の図面に向けられているが、実際は何も見えていない。

　芽依以外のことを何も考えることができないまま、立っているだけだ。

　学生時代からの関係だとすれば、もちろん俺と過ごしてきた時間なんか比べものにならない。

　だから、俺がどれほど強く抱きしめ熱を注いでも、いつも俺との間に距離を作り遠慮しているのだろうか。

　それは、高橋専務への想いからくるものなのだろうか。

「そういえば、芽依ちゃんと戸部って同期だよな？」

　慎也さんの明るい声が、再び部屋に響いた。

「はい、そうです」

「芽依ちゃん、なかなか綺麗な顔をしてるからもてるんじゃないか？」

「……まあ」

「専務も気が気じゃないよな。自分の会社に芽依ちゃんが入社すると決まってからずっと、手元に置いておこうと必死だもんな。実力もあれば見た目もいいし。あっという間に男にかっさらわれるんじゃないかってひやひやしてるだろうな」

　くくっと笑う慎也さんを見ながら、俺の心は次第に凍っていく。

　高橋専務は、自分の会社に入社させるほど、芽依を大切にしているのか。

　けれど、芽依をそれほどまでに愛しているのなら、どうして他の女と結婚したんだろう。

　高橋専務の結婚は、会社の経営者にありがちな政略的な結婚ではなく、お互いに想いを寄せ合っての幸せな結婚だと聞いている。

　それなのにどうして、芽依を自分の手元に置いておこうとするんだ。

　俺の顔に、怒りや嫉妬、疑問や諦め……様々な感情が表れたのだろう。

「慎也、戸部君が困ってるぞ。それに、芽依ちゃんのことで余計なことは言うな」

　相模さんがやんわりとした口調ながら、厳しい視線で口を挟んだ。

　慎也さんは、相模さんの言葉に肩をすくめると「あー、そうだったな」とつぶやいて笑った。

　とくに相模さんの言葉を気にする様子もない。

　ふたりは高橋専務と芽依との関係を、何とも思っていないのだろうか。

　相模さんはともかく、社内での噂を耳にしたことがあるはずの慎也さんが高橋専務と芽依のことをここまであっけらかんと話すことには違和感を覚える。

　まさかふたりの関係を応援しているとか？　そんなこと、ありえない。

「昔から専務は芽依ちゃんが大好きだからな。まぁ、メロメロだよな」

「メロメロ……」

　その言葉に、俺は感情を失い、ただ立ち尽くす。

　芽依と専務の関係は俺の勘違いで、実際は愛人なんかじゃないかもしれないと、微かな希望を抱いていた。

　週末のほとんどを俺の隣で過ごし、どれほど激しい抱き方をしてもそれに負けないほどの激しさで応えてくれる。

　俺が芽依の体中に咲かせる赤い花を拒むこともない。

　芽依をこの胸に抱き寄せる時間を当然のように感じ、芽依もそう感じていると、思っていた。

　けれど、芽依が学生の頃から高橋専務と付き合っているのなら、俺ひとりだけを愛するなんてこと、ありえない。

　もちろん、俺に対する愛情はあるだろうが、それは高橋専務との関係に苦しむ芽依にとっては逃げの思いもあるだろう。

　そう気づいても、芽依を愛している俺にはふたりで過ごす時間を手放せない。

　芽依の気持ちが高橋専務に向けられているとしても、芽依を諦めることはできないのだ。

「じゃ、ようやく片づいたし、戸部君の作品について話してもいいかな」

　気づけば机の上は綺麗に片づけられていて、相模さんはファイルをめくりながら俺がコンクールに出品した作品について話し始めた。

　俺は、芽依のことで混乱している頭を無理矢理クリアにし、相模さんの向かいの席に腰をおろした。

　相模さんの隣には慎也さんが座り、興味深そうに俺を見ている。

　その様子が気になって視線を外せずにいると、慎也さんは何故かニヤリと笑った。

　気のせいかと思ったが、首をかしげる俺を見て、さらに大きな笑顔を作った。

　何か、面白いことでもあったのかと考えていると、相模さんの声が響き、慌てて視線を向けた。

「今年の設計デザインコンクールで大賞を獲ったのはうちの会社の織お田だ 薫かおるだ。満場一致で決まったんだけど、俺も妥当な結果だと思ってる」

　そう言って俺の目の前に出されたのは、模型の写真。

　三枚あるそれは、それぞれに角度を変えて撮られている。

　ベージュの二階建ての建物は大きな窓が特徴的で、壁面の所々にオレンジ色の模様が描かれている。

　シンプルだが温かいイメージの建物だ。

「薫が大賞を獲った作品なんだ。この建物は何かわかるか？」

　相模さんはクイズでも出すかのような口調で、俺に尋ねた。

　隣の慎也さんも、面白そうに俺を見ている。

　その様子に違和感を覚えながらも、視線を写真に向けた。

　かなり大きな建物であるのはひと目でわかるが、住宅でもなく、かといって公共的な建物とも思えない。

　しばらくの間、三枚の写真を見ていたが、結局わからないままだった。

「さっぱりわかりません」

　俺の答えを予想していたのか、相模さんに驚いた様子はない。

「この建物は、病院なんだ」

「え、これが病院ですか？」

　相模さんは、声をあげて驚く俺を小さく笑った。

「意外だろうけど、これはたしかに病院なんだ。コンクールの審査員の中で初めからそれがわかった人間はいなかったくらい、病院らしくないデザインだよな」

　相模さんはそう言うと写真を手に取り、優しい目でそれを眺めた。

「これは、薫にとっては『最後のひと押し』らしい。作品のタイトルもそれなんだけど、聞けばさらにわからなくなるだろ？」

　相模さんはのどの奥でくっくっと笑うと、椅子の背にもたれながら俺を見た。

「薫の作品へのコメントを見たら理解できるんだけどな」

　相模さんのその言葉に、隣でのんびりとしていた慎也さんの表情も硬くなったような気がした。

　今回大賞を受賞した織田 薫さんは、相模さんと同期の三十二歳の女性だ。

　相模さんの会社では女性初の課長らしく、とにかく仕事は抜群にできる。

　結婚が決まり、幸せな日々を送っていたが、たまたま受けた検査で妊娠しにくい体だと医師から告げられた。そのことに悩んだ織田さんは、婚約者の男性とも話し合い、つらくても可能性のある限りは不妊治療を頑張ると決めて、結婚した。

　その後、織田さんが定期的に病院に通うたびに心に浮かんだのは――。

『病院というのは、どこまで頑張る気持ちを萎えさせる建物なんだろう』という、苛立ちにも似た思い。

　病院という、無機質で何の感情も持たない白い建物に通うたびに、気持ちは沈んだ。

　通院し、治療を受ければ妊娠できるかもしれないが、それが保証されているわけではない。見えない未来に対する不安定な気持ちを煽るような治療のつらさに加えて、建物の外観や内装にうんざりする。

　もっと前向きな気持ちで病院に通うことができれば、それだけで、治療を諦め、妊娠を断念する人が減るかもしれないのに。

　病院の外観や内装が患者にとって優しいものであるならば、それが励みにもなる。

　そして、通院への精神的な負担を減らす『最後のひと押し』になるのではないか。

「薫はこの模型のように温かい、患者を優しく迎えてくれるような病院があれば、と思ったらしい」

　そこまで言って、相模さんは思い出すように笑った。

「薫はもともと仕事に対しては貪欲で、課長になったときには現場に出る機会が減ると言って一度は辞退したほどの仕事好きなんだ。それはよくわかっていたんだけど、この模型を作りあげるときは、すごかった。旦那の心配なんか無視して、一週間ずっと製作室にこもって没頭してたよ」

　くくっと笑うと、思い出したように、

「その間、旦那は俺の家で夕飯を食べていたな」

「織田さんの旦那って、葵あおいと同期だったよな」

　慎也さんの言葉に、相模さんは笑いを止めて頷いた。

　葵さんというのは相模さんの奥様で、以前は相模さんの直属の部下だったと聞く。

「ああ。薫よりも年下だけど、我が社期待の有望株で、俺の後継者のひとりって言われてるな。まあ、そう言われる若手は多いんだけど、俺はまだまだ現役なのに複雑だよ」

　複雑だと言いながらも誇らしげな相模さんの声を聞くと、織田さんの旦那さんもかなり仕事ができる人だとわかる。

　けれど、どうして俺にわざわざそういう事情を話してくれるのかと疑問に思った。

　コンクールの講評なら、まず初めに俺の作品について話すのではないか。

　そんな疑問が俺の顔に出たのか、何故か相模さんではなく、慎也さんが秘密をばらすようなもったいぶった声で話し始めた。

「夏基はたしかに仕事はできるけど、コンクールで賞を獲るための勉強として仕事をしてるだろ？」

「……え」

「大賞を目指すのはいいと思うけど、それがゴールじゃない。織田さんは設計やデザインが持つ力や愛を活かして、人が生きるための努力を後押しする作品を作った」

「生きるための努力……」

「ああ、夏基の作品からはそれが感じられなかったってことだ」

「慎也、お前はいいから」

　何も言い返せない俺をフォローするように、相模さんは慎也さんを手で制した。

「薫だって今回の作品にたどり着くまでに十年近くかかってるんだ。今まで何度もコンクールで大賞を逃してる。だから、気づいたんだろうな」

「気づいたって、何に気づいたんですか？」

「実は、薫は戸部君の作品を写真で見てるんだ。そして、今までの自分の作品を見ているみたいだって言ったんだ」

「今までの自分の作品……」

　相模さんは少しのためらいを見せたが、それでも強い視線を俺に向けた。

「大賞を獲るための完璧な作品。何かに勝とうとしている隙のない作品」

　その言葉を聞いた途端、俺は何も言えなくなった。

　思い当たることがあり過ぎる。

　父親への感謝のために大賞を獲ろうとしていた自分の気持ちに嘘はないが、それとは違う、そしてそれよりも強い気持ち。誰にも気づかれないよう、隠そうともがいていた俺の中の黒い気持ちだ。頭に浮かんだのはひとりの男性の顔。

　大賞を獲ることによって俺が勝とうとしていたのは他の誰でもない、これまで大賞を受賞した経験のない、高橋専務だ。

　高橋専務の愛人だと言われている芽依を、俺ひとりのものにしたくて必死で大賞を目指していた。

　仕事はすべて、そのための勉強だと考え、それを胸に秘めながら今まで過ごしていた。

　けれど、そんな感情は隠しきれていなかったらしい。

　俺の作品を通して、ばれていたようだ。

「織田さんて、すごいですね。その通りです。俺にはどうしても負かしたい相手がいます」

　自嘲気味につぶやく俺に、慎也さんが明るい声をあげた。

「どうせ女がらみだろ？」

「え？」

「夏基が女にもてるのはみんな知ってるし。だけど、特定の彼女がいないのも有名だしな」

「慎也さん……」

　戸惑う俺を無視してさらに言葉を続ける慎也さんは、俺の首筋を突然指差した。

「綺麗な花が咲いてるぞ。くっきりと」

「え？」

　俺は慌てて首筋を手で押さえた。

「そんなにはっきりとしたキスマークをつけるほど、その女は夏基のことが好きなんだろ？　彼女か？」

「いえ、残念ながら俺の一方通行ですよ」

「は？　その花は、彼女の強い気持ちだと思うんだけどな」

「……まさか」

　キスマークだと言われ、思い当たる相手は芽依しかいない。

　さっき俺の部屋でしがみついてきたときに残したんだろう。

　芽依から積極的に唇を重ねてくることも、抱きついてくることも滅多にない。

　それなのに今日に限ってどうしたんだろうと戸惑っていたせいで、気づかなかった。

　俺は思い当たる痛みに手を当て、芽依の顔を思い浮かべた。

　たしかに今日の芽依はおかしかったが、やはり何かあったのだろうか。

「おーお。夏基がひとりの女に夢中になる日がくるなんてな。まあ、めでたいめでたい」

　考え込む俺をからかうような慎也さんの声に、相模さんが再び「慎也、お前はどうしていつもそうやって茶化すんだ」とたしなめた。

　そんな相模さんも何か言いたげに優しく俺を見ている。

　それはきっと、女性に関することではなく仕事に関することだろう。

　実績に裏付けされた実力と、建築業界の発展のために尽力する姿は相模さんの名前をさらに有名なものにしている。

　それに、こうして俺のような若手に対しても愛情深い態度で接してくれる人間性によって、相模さんは誰からも慕われているのだと思う。

　一介のサラリーマンとしての立場を捨てて独立しても、相模さんなら仕事に困ることはないだろうし、枠にとらわれない多様な仕事を受けることもできるはずだ。

　けれど、会社経営に悩む時間があるなら設計のあれやこれやに悩む方がいいと言って『俺は生涯いち会社員を貫く』と宣言している。

　とはいっても、周囲は相模さんを放っておかないし、相模さん自身もこうして自分とは違う会社の社員である俺のために時間を割いてくれる。

　仕事をするうえでも同じ男性としても、目標とする素敵な人だ。

　今こうして俺に視線を向けてくれるのも、何か伝えたいことがあるはずで、どれほど厳しいことを言われても、素直に受け入れようと思う。

　すると、俺の覚悟を感じたのか、相模さんはようやく口を開いた。

「薫が指摘した通り、戸部君の作品は完璧で隙がない。なんの感情も交えない機械が審査したら間違いなく大賞を獲ると思う。それほど設計ルールはしっかりと押さえられているし色のバランスもいい。俺も、最後まで悩んだんだ。だけど、大賞を獲った薫の作品にはあった、人が生きることを助ける愛情のようなものが感じられなかった」

　あえて淡々とした口調で続く相模さんの言葉に、納得せざるをえない。俺は人を助けるどころか自分のことしか考えていなかった。相模さんは、俺の様子をうかがいながら、ふっと表情を緩めた。

「建築やデザインは、人が幸せに生きるための力にならなければならないと俺は思ってる。その意味からすれば、戸部君の作品は大賞に値するものではなかったということだ。かなり厳しいことを言ったけど、逆に言えば、戸部君が欲しいものを必死で取りにいって、勝ち負けではない愛情に気づけば、大賞を獲れるってことだから。それを意識すれば、作品にも反映されるはずだ」

　俺は相模さんの言葉に小さく頷いた。

　言われるまでもなく、俺自身が感じていたことばかりで何も反論できない。

　芽依を自分のものにしたいがために、高橋専務に勝てる部分を探し、それだけを目標に仕事をしているのだから。

　隠し続けてきた黒い心を露わにされ、やはり俺にはまだまだ大賞は獲れないと実感する。

　そして、相模さんや織田さん、そして慎也さんにも見透かされていたそんな心と向き合った俺は、そのことにどうやって折り合いをつけていけばいいのだろうかと迷う。

　芽依、必死で手に入れたいと思うのは、お前だけなんだ。










ＬＯＶＥ07　遠慮のわけ




　最近、自分の部屋にいても、何故か落ち着かない。

　夏基の部屋で過ごすことが当然のようになり、その時間が長くなるにつれて、好きな人と一緒にいることはこれほど幸せなことなんだと思うようになった。

　それでも、自分の気持ちを隠す癖は子どもの頃からのもので、大人になった今もなかなか乗り越えることができずにいる。

　好きという感情だけでなく、自分のあらゆる思いを口にすることに慣れていなくて、経験も少ない。

　このままではいけないと思いながらも、自分だけでなくお腹の赤ちゃんの人生も左右する大切なことですら夏基に言えなかった。

　ただ、夏基のこれからの人生や、私は夏基に心から愛されていない現実を考えた場合、正しい判断だったと。

　そう思っている……ううん、思いたい。

　兄さんにお願いしてこれからのことを整えてもらうという甘ったれた自分が情けなくもあるけれど、今回だけは頼らせてもらうしかない。

　赤ちゃんを無事に出産することが最優先であり、そのことによって夏基の将来に影響を与えてはいけないし。

　なんて言い訳をしながら結局は、夏基のそばにいるのがつらくて逃げるようなものだ。

　夏基と出会い、夏基を愛することで初めて知った幸せな時間。

　それが私の宝物であり、いつか赤ちゃんに伝えたいと思っている。

　誰かを愛すれば人に優しくなれるし、生きていく糧になると知った。

　夏基を愛したことはきっと、これからの私が強く生きていくための励みになるに違いない。

　それは事実であり、夏基を愛したことを後悔しているわけでもない。

　けれど、そんな感情は理想論だということもわかっている。

　夏基に恋人がいると知りながらも好きだという気持ちを止めることはできなかった。

　そして、その恋人と別れたあとも夏基は私を恋人にしてくれなかったのに。

　それでも離れられないほど、夏基のことが好きだったのだ。

　すんなり気持ちが切り替えられるとは思えないし、夏基と本当に離れてしまったあとの私には、何も残っていないのではないかと不安ばかりが募る。

　ただの抜け殻になっているかもしれない。

　今日だって、会社に行くという夏基と離れるのが寂しくてどうしようもなくて、会社で私以外の女性がそばにいるかもしれないと思えばイライラして涙が出そうになった。

　妊娠したことで心が不安定になっているとはいえ、今でさえこんな状態なら、夏基と本当に会えなくなったときにはどうなるのだろう。

　夕暮れ特有の切ない光が部屋に差し込み、さらに気持ちは沈んでいく。

　後ろ向きな気持ちのままリビングのソファで体を休めていると、玄関のベルが鳴った。

　ゆっくり立ち上がってモニターを見れば、見覚えのあるふたりがにっこりと笑っている。

「母さんと央おう雅が……」

　しばらく会っていなかったふたりの顔にホッとしながらも、妊娠していることをまだ言っていないことを思い出し、どうしようかと焦った。

　モニターを睨みながらこのまま居留守を使うべきかと悩んでいると、普段からせっかちな母さんが何度もベルを鳴らす。

「わかったから、もう」

　いつもの強引さに気圧されるように玄関に行き、ドアを開けた。

「迎えに来たわよ！」

　明るい声の母さんが私の横をすり抜けて部屋に入っていく。

「ちょっと、母さん」

　さっさと上がり込む母さんに呆然としていると、央雅がため息をつきながらドアを閉めた。

「芽依ちゃんごめん。今回も母さんの暴走を、止められなかったんだよ」

「……もしかして、また『勝手にお祝い』？」

　靴を脱ぎ、ゆっくりとした足取りでリビングに向かう央雅に恐る恐る聞くと、予想通りの笑顔が返ってきた。

「さすが芽依ちゃん。今日も冴えてるね。大当たり」

「やっぱり」

　苦笑気味の央雅とふたり、肩を落とした。

「相変わらず人騒がせなんだから」

　慌ただしくやってきた母さんにぶつぶつ文句を言いながらも、落ち込んでいた気持ちが少し浮上した。

　大学に進学したと同時に私が実家を出て以来別々に暮らしているけれど、いつも私を気にかけてくれる、母さんと弟の央雅。

　強引だけど、明るい母さんがやってきて、部屋が一気ににぎやかになった。

　夏基と別れたあとのことを考えるともちろん気持ちは沈むけれど、早速冷蔵庫を開けた母さんの「やっぱり芽依手作りのプリンがあったー」と言ってはしゃぐ姿を見れば、自分はひとりじゃないとホッとする。

「ちょっと母さん、私の明日の朝の楽しみなんだから、ひとつくらい残しておいてよ」

　私はそう言って、笑った。




　私が運転する車でやってきたのは、会社から近い場所にあるしゃぶしゃぶのお店だ。

　母さんがリクエストしたそのお店は、雑誌で知って以来ずっと行きたいと思っていたお店らしく、もともとテンション高めの彼女の気持ちは右肩上がり一直線。

　個室に通された途端メニューを広げ、早速、大好きな焼酎を注文している。

「今日は絶対に呼び出さないでって言ってきたから、お酒も大丈夫なの。今朝まで三日間病院に泊まり込んでいたし、今日一日くらい若いドクターに頑張ってもらわなきゃ」

　医師である母さんの仕事は不規則で、何日も家に帰ってこないことはしょっちゅうだ。勤務を終えてふらふらになって帰ってきてはそのまま眠り続ける姿をずっと見てきた。

　子どもの頃から私と央雅はお手伝いさんに育てられたと言っても過言ではなく、母さんはひたすら自分の仕事に集中していた。

　年を重ねた今、体も無理がきかないだろうし、仕事のペースを落として欲しいと何度も言っているのに。

『まだまだ現役。心配ご無用』

　そう言って胸を張ってはニヤリと笑っている。

　央雅はそんな母さんを見るたび呆れているけれど、物心ついた頃から、仕事を最優先する母さんの影響を受けてきたせいか、彼も今、医師を目指している。

　大学の医学部に通う、見た目抜群の自慢の弟。

　年が離れているせいで、子どもの頃はそれほど仲が良かったという記憶はないけれど、大人になった今、どちらかといえば央雅の方が私よりもしっかりしていて、母さんと私の面倒をみてくれている。

「芽依ちゃんは何を飲む？　あ、車だから飲めないな。飲みたかったら帰りは俺が運転するけど？」

「あ、いいよ別に。それほどお酒が好きなわけじゃないし、ちゃんと運転するよ」

「そうか。まあ、芽依ちゃんは普段からそれほど酒は飲まないよな。本当にこの人の子どもだろうかって悩むときがあるくらいだし」

「だね。母さんみたいにお酒が大好きで強い人って、ある意味羨ましいよね……。央雅も成人したらどうなるんだろうね。母さん顔負けで飲んでるかも」

　ふたりで視線を横に向ければ、相変わらずメニューを見ながら、焼酎の種類の多さに喜びの声をあげている母さんがいる。

　悩んでばかりでうじうじしている私と違い、いつも明るい母さんが羨ましい。

「で、今日は誰のお祝いなの？」

　手元に置かれたお茶を飲みながら央雅に聞いてみる。

「階段から落ちて両足を骨折した弥生やよいちゃんが無事に退院したお祝い。ちなみに八歳のかわいい女の子らしい」

「その弥生ちゃんとやらは、ここには……」

「もちろん来ない」

「……やっぱり」

　予想通りの答えが返ってきた。

　いつものことだとはいえ、年に何度かあるこの恒例行事に付き合わされる私たちの都合を考えて欲しい。

　母さんの思いつきは楽しいものではあるけれど、私と央雅はすでにいい大人なんだから、それぞれに都合だってあるのに。

　まるで、私たちはまだまだ小学生の子どもだとばかりに振り回す。

　思うがまま、自分の感情に素直になり過ぎる母さんにため息をつくことも多い。

「予想はつくけど、パパは？」

「昨日から学会。あさって帰ってくるんだってさ」

　央雅は面白がるようにそう言って、肩をすくめた。

　この『勝手にお祝い』は、母さんの突然の思いつきによるものだから、パパの学会参加も偶然だろうけれど。

「学会嫌いなパパも、今回は喜んで出席してるんじゃない？」

　私の言葉に、央雅も頷いた。

「さっき電話したら口では参加できなくて残念だって言ってたけど、ピースサインでもしてホッとしてると思う」

　秘密を打ち明けるような小さな声で言いながら、央雅もテーブルの下にある手でピースサインを作ってみせた。

　普段から仕事で忙しい日々を送っているパパにしてみれば、何よりも大切に想っているとはいえいつも元気過ぎるほど元気な母さんの相手をするのが面倒に違いない。

「おやじ、ずるい……いや、それは違うか。羨ましい……だな」

「だね。大学でいまどきの謎の多い学生を相手に講義している方が楽だって言ってるくらいだし」

「まあ、母さんが仕事に誇りを持ってるのはわかるけどさ、俺らを巻き込まないで欲しいよな」

「……同感」

　私と央雅は顔を見合わせて、同時にため息をついた。

　私が実家を離れて以来、央雅が母さんの相手をしているけれど、今では央雅だって大学の医学部に通い、毎日忙しいはずだ。

　その合間に母さんの相手をするのは大変だろうな。

　そう思いながらも、今更実家に戻るつもりはないけれど。

　テーブルの上に置かれた鍋からは、美味しそうな湯気がたち、ぐつぐつといっている。

　せっかちな母さんが、お店に着く前に電話をしてお鍋の準備をお願いしていたらしい。

　ちょうど飲み物も運ばれて、母さんはビール、央雅と私はジンジャーエールを手にした。

「さ、鍋もいい感じだし、いっぱい食べましょう。ふたりとも乾杯の用意はいいですね？　じゃ、弥生ちゃんの退院を祝ってかんぱーい」

　そう言って美味しそうにビールを飲む母さんは本当に楽しそうで、私と央雅は呆れながらもくすくす笑った。

「俺らも食べようか。母さんはひとりで飲み続けるだろうし」

　央雅はそう言って箸を手に取ると、お肉を食べ始めた。

　さすが十八歳の若さ、食べる勢いがすごい。

　私も食べようと箸を手にしたけれど、その途端、軽い吐き気を感じた。

　まずいなと思いながら、ジンジャーエールを飲んで吐き気がおさまるのを待つ。

　ゆっくりと箸をすすめながら母さんの明るい声に相あい槌づちをうつけれど、気分が良くないせいか、普段のように笑えない。

　普段ならまず最初に食べる豆腐を央雅がよそってくれたのに、それにも手を付けることができない。

　妊娠のことを言わなければと思うけれど、酔い始めた母さんを見ながらタイミングをつかめずにいる。

　俯き考え込んでいると、央雅が私の様子に気づいて箸を止めた。

「芽依ちゃん、お腹すいてないの？」

「え？　あ、うん、お昼を食べたのが遅かったし……」

　心配そうな央雅に、私はそう言ってごまかした。

「そう」

　怪訝そうに首をかしげながらも、央雅がそれ以上何も聞いてこないことにホッとした。

　とはいっても、昔から周囲の雰囲気に敏感な央雅のことだ、私の様子が普段と違うことにも気づいているはずだ。

　気づいているのに敢えて聞かずにいてくれる。

　大学生になったばかりなのに、大人びた男前。

　私の自慢の弟だ。それに比べて母さんは。

「それでね！　弥生ちゃんが退院するときに、運動会で頑張って走るから見にきてって言われたの。そんなこと言われたら、お祝いするしかないでしょ？」

　私の体調や、それを気遣ってくれる央雅の様子にまったく気づくことなく、相変わらず高いテンションのままだ。

　医師という人の命を預かる仕事柄、緊張感を維持しなければならない時間は長く、その反動からかプライベートの母さんはいつも明るい。

　患者さんの病気や怪我が完治して退院するときの喜びも半端なものではなく、今日のように私と央雅、そしてパパを巻き込んで騒ぐことも多い。

　その一方で、どんなに必死で頑張っても助けることができない命はあり、その現実を受け止めなければならないときにはかなり沈み込んでいる。

　医師としての力のなさを痛感しては、そのたびに自分を叱咤し仕事に向かう母さんを、私も央雅も誇りに思っている。

　だからこそ、央雅も母さんと同じ医師を目指しているのだろう。

　私も強い信念を持って仕事を続けている母さんを誇りに思っているけれど、だからといって人間は万能ではない。

　母親として、家族として母さんを考えた場合、どうしても及第点はあげられないのだ。

　今日みたいに私と央雅を巻き込んではお祝いを開くのも、その理由のひとつだ。

　そのお祝いというのが、『勝手にお祝い』と私と央雅が言っている、患者さんが無事に退院したり、大きな手術が成功したとき、それを喜んだ母さんが開くお祝いの会だ。

　けれど、そのお祝いに患者さんが参加することはない。

　母さんの体に溢れる喜びを家族とともに分かち合い、これからの仕事へのやる気につなげるという、年に数回ある会だ。

　今日は仕事で欠席のパパが、母さんの暴走を上手に調整してくれ、夫婦ふたりだけの食事で終わらせてくれることもある。

「さあ、乾杯も終わったから、大好きな焼酎を持ってきてもらうわよ」

　顔の筋肉をゆるゆるにし、そう言って体を揺らす母さんが、嫌いではない。

　どちらかと言えば大好きだ。

　だから、仕方がない。

「今日はとことん付き合わされそうだな」

　渋い口ぶりとは裏腹に、母さんの姿を見ながら笑っている央雅も、私と同じ気持ちに違いない。

　母さんのことが大好きなのだ。

　たとえ、家事一切できなくて、お手伝いさん任せでも。

　仕事以外のことにはまるで関心がなく、白衣以外の服がどれほど汚れていても気づかなくても。

　それからしばらくの間、楽しそうにお酒を飲み、美味しい料理に舌鼓を打つ母さんを見ていると、少しずつ吐き気はおさまり手元の豆腐を食べることもできた。

　夏基と別れる日を覚悟して落ち込んでいたけれど、母さんと央雅のおかげでその気持ちを浮上させることができた。

　けれど、やはり普段とは違う様子の私に、央雅は何度も気遣わしげな視線を向けてくる。

「ちょっと、電話してくるね」

　個室にこもる熱で体が熱くなった私は、外に出て体を冷やそうと立ちあがった。

「大丈夫か？」

「え、何が？」

「ずっと顔色が悪いし、あんまり食べてないし」

「平気平気、大丈夫。それに、私は央雅と違って若くないから、そんなに食べなくてもエネルギーは足りるから」

　私はなんてことのないように軽く笑って、部屋を出た。




　部屋を出たあと、ロビーの椅子に腰掛けて体を休めた。

　食べ物を前にすると、つわりを実感してつらくなる。

　いつまでこれが続くのだろうかと不安になりながらも、お腹の赤ちゃんが元気に育っている証拠だと思い、気持ちを切り替えている。

　ようやく私に本当の家族ができるのだから、つわりくらい乗り越えられる。

　子どもの頃から欲しくてたまらなかった家族のため、頑張ろう。

　家族……。

　私の実の父親と離婚した母さんが再婚し、そして央雅が生まれた。私が八歳のときだ。

　母さんの再婚相手であるパパは、央雅の誕生を手放しで喜び、親バカ全開で甘やかした。

　医師であり、大学で学生たちに講義もする忙しい毎日を送りながら、央雅に対する愛情と同じくらいの愛を、母さんの連れ子である私にも注いでくれ、大切に育ててくれた。

　私の実の父親とは心から愛し合うことができず、結局離婚した母さんだけど、パパと再婚してからは、医師としても妻としても幸せに過ごしている。

　そんな家族の中で、私も穏やかに過ごしてきた。

　両親が医師だということもあり、経済的な不安はなく、血がつながっていないとはいえ私とパパの仲は良好だった。

　かなり恵まれた環境で育ったと思う。

　けれど、離婚前の苦しそうな顔をしていた母さんを覚えていた私は、その恵まれた環境を壊してはいけないと気持ちを張りつめていた。

　母さんがやっと幸せになれたのだから、それを壊すことはできない。

　まだ小さな央雅にこそ母さんが必要なのだから、私はひとりでなんでもしなくちゃいけない、しっかりしなきゃと毎日自分に言い聞かせていた。

　実の娘ではない私を育てるなんて荷が重いはずなのに、央雅と分け隔てなく接してくれるパパに感謝して大切にしなきゃいけない。

　子どもの頃の私は、なんの不満もなく、毎日を楽しく過ごしているという笑顔を作りながらも、どこか寂しく、家族に対する大きな遠慮が心の大部分を占める日々を送っていた。

　当時の私にはそれは当然のことで、不満を口にすることはなかった。

　その後、私は自宅から通うには遠過ぎる大学に入学した。

　建築の勉強をするにはいい環境だということがその大学を選んだ一番の理由だけれど、遠慮しながら家族と暮らす毎日がつらかったということもあった。

　母さんや央雅、パパと仲が悪いわけでもない、それどころかお互いをいつも思いやる理想的な家族だったと思う。

　その関係は今も続き、離れて暮らしていても、それぞれの存在を感じ合いながら暮らしている。

　そして、ひとり暮らしを始めてからあることに気づいた。

　それは、誰にも気を遣うことなくひとりで暮らすことが、とても楽だということだ。

　もちろん家族を愛する気持ちに嘘はないけれど、遠慮や我慢をともなう生活は私にかなりの無理を強いていたようだ。

　いつの間にか作り笑顔がうまくなり、自分の思いを口に出さずにいることも得意になった。

　パパと母さんと央雅。

　そして、私。

　四人で一緒にいても、私だけが本当の家族ではないという疎外感を感じていた。

　どれだけ笑顔を作って気持ちを盛りあげても、その感情を捨て去ることはできず、それが家族を裏切っているようでもありつらかった。

　けれど、そんな感情は、家を出てひとりで暮らし始めてから驚くほどあっさりと私の中から浄化されていった。

　三人の邪魔にならないよう遠慮しながら過ごすことが、どれほど自分を縛り、生きづらくさせていたのかに気づき、そのことから解放されたのだ。

　その感情自体、家族に申し訳ないような気がして苦しんだのもたしかだけど、それ以上に楽に生きられるようになった。

　それに、ひとり暮らしを始めたあと、実家に顔を出して食事をともにしたり、そのまま残してくれている私の部屋のベッドでひと晩を過ごしても、自分の生活するべき場所が実家以外にあると思えば気持ちも楽で、同じ家で暮らしていた頃よりも家族としての距離を抵抗なく縮められるようになった。

　大学生活にようやく慣れた夏休みに実家に帰ったときにも、

『芽依に似合うと思って買ってきたんだけど』

　そわそわした様子でパパから手渡されたワンピースは私が大好きなブランドのもので、大学生にはなかなか手が出せないお高いものだった。

　それまでの私なら、『パパがまた私に気を遣ってる』と思って素直になれず、一応受け取るものの、うれしい気持ちよりも遠慮する気持ちの方が大きかったはずだ。

　けれどそのときの私はワンピースを見た途端大声をあげて喜び、早速着替えて家族に見せた。

　小さな花の模様がたくさん散りばめられたピンクのワンピースは私の体にぴったりで、それだけでパパの私への愛情が本物だと実感できた。

　その愛情を疑ったことはないけれど、たとえ血のつながりはなくても、こうして私を大切に思ってくれるパパに感謝しつつ、離れて暮らすことによって素直になれた自分をうれしく思えた。

　その日プレゼントされたワンピースは、今でもクローゼットに大切にかけてある。

　けれど、だからといって家族との関係が大きく変化したわけではない。

　楽に生きることができるようになったとはいっても、無条件で私を愛してくれて、遠慮なく愛することができる家族が欲しいと思う気持ちは年を重ねるにつれて大きくなっていった。

　気兼ねなくいられる自分の居場所が、欲しかった。

　その想いを胸にとどめたまま数年が過ぎ、今の会社に就職して夏基を好きになった。

　そして、私の軽はずみな言葉がきっかけとなり、夏基に恋人がいるとわかっていながらも抱かれる日々が始まった。

　一緒にいれば夏基の向こう側に感じる私以外の女性の存在。

　もちろん、夏基の恋人であり遠距離恋愛を続けながら、別れることのない人。

　彼女を気にしながら、そして申し訳ないと思いながらも、夏基のそばを離れることはできなかった。

　そして、妊娠した。

　思いがけない妊娠には違いないけれど、誰に遠慮することなく、ひたすら愛情を注いでも文句を言われることのない存在にもうすぐ会えると思えば心は弾む。

　もう、私はひとりじゃないのだ。

　けれど、それは同時に私が夏基と別れることを意味する。

　夏基が私の妊娠を知れば、見捨てることなく子どもを一緒に育てようと言ってくれるはずだ。

　口では軽いことを言い、女の子と遊びにいくこともあるけれど、夏基は情に厚くて優し過ぎる性格だと、よく知っている。

　だから、やっぱり言えない。

　愛し合わないふたりが子どもを理由に一緒にいても幸せにはなれないとわかっているから、夏基には言えない。

　だから、夏基とは別れるしかないんだ。

　離婚前、父さんと喧嘩をしながら荒い声をあげていた母さんの涙と、そんな母さんを気遣いながらも寄り添えない父さんの苦しみを何度も見てきた。

　愛し合わないふたりが一緒にいても幸せにはなれないと、父さんと母さんによって教えられたのだ。

　それと同じように、私ひとりが夏基を愛しても、夏基が私を愛していないとすれば、ふたりとも不幸になる。

　だから、私は赤ちゃんとふたりで生きていくと決めた。




　食事をしていた部屋よりも涼しいロビーでぼんやりしていると、吐き気は次第におさまってきた。

　出産を経験した友達からつわりの大変さを聞いたことがあるけれど、食べ物の匂いにこんなに敏感になるとは思わなかった。食べ物が目の前にあるときはもちろん、頭に浮かべるだけで気分が悪くなってしまう。

　安定期に入れば楽になる人が多いと聞くけれど、私もそうであることを願う。

「さ、戻らなきゃ」

　そろそろ部屋に戻らないと、母さんはともかく央雅が心配するに違いない。

　私はゆっくりと立ちあがり、央雅が心配しないように明るい表情を浮かべた。そのとき、お店の入口のドアが開き、その音につられて私は視線を向けた。

「え？　夏基……」

　お店に入ってきたのは夏基だった。

　夏基も私に気づき、驚いている。

「芽依……。お前も設計部の飲み会に呼ばれたのか？」

「え？　違うよ。私はたまたま母さんと弟と来ていて……」

　夏基は驚く私のそばまで来ると、心配そうな表情で私の顔を覗き込んだ。

「なんだか顔色が悪いぞ。やっぱり、体調が良くないのか？」

「ううん。部屋が暑かったから、ここで休んでいただけで、大丈夫」

　慌てて笑顔を作り、早口でそう言った。

「そうか？　ならいいけど」

　夏基の手のひらが私の頬に触れ、何度もするすると撫でる。

　その手の温もりが離れていかないように、思わず自分の手で押さえると、さよならを覚悟しているはずの気持ちが揺れて、切なくなる。

　さよならしたいなんて、本当は思っていないのだから、当然だ。

「相模さんとは会えたの？」

「ああ。予想通り厳しいことばかり言われたけど、勉強になったよ。……で、今から設計部の飲み会なんだ。一度は断ったんだけど宏こう二じからどうしても来いって電話があって、慌てて来たんだ」

「そう……」

　いつもと変わらない声だけど、何故か夏基の戸惑いを感じた。私を見つめる瞳がゆらゆらと揺れている。

　私に聞きたいことでもあるのかと思った瞬間、赤ちゃんのことが頭に浮かんだけれど、まさかそのことに気づいているはずはないと、平静を装った。

「どうかした？」

　普段と変わらぬ声を意識しながら笑顔を向けると、夏基は何故か顔をしかめた。

　その理由が思い当たらず、私はさらに夏基に寄り添った。

「夏基？」

　私の声に、夏基は視線をふっと逸らした。重苦しいその様子に焦りを覚える。

　もしかしたら相模さんと会ったときに、何かあったのかもしれない。コンクールに出品した作品について厳しいことを言われたと言っていたけれど、そのことで落ち込んでいるのだろうか。だとすれば、どう言葉をかければいいのかと悩んでいると。

　夏基はようやく口を開き、何故かゆっくりと右手をあげた。

「なあ、芽依のここには誰がいるんだ？」

「……え？」

　夏基が指差したのは、私の胸の辺り。触れるか触れないか、ぎりぎりの場所にある指を見れば、微かに震えていた。

「夏基、どうしたの……？」

　私はさらに体を寄せて、夏基のシャツをつかんだ。

　夏基は私をじっと見つめながら、再び口を開いた。

「なあ、芽依の心の中に、俺はちゃんといるのか？」

「え、夏基？」

「芽依にとって、俺って……」

「戸部さん！　やっと来てくれたんですね」

　そのとき、絞り出すような夏基の声を遮って、女性のかん高い声が聞こえた。

　その声に体を向けると、ひとりの女性が小走りでこちらにやってくる。

　どこか見覚えのある、小柄で華奢な彼女はたしか設計部の北きた野のさんだ。

「戸部さんが来るのを楽しみに待っていたんですよ。早く一緒に飲みましょうよ」

「あ、遅くなって悪かったな」

「本当ですよ。もう、待ちくたびれました。そろそろ二次会に移ろうって話してるんで、まだまだ付き合ってもらいますからね」

　そう言って夏基の腕に手をかけた北野さんは、そのときようやく私の存在に気づいたようで、その瞬間、夏基の腕をぎゅっとつかんだ。

「開発部の……佐伯さん？」

「あ、こんばんは」

　反射的に挨拶をしながら、どうして私の名前を知っているのかと思ったけれど。

　私に向けられる鋭い視線には、私を噂するときに誰もが見せる嫌悪感が交じっていて、納得した。

　私が高橋専務の愛人だと、彼女も信じているようだ。

　そんな女が夏基と一緒にいるのが気に入らないのだろう。

「どうして佐伯さんがここにいるんですか？」

　笑顔の中にある冷たさを感じて、北野さんも夏基が好きなんだと感じた。

　夏基の腕をつかんだまま、さらに体を寄せて私を睨んでいる。

　社内で夏基を狙っている女性は多く、同期として仲良くしている私を敵視する目には慣れているけれど、それでもやっぱり胸が痛い。

　すると、夏基は北野さんの腕をすっと離した。

「芽依はたまたま家族で来てるんだよ。な」

　北野さんの視線を気にすることなく微笑む夏基に、私は初恋にときめく女の子のようにドキドキする。

「芽依はもう帰るのか？」

「あ、どうだろ。母さんがまだまだ飲みそうだし……」

「そっか。芽依もそれなりに強いけど、酔っぱらわないようにな」

「だ、大丈夫だよ」

　からかうような夏基の瞳に、私は照れて俯いた。

「芽依……」

　夏基が私に近づいた。腰を折り、私の顔を覗き込みながら口を開いたけれど、それ以上の言葉は北野さんによって再び遮られた。

「戸部さん、みんなが待ってますから、早く行きましょうよ」

　北野さんは夏基の腕をつかんで引っ張ると、飲み会が行われている部屋へ連れていこうとした。夏基は私に何か言おうとしていたけれど、彼女の勢いに諦めたのか、引っ張られるまま歩いていく。

「芽依」

　ロビーからすぐの廊下を曲がる直前、夏基は振り返り、手を振ってくれた。

　奥の部屋へと消えていく後ろ姿を見ていると、心が空っぽになったような気がした。

　このまま追いかけようかと思ったけれど、そんなことをしても仕方がない。

　第一、勇気もない。

　もしも私が夏基の恋人だったなら、北野さんの厳しい視線や意地悪な言葉にも対抗できるのに。

　それどころか、夏基に愛されさえすれば、私は無敵で、どんなことだって笑い飛ばせるはずなのに。

「そんなの、ないない」

　私は力なくそうつぶやき、とっくに夏基が消えた曲がり角をじっと見続けた。

「今のカッコいい男って誰？」

　その声に振り返ると、興味深そうに笑っている央雅が目の前にいた。

　夏基が消えた方へ視線を向けながら、ニヤニヤしている。

「会社の同期。ここで偶然飲み会をやってるみたい」

「ふーん。芽依ちゃんの彼氏かと思ったんだけどな」

「え！　ち、違うよ」

　慌てる私に、央雅は、まあまあとでもいうように手を振って、からかうように目を細めている。

　おまけに肩も震わせているし、これは完全に誤解している。

「彼氏じゃないから、母さんに余計なことは言わないでよ」

　ただでさえ妊娠のことを未だに言えず悩んでいるというのに、赤ちゃんのお父さんである夏基の存在を知られるのはまずい。タイミングの悪さに肩を落とした。

「まぁ、彼氏じゃなくても、あの男前はきっと芽依ちゃんのこと……いや、まあ、いっか。それよりも、芽依ちゃんに恋人ができたら巧さんはショックで寝込むんじゃない？　一生結婚させないってくらいに芽依ちゃんをかわいがってるしさ」

「……まさか」

「いや、あながち冗談でもないだろ。自分の会社に芽依ちゃんが入社して、喜びにむせび泣くほどの兄バカだしさ。芽依ちゃんへの愛情は半端なもんじゃないだろ」

「まあ、否定はしないけど」

「芽依ちゃんが結婚したいなんて言い出したらさ、相手の男を目の前に座らせて、質問攻めにするんじゃないか？」

「……ありえるかも」

「だろ？　俺のことだって、弟だっていうのに何かにつけて牽けん制せいしてくるしさ。参るよ」

　ははっと笑いながら、央雅は肩をすくめた。

　兄さんと央雅の私を挟んでのバトルは高橋家と佐伯家の恒例行事ともいうべきもので、いつも何かネタを探しては闘っている。

　もちろん、妹として、姉としての私をどれだけ愛しているかという、私にとっては恥ずかしさいっぱいのものだ。

「だけどさ。芽依ちゃんが幸せになるのを、巧さんだけじゃなくて、母さんや高橋のおじさんもみんな願っているんだし。好きな男ができたら駆け落ちしてでも幸せになれよ」

「か、駆け落ちってそんなこと」

「たしかに駆け落ちは極端だけどさ、今まで周りに遠慮して、我慢ばかりしてきたんだから、好きな男ができたときくらい、自分の気持ちに素直になって飛び込んでみろよ」

　まるで言い聞かせるようなその言葉に、私が今まで心の中に隠していたことが央雅にばれていたと感じた。

　遠慮や我慢をしていることを見透かされていたなんて、複雑だ。

「央雅、いつの間に大人になったの」

　照れくささを隠すようにつぶやくと、央雅は心なしか胸を張り、大きく笑った。

「あれだけ自由な母さんと暮らしていれば、俺が大人になるしかないだろ？　父さんは母さんに甘過ぎてなんでも許すしさ」

「それもそうだね」

　顔を見合わせて笑いながら、半分しか血がつながっていない央雅を、これまでで一番身近に感じることができた。

　央雅にしてみれば、生まれたときから一緒に暮らしていた私を姉以外として考えたことはないだろうけれど、子どもの頃の私にとっては弟という新しい同居人がやってきたという意識もあって、複雑だった。

　けれど、こうして央雅の思いを聞かされれば、私ひとりが壁を作り拗ねていたのかもしれないと感じ、そんな自分を恥ずかしく思った。

　本当に、私よりも央雅の方が大人だ。

　そして、いつの間にか、いい男になっていた。

　……夏基の次に。




　それからしばらくして、私たちはお店を出た。

　美味しいお料理を食べ気分よく飲んで酔いつぶれた母さんと、そんな母さんを叱っている央雅を実家に送ったあと、まっすぐ自分の部屋に帰るかそれとも夏基の家に行くか、迷いながら車を走らせていた。

　夜も深まり、大通りにはそれほど多くの車は走っていない。

　見慣れた景色を順に見送りながら、信号で停まるたびに助手席に置いているスマホに視線を向けた。

　何度見ても変化はない。

　メールも電話の着信も何もなく静かなままで、思わず手にとっては電源が入っているのかを確認した。

　もちろん電源は入っているし、充電も十分だ。

「まだ飲んでるのかな」

　目の前の信号が青に変わり、ゆっくりとアクセルを踏みながらぽつりつぶやいた。

　夏基と毎日電話をしたり、メールのやり取りをしているわけではないけれど、今日はいつも以上に夏基のことが気になっている。

　ふと浮かんでくるのはさっき夏基の腕をとって連れ去った北野さんの顔だ。

　整った容姿を持つ女性が多いと評判の設計部の中でも、際立ったかわいさが目を引く彼女の名前はよく知られている。

　夏基を見つめる瞳には、夏基を好きだという気持ちが隠されることなく浮かんでいて、気持ちがいいほどだった。

　夏基は女性からのそんな瞳に慣れているのか、なんの反応も返さなかったけれど、私が夏基の前からいなくなったあとに、夏基の心を揺らす女性が現れたなら。

　夏基はきっと、その女性を必死で求めるはずだ。

　愛する人にはとことん愛情を注ぎ、優しく抱きしめるんだろうな。

「……やだな」

　夏基を諦めると決めたはずなのに。それに、私には夏基に対するどんな権利もないのに。絶対に嫌だと思ってしまう。

　私以外の女性をあの部屋に招いたり、あのベッドで抱いたり。

　そして、私と一緒に選んだ食器で食事をともにしたり。

　想像するだけで、気持ちがおかしくなる。

「だめだ。今日は、だめ」

　こんな沈んだ気持ちを抱えたまま夏基と一緒に過ごしても、普段通りに笑うことはできない。

　いつもの週末と同じように夏基の部屋に行こうかと迷っていたけれど、揺れる気持ちを隠すことも、泣かずにいられる自信もない。

　それに、夏基の部屋で待っていても、夏基が必ず帰って来るとは限らない。

　綺麗な女性とひと晩を過ごすかも……。

　そんなことを考えると、あまりにもつらくて目の奥が熱くなってくる。

　運転に差し支えるとまずいと思い、必死で涙を拭って平常心を取り戻す。

「やっぱり帰ろう」

　私は自分に言い聞かせるようつぶやいて、夏基のマンションへと続く交差点を通り過ぎ、自分の家へ向かってハンドルをきった。




　家に帰ったあと、まずは緊張し続けていた体をほぐそうとお風呂に入り、何も考えないように意識しながらベッドに入った。

　気を緩めた途端、夏基のことばかりが頭に浮かんでは落ち込み、そのたびにお腹の赤ちゃんに「心配かけてごめんね」と言いながらお腹を撫でている。

　眠ろうとしてもなかなか寝付けなくて、日付が変わってかなりたってもまだ、寝返りをうっていた。

　何度時計を見ても、たいして時間は経っていなくてがっかりする。

　無理矢理寝ようとするのは諦めて、起きてお茶でも飲もうかと思い始めた頃、サイドテーブルに置いていたスマホが鳴った。

　慌てて手に取り画面を見れば、夏基からだった。

「もしもし。夏基？」

『……どこ？』

「え？　何？」

　夏基の低い声がうまく聞き取れず、即座に聞き返した。

「夏基、どうしたの？　よく聞こえなかったんだけど」

『今どこにいるんだ？』

「……自分の家だけど」

『は？　どうしてこっちに来ないんだ？』

「えっと、そっちに行くって約束してた？　それに、設計部の飲み会は終わったの？」

　変わらず低い声で話す声に戸惑いながらも、私が夏基の家に行っていないと知っているのなら、夏基も家に帰っているんだろうとホッとした。

『週末はいつも俺の部屋にいるのに、って期待していたんだけど』

「あ、ごめん……」

　夏基の声は子どものように拗ねていて、おまけに寂しそうだ。

　私が夏基の家にいることを期待していたのだろうかと、逆に私の方が期待してしまう。

「あの、えっと、夏基は飲み会で楽しそうだったし」

『楽しそう？　あれのどこが……いや。飲み会自体は宏二もいたし、仕事で必要な情報も手に入れることができて良かったんだけど。それよりも、芽依はこの部屋の合鍵を持ってるんだから、部屋で待ってればいいだろ？』

「……うん」

　どうしてこんなに食い下がってくるんだろう。

　やっぱり、何かあったんだろうか。

　綺麗な女性の宝庫である設計部の飲み会だもん、誘惑のひとつやふたつ、あってもおかしくないし。

「夏基？　飲み会でいいことでもあった？　それにしては浮かない声だけど」

　優しく聞いてみると、返ってきたのは微かな笑い声だ。

　けれどそれは、楽しそうな笑い声ではなくて、どこか投げやりなものに聞こえた。

『いいことか………まあ、あったかな。設計部って綺麗な女の子が多いし。北野さんっていう女の子だったかな、彼女なんて、ずっと俺の隣であれこれ世話を焼いてくれたし』

「……あ、そう、なんだ」

　夏基の口から突然出てきた『北野さん』という名前に、私は一瞬で反応した。

　お店で会ったときの彼女の様子を思い出せば、夏基のそばで甲斐甲斐しく動き回り、笑顔を振りまいている姿を簡単に想像できる。

『酒もしゃぶしゃぶも評判通りうまかったし、楽しかった』

「……うん。美味しかったね……」

　母さんと央雅と一緒に食べたしゃぶしゃぶは絶品で、まだまだ成長過程の央雅はお肉だけを何度も追加注文していた。

　つわりに苦しむ私はお肉どころか野菜すら少ししか口に入れることはできなかったけれど、それでもお肉は美味しかったし、お豆腐だけは母さんの分も食べられるほど、体が――赤ちゃんが欲しがってくれた。

　でも、そうか、夏基もあのお店のしゃぶしゃぶが気に入ったんだ。

　今日、家族で食事をしながら、いつかは夏基ともここでしゃぶしゃぶを食べたいと思ったけれど。

　そのとき夏基は私以外の女性と楽しんでいたんだ。

　一緒にいたいと思ったのは私だけだったのかと気づき、悲しくなる。

　夏基から離れると決めたくせに、私以外の女性と楽しい時間を過ごしていたと知った途端にイライラするなんて。私もかなりわがままだな。

　いくつもの感情が私の中に溢れ、夏基を想う気持ちと、現実を見なさいと叱る冷静な自分が交互に顔を出す。

　もう、やだ。

　自分の気持ちを落ち着かせようと黙り込んでいると、夏基はそんな私におかまいなしに言葉を続ける。

『飲み会なんて、どれも一緒で、綺麗な女の子だって本命以外はみんな同じ顔に見えるし』

「うん？　同じ顔って何？」

『んー。同じっていうか、すぐに忘れるんだよな。今日も、綺麗な女の子がたくさんいたのは覚えてるけど、お開きになったあとに顔を覚えている子は誰もいないし、もったいないな……いやいや、それは冗談だけど』

「でも、北野さんのことは覚えてるんでしょ？」

『北野さん？　ああ、長い爪が水玉模様の女の子だろ？　俺の隣で何度もお酌してくれたから名前は憶えてるけど、今となってはその爪くらいしか覚えてないんだよな』

「あ……でも、彼女、かなりかわいかったけど」

『そうだったか？　ああ、芽依と話してたときに会ったっけ。で、芽依はあのあとすぐに帰ったのか？』

「ううん、あれからしばらく母さんと弟と食事を続けて、それから帰ったの」

　夏基の話を聞いていると、北野さんという名前を口にしたことに深い意味はなかったようだ。

　おまけに、どの飲み会に顔を出しても、どんな綺麗な女性の顔を見ても記憶に残っていないらしい。さっき夏基の口から北野さんの名前が出て思わず反応してしまったけれど、私の気にし過ぎだったようだ。

　でも、〝運命の女〟が現れれば、夏基の気持ちもすぐにつかまってしまうのだろう。

　想像すれば苦しく泣きそうになるけれど、そのときの幸せそうな夏基の顔を私が見ることはないはずだ。だから、大丈夫。

　痛みを覚えた胸をかばうように、何度も自分にそう繰り返した。

『おい、芽依？』

　電話中だというのに、物思いにふけり黙ったままの私を気遣うように、夏基が私の名前を口にした。

　私は慌てて気持ちを呼び戻した。

「ごめん、疲れちゃったかな。ぼんやりしてしまって……」

『大丈夫か？　さっきも顔色が悪かっただろ』

「ああ、大丈夫大丈夫。もともとたいして健康的な顔色じゃないし、仕事も忙しいし。たっぷり眠れば平気」

　今日、夏基だけでなく央雅からも顔色が悪いと何度も言われ、それほどつわりが私の体に影響しているのかと驚いた。ほとんど何も食べられない状況を考えれば、顔色が悪いのも当然かもしれない。

「でも、夏基の方が仕事は忙しいし責任も重いんだから、体には気をつけてよ。なんせ開発部期待の若手でしょ？　今回のコンクールは惜しくも二位だったけど、それだってすごいことだし。来月からは、えっと、図書館だ。かなりの蔵書数が予定されていて注目を集めている図書館。そのプロジェクトにも参加するんでしょ。それに夏基を目指してうちに入ってくる新入社員がちらほらいるって聞いてるよ」

『そんなの人事部の冗談だよ。俺なんかを目指す前に、慎也さんを目指すだろうし、設計で食っていくなら相模さんを目標にしなきゃ大成しない』

　電話越しだというのに、はっきりとわかるため息が聞こえた。

　仕事に関しては神経質で、満足することのない夏基。

　これまでもその口から自分の能力や仕事ぶりを自慢する言葉が出たことはなく、どれほどの実績を上げたとしても、客観的にそれを受け止める。

　そして、その結果をどう生かせば自分の将来に役立てることができるかと、いつも考えているような気がする。だから、今耳にしたため息も夏基らしいと言えばそうだけど、どこかいつもと違う温度を感じて黙った。

『敵わないよ、相模さんには』

　すると、悔しそうな声が聞こえてきた。

「え？　相模さん？」

　突然聞かされた名前に驚いた。

　相模さんから何か気に障ることでも言われたのだろうか。

　けれど、相模さんといえば穏やかで、若手に対しても厳しく接するというよりも誉めて伸ばすタイプの人だ。夏基が落ち込むことを言ったとは考えにくい。

「夏基？　相模さんと何かあったの？　あ、慎也さんも一緒だったんでしょ。慎也さんにいつもみたいにからかわれたの？」

　夏基をからかっては楽しんでいる慎也さんを思い出した。

　慎也さんに決して悪気はなく、どんなにからかっていても、それは夏基のことが気に入っている裏返しの言葉なのだ。そんな子どものような慎也さんの言葉に、夏基が振り回されることも多い。

　今日もむかつくことを言われたのかもしれない。

　たとえそうだとしても、慎也さんのこれまでの実績はかなりのものだから、夏基は文句も言えないようだけど。たまには言い返せばいいのに、と思うこともしばしば。

　そんなことをあれこれ考えていると、落ち込んでいる気持ちがよくわかる声が聞こえた。

『今年の大賞は、相模さんの会社の織田さんという女性らしい。受賞作の写真を見たけど、納得のものでさ。自分の力のなさ以前に仕事への向き合い方とかを指摘されたんだ。今まで相模さんと直接話す機会なんてなかったのに、俺の作品を見ただけで俺のずるさまで見抜くなんて、さすが建築界の至宝だよな』

「ずるさ？　って、何かきついことでも言われたの？　だけど、相模さんはあまり人のことを悪く言うタイプでもないんだけど……」

　初めて相模さんに会って以来、優しくアドバイスをされたことはあっても叱られたことも私の作品を否定する言葉をかけられたこともなかった。

　大恋愛の末の結婚だったと聞くけれど、奥様の葵さんを溺愛し、ふたごの赤ちゃんが産まれてからは、一層その優しさは深くなったとも思う。

　仕事だけでなく、人間的な大きさをも見習わなければ、と思うほどだ。

『芽依って、相模さんと親しいのか？』

　夏基の声に、はっと我に返った。

「会ったことは、あるけど。親しいって大それたことが言えるほどの関係じゃないし。大学のときに講師として来られてからは何度か会うこともあったけど」

　思い返すようにそう言いながら、当時の記憶をたどる。

　建築の勉強をするために、私は父さんと兄さんの母校でもある大学に入学した。そのことに大喜びした父さんと兄さんは、建築の勉強をさせてもらうには適任だからといって相模さんを紹介してくれた。兄さんと相模さんに仕事でのつながりがあったとはいえ、建築界の大物に大学生の私が直接会えるなんて奇跡に近く、夢のようだった。

　大学の広過ぎる教室の向こう側に、講師として立つ姿しか見たことがなかった有名人を前に、食事をする手が震えていたことをよく覚えている。

　私の生い立ちを兄さんから聞いた相模さんは、『お父さんやお兄さんと別々に暮らしていても、芽依ちゃんが建築の仕事をしたいと思うのは血筋のせいだろうね』と言って笑っていた。

　相模さんの奥様の葵さんも、亡くなったご両親から受け継いだ遺伝子のせいか、同じ建築士の仕事に就き、そして相模さんと出会ったらしい。

　相模さんは私と葵さんの境遇に重なるものを感じたのか、私が大学生の頃から機会あるごとに指導してくれた。

　建築を勉強していれば、誰もが憧れるであろう人から間近で勉強させてもらえる幸運に震えることも多かった。

　けれど、夏基はどうして今頃相模さんと私の関係を気にかけるのだろう。

　今日、相模さんに会ったときに、何かを聞いたのかもしれない。

　相模さんと慎也さんは、私と兄さんの関係を知っているけれど、そのことを夏基に言ったのだろうか。

　ううん、それはないだろう。

　私が兄さんとの関係を公にせず仕事をしていることを、ふたりはその理由を含めてよく知っている。

　私と同期の夏基に、そのことを言うはずがない。

「夏基？　えっと、相模さんから何か聞いたのかな」

　恐る恐る聞く私に夏基はしばらく黙っていたけれど。

『……芽依は、高橋専務も一緒に、相模さんと会っていたのか？』

　寂しげな声が返ってきた。

　その声は重々しく、単なる弾みで言ったのではないとすぐにわかった。

　私に聞くべきかどうか、迷いながら口にしたとわかる言葉に、切なくなる。

　私の向こう側にはやはり、高橋専務が見えるのだろうか。

「高橋専務と一緒に会ったこともあるよ。私が大学生の頃、相模さんをうちの会社に引き抜こうって本気で動いてたから、専務……当時は常務だったけど、相模さんを説得するために大学にもよく現れていたから。でも、その努力は実らなかったけどね」

『やっぱり、入社前から高橋専務と付き合っていたのか？』

「そ、そんなこと……」

　弱々しい声ながらもはっきりと問われたことに、私は言葉を失った。

〝やっぱり〟ってどういうことだろう。相模さんに会って、何かに気づいたのだろうか。

「……夏基、どうしたの？　今までそんなことはっきりと聞いたことなんてなかったのに。それに、私、違うって言ったよね」

『今までの俺がどうかしてたんだ。ただ、逃げていたんだ』

「だけど、ほんとに違うから」

『なぁ、俺は、芽依にとってどんな存在なんだ？　かなり情けない男だよな』

「え？」

『コンクールで大賞を獲るために仕事をしてるってこと、相模さんに見抜かれたよ。は……笑えないよな』

　表情が見えないもどかしさの中で投げやりな言葉が聞こえ、唇を噛みしめた。

　自分をあざ笑うような声はかなり深刻で、聞き逃すことができない。

「夏基が必死で仕事を頑張っていること、周りのみんなはよく知ってるし、もちろん私だってわかってるよ」

『あぁ。頑張ってるさ。仕事を通して吸収できることは多いし、勉強になる。そりゃ必死にもなるさ』

「うん」

『だけど、芽依は俺の黒い心には気づいてないだろ？』

「黒い心？　それって」

『黒い心っていうのは、俺が芽依にだけは知られたくなかった、隠しておきたかったずるい心だ』

　投げやりな声が続き、そして、くすくすと笑っている様子に不安を覚える。

「夏基、いつもと様子が違うけど、まだ酔ってるの？」

『全然酔ってない。はっきりと正気』

「夏基……」

　私の口から戸惑いを隠せない声が出て、それが夏基にも伝わったのだろう。

　電話ごしに、夏基のため息が響いた。

『悪い。色々聞いて想像して、混乱してるんだ』

「混乱って、何を？　ねえ、今日相模さんと会って何があったの？　それに黒い心って何のこと」

『いい。俺が今言ったことは忘れてくれ。俺も、どうしたらいいのか。芽依をずっと俺のそばに置いて……いや、今の俺にはその資格がないか……』

　夏基はひとり言のようにあれこれつぶやき、考え込み、次第に落ち込んでいく。

　やっぱり、相模さんに何か厳しいことを言われたのかもしれない。

　それに、高橋専務と私の関係を、踏み込んで聞いてきたのも気になる。

　スマホを耳に当てたまま、近くにある時計をちらりと見た。

　すでに日付が変わっている。疲れた体で今から車を運転する自信はないけれど、タクシーで行けばすぐだ。

「夏基、ねぇ、今からそっちに行ってもいい？　タクシーで行けばすぐだから」

　私はどうしても夏基の顔を見ながら話がしたくて、大きな声でそう言った。

　私から行きたいだとか、会いたいだとか、普段の私ならそんな無理は言わないけれど、今はただ夏基のそばに行きたくて、気持ちが抑えられなくなっている。

　けれど、私の切実な気持ちが伝わらなかったのか、夏基の答えは私が期待したものではなかった。

『ごめん。今夜は来ないで欲しい。言いたくないことを言ってしまいそうなんだ。落ち着いてこの先のことも考えたいし、月曜日、仕事のあとにでも来てくれるか』

「でも」

『悪い』

　夏基の言葉に納得できなくて、思わず声をあげたけれど、自分でも驚くほどその声は小さくて心もとない。

　今までに聞いたことがないような夏基の低い声が、わたしと会うことはもちろん話をすることすら拒んでいると教えてくれる。

　今、私が何を言ってもきっと、夏基は私と会おうとはしないだろう。

　夏基が私と高橋専務との関係にここまで苦しんでいたと思い知らされて、これまでの自分の身勝手さに情けなくなる。会社での自分の立場を守るために、大切な人を傷つけている。私はなんて嫌な人間なんだろう。熱くなる目の奥を、まばたきを繰り返してやり過ごす。

『芽依』

　沈黙が続き、どうすればいいのかわからない私の耳に、夏基の優しい声が響いた。

　傷ついているはずなのに、こんなときでも私を気遣ってくれる夏基が愛しくて、そして、申し訳なく思う。

「うん、どうしたの？」

　私は震えそうになる声をこらえ、小さな声で答えた。

『いや、えっと。月曜日にこっちに来たら、芽依が得意なオムライスを作ってくれよ』

「……オムライス、うん、久しぶりだね。任せてよ」

『グリーンピースは多めでよろしく』

「了解。デザートには夏基が好きなプリンも作っておくね」

『もちろん、特大で』

「うん、わかった」

　ふたりとも普段通りの会話を続けようと、意識しているのがわかる。どこかぎこちない会話が、切ない。

　そして、今日会えないどころか、月曜日に来てくれと言われ、夏基はこの週末を私と離れて過ごしたいのだと気づく。

　とくに約束をしているわけではないけれど、週末となれば夏基の家で一緒にいることが当然のようになっていたせいか、体が痛みを覚えるほど悲しくなった。

　そして、夏基から離れなければならない日はすぐそこだと実感した。




　その晩、お腹の赤ちゃんに良くないとわかっていながらも、涙を止められなかった。

　夏基の様子がおかしいうえに、会いたいという私の気持ちも拒否されてしまった。

　夏基から離れることばかりを考えていて、拒否される側の悲しみがこんなに大きなものだとは想像もしなかった。

　違う、考えないようにしていたというのが正確かもしれない。

　何も言わず私が姿を消せば、夏基も今の私と同じように悲しむのだろうかと悩み、その一方で、悲しんでもらえなければそれはそれで苦しいと。

　身勝手な感情が次々と溢れて収集がつかなくなっていた。

　それに、これまでの私は、夏基の優しさに甘え、夏基自身の感情から目を逸らして過ごしていたと、ようやく気づいた。

　社内での噂を否定しながらも、真実を告げないままでいたことを心から後悔している。

　夏基が私を恋人にしてくれないからといって、夏基を苦しめていいわけじゃないのに。

　私は高橋専務の愛人ではなく妹だと、夏基にだけは伝えていれば良かった。

　そうすれば、私ももっと素直に夏基に寄り添い、気持ちを伝えることができたのだろうか。

　そして、今晩のように、夏基が苦しむ声を聞かずに済んだのだろうか。

　涙を流しながら、何度もそう、心に問いかけてみる。

　けれど、両親の離婚によって違う名字を名乗り、別々の家庭で暮らしている兄さんとの関係を説明することにためらいを感じていた。

　勤務する会社の現社長が私の実の父親であり、兄は専務であると知らせて気を遣われるのが嫌だった。

　けれど、夏基に真実を言わなかった一番の理由は私ひとりを愛してもらえる自信がなかったからだ。

　夏基に何度も抱かれ、もしかしたら愛されているかもしれないと期待するたび、

『運命の女には、いつ会えるんだろうな』

　平然とそう言われ続け、次第に私の心は閉ざされていった。

　それでも、好きだから離れられない、一緒にいたいと、そう思っていた。

　いつか夏基に本気で愛する女性が現れ、私から離れていくのなら、せめてそれまでは何のしがらみも遠慮もなく抱きしめていて欲しかった。

　別れる日が来るのなら、自分の生い立ちを話すことなく、何も知らせずその日を笑ってやり過ごそうと、そう思っていた。

　だから、私が高橋専務と不倫しているという噂を夏基が信じていても、本当のことを言わずにいた。

　不倫をしている私であれば、心がともなわない関係であってもお互い様だと割り切って、私を抱いてくれるのではないかと思っていた。

　けれど、今はそんな打算的だった自分を後悔している。

　真実を告げて、自分の想いをまっすぐにぶつけていれば良かった。

　体だけのつながりではなく、私をただひとりの恋人として愛して欲しかったと、ようやく自分の本心を認めることができた。

　もう、何もかも遅いけれど、夏基に会いたい。

　そして、愛して欲しい。

　別れのときが近いと実感し、体の奥からせりあがってくる悲しみを受け止めながら、私はただ夏基を求める人形のようになってしまった。










ＬＯＶＥ08　消えた恋人 ～夏基ｓｉｄｅ～




　いつかは高橋専務を超えて芽依を俺だけのものにする。俺は、それだけのために生きているのかもしれない。

　過去、高橋専務は建築士としていくつかの実績を残している。

　父親が現社長であり、後継者として『ＫＨ建設』に入社した当時はいち社員として全国の現場を回り、かなり鍛えられたと聞いている。

　新入社員研修で課される数以上の現場を回り、いずれ会社のトップに立つ人間としての心がまえを教えられたらしい。

　後継者として育てられ、それ以外の道を選ぶ自由がない学生時代。

　高橋専務はそれを息苦しく思わなかったのだろうか。

　入社以来、高橋専務自らが設計した案件がいくつも具現化され、会社の収益に大きく役立ったとも聞いている。入社から十年以上が経ち、今では若き専務として経営手腕を発揮している高橋専務がいずれ社長となることに、反対する声を聞かないのも本人の努力の結果だろう。

　今では現場で指揮をとることはなく、図面を描くことは滅多にない。

　それが専務として当然の立ち位置であり、俺には踏み込むことのできない聖域だ。

　だからこそ俺は、高橋専務がこれまで参加したことのない『設計デザインコンクール』で大賞を獲りたいと思っている。

　高橋専務がコンクールにどんな意識を持っているのかも、そして大賞を獲ることの意義をどう理解しているのかもわからないが、芽依を愛する同じ男として、ひとつでも高橋専務を超えるものが欲しいと思い、毎年挑戦し続けている。

　俺の自己満足であり、芽依にも伝えたことのない思いだが、ひたすらコンクールの大賞を狙い、仕事に励んでいるのだ。

　芽依を俺ひとりのものにするためのコンクール。そこで大賞を獲るための仕事。

　そう、俺が精力的に仕事に打ち込んできたのはすべて、芽依を手に入れたいという思いがあるからだ。

　仕事に誇りを持ち、お客様と一緒に家を作りあげることにやりがいを感じているのもたしかだが、それとは別にある、高橋専務への敵対心。俺が勝手に挑んでいるだけだとしても、いつかは負かしてやりたい男。

　けれど、そんな自分の黒い心に向き合ってみれば、これまでの自分がどれだけ遠回りをしてきたかに気づき愕然とする。

　芽依をこの手に抱きながらも寂しさが消えることがないのは、そんな自分の黒い心を隠し続け、欲しいものを手に入れるために進むべき道を間違えたからだ。

　たとえ芽依が高橋専務を愛し、長い間その関係から抜け出せずにいるとしても、真正面から俺の気持ちをぶつけ、無理矢理にでも芽依を高橋専務から奪えば良かったのだ。

　片意地を張って〝運命の女〟を探しているなどと強がらず、素直に自分の気持ちをぶつけていれば、違う今をふたりで過ごしていたのかもしれない。

　今更それに気づいても、もう遅いのだろうか。

　相模さんと慎也さんから聞かされた、長く続いている高橋専務と芽依との関係にショックを受けたのはたしかだが、そのことにこだわるのは、もう、やめた。

　俺は芽依だけが欲しい。

　たとえ芽依の唯一が俺でなくても、そして、この先も変わらず俺ひとりが芽依を愛することになったとしても。

　芽依を、手放さない。

　ようやくたどり着いたこの気持ちをうまく伝える自信がない俺は、芽依との電話を強引に打ち切った。

　この部屋に来ると言ってくれた芽依を拒み、距離を置いた。

　そうでもしなければ、芽依に何を言ってしまうのかわからなかったのだ。芽依をこの部屋に閉じ込め、監禁でもしてしまいそうな予感もあった。

　だから、会いたい、そして抱きたいという気持ちを無理矢理抑え込んだ。

　今頃、どうしているのだろう。

　俺が芽依を思う半分でも、芽依は俺を愛してくれているのだろうか。

　悶々と悩み、芽依のことばかりを思い浮かべては大きくため息をつく。

　それでも、もう決めている。嘘で固め、強がった関係は終わりにするのだ。

「月曜日に……まずは気持ちを伝えて、抱きしめて……」

　気持ちを固めれば、これまで以上に芽依を愛しく感じ、今すぐにでも会いたくなる。

「今日はもう、遅いよな」

　時計を見るまでもなく、かなり遅い時間だとわかる。

　芽依が気に入っているソファに身を沈め、この部屋のいたるところに残されている芽依の気配を感じていると、目の前のテーブルにあるスマホが鳴った。

　芽依？

　慌てて手に取ると、さっきまで一緒に飲んでいた同期の宏二からの電話だった。

　上司からの信頼も厚く、女性からの人気も高いが、大学時代から付き合っていた彼女と結婚し、年末には子どもが産まれる。本人は気づいていないが、幸せオーラをまとう笑顔はかなり甘い。それが羨ましくもある。

「もしもし」

『遅くに悪い。とくに急用ってわけじゃないんだ。無理に飲み会に誘って悪かったな。芽依と一緒だったんだろ？』

「……え？」

　宏二は、俺と芽依の関係を知る数少ない同期のひとりだ。

　とはいえ、他人の恋愛に興味はないのか、滅多にそのことに触れてこない。それなのに、こんな夜中にどうしたんだ？

『とぼけても無駄だ。お前の首に真っ赤な花が綺麗に咲いていただろ。すぐに気づいたよ』

「ああ」

　そういえば、相模さんと慎也さんにもからかわれ、さっきシャワーを浴びたとき目にした途端、心が和んだ赤い花。

「とぼけるつもりはないさ。だけど、そんなに目立ってたか？」

『まあな。あれだけお前を待っていた北野さんが、一気にテンションを下げるくらいには目立ってたな。芽依もやるな』

「そうだな」

　宏二の言葉に苦笑しながら、珍しく芽依が自分から抱きついて離れなかったことを思い出す。離れなかったどころか、赤い花の置きみやげまで残したなんて、初めてのことだ。

　俺が顔を出す飲み会への牽制だと思うのは、俺のうぬぼれだろうか。

『で、今、芽依は一緒にいるのか？』

　宏二の低い声が、芽依を想い和んでいる俺の心を現実へと呼び戻す。

「……いや。一緒じゃない。芽依に何か用か？」

『そういうわけじゃない。ただ、芽依には聞かれたくないんだ』

「は、何をだ？」

『何ってまあ、そうだな』

　電波越しに伝わる宏二のためらいに、俺は不安を覚えた。

　歯切れの悪い言葉は、普段の宏二からは想像できない。

「宏二？」

　無言のままでいる宏二に問いかけると、ようやく宏二が口を開いた。

『今日、飲み会の前に、遥はる香かの定期検診についていったんだ』

「定期検診って、ああ、お腹の赤ちゃんの。順調に育ってるのか？」

『ああ。まあ、遥香にも赤ちゃんにも問題はないんだけどな。検診のあと、俺たちが帰ろうとしているときに、慌てた様子で病院に来た人がいたんだけど』

「うん、それで？」

　言葉を選びながら話す宏二の様子がもどかしくて、急かすように先を促した。

『高橋専務の奥さんだったんだ』

「高橋専務の？」

『ああ、たしかにあれは高橋専務の奥さんだった。俺、以前高橋専務と現場を回ったことがあって、そのとき何度か奥さんが迎えにきたんだ。帰る方向が一緒だからって一度だけ俺も送ってもらったから覚えてるんだ。……なあ、芽依と高橋専務って実際どうなんだ？　正直、高橋専務は奥さんのことをかなり大切にしているし、奥さんが妊娠してるなら、芽依はいずれ泣くことになるんじゃないか？』

　俺の気持ちを気遣いながらもはっきりと問いかけてくる宏二に、俺は何も言えず黙り込んだ。

　たしかに高橋専務と奥さんの仲は良好だと聞いている。

　結婚当初は、おしどり夫婦で有名だった。

　だからこそ、ふたりの関係を邪魔する存在である芽依は悪者であり、社内の噂の多くは芽依を非難するものばかりだ。

　芽依が大学生の頃にはすでに高橋専務との関係は始まっていたと、今日相模さんと交わした会話から知ることができた。

　なのに、その後高橋専務は結婚し、奥さんとの仲も良好。

　何か、引っかかるが、その何かがわからない。

　芽依と高橋専務の関係は、いったいどうなっているんだ。

『なあ夏基、お前は芽依から何も聞いてないのか？』

「聞いてない。俺も、はっきり知らないんだ。芽依にとって高橋専務は大切な人で、入社前から付き合っていたらしいってことしか知らない」

『え、入社前？　それほど前からの関係なのか？』

　静かに話す俺の言葉に宏二は驚きの声をあげた。

　まあ、その反応は当然だろうな。

『なあ、夏基は芽依とどうなりたいんだ？　芽依だってあれだけ綺麗なんだから高橋専務だけじゃなく、他の男に持っていかれる可能性もあるぞ。焦った方がいいんじゃないのか？』

「離すかよ。高橋専務にだって渡すつもりはない」

　俺は宏二の言葉に必要以上に反応し、声を荒げた。

　そして、そんな自分に苦笑し、どっとソファの背に体を預けた。

「俺はどれだけ芽依が好きなんだよ」

　思わず口を突いて出た言葉は、俺の本音に違いない。

　絶対、芽依は誰にも渡さない。

　それが高橋専務であっても、芽依をつかんで離すつもりはない。

　たとえそのことで芽依が俺を憎んだとしても、ふたりで苦しみながら、一生そばに置くと決めた。

　綺麗ごとじゃない。芽依が俺の手元にいることだけが、俺の人生なのだ。

　散々迷い、高橋専務を意識し、芽依を傷つけてきたけれど、ようやくそのことに気づくことができた。

　何が何でも、芽依が嫌がっても、俺が芽依の隣にいると決めた。

「なぁ宏二、惚れた女を嫁にするには、まず何をどうすればいいんだ？」

　手元に置くための、最短距離。

　それは結婚だろう。

　そのためにはまず、何をしなければいけないのだろうか。

　俺の口からそんな言葉が出るとは思わなかったのだろう、スマホからは、宏二が息をのむ気配が感じられた。




　普段なら、芽依と一緒に迎える月曜日の朝。

　週末のほとんどを俺の部屋でふたりで過ごし、月曜日の朝は一緒に通勤することもある。

　けれど、今朝目覚めたときに芽依の温かさは手元になく、ふたりで迎える朝がどれほど幸せなのかを実感した。

　俺の胸に顔を埋め、足を絡ませる芽依の寝顔を撫でながら感じる喜びを、当然のものにしたい。

　誰に遠慮することなく芽依の時間を俺のそれと重ね合わせて生きていきたい。

　サイドテーブルの上にある小さなベルベットのケースを手に取ると、優しい気持ちと緊張感がじわじわと体を包んでいく。

　静かにケースを開けると、俺の黒い心を洗い流してくれるような綺麗な光が目に入る。

「ダイヤってこんなに綺麗に光るんだな」

　ケースにしっくりと収まっている指輪を取り出し光にかざすと、芽依への愛情が体に満ちてくる。

　窓から差し込む朝陽を取り込み、そして何倍もの輝きに変えて俺を照らすダイヤに目を細める。

　指輪ひとつで芽依の気持ちが俺だけのものになるとは思えない。

　それに、高橋専務との長い関係を考えれば、今更俺がどうあがいても無駄かもしれない。

　それでも、芽依を諦めるためにあがくよりも、芽依を手に入れるためにあがきたい。

　どれほどみっともなくても、どれほど傷ついても、惚れた女のためにがむしゃらにならなくてどうすると。

　これまでの俺からは想像もできない思いが体を熱くする。

　芽依が手に入るなら、カッコ悪くてもみっともなくてもかまわない。

　芽依のための輝きが、彼女の薬指に届くことを願い、指輪をケースに戻した。




　そのあと、普段よりも早く会社に着くと、部署内がやけに慌ただしかった。

　あちらこちらでひそひそと話し込んでいる小さなグループがあり、どの顔も深刻そうに見える。

　俺は自分のデスクにカバンを置き、辺りを見回した。

　ふと見れば、部長がデスクに何人かを集めて小さな声で話している。

　その顔ぶれを見れば、芽依のチームの面々だとわかる。

　週末に大きなトラブルでも起きたのだろうか。

　だとしたら、もっと緊迫しているはずだ。

　けれど、部長の話を聞いている彼らの様子を見れば、その表情には戸惑いと驚きばかりが浮かんでいて、さらに訳がわからなくなった。

　いったいなんなんだと思いながら席に着き、その瞬間はっと視線を戻した。

「え？　いない」

　チームのメンバー十五人ほどが集められているが、その中に芽依の姿がない。

　いつも早めに出勤して雑用を片づけている芽依が、この時間にいないのはおかしい。

　芽依のデスクを見ても、やはりいない。

　単に遅れているだけなのか、それとも体調が悪いのだろうか。

　そういえば、土曜日に会ったときの芽依の顔色が悪かったと思い出した。

　その瞬間、これまで感じたことのない不安を感じ、荒れる鼓動がやけに大きく聞こえた。

　上着のポケットからスマホを取り出して芽依にかけようとすると、いつの間にかそばにいた同期の花凛が、俺からそれを取りあげた。

「芽依なら、出ないよ」

「は？　どういう意味だよ」

　花凛を見れば、ぐっと引き締められた口元が震えていて、瞳も揺れていた。

　その表情に、俺の不安が現実のものになったように感じ、体が強張った。

　芽依に何かあったのか？

　俺の動揺が顔に出たのだろう、花凛は小さく頷くと、手にしていた俺のスマホに視線を落とした。

　そこには呼び出されたままの芽依の電話番号と、俺の部屋でこっそり撮った芽依の笑顔があった。

　花凛はその写真を見ながら目を細めると、ためらいを何度か見せたあと、口を開いた。

「芽依ね、夏基のことを諦めたのよ。……ようやくね」

「あ、諦めたって、いったいどういう」

　俺は、きっぱりとそう言った花凛の腕を思わずつかんだ。そこから微かな震えが伝わってきて、花凛の言葉が冗談ではないとわかった。

「諦めたってどういうことなんだよ」

　花凛の腕をつかんだまま、無言で立ち尽くす花凛に詰め寄った。

　目を潤ませ、悲しそうに俺を見つめる花凛にさらに近づくように足をぐっと進めると、途端に周囲が騒がしくなった。

　それまで部長のデスクの周囲に集まっていたメンバーが、慌てて自分の席に戻っていく。

　部内の他のメンバーも、話をやめ、その視線が部内の一点に向けられた。

　その視線に誘われるように振り返ると、部長の席に向かって歩く高橋専務が見えた。

　すると、部長が立ち上がり、高橋専務に頷いた。

「高橋専務が、どうしてここに？」

　ここに芽依がいないことに何か関係があるのかと思わず花凛を見ると、彼女は何度か首を横に振った。

「芽依もね、悩んで悩んで、そして決断したのよ。まさか今日、こんなことになるなんて思わなかったけど」

「だから、芽依に何があったんだよ」

　落ち着き払った花凛の様子とは対照的に、俺の気持ちは荒々しくなっていく。

「芽依がどうしたんだよ、大丈夫なのか？」

　花凛の腕を揺らし、問い詰めても、花凛の視線は前方に向けられたままで、部長の様子をうかがっている。

　すると、ざわざわした部内に、部長の声が響いた。

「仕事を始める前にちょっと集まってくれ」

　高橋専務がいるとはいえ、部長の声や表情にはそれ以上の緊張感がある。

　何かあると、すぐにわかった。

　俺の隣に立つ花凛を見ると、俺を気にしながらも部長と高橋専務に視線を向けている。

　この状況をそれほど驚くことなく見ている横顔からは、何か知っているんだろうと察することができるが、花凛は相変わらず黙ったままだ。

　そのとき、部長に代わって高橋専務が前に立ち、声をあげた。

「忙しいのに時間を取らせて申し訳ない。入社以来この開発部で仕事をしていた佐伯芽依は、個人的な事情で本日付で退職した。突然、仕事を放り出すことになって、本当に申し訳ない。芽依……いや、佐伯が残した仕事の引き継ぎなど、多くの人に迷惑をかけると思うが、部長の指示に従って、処理してくれ」

　そう言って頭を下げた高橋専務の言葉に、部内は動揺し、ざわめきが広がった。

「退職って、どういうことだよ。あいつ、何も言ってなかったぞ……」

　混乱した俺は、高橋専務を見つめた。

　けれど、そこになんの答えを見つけ出すこともできず、とくとくと大きく跳ねる鼓動が冷や汗を誘う。

　どうして、突然芽依が辞めるんだ。

　俺に何も言わず、どうして。

　芽依のことを詮索する声があちらこちらから聞こえるが、花凛は悲しげに黙ったままだ。

　やはり何か知っているに違いないと思い彼女に体を寄せると、高橋専務の声が再び聞こえた。

「それと、この場に私がいることで混乱させているようだが、実は私の口からもうひとつ謝らなければならないことがある。これまで佐伯芽依と私の関係について色々な噂があったようだが、これを機会にはっきりさせておく。両親の離婚によって名字は違うが、佐伯芽依は、血がつながった私の妹だ。社長の娘という事実を隠したいという本人の意向を尊重して黙っていて申し訳なかった。もちろん、芽依が俺の愛人だというのも間違いだ」

「妹……」

　その言葉に、部内は一瞬静まり返った。

　俺も、呆然としたまま高橋専務の顔を見る。

　申し訳なかったと言いつつ、その事実を告げる高橋専務の表情は明るく、芽依を大切に、そして自慢に思っていると容易にわかる。

　照れくささを隠すように唇をすぼめながら俯く表情は、芽依のそれと重なる。

　そうか、妹。

　静かに話を聞いていた花凛に目を向けると、俺を見ながら苦笑し、頷いている。

「芽依は、不倫なんてするような子じゃないよ。入社してからずっと、夏基が好きで好きで。いつも苦しんでた」

「そんなこと、あいつは……」

「だって、夏基には恋人がいたでしょ。無理矢理奪うことはできないけど、離れることもできないって悩んで。だけど、いざ夏基が恋人と別れても芽依との関係は変わらないし。だからもう、芽依も限界だったのよ」

　花凛の低い声が、俺を責める。

　けれど、責められても当然だとすぐに理解した。

「好きでもない男に抱かれるほど芽依はバカじゃないけど、それをわかろうとしない男から離れられないほどには、だめな女なのよ」

「いや……、俺がだめな男なんだよな。俺がもっと……」

　これまで俺と一緒にいたときの芽依を思い出す。

　自分の想いを強く口に出さず、いつも俺の隣でうれしそうに笑っていた。

　抱きしめれば幸せを返すようにぎゅっと俺の背中に腕を回す芽依。

　つまらない冗談にも大きな笑い声で頷き、優しい空気を作ってくれた。

　俺が見つめれば、それだけでいいとでもいうように瞳を輝かせ、唇を重ねれば、離れたくないとでもいうように応えてくれた。

　俺は、誰よりもそれをわかっていたはずなのに、素直に受け入れようとしなかった。

　高橋専務の存在を理由に、芽依が与えてくれる愛情の半分も、俺は芽依に返してはいなかった。

　それどころか、〝運命の女〟なんていう言葉を何度も口にし、芽依を苦しめていた。

「芽依……」

　俺は、おろしている両手をぐっと握りしめた。

　今、どこにいるんだ。

　突然会社を辞めるなんて、いったい何があったんだ。

　どうして俺に何も言わなかったんだよ。

　高橋専務の妹だってこと、どうして話してくれなかったんだ。

　そんなに俺は、頼りにならない男だったのか。

「芽依の仕事のフォローも大変だと思うが、どうか、あいつのわがままを許してやってくれ」

　高橋専務は何度も頭を下げたあと、部長と言葉を交わして部署をあとにした。

　俺はその後ろ姿をぼんやり見ていたが、花凛に背中を軽く叩かれて我に返った。

「このままでいいの？」

「え？」

「言っておくけど、高橋専務の芽依への溺愛ぶりは半端なものじゃないから。離ればなれで暮らしていたせいもあるし、年も離れてるからね。兄バカ全開の手ごわい相手だけど、夏基が芽依を好きなら、突破しなきゃならない大きな壁であることは間違いない。どうする？」

　試すような厳しい瞳に射られて、心が徐々に落ち着きを取り戻す。

　そして、体中にこみあがってくるのは芽依への想いだ。

　俺は高橋専務が出ていったドアをちらりと見ながら、花凛に早口で告げた。

「殴られてでも、芽依をかっさらう」

　俺の言葉に呆れた表情を見せた花凛は、

「あの紳士は殴らないよ。でも、簡単には芽依を渡してくれないと思うけど」

　そう言ってニヤリと笑った。

「とにかく、行ってくる」

　まだ何か言いたげな花凛を残し、俺は周囲を気遣うこともなく、その場を飛び出した。




「高橋専務」

　部署を飛び出し、エレベーターを待つ高橋専務の姿を目にした途端、俺は大声をあげて呼び止めた。

　近くにいる高橋専務の秘書や部長たちが、怪訝そうな顔で俺を見ている。

「専務。あの、芽依はどうして突然……」

　どう話を切り出していいのかもわからないまま呼び止めたせいで、意味のない言葉ばかりが口から出てくる。

「君は、たしか戸部君、だな」

「は、はい」

　高橋専務が俺の名前を知っていることに驚いた。

　これまで、なんの接点もなかったはずなのに、どうして。

　そんな俺の気持ちに気づいたのか、高橋専務はふっと表情を緩めた。

「相模さんからよく聞いているんだ。今年もコンクールで上位に入ったと聞いたばかりだ」

「あ……そうですか。相模さんから。いえ、あのそんなことより、芽依、芽依は今どうしているんですか？　突然会社を辞めるなんて、いったい何があったんでしょうか」

「……君は、もしかしたら」

　高橋専務は、はっと俺を見ると何かに耐えるような表情を浮かべた。

「君なんだな」

「え？」

　覚悟していたとはいえ、突然話しかけたことにここまで厳しい視線を向けられるとは思っていなかった。たしかに俺のような一般社員が気軽に話しかけてもいいような人ではないが、それでも今の高橋専務が見せる鋭さには、違和感を覚える。

「あの、高橋専務……」

　じっと俺を見る高橋専務の顔を見ていると、今までどうして気づかなかったのかと悔やむ気持ちが溢れてきた。

　二重のはっきりとした目や、すっきりと通った鼻筋、形のいい唇。

「芽依に似てる」

　思わずつぶやいた言葉にぴくりと反応を見せた高橋専務は、しばらく考え込むと、そばに控えていた秘書の女性に視線を動かした。

「午前中の予定は全部キャンセルしてくれ」

「全部、ですか？」

「ああ。悪いが調整してくれ。それと、応接室にしばらくいるが誰も通さないでくれ」

　慌てる秘書にかまうことなく、高橋専務はエレベーターに乗り込んだ。そして、促されるまま、俺もあとに続いた。

　応接室に入り、部屋の真ん中に置かれているソファに座った高橋専務は、向かいに座るよう俺に言った。

　初めて言葉を交わす高橋専務。

　状況だけを考えれば、緊張感に震え高橋専務の顔をしっかりと見ることができなくても仕方がないが。

　何故か、俺は緊張感よりも安堵の気持ちの方が強く、穏やかだ。

　高橋専務と芽依が兄妹だと知り、そのことだけで俺の心は凪ないでいる。

　けれど、落ち着いている俺とは対照的に、高橋専務は何度もため息をついては手元のコーヒーを飲んでいる。

　ちらりちらりと俺に向ける視線はもちろん好意的なものではなく、敵意すら感じる。

　それは覚悟のうえだからかまわないが、やけに深刻な顔を見れば、芽依に何かあったのかと次第に不安が大きくなる。

　しばらくの間沈黙が続き、高橋専務がようやく口を開いた。

「単刀直入に聞くが。芽依のお腹の子の父親は、戸部君か？」

「……は？」

　俺に厳しい視線を向ける高橋専務の言葉を、すぐには理解できなかった。

「芽依のお腹の子……？」

「どうなんだ？」

　高橋専務は体を前に乗り出し、俺に詰め寄った。

　その声からは芽依を心配する気持ちが溢れている。

　予想もしていなかった言葉に驚いたが、高橋専務が冗談を言っているとも思えない。

　それに、俺にはたしかに心当たりがある。

　芽依の体を気遣うことなく、俺の身勝手な想いを何度も細い体に注いだ記憶がある。

「俺の子。そうです。俺……いや、私の子です」

　叫ぶような大きな声で答えた俺の体に、震えるほどの喜びが溢れてくる。

　ソファにじっと座っているのが苦痛なほどの興奮と、飛びあがりたい思いをじっとこらえた。

　そのせいで体のあちこちが痛み、これが夢ではないと実感した。

　俺と芽依の子ども。

　俺と芽依との幸せな未来に近づけた気がして、目の奥も熱い。

　ふたりでただ一緒にいるだけではなく、芽依のこれからの時間と愛をすべて手に入れたいという、その思いにたどり着くまでにかなりの時間をかけてしまったが、もう嘘も遠慮も全部、捨ててやる。

　心から愛していると、早く芽依に伝えたい。

「芽依……」

　膝に置いた両手をぎゅっと握り、喜びを噛みしめた。

　すると、俺の様子を見ていた高橋専務は、不安と怒りが混じったような表情のまま、小さく息を吐いた。

「……とにかく、戸部君が父親だとわかって良かった」

　膝の上で組まれた両手に顔を埋めながら、ホッとしたようにつぶやいた。

　そして、顔を上げた高橋専務は、これまで以上に鋭い視線を俺に向けた。

「で、芽依と産まれてくる子どもを大切にしてくれるんだろうな」

「もちろんです。芽依も、子どもも、ちゃんと大切にします。そして、幸せにします」

「わかった。戸部君の仕事ぶりやコンクールでの実績は前から聞いていたからな。芽依の相手がつまらない男じゃなくて良かった」

　高橋専務は安堵の息を吐き、体をソファの背に預けた。

　ふっと力が抜けたその体はやけに疲れているようで、高橋専務が芽依を心から大切にし、心配しているのがよくわかる。

　さっき、ご両親の離婚が理由で芽依とは名字が違うと言っていたが、芽依は母親に引き取られたのだろう。

　そして実父と兄の会社に就職した、ということか。

　花凛が言っていたように、高橋専務は芽依を溺愛し、見守っていたに違いない。

　芽依が、赤ちゃんの父親が誰であるかを話していないのならば、芽依の妊娠を聞いてからずっと悩んでいたはずだ。

　俺に向けられる厳しい視線にも、納得だ。

　それにしても、芽依、どうして妊娠したことを俺に黙っていたんだ？

　やはり、俺を愛していないのか。

「専務、私は芽依から何も聞いていないんです。彼女とお腹の子どもは元気なんですか。それに、急に退職したのは妊娠が理由ですか？」

　芽依の様子が気になり、急かすように言葉を向けた。

　顔色が悪かったのは、妊娠したからだろう。

　それにしても、責任感が強い芽依が突然退職するなんて、よっぽどのことがないとありえない。

「芽依の様子はどうなんですか？」

　俺の問いに、高橋専務は硬い表情を見せた。

「芽依は、土曜日の夜中にお腹が痛いと言って電話をかけてきたんだ。で、俺が急いで駆け付けて病院に運んだんだ。幸い芽依もお腹の赤ちゃんも無事なんだが」

「芽依が病院に……」

　土曜日といえば、俺が芽依との電話を一方的に切った日だ。

　あのあと、芽依が病院に運ばれたのか？

「で、芽依は、芽依はどうなんですか？　体は大丈夫なんですか」

　テーブルを飛び越えそうな勢いで身を乗り出した俺に、高橋専務は小さく笑った。

「芽依も赤ちゃんも大丈夫だ。妊娠には関係のない、ストレス性の胃炎らしい」

「ストレス……」

　俺にはいつも笑顔を見せて、妊娠のことも悩みも何も言わなかったのに、病院に運ばれるほどのストレスを抱えていたのか。

　どうして俺に何も言わなかったんだ。

　高橋専務に向かって乗り出していた体から力が抜け、ソファに体を落とす。

　滅多に感じることのない脱力感が体を支配し、混乱した気持ちとどう折り合いをつければいいのかわからない。

「芽依はまだ入院しているんだ。もともと貧血気味だったというのもあるし、赤ちゃんを失うのを必要以上に怖がっているんだ」

「だけど、ふたりとも大丈夫なんですよね」

「ああ。まだ安定期に入ったわけではないが、神経質になるほど芽依の体調が悪いわけでもない。もちろん赤ちゃんも順調なんだが。赤ちゃんがいなくなったら嫌だと言って泣くんだ。芽依にとっては誰に遠慮することなく愛せる初めての家族……らしい」

　高橋専務は苦しそうにそう言うと、自嘲するような笑い声をあげた。

「はは……。離れて暮らしていても、心から大切にしていたつもりでいたのに、芽依の本当の気持ちには誰も気づかなかったんだ。情けないよな」

　俺を見てはいるものの、その言葉は高橋専務自身に向けられているようで、聞いている俺も切なくなる。

　芽依への後悔を吐き出さずにいられない、そんなつらそうな瞳で高橋専務は言葉を続ける。

「俺が……いや、俺だけじゃない。父親も、母親も。央雅もいるし佐伯のお父さんだっているのに、芽依は高橋家にも佐伯家にも自分の居場所を見つけられなかったんだ。遠慮をすることだけがうまくなって、誰に気兼ねすることなく愛せる人を見つけられなかったと泣きながら……だから、自分が産んだ子どもを心から愛したいって言って泣いてるんだ」

　芽依が泣いている姿が浮かび、俺も泣きたくなる。

　芽依は家族に対してだけでない、俺にも遠慮をしていた。

　高橋専務との関係を誤解した俺が、芽依を追いつめたに違いない。

　目の前で苦しげに目を閉じている高橋専務と同じ表情を、今の俺も浮かべているはずだ。

「私は、芽依と専務の噂を信じたまま、芽依のそばにいたんです。いつか芽依が私を捨てて、離れていくことが怖くて素直になれず気持ちすべてを預けられなかった」

　膝に置いた手が震える。

　脱力していた心は、これまでの俺の芽依への態度を思い出すにつれて、恐怖に変わっていく。それは、芽依を失うかもしれないという恐怖だ。

「専務。芽依は、私のことは何か言ってませんか」

「いや、何も。というか、赤ん坊の父親は誰だって聞いても、絶対に言わないんだ。とにかく産むとしか言わなくて、さすが、俺の妹で頑固というか……」

　高橋専務は苦笑しながらも、俺を気遣うように、頷いた。

「父親のことを何も言わなくても、芽依は惚れた男の子どもだからこそ必死で守ろうとしているんだと思うぞ。……まあ、やり方は間違ってるけどな」

「芽依がどうして何も言わないのか、わからないわけじゃないんです。私の態度が、芽依を追いつめてしまったと思うんです。だけど、芽依と赤ちゃんから離れるつもりはありません」

　何が何でも芽依を取り戻すと決めて気持ちを落ち着けていると、高橋専務の低い声が聞こえた。

「一応言っておくが、芽依は両親の離婚のあと、高橋の籍からは抜けているんだ。芽依と結婚すればこの会社の幹部に優遇されると期待しているなら、その可能性はない。それは、理解しておいてくれ」

「……まさか」

　いきなり〝専務〟という肩書を、見せつけられた。

　芽依が高橋専務の妹ならば、それは即ち社長の娘ということになる。

　俺が芽依との結婚を望むのは、出世を画策してのことだと思っているのか。

　社長の娘婿となり、自分の立場を確固たるものにするために芽依と子どもを利用するとでも疑っているのか。

「今まで、芽依を私ひとりのものにしたくて散々悩んできました。会社を辞めさせて、専務から遠ざけようかとも考えました。私は、芽依がそばにいてくれたらそれでいいんです」

「そうか」

「もし、私が気に入らないのなら会社は辞めてもかまいません。だけど、そのときは芽依も一緒です」

　ぐっとこらえた怒りのせいか、俺の視線はかなりきつくなっているはずだ。

　本来、専務に対してするべき態度ではないが、それでもわかって欲しい。

　芽依だけが欲しいという俺の想いを誤解しないで欲しい。

　高橋専務は俺の言葉に気圧されたように顔をしかめ、そしてくすりと笑った。

「悪かった。今まで芽依が戸部君に俺の妹だと言わなかった理由を考えたら、疑ってしまったんだ。気の回し過ぎだな」

　そう言って笑いながらも、高橋専務の表情はすっきりしない。

　俺の気持ちをまだ疑っているのだろうか。

　たしかに、突然妹から妊娠したと聞かされ、そして、お腹の赤ちゃんの父親の登場。

　考えてみれば、俺と向かい合い、こうして話を聞くだけでも、かなりの精神的負担をともなうだろう。

　俺を一発殴って、話を聞くことすらしなくても不思議ではない。

　俺の体からふっと力が抜け、高橋専務への感謝の気持ちが生まれてきた。

　高橋専務が自身の様々な感情を押し殺して俺の存在に意識を向けてくれるのなら、俺もその気持ちを汲んで、芽依への愛情を示さなければならない。

「芽依はどう考えていたのかわかりませんが、私は近いうちに結婚しようと思っていました」

　一度気づいてしまえば揺るがない俺の気持ち。

　いつ芽依に渡せばいいのかと悩みながらポケットに入れて持ち歩いていたが、まさか高橋専務に最初に見せることになるとは思わなかった。

　俺はスーツのポケットから取り出したものを高橋専務の目の前に置いた。

「今日、芽依にこれを渡してプロポーズしようと思っていました」

　怪訝そうにそれを見ていた専務は、俺の言葉にはっとしたように目の前のケースを手に取った。

　静かに開けば、そこにはダイヤが輝いている。

　指輪を見る専務の表情は、次第に穏やかになっていき、口元が緩んでいるのがわかる。

　俺の気持ちが、高橋専務にようやく届いたようだ。

　芽依が社長の娘だと知る前に俺がこの指輪を用意していたと知って、ホッとしているのがわかる。

　土曜日の晩、確固たる自分の想いを芽依に伝えるために、指輪を贈ることを決めた。

　そして昨日、宏二が婚約指輪と結婚指輪を買った『ジュエルホワイト』というジュエリーショップに開店と同時に行き、芽依が喜びそうなデザインを探し、用意した指輪。

　そのおかげで高橋専務の気持ちをやわらげることができた。

　けれど、高橋専務は何かに気づいたのか、残念そうな目で俺を見た。

「芽依は戸部君の気持ちをちゃんと理解していないと思うぞ。そうでなければ誰にも居場所を言うな、なんて言わないだろ」

「は？　私にも言えないってことですか？」

「悪い。芽依から誰にも言うなと口止めされてるんだ。言えるときがきたら真っ先に言う」

「そんな……」

　申し訳なさそうな専務の表情からは、これ以上何を聞いても無駄だとわかる意志が見えた。

　芽依は、それほど俺のことが信じられなかったのか。

　俺も仕事も何もかもを捨ててしまえるほど悩んでいたのか。

　それはすべて俺のせいだとわかってはいるが、芽依が何をどう望んだとしても、そして俺から逃げたとしても、俺は芽依から離れるつもりはない。

　お腹に俺の子どもがいるなら尚更、俺をひとりにするなよ。

「高橋専務、私の気持ちは変わりませんから。芽依と結婚して、子どもと一緒に幸せになります」

　きっぱりとそう言った俺に、高橋専務はわずかに眉をあげた。

「戸部君のことは、相模さんからも評判を聞いていたから認めるが。本当なら、妹には結婚したあとで妊娠をして、悩みのない人生を送って欲しかった」

　高橋専務はそこでいったん言葉を切ると、気持ちを切り替えるように俺を見つめた。

「たとえ結婚したとしても、妹が幸せでないのなら、俺が全力で守るから」

　芽依へのゆるぎない愛情を向けられて、俺は気持ちを引き締めた。

　芽依は本当に俺に会いたくないのだろうか。

　俺は、芽依が恋しくて、仕方がない。










ＬＯＶＥ09　私の居場所




　目が覚めるとすぐ、見慣れない天井が目に入った。

　そしてしばらくの間、ここがどこなのかわからなかった。

　しみひとつない真っ白な天井を見つめ、記憶をたどる。

「そうだった。病院だ」

　思い出しながら、思わず苦笑した。

　入院して二日目の朝を迎えたというのに、まだこの現実に慣れていないようだ。

　月曜日の朝はいつも、夏基の寝顔を見ながら目覚めていたのに、ひとりでこんな場所で寂しく迎えることになるなんて、予想もしていなかった。

「あ、違う。ひとりじゃない」

　ふと思い出し、そっとお腹に手を当てて、目を閉じる。

　赤ちゃんが無事で、本当に良かった。

　土曜の夜中、夏基に会いたい気持ちが溢れてベッドで泣いていると、今までに経験したことがないほどの痛みをお腹に感じた。

　赤ちゃんに何かがあったのかと焦った私は、何度も夏基の名前を呼びながら痛みに耐えていた。

　次第に強くなる痛みに不安を覚え、夏基に電話をしようと思ったけれど、赤ちゃんのことを告げる勇気がなくて、結局、兄さんに電話した。

　そして、私は慌ててやってきた兄さんの車に乗せられ、病院へと運ばれた。

　診断の結果は、ストレスによる胃の痛み。

　赤ちゃんにはなんの影響もなく、胃の痛みもお薬が効いたのかすぐにおさまった。

　一応、様子をみるためにひと晩入院することになったけれど、赤ちゃんに何かがあったらと思えば怖くて、お医者様にお願いして胃の痛みが完全になくなるまで入院させてもらうことにした。

　大切な赤ちゃんに何かあれば、悲しくてどうなるのかわからない。

　ようやくできた私の家族なのだから、用心するに越したことはない。

　けれど、たいしてひどい病気でもないせいか、お医者様からは火曜日には退院ですと言われている。

　そして、私が予定していたよりも早く、会社を退職することになった。

　決して少なくはない量の仕事を抱え、責任ある立場でようやくやりがいを感じられるようになったけれど、自分は意外にもろいと実感し、体のことを最優先に考えることにした。

　入社以来お世話になった同僚たちには申し訳ないけれど、出産後、落ち着いたらお詫びに行こうと思っている。

　今はまず、無事に出産を終えることを第一に考えなければならない。

　今住んでいるマンションからも引っ越すつもりでいたけれど、あの家はパパと母さんが援助してくれて買った家だ。

　ローンが残っていて不安もあるけれど、とりあえずそのままにしておくことにした。

　ただ、私の居場所は夏基には秘密にしておきたくて、しばらくの間、花凛の家に厄介になることにした。

　これは、高橋家と佐伯家双方からの猛反対を押し切っての決断だ。

　高橋家も佐伯家も、私の親の家ではあるけれど、私にとっては実家ともいえない、中途半端に遠慮してしまう、寂しい場所。

　両親の離婚後、私は母さんに引き取られ、母さんが再婚したあとも新しい家族と幸せに暮らしてきた。

　父さんと兄さんの家に遊びに行く機会も多く、双方の家を行き来しながらの生活は、楽しくもありとくに問題はなかった。

　おまけに父さんの再婚相手の沙さ織おりさんはサバサバとした素敵な女性で、自分の子どもがいないせいか、私ともなんの躊躇もなく仲良くしてくれる。

　退院後、私が花凛にお世話になると告げたときには、目に涙を浮かべて寂しがっていた。

　それでもやっぱり、私はもう『高橋芽依』ではない。父さんや兄さんが新しく築いた家族の中でお世話になるなんて無理だ。

　母さんも、仕事が忙しい中でも私を気にかけてくれるし、再婚相手のパパも私を実の娘のようにかわいがり、叱ってくれる。

　母さんの再婚後に産まれた央雅だって、生意気だけど、私をいつも心配してくれる頼れる弟だ。

　私の家族の誰もが私を愛してくれるけれど、佐伯の家でさえ、私にとっては落ち着かない場所でもある。

　大学入学を機にひとり暮らしを始めたあとも、定期的に顔を出して心配をかけないよう気を遣っていたことが、私にとっては大きなストレスになっていた。

　そのストレスから目を逸らし、無理を重ねていた結果が、今回の入院につながったのかもしれない。

　妊娠し、夏基との別れを決意したことが追いうちとなったのはたしかだけど。

「夏基……」

　思い出すだけで、胸がいっぱいになり他のことを考える余裕がなくなる。

　私を優しく抱いてくれる夏基の腕の中で、眠りたい。

　夏基には私しかいないと錯覚しそうになるほど、深く愛されたい。

　離れてからほんの数日しか経っていないのに、会いたくて仕方がない。

　声が聞けずにいる一日はあまりにも長くて、どう呼吸をしていいのかもわからない。

　離れれば、夏基を忘れられる。私には赤ちゃんがいるから会えなくても大丈夫だと、そう思っていたけれど。

　いざひとりになると、寂しいという思いしか感じることができない。

　夏基のキスが恋しい。

『芽依』って呼んで、笑って欲しい。

　私はお腹に手を当てて、優しく撫でながら目を閉じた。

　そして、夏基のいないこれからに不安を感じ、寂しくて仕方がない自分を実感して情けなくなった。

　ひとりでも大丈夫だと思っていたのに、泣いてばかりでごめんね。

　まだ少しの膨らみもない、それでも私のお腹の中で育っている赤ちゃんに、心の中で謝った。




　それからしばらくの間涙を流したあと、運ばれてきた朝食を食べた。

　久しぶりに食べたお粥は胃に優しくて、沈んでいた心も癒してくれた。

　お薬も飲み、ベッドでのんびりしていると、ノックする音が聞こえたと同時にドアが開いた。

「おはよう。気分はどう？　それほど良くなさそうね」

　視線を向けると、花凛が顔を覗かせていた。

「朝ご飯はちゃんと食べたって看護師さんから聞いたけど、なんて顔してるのよ。胎教に悪い悪い」

　花凛は呆れたようにそう言って、旦那の拓たく真まとともにベッドに近づいてきた。

　花凛の傍らに寄り添う拓真は、そっと花凛の腰に腕を回している。

　私や花凛と同期の拓真は、入社以来ずっと花凛にべた惚れだ。結婚してからは、その溺愛ぶりにさらに拍車がかかっている。

　愛する人に大切にされている花凛が羨ましくて仕方がない。

　ふたりが寄り添う姿を見ていると、夏基のことがまた恋しくなる。

　目の奥がぐっと熱くなるのを慌ててこらえた。

「私たち、今から出勤なんだけど。夏基にはやっぱり内緒にしておくの？」

　俯く私に、花凛がため息とともにつぶやいた。

　夏基には言った方がいいと含ませた言葉に、私も一瞬悩んだけれど。

「うん、内緒にしておいて」

　見るからに納得していないとわかる花凛に、そう答えた。

「とにかく今は、黙っていて欲しいの。夏基、土曜日の晩に色々考えたいって言ってたし。赤ちゃんのことに責任を感じて私との将来を決められても、悲しいし」

　小さな声でそう言う私に、花凛は大きくため息をついた。

「そんな綺麗ごと言ったって、本当は夏基にそばにいて欲しいくせに」

「だけど」

「夏基のことが好きで好きでどうしようもないんでしょ？　赤ちゃんのためでもいいじゃない。それを理由に夏基を縛りつけたっていい。赤ちゃんだって、お父さんと会えないなんてかわいそうだよ」

　諭すような、そして少しの迷いも感じられない花凛の言葉が私の心に突き刺さる。

『赤ちゃんがかわいそう』

　それは、目を背けたくてもできない真実だ。

　たとえ夏基が私を愛していなくても、お腹の赤ちゃんには父親から愛される権利がある。

　夏基にも、赤ちゃんを愛して、赤ちゃんのそばにいる権利がある。

「それはわかってるけど、気持ちが追いつかないの。今までみたいにただ夏基が好きでそばにいられるだけでいいなんて言えない。きっと、私だけを見てって、わがままを言うだろうし、そんな両親を見ながら育つ子どもが幸せだとは思えない。だから、赤ちゃんと私の将来、もう少し考えさせて」

　次第に大きくなった声に自分でも驚いたけれど、自分の気持ちを改めて確認できた。

　これまでも、花凛にだけは私の本当の気持ちを吐き出してきたし、今も、自分ひとりでは結論を出せない想いをぶつけて、どうにか心を落ち着けている。

「芽依のそんな弱いところ、俺、初めて見たな」

「……え？」

　ふと視線を上げると、意味ありげに笑う拓真の笑顔があった。

「芽依ってさ、仕事でも飲み会でも、その場を仕切って進めていくし、いつも自分が先頭に立って決めてくれるだろ？　文句も言わずに面倒なことも引き受けてくれるし。だから、そうやって弱音を吐いたり迷ってる顔を見るのは、新鮮」

「な、何言ってるのよ」

「くくっ。赤くなるのも初めて見た」

「ほ、放っておいてよ。ほら花凛も何か言ってよ」

「ふふっ。私も拓真と同じことを思ってたよ。夏基のことになると弱気になって自分の気持ちに素直になれないところ、かわい過ぎだよ」

「か、かわい過ぎって、そんなの嘘」

　思わず早口になり、慌てる私を見てふたりは笑っている。

　お互いのことをなんでも知り尽くしてる花凛にごまかしや嘘は通用しない。

　夏基とのこともすべて知っているし、いつも私を見守ってくれる花凛に、文句も言えないし。

　私は諦めのため息をつきながら肩を落とした。

「とにかくしばらくは夏基には何も言わないで。私だって、このままでいいとは思っていないから、もう少し考えてみる」

　自信のない小さな声は、それだけ私の迷いが大きいということなのだろうか。

　夏基とはもう会わないと決めたのに、すぐにぐらついている。

　花凛は黙り込んだ私に「意地っ張りのおバカさんだなあ」とぶつぶつ言いながら私の頭を軽く撫でた。

「じゃあ、とりあえずしばらくは夏基に芽依が我が家にいることは教えない。でも、芽依が本当にいたいのはうちじゃなくて別の場所でしょ？」

「……そんなこと、ないけど」

「夏基だって、芽依が退職したって知ったらどう出てくるかわかんないよ。あいつがあっさりと芽依を諦めるとは思えないし。まぁ、まずは赤ちゃんのためにも体調を戻さなきゃね」

　私の顔を覗き込み、にっこりと笑った花凛の横で、拓真も頷いている。

「夏基が芽依を探し出すのにどれだけの時間がかかるのかはわかんないけどさ。あいつ、仕事もそうだけど、欲しいものは絶対に手放さない面倒な奴だから。お迎えを楽しみに待ってれば？」

　そう言って笑い声をあげた拓真につられて、花凛も笑い出す。

　笑えないのは私ひとりだ。

　夏基が私を探し出すなんて想像もできないけれど、もしそうだとすれば、私はどう答えを出せばいいんだろう。




　会社へ行く花凛と拓真を見送ったあと、私はベッドの上で同じことばかりを考えていた。

　私がいたい場所。

　そんなの、簡単に思い浮かべることができる。

　夏基と一緒に選んだソファがある、あの部屋に決まっている。

　自分の家よりも居心地が良くて、いつでも帰りたくなる部屋。

　できることなら今すぐにでも行きたいけど、もう二度と行けない。

　振り返れば、私にはこれまで、自分の居場所だと胸を張って言える場所はどこにもなかった。

　高橋の家にも、佐伯の家にも、私が心を落ち着かせることができる場所はなくて、いつも居心地が悪かった。

　半分だけつながっている家族が住む家に間借りさせてもらっているような感覚。

　どこにいても気を遣いながら、居候のような気持ちで過ごしていた。

　けれど夏基を好きになりそばにいるようになってからは、夏基の部屋にいれば心が解放された。

　夏基が私に合鍵をくれたときからずっと、あの部屋は私がいることを許される特別な場所だった。

　夏基に恋人がいたときも、彼女が部屋に来ないことをいいことに、私の居場所を見つけた気持ちでいたけれど。

　そう、ようやく手に入れた私の居場所。

　そう思えたのはきっと、夏基がその部屋にいたからだ。

　夏基の気配を感じ、同じ部屋にいるだけで、私の居場所はここだと思っていた。

　このままずっと、夏基と一緒に暮らしたいと願っていたけれど、結局私は夏基の唯一の恋人にはなれなかった。

　それが現実だとわかっていても、やっぱり私がいたいと思う場所は、夏基の部屋なのだ。










ＬＯＶＥ10　追いかける ～夏基ｓｉｄｅ～




　高橋専務と話をしたあと、落ち着かない気持ちで部署に戻ると、待っていたかのように部長に呼ばれた。

　部長の複雑な笑顔を見れば、芽依がらみの話だろうと即座に察した。

「朝礼のあと、戸部が高橋専務を追いかけて佐伯のことを聞いている姿を、かなりの社員が見ていたんだ。まあ、お前は周りの様子なんて目に入らなかったんだろうけどな。今じゃもう、戸部と佐伯は社内の話題の中心だ」

「すみません。必死だったんで、周りを気にする余裕がなかったんです」

「まあ、それはわかるが、まさか戸部が佐伯と、なんて驚いたぞ。あ、さっき高橋専務から電話で、戸部が仕事に集中できなくても今日は目をつぶってやれと言われたよ」

「え？」

　部長は苦笑しながら立ちあがると、机の上に置かれている図面ケースを俺に差し出した。

「あの、部長、これはいったい？」

「『片桐建設』に持っていってくれ。設計部の担当者に渡してくれればいいから。相模くんの部下だ」

「はあ。わかりました」

　俺は戸惑いながらそのケースを受け取り、部長に視線を戻した。

　共同で仕事を進めることが多い『片桐建設』との間には、毎日定期便が行き来している。それなのにどうして俺が持っていくことになったんだろう。

　部長は、戸惑う俺の気持ちを見透かすように、静かに口を開いた。

「今日は社内にいない方がいい。他人の恋愛話ほど、尾ひれのつく噂はないからな」

「あ、はい」

「『片桐建設』に行ったあとは、直帰しろ。専務から聞いているが、これからのこともよく考えろ」

「あ、はい、わかりました。お気遣いありがとうございます」

　そういうことか。

　もともと高橋専務との関係が怪しまれていた芽依と、女がらみの話ばかりが目立っていた俺の噂なら、社内に広まるのも早いだろう。

　部長が俺を外出させたがるのも納得できる。

「じゃ、早速届けてきます」

　俺はそう言って、部長に深く頭を下げた。




　出かける前に、設計部に顔を出すことにした。途中、すれ違う人の視線の多くが俺に向けられていると思うのは、気のせいではないだろう。

　他人の恋愛ごとなど放っておいてくれと、思わずため息をつきながら、この場に芽依がいないことにホッとする。

　あまりにも無神経な視線を向けられれば、芽依はひとり隠れて泣くかもしれないな。

　とはいっても、芽依が今どこにいるのかを考えると気が重い。

　いったい、どこにいるんだ。俺がいるのに、ひとりで抱え込むなよ。

　どちらかといえばクールで落ち着いている外見と、必要以上に頑張る仕事への姿勢が、あいつを感情の起伏が乏しい人形のように見せている。

　口数が少ないのは、自分の言葉が他人を傷つけないかを何度も考えてしまい、話すタイミングを失くしてしまうからだ。

　クールな見た目は、笑顔が魅力的だという自分の良さに気づいていないからで、表情を崩し笑う顔を見れば、芽依がどれほどかわいい表情を浮かべるのかに驚く人は多いはずだ。

　周囲に気を遣い過ぎて、最後にはひとりで泣いてしまう弱い女。

　そのことに気づいてからは、高橋専務との噂を否定できない一方で、芽依に惹かれる気持ちを止めることも、手放すこともできなくなっていた。

　大切にしたいと、そう思っていたはずなのに、結局、俺が芽依を傷つけ、おまけに、俺の独占欲を抑えることなく芽依を抱き、妊娠させた。

　そうすることでしか、芽依を俺につなぎとめることができないと思い込んでいた俺は、狂っていたのかもしれない。

　けれど、妊娠した芽依が俺から逃げようとするなんて予想外の展開だ。

　やっぱり芽依は、俺を信用していないのか、そして愛していないのだろうか。

「自業自得だな……」

　俺の気持ちを素直に芽依に伝えなかったせいだ。

　それどころか、芽依以外の女を求めていると匂わせる言葉を何度も口にした。

　後悔ばかりが溢れてくるが、芽依をこのまま手放すつもりはない。

　俺は不安が押し寄せる心を振り払うように大きく息を吐き、エレベーターに乗り込んだ。

　設計部を覗くとすぐに、宏二を見つけることができた。

　ＰＣに向かい図面をひいている宏二の背後に回り、声をかけた。

「今、ちょっといいか？」

　声をかけると、宏二はマウスに置いた手を止めて、振り返った。

「お、社内で今一番の話題の男がどうした？」

　ふふん、と笑い、宏二はいたずらめいた目で俺を見る。

　一瞬がっくりきたが、俺を心配しているのがすぐにわかる視線を向けられれば、たちまちホッとした。

「たしかに、俺は今一番の話題で旬の男だよ」

「羨ましいねえ、色男。芽依をくださいって高橋専務に土下座したのか？　あ、そういえば高橋専務に殴られて廊下を引きずり回されたっていう話も聞いたぞ？」

「……は？　誰だよそんなつまらない噂を流す奴は。この顔を見ろよ、殴られた痕なんてないだろ？」

「そうだな。いつも通りの男前だ。で、土下座したってのはどうなんだ？」

「……土下座程度で芽依の居場所を教えてくれるなら何度でもするけどな。残念ながらそれも単なる噂だ」

　予想通り、面倒な噂が広まっていると知った俺は、今も設計部の面々から好奇心に満ちた視線を向けられているのに気づいた。

　芽依がここにいなくて本当に良かったと、改めて思う。

　だからといって、このまますんなりこの場を去るつもりはないが。

「ま、座れば？」

　宏二は隣の空いている椅子に座るよう指差した。

　俺は頷き、椅子に腰掛けた。

　そして椅子ごと宏二に近づくと、軽く息をつき低い声で宏二に問いかける。

「なあ、宏二の奥さんが診てもらっている産婦人科って、どこの病院なんだ？」

「は？　なんだ突然。まさかお前、誰かを妊娠させたとか？」

　まさか俺がそんなことを聞くとは思っていなかったのだろう、宏二の表情がゆがむ。

「まあ、妊娠させたってのは否定できないんだけど。で、どこの病院なんだ？　この間、高橋専務の奥さんを見かけたって言っていただろ？」

　答えを待つ俺を見ながら、宏二の表情が真面目なものに変わっていく。

　察しのいい宏二のことだ、俺の状況を理解したらしい。

「まさか、とは思ったけど。そういうことなんだな？」

「ああ、そういうことだ」

　俺の言葉に、宏二は唇を結んだ。

「確信犯だな、お前。芽依が会社を突然辞めたのもそれが理由か？」

「その通り。芽依は今、俺の子どもと一緒に逃亡中だ。……で、どこの病院だ？」

　俺の低い声に宏二は天井を見上げ、大きく息を吐いた。




　その後、『片桐建設』に行き図面を渡し、そのまま宏二に教えられた病院へと向かった。

　電車に揺られながら上着のポケットに手を入れ、思いがけず高橋専務に最初に見せることになってしまった指輪のケースに触れた。そして、早く芽依に会って渡したいという昂ぶる気持ちを落ち着かせる。

　芽依に会いたくてたまらない気持ちも、今すぐ抱きしめてキスしたい気持ちも、もう隠さない。

　高橋専務との関係を誤解していたことをまずは謝り、そして。

　この指輪を受け取って欲しい。

　芽依が俺の気持ちを受け入れてくれるのかどうか、確かな自信はないが、芽依と子どもと別々の人生を歩むことは考えられない。

　車窓を流れる景色を見ながら、宏二に教えられた病院に芽依がいることを祈った。




　駅から歩いてすぐの大学病院は、大勢の人が出入りし、受付もかなり混んでいた。

　総合病院だけにかなり広く、産婦人科にはどう行けばいいのかと立ち止まった。

　病室がどこか知らないどころか、芽依がこの病院に入院しているのかどうかもわからない。

　以前、宏二がこの病院で高橋専務の奥さんを見かけたという、微かな手がかりだけを頼りにここに来た。

　もしもこの病院にいなければ、芽依と一番親しくしている花凛と拓真に頭を下げてでも教えてもらうしかない。

　あのふたりなら芽依の状況を知っているはずだ。

　ただ、俺と芽依の関係を反対していた花凛のことだから、そう簡単には教えてくれないだろう。

　それでも、芽依と子どものためなら、何度でも頭を下げる覚悟だ。

　ただ、芽依自身が俺に会いたくないと言って俺を拒んだとしたら。

　そう考えるたび、これまでに感じたことのない不安に押しつぶされそうになる。

　俺を拒否する芽依を目の当たりにして、それに耐えられるかどうか、自信はない。

　芽依を愛する気持ちの大きさを実感し、同時に知る自分の弱さ。

　人を愛するというのは、人を弱くすると聞いたことがあるが、まさか自分がそれを実感するとは思わなかった。

　それでも芽依に会って抱きしめて、未来をともに過ごす約束が欲しくてたまらない。

　気を緩めれば弱気になりそうな自分を叱咤し、とにかく受付で聞いてみようと、何度か深呼吸をして足を踏み出した。

　そのとき、背後から「すみません」と呼びかける声が聞こえ、振り返った。

「あの、芽依ちゃんの会社の人ですよね」

　長身の男性が、探るような目で俺を見ていた。

　大学生くらいのこの若い男性と会った記憶はないが、いったい誰だろう。

　芽依の名前を口にしているが、芽依の知り合いだろうか。

「芽依ちゃんって、佐伯芽依のことですか？」

　震える声で問い返すと、その男性は大きく頷いた。

「そうです。佐伯芽依です。僕は弟の央雅といいますが、突然声をかけてすみません」

「弟？」

「はい。土曜の晩にしゃぶしゃぶの店で芽依ちゃんとあなたが話しているのを見たので覚えていたんです」

　そう言ってほんの少し俺との距離を詰めた彼の目は笑っているが、それは決して心からのものではないとわかる。

　芽依との関わりを察した彼が俺を探ろうとしているのだろう。

　その目には、決して簡単には芽依を渡さないとでも伝える強さも感じる。

　それは当然だろう。

　そして、弟がここにいるということは、芽依がこの病院に入院しているというのは間違いない。

　まだ芽依に会えていないとはいえ、とりあえずホッとした。

　ただ、目の前にいる弟を見れば、大切な姉を妊娠させた男が俺かどうか、結論を出せずにいるようだ。

　問われればすぐ頷くつもりでいるし、俺以外の男が芽依を妊娠させるなんて、考えるだけで気分が悪くなる。

　俺は気持ちを引き締めて、央雅君という芽依の弟に近づいた。

「お姉さんの同期の戸部夏基です。芽依のお腹の子は、間違いなく俺の子です」

　一語一語はっきりと言い切ると、央雅君は目を細めてじっと俺を見つめる。

　というよりも、鋭く変化した目で俺を睨みつけている。

　よっぽど芽依のことを心配していたんだろう。

　そう言えば、弟とは年が離れているせいで必要以上に甘やかせてしまったと芽依が言っていた。

　仕事が忙しい両親に代わって芽依が面倒を見てきたこともあり、央雅君自身も芽依への感謝の気持ちが大きく、今では何かと心配してくれるとも聞いている。

　面倒くさいんだけどと言いながらも、芽依はまんざらでもないように笑っていたことを思い出す。

　その弟が、姉である芽依を守ろうとするように俺に向き合い、威い嚇かくしている。

　兄である高橋専務といい央雅君といい、芽依を守ろうとする家族の絆を感じた。

　これはもう、俺の真摯な気持ちを伝えてわかってもらうしかないと、覚悟を決めた。

「結婚前に芽依を妊娠させて、申し訳ない。今日、お兄さんの高橋専務にも頭を下げて芽依のそばにいることを許してもらったんだ。本当なら芽依のご両親や央雅君にももっと早く顔を出さないといけなかったんだけど」

「だけど、芽依ちゃんが、勝手に逃げたんですよね」

「あ、ああ……逃げたことにも今日気づいてようやくここに来たんだ。芽依の妊娠にも気づかなくて、情けないよ」

「まあ、結婚前に妊娠するなんて、正直なところショックですけど。芽依ちゃんはそれを後悔していないようで、むしろ、赤ちゃんを楽しみにしているというか。とにかく、赤ちゃんのお父さんが誰なのかがわかってよかったです」

「……申し訳ない」

「だけど、実の父親と一緒にいることだけが子どもの幸せだとは思わないので。もしも芽依ちゃんが戸部さんを拒むようであれば、そのときは覚悟してくださいね」

「いや、俺は芽依も子どもも俺の手で幸せにしたいんだ」

　そう言って頭を下げる俺に、央雅君は何度かため息をつき、考え込む。

　そして、ようやく気持ちが決まったのか、彼は芽依とよく似ている目を細めて笑い、何度か頷いてくれた。

　けれど、それを見てホッとした途端、央雅君のその笑顔がふっと消えた。

　それに代わって、強張る顔に、鋭い意志が浮かんだ。

　何の揺らぎもなく俺をただ射るその視線に、高橋専務のそれが重なった。

　半分だけの血のつながりだとはいえ、やはり兄弟だと感じる。

　おまけに、央雅君の言葉にもそれは顕著に表れていて。

「芽依ちゃんと子どもを幸せにしないなら、俺が全力で守りますから」

「……守るって、それ」

　さすが兄弟、央雅君と高橋専務は同じ言葉で俺を試そうとする。

　もしも俺が芽依を幸せにできないのなら、すぐにでも芽依を連れ戻し、俺との関わりすべてを絶つと、高橋専務は俺を脅した。

　いや、脅すというよりも約束させた。

　俺よりもかなり年下だというのに、央雅君の言葉にはそれを感じさせない強い愛情が満ちていて、芽依が誰からも愛されていると実感する。

　俺はすっと姿勢を正し、改めて央雅君に向き合った。

「芽依のご家族の皆さんが安心して私に芽依を託してくださるように、精一杯芽依を愛して幸せにします」

　そう言って頭を下げた俺に、央雅君は「いや、それは俺ではなく芽依ちゃんに言ったら……」とつぶやき、黙り込んだ。

「もちろん、芽依には今の何倍もの想いを込めて、幸せにすると伝えます」

「だからそんな言葉は直接……」

　俺の言葉に、央雅君は呆れたように肩をすくめた。

「芽依ちゃんが戸部さんにどんな反応を見せるのか、俺にはわかりませんけど。とにかく芽依ちゃんの病室に案内しますね」

「……お願いします」

　俺の硬い声にふと笑顔を見せた央雅君は、そのまま俺に背を向けて歩き出した。

　俺はその後ろ姿について歩きながら、芽依がどんな反応を見せるのかを考え不安でいっぱいになっていく。

　ざわざわした病院の中を歩きながら聞こえてくるのは、自分の激しい鼓動だけだった。










ＬＯＶＥ11　結婚の理由




　小学校の入学式の朝、満開の桜の下で家族写真を撮った。

　父さんと母さんと手をつなぎ、当時大学生だった兄さんも、普段見慣れないスーツを着ていた。背が高くてカッコいい自慢の兄さんは「俺の大切な芽依ちゃん、入学おめでとう」と言って抱きしめてくれた。

　春の暖かさと家族みんなの笑顔がうれしくて、私はずっとはしゃいでいた。

　母さんが選んでくれた淡いピンクのワンピースは襟元にレースがあしらわれていて、まるで絵本に出てくるお姫様のようだった。

　入学式のために用意してくれたそのワンピースを着る機会はその後一度もなかったけれど、それは今もクローゼットにしまってある。

　小学生になった途端、身長がぐんぐん伸び、サイズが合わなくなったことも大きな理由だけど、そのワンピースを見るたびに心がざわざわと切なくなるのも、袖を通さなくなった理由のひとつだ。

　入学式の日、まだ私が『高橋芽依』だったその日は、それまで、ううん、その後の時間を含めても、生まれて一番幸せな日だった。

　家族四人で笑っている写真は私の大切な宝物。

　そして、たくさんの桜の花びらが舞う中で幸せいっぱいの笑顔を浮かべているその写真が、家族四人で撮った最後の写真となった。

　小学校に通い始めてしばらくすると、母さんは医師として復帰し、会社を経営していた父さん同様、家にいる時間はほとんどなかった。

　兄さんも大学の授業で忙しく、私はお手伝いさんに面倒をみてもらいながら過ごしていた。

　それを寂しいと感じながらも、気持ちを伝える機会すらないほど両親は忙しかった。

　お友達の家に行けば優しいお母さんがおやつをくれたり、宿題をみてくれた。ときには一緒にゲームをして遊んだりもした。

　自分の環境との違いに気づいて悩むことも多かったけれど、それに文句を言ったり反抗することはできないと小学生ながらに感じていた。

　両親の不和と、家族の絆のもろさ。

　子どもだった私には感覚的なものでしかわからなかったけれど、自分はおとなしくしていなければならないと思っていた。

　そうでなければ、家族がもっとバラバラになってしまうとわかっていたのだ。

　そんな日々を過ごす中で、自分の感情を人に見せず、遠慮と我慢を当然のようにしてしまう、自分の性格が作られたのだと思う。

　すでに成人し仕事に就いた今も、その性格は変わっていない。

　決して子どもらしいとは言えない子ども時代を過ごしていたある晩、夜中に目が覚めてトイレに行く途中、リビングからもれるあかりと低い声に気づいた。

　そっと覗くと、父さんと母さんが向かい合って話をしていた。

「じゃ、来月にはこの家を出ます。財産や慰謝料については弁護士に任せますから。巧を、巧だけは幸せにしてやってちょうだい。あの子はもう大人だし、あなたの後継者だという本人の自覚も強いから手放しますけど、ちゃんとしてやってくださいね」

　悲しげにつぶやかれた母さんの言葉に、私は驚きのあまり身動きもとれず、その場にじっとしていた。

「ああ、わかってる。あいつは俺の会社の次期社長だという自覚を持っているからな。それに、あいつももう大人だ。大丈夫」

　母さんの言葉だけでなく、父さんが何を言っているのかも理解できない。

　いったいふたりは何を言っているのだろうかと様子をうかがっていたけれど、決して楽しい話ではないということはわかった。

　両親の顔が苦しげにゆがんでいて、普段私に見せるそれとはまったく違っていたからだ。

　聞かない方がいいと、幼いながらも察した私は自分の部屋に戻ろうとしたけれど、母さんの声が聞こえて思わず立ち止まった。

「芽依を授かればうまくいくと思って産んだけど、そうはいかなかったわね」

「そうだな。やり直すきっかけになればと思って産んだ子だったが、お互い、とっくに違う方向を見ていたから、遅かったな」

「ひとりぼっちで寂しい思いをさせるだけのこんな毎日じゃ、芽依もつらいだけなのに。それはわかっているんだけど……」

「そうだな。親の都合で振り回されて、芽依には、申し訳ないな」

　父さんと母さんの言葉すべてを理解できたわけではないけれど、私を産まなければ良かったと、そう思っていることだけはわかった。

　私が毎日寂しい思いをしていることに気づいていても、だからといって私のそばにいてくれることもなく、申し訳ないと、そう思っているだけ。

　私の寂しさを取り除こうとするでもなく、私を産んだことを後悔しているとしか思えないやり取りに心は痛んだ。あまりの驚きとショックに、しばらくじっとしたまま動けなかった。

「『子はかすがい』とはならなかったな」

　俯く私の耳に入った父さんの言葉。

〝かすがい〟の意味がわからず、リビングのドアに体を預けながら、頭の中で何度もその言葉を繰り返した。

　小学一年生の知識の中にその言葉は見当たらなかったけれど、父さんと母さんの表情やそれまでの会話をつなげてみれば、私は両親にとって意味のない、いらない子なんだろうと簡単に想像できた。

　その後のろのろと自分の部屋に戻りベッドに潜り込んだ途端、涙が溢れて止まらなかった。

　その日兄さんが留守にしていたこともあり、誰にも気づかれず明け方まで泣いた。

　父さんも母さんも私のことは大切じゃないんだ。

　私を愛してないんだ。

　それに、私は生まれる必要のなかった、いらない子だったんだ。

　ベッドの中で何度も繰り返したその思いは、それまでにも何度も感じていた。

　だから子どもなりに覚悟はしていたけれど、実際にそう言われると、あまりにも悲しくて涙が止まらなかった。

　そして、その一か月後、父さんと母さんは離婚して、私は母さんと家を出た。

　自分の身に起きていることを悩む暇もない、慌ただしい引っ越しだった。

　私の唯一の味方である兄さんと離れて暮らすことは悲しかったけれど、私は本当はいらない子なんだという現実につぶされそうで何も言えなかった。

　兄さんは私を手元に置きたいと何度も父さんと母さんに言ってくれたけれど、母さんがそれを頑なに拒否していた。

　兄さんを手放す寂しさによって、ようやく私を愛しく思えたのだろうと思う。

　けれど、誰が私を愛してくれるのか、私の居場所はどこなのかはよくわからなかった。

　わからないまま、私は大人になった。

　子どもの頃以上に自分の気持ちを隠す術に長けた、クールな見た目をまといながら。




「芽依！　おい、芽依」

　冷たく不安定な世界に閉じ込められていた心が、優しい声に呼び戻されていく。

「起きろ。芽依」

　何度も名前を呼ばれ体を揺らされて。

　ようやく目を開けると、両手で私の頬を包みながら心配そうに見つめている愛しい目がそこにあった。

「……夏基」

　ぼんやりとした視界の中に、どうしてだろう夏基の顔が見えた。

　眉を寄せ、心配げな目を私にじっと向けている。

　まだ夢を見ているのだろうか。

　それとも、会いたくてたまらない気持ちが幻を見せているのだろうか。

「夏基」

　私が伸ばした手を、ぎゅっと握りしめてくれる温かい手に、もしかしたらこれは現実なのかと、はっとした。

「え、本当に、夏基……？」

「芽依、大丈夫なのか」

　夏基の手の震えが伝わってきて、これが夢ではないとわかる。

「本物……？　夏基？」

　私はベッドから起きあがって、夏基の首にしがみついた。

　夏基の首筋に顔を埋め、涙を止められないまましがみついていると、夏基が私以上の力で抱きしめてくれてホッとした。

　夏基の体温、そして吐息に、さらに涙が溢れてくる。

「夏基、どうして」

「ん？」

「夏基、ここに？」

「ん」

　夏基がぽんぽんと背中を優しく叩いてくれる。

　ゆっくりと顔を上げて見つめると、不安と寂しさ、優しさと愛しさ。

　たくさんの感情が溢れている夏基の瞳がうるうると揺れていた。

　吸い寄せられるようにそっと顔を近づけると、それに応えるように夏基の唇が落ちてきた。触れるだけの軽いキス。

「泣くなら俺がいるときにしろ」

「夏基……」

「自分ひとりで勝手に何もかもを決めて、勝手に泣くなよ」

　私の涙を拭う夏基の指を、私は押さえるようにつかんだ。

「本当だよね？　本当に夏基だよね？　夢じゃないよね」

　これが夢ではないと教えて欲しくて、すがるように問いかけた。

　すると、夏基は私の想いを受け止めるように目を細めて頷いてくれた。

　目が覚めてからもずっと、これが夢ではないかとおびえていた心が、ようやく落ち着いてきたように思えた。

　そのとき、聞き慣れた声が病室に響いた。

「……そろそろいい？」

「え？」

「俺もいるんだけど」

　夏基の向こう側に頭をそっと傾けると、ドアにもたれて腕を組んでいる央雅がいた。

　見るからに、呆れた顔をしている。

「お、央雅……いたの？」

　慌てて夏基から離れようとしたけれど、私の左手は夏基に握られたままだ。

　視線を上げれば夏基が切ない顔で私をじっと見つめている。

「ごめん。芽依とやっと会えたから離したくなくてさ」

　夏基は苦しげに笑って、私の手をそっと離した。

　自分から離れようとしたのに、いざ夏基の温かさが離れると寂しくて、反射的に私から夏基の腕をつかんでしまった。

「芽依？」

「あ、ごめんなさい。でも、私も会えてうれしくて、つい」

　目が覚めたばかりではっきりとしない意識の中、今までなら口にできなかった本音がぽろりと口を突いて出た。

　会えてうれしいなんて言葉、夏基を困らせるだけだと思って言ったことはないのに。

　それに、こんなに私だけを必死に見つめる夏基を見るのは初めてだ。

　私が入院していることを知って、よっぽど心配しているのだろうか。

　だとしたら、私の妊娠のことも知っているのかもしれない。

　そのことに思い至った私の顔色が変わったのか、夏基が私の手を再び握りしめた。

「夏基、私」

　妊娠のことをどう伝えようかと焦る気持ちを抑えていると、夏基が優しく視線を合わせてくれた。

　何もかもわかっているのか、私に答えを求めない。

　そのことにホッとして意識をお腹に向けると、まだ膨らみも胎動も何も感じない小さな赤ちゃんも、私と同じように喜んでいるように感じた。

　ふたりで見つめ合いながら照れていると、央雅のため息が聞こえた。

「確認するまでもないだろうけどさ、夏基さんが赤ちゃんのお父さんで間違いないんだな？」

「……うん」

　私の言葉に、夏基はホッとしたように息をついた。

「あ、そ。昨日まで絶対に父親が誰かなのかは言わないって言い張ってたのにさ。まあ、わかって良かったよ」

「ごめん。……え？」

　黙ったまま何も答えない央雅を見ると、その目が潤んでいた。

「央雅、え、泣いてるの？」

　央雅の目は赤く、涙がこぼれ落ちるのをじっと耐えているように見えた。

「泣いてないし。ただ、芽依ちゃんがこれ以上悩むことはないってホッとしただけ」

　なんてことないように軽く言い放つ言葉に、央雅の本心が現れている。

　いつも軽口ばかり叩いているけれど、私の家族への遠慮を敏感に汲み取ってくれる大人の男だ。

　今回の私のことにも、かなり胸を痛めたに違いない。

　思わず私も泣きそうになるけれど、なかなか素直になれない。

「バカ。こっちが恥ずかしいよ」

「恥ずかしいのは俺の方だよ。弟の前でふたりでいちゃつくなよ。彼女のいない俺には目の毒だろ。まあ、お邪魔みたいだからひとまず帰るけど、明日の退院のあとどうするのかを決めたらちゃんと連絡しろよ」

　強い口調でそう言って、央雅は鋭い視線を私に向けた。

『もう、俺がいなくても大丈夫だよな？』

　とその視線は尋ねているようで、私は何度か頷いた。

『大丈夫だよ』

　と同じように視線で答えると、央雅は安心したような表情を見せ、病室から出て行った。

　ふたりきりになった途端に跳ね上がる心臓の音が夏基に聞こえてしまうんじゃないかと思っていると、夏基がベッドに腰掛けた。

　そっと抱き寄せられて、気づけば私の顔は夏基の胸に押しつけられていた。

「芽依」

　夏基のかすれた声に体が震える。

「嘘つき」

「は？　どういうこと」

　夏基の言葉に思わず言い返そうとしたけれど、唇を塞がれてしまい、最後まで言えない。

「……んっ。は、んっ。夏基っ」

　次第に深くなるキスに夏基の温もりと切実な思いを感じ、今までにない激しさで私も応えてしまう。

　私の頭を固定して離そうとしない夏基の深い想いが、私の体全部を包んだ。

　夏基の唇がようやく離れたときには体中の力が抜けて、息もあがっていた。

「さっき、どうして泣いていたんだ？」

　私を抱きしめる夏基の手にさらに力が込められた。

「泣いてた？」

　一瞬、何を聞かれたのかわからなかった。

　私が泣いていたって、いつのことだろうかと考えていると、夏基に起こされるまで見ていた夢を思い出した。

　もう、思い出したくはない子どもの頃の夢だ。

　その夢にうなされて泣いていたに違いないけれど、そのことは口にしたくない。

「多分、怖い夢でも見ていたんだと思う。でも、目が覚めたら忘れちゃった」

　私の言葉を夏基が信じたかどうかはわからないけれど、夏基がそれ以上聞いてくることはなかった。

「それよりも、夏基？」

　私の体を抱きしめる夏基の腕をゆっくりと解いた。

　そっと顔を上げて、視線を合わせる。

「どうして私がここにいるってわかったの？」

　私の居場所は誰にも言わないで欲しいと、兄さんや花凛にお願いをしたのは今朝のことだ。

　いつかはばれると思っていたけれど、こんなに早くばれるなんて予想外だ。

　首をかしげる私に、夏基は意味ありげに笑顔を作った。

「夏なつ芽めに呼ばれたんだよ」

「夏芽って誰？」

　夏基の口から突然出てきた女の子の名前にはっと息を止めた。

　すると、夏基は私のお腹に私の手を持っていき、その上に自分の手を重ねた。

「なあ、夏芽。お前がここに呼んでくれたんだよな？」

「……え」

　お腹の赤ちゃんに話しかけるその声はとても優しくて、まるで赤ちゃんの存在を喜んでいるように思えた。

　お腹をゆっくりと撫でている夏基の手のひらからもその思いは溢れていて、その手を通じて赤ちゃんと話をしているような気がする。

「夏基、ご、ごめん。内緒にしてごめんね」

　夏基の様子を見ていると次第に気持ちが高まり、妊娠してから何度も流れた涙が再び溢れてくる。

「赤ちゃん、夏基の赤ちゃんだから」

　涙が邪魔をして、うまく言葉を口にすることができない。

　だけど、ちゃんと言わなければいけない。

　お腹の子は夏基の子だって、ちゃんと言わなければ。

　それに、私には夏基しかいないって、伝えなければいけないのに。

　口が思うように動かないだけでなく、夏基の顔を見ているとそれだけで胸がいっぱいになる。

「わかってるよ。俺と芽依の子だから『夏芽』だろ」

　私の不安と焦りをよそに、夏基はふふんと笑って余裕を見せた。

「夏基の『夏』と芽依の『芽』。それに、芽依が産むのは俺の子どもに決まってるだろ。それと、謝らなきゃな。高橋専務と話して聞いたよ。兄妹だって」

「……うん」

「今までどうして言わなかったんだ？」

「それは」

「社長の娘って知られたくなかった？」

「それもあるけど」

　夏基に愛されているという自信がなかったから、言えなかった。

　私を誰よりも欲しいと思ってもらえるとは思えなかったから、距離を置きたかった。

　私ひとりが夏基を愛し、求めていると、思われたくなかったし、夏基の重荷になりたくなかったから言えずにいたけれど、その思いをうまく伝える自信がない。

　力なく見つめる私の額に夏基の額がごつんと寄せられた。

「話したくないなら、また今度でいい。今は芽依が他の誰のものでもないってわかっただけで満足だ」

　思わず吐き出された夏基の想いが私の涙腺をさらに緩めた。

　夏基の首に腕を回してしがみつき、涙を見られないように顔を埋めた。

「芽依、結婚しよう」

「え？」

　その言葉に驚いて顔を上げると、優しく笑う夏基と目が合った。

「くくっ。お前、泣き過ぎだろ。すごい顔になってるぞ」

　夏基は肩を震わせながら、手のひらで包むように私の涙を拭ってくれた。

「結婚、するよな？」

「でも、結婚なんて……」

「悩む理由なんてないだろ？　長い間、俺は芽依のそばにいたし、芽依だって同じだろ。芽依のお腹には俺たちの子どもがいるんだから」

　私を説得しようとしているその強い口調に流されそうになる。そして、このまま流されて夏基と結婚したいと願う自分がもちろんいる。

　一度は夏基から離れようと決めて会社も辞めたけれど、たった二日離れただけで、その決意は崩れてしまった。

　夏基と離れることがこれほどつらいものだなんて、思わなかった。

　私が持つ強さすべてが壊れ、悲しみと寂しさに涙ぐんではそれを我慢することを繰り返してばかり。

　夏基とは別の人生を歩もうと思って離れた二日間だったけれど、結局、そんな人生を過ごすことは無理だと思い知らされただけだった。

　できることなら一生夏基のそばにいたいし、産まれてくる赤ちゃんと夏基と三人で幸せに暮らしたいけれど。赤ちゃんができたからという理由で結婚することはできない。

〝かすがい〟に、子どもの誰もがなれるわけではないということは、私が一番わかっているのだ。

　私がいても、幸せになれない両親を間近で見てきた私には、このまま、赤ちゃんを理由に夏基と結婚していいのか、わからない。

「ごめんね」

　小さくつぶやいた言葉は夏基と赤ちゃんに向けた言葉。

　夏基から結婚しようと言われて心からうれしく思う気持ちと、赤ちゃんを理由に結婚することへの不安がせめぎ合う。

「夏基、私……結婚、どうしよう……」

　それからしばらくの間、私は夏基の胸にしがみついて、ひくひくと泣き続けた。

　夏基の体温に包まれて、もうここから離れたくないと感じながらも結婚に躊躇する自分を持てあまし、泣き続けた。

　それでも。どれほど悩み、自分の気持ちを持てあましても。夏基のそばにいたいという気持ちに逆らうことはできず。翌日、無事に退院した私が帰ったのは、夏基の部屋だった。




　私が通っていた小学校は、家から歩いて五分ほどの坂の上にあった。

　一年生の足には急な坂を、私は毎日友達と一緒に歩いて通っていた。

　放課後、下校途中に坂の真ん中にあるバス停のベンチに腰掛けて、我が家を眺めることも多かった。

　お手伝いさんひとりが私の帰りを待っている、寂しい家。

　大学の授業が休講になったときには兄さんが坂の途中まで迎えにきてくれて、坂道を一緒におりながらたくさんおしゃべりをした。

　私ひとりがその日の出来事を話すたわいもない時間に、兄さんは笑って付き合ってくれた。

　当時、父さんも母さんも仕事が忙しくて、滅多に家にいなかった。

『芽依』

　とふたりから呼ばれるのは週に一度くらい。

　もちろん、寂しくなかったわけじゃない。

　毎日でも父さんと母さんに会いたかったし学校での出来事を聞いて欲しかったけれど、今と違って携帯電話もなかったあの頃、毎日を慌ただしく過ごしていた両親との接点は何もなかった。

　そのうち、寂しい気持ちをやり過ごすことに慣れてしまった私の口数は次第に少なくなり、寂しさ以外の感情すら誰にも見せないようになった。

　そして、母さんとともにそれまで住んでいた家を出て行く日。

　学校のお友達との別れのつらさが私の気持ちに蓋をして、兄さんと離れる寂しさが、その蓋に鍵をかけた。

　本当は泣きたかった。

　兄さんと離れたくなかった。

　ずっと、家族四人で暮らしたかった。

　だけど、何も言えなかった。

　私の存在によって両親が再び寄り添い愛を育んでいれば、私が産まれた意味はあったけれど、私にそれを促す力はなかった。

　私は〝かすがい〟にはなれなかったのだ。

　両親にとって、私はなんの役にも立たない不要な子どもだったということだ。

　幼い頃からずっと心にあったその思いは、両親の離婚が決まったとき、それまで以上に私を縛り、苦しめた。

　私が必要だと誰かに言われたい、そして、誰よりも大切だと言って抱きしめて欲しい。

　つらい思いから逃げたくてそう願ったとき、温かくて優しい腕に包まれた気がした。

　寂しい記憶の闇から救いあげてくれたのは、いったい誰なんだろう。

　胸の奥に何か重いものを抱えているような、暗い気持ちで目が覚めたとき、私は夏基の腕の中にいた。

　夏基にぎゅっと抱きしめられ、二度とここから抜け出せないのではないかと思うほどに密な距離で寄り添っていた。

「目が覚めたか？」

　身じろぎした私に気づいたのか、頭上から夏基の声が聞こえ視線を向けると、私を気遣うように見つめる夏基がそこにいた。

「また、泣いていたぞ」

「あ、ごめんね」

　思いがけず出た私の震える声に、夏基は眉を寄せた。

　そして、その唇が私の頬を流れる涙を拭ってくれる。

　それと同時に私の背中をぽんぽんと叩いては『大丈夫だ』とささやいてくれる。

「あ、あの、起こしてごめんね」

　私はそう言って、自分から夏基の背中に腕を回して抱きついた。

「泣いてばかりだね、私」

　退院後、夢にうなされ涙する私を、夏基はいつも抱きしめてくれる。

　私はそれに甘えて気持ちを浮上させ、そしてようやく安心して眠りにつくことができるのだ。

　夏基のベッドで夏基の腕に包まれて眠るこの時間は、私にとっての至福のときだ。




　私が夏基の部屋で暮らし始めて以来、兄さんをはじめ、佐伯家も高橋家も当たり前のように私と夏基の結婚準備を進めている。

　父さんと母さんはふたりとも再婚し、新しい家庭で幸せに暮らしているけれど、ふたりは離婚後の方が仲が良くて、年に数回、何故か両家で集まっている。

　佐伯の家に両家が集まった昨夜、そこに夏基のご両親とふたりのお兄さんも来てくれた。

　弁護士一家だと聞いて、堅い人たちを想像し緊張していたけれど、私をひと目見るなり、

『俺があと三十歳若かったら、俺の嫁に欲しかった』

　と悔しそうに言ってくれたお父さんの言葉に、私の緊張もふっと解けた。

　夏基やお兄さんたちは、その発言に呆れていたけれど、そんなお父さんのおかげでその場の雰囲気は一気に和んだのだ。

　その様子を見守っていた夏基のお母さんは、三人の息子を育てただけあって逞しい人だった。

　きりりとした表情は涼しげで、家族から頼られる綺麗なお母さんだけど、彼女も現役の弁護士で、その言葉は鋭かった。

『夏基が何かしでかしたら、私が芽依ちゃんを弁護して闘ってあげるからね。まったく、恋人を妊娠させるなんてもう。女性の体は繊細なんだから気をつけなさいってあれほど言ってきたのに』

　まるで私の妊娠の責任はすべて夏基にあるかのようにぴしゃりと言い切るお母さんに、夏基は黙って頷いていた。

『芽依ちゃん？　このバカ、悪い奴じゃないんだけど自分の想いにひたすら忠実でね。まあ、私よりもよくわかってるだろうけど、厳しくしてやってね。何かあっても私は芽依ちゃんの味方よ』

『あ、ありがとうございます』

　お母さんの言葉の勢いに気圧されて、私は椅子に腰掛けているというのにあとずさってしまった。

　ちらりと夏基を見れば、くすくす笑っていた。

『良かったな。母さんは俺みたいなバカ息子よりも、芽依の味方だってさ』

『う、うん……』

『あら、私だけじゃないわよ。戸部弁護士事務所は総力をあげて、芽依ちゃんをサポートするって決めてるから』

　さらりとそう言って肩をすくめた夏基のお母さんに、夏基は『はいはい、よろしく』と言って呆れていたけれど。その表情はうれしそうだった。

　私は夏基の家族に受け入れてもらえたことにホッとして、体から力が抜けた。




　朝、珍しくつわりもなく、体調もいい私は気分よくテーブルにつくと、向かいに座った夏基に声をかけた。

「今日、私の部屋から荷物を取ってくるから」

「体は大丈夫なのか？　俺も会社を休んで手伝うぞ？」

「大丈夫。央雅が手伝ってくれるから」

「そうか。だけど、無理するなよ。必要な荷物だけを運んで、あとは業者にお願いしろよ」

「うん」

　テーブルに向かい合って朝ご飯を食べながら、夏基は心配そうに私を見つめる。

　入院してしまったせいで、必要以上に神経質になっているようだ。

「私も夏芽も大丈夫だから、心配しなくて大丈夫だよ」

「……芽依の体に何もなければいいんだ。だけど、絶対に無理するなよ。芽依に何かあったらと思うと……いや、心配し過ぎだな」

「うん、大丈夫大丈夫」

「その言葉は信用できないけど、しっかりしている央雅君は信用してるから」

　夏基はそう言ってコーヒーを飲み干すと、席を立った。

　寝室に着替えにいこうと私の横を通り過ぎるとき、手の甲で私の頬を優しく撫でながら……。

「もう、突然いなくなったり、入院したりするなよ」

　苦笑しながらそうつぶやいた。




　退院したその日から、私は夏基の部屋で過ごしている。

　私の家の方が会社に近く広いこともあり『俺の部屋を引き払ってもいいぞ』と夏基は言ってくれたけど、私はそれを断った。

　夏基の部屋の方が、居心地が良くて落ち着くのだ。

　家を買うときに援助してくれたパパと母さんには申し訳ないけれど、いずれ私の家は手放してもいいかなと思い始めている。

　入籍を来週に控え、もう夏基から離れるつもりはないのだから、この部屋があればそれでいい。

　朝食を終えて洗い物をしていると、リビングに置いてある夏基のスマホが鳴った。

　こんな朝から誰だろうと思っていると、着替えを終えた夏基が寝室から出てきて、慌てて出た。

「もしもし」

　スマホから漏れてくる声を何気なく聞いていると、会話に混じって笑い声が聞こえてきた。

　穏やかで優しい声は女性からのようで気になるけれど、私を気にすることなく明るく笑う声を聞けば、とくに私が気にすることはないらしいとホッとした。

「は？　二次会の司会を俺にって？　お前何考えてるんだよ。他に誰かいないのかよ。そうか……まぁ、いいけどさ。当日の打ち合わせだけでいいのか？」

　夏基の焦る声が気になり、洗い物をしている手を休めてリビングに行けば、夏基は眉を寄せ、顔をしかめていた。

　何があったんだろう。

「ああ、明日の晩に仙台に入る予定だけどな」

　あ、そういえば、週末は友達の結婚式だと言っていた。

　ここ数日の慌ただしさですっかり忘れていたけれど、夏基は明日、仕事を終えたその足で飛行機に乗り、仙台に行くことになっている。

　夏基とこの部屋で過ごし始めて以来、いつも夏基の気配や体温を感じながら過ごしていたのに、週末をひとりで過ごすなんて、考えただけで寂しくなる。

　だけど、友達の結婚式ならいくら寂しくても我慢しなければ。

　明るい声で話す夏基をぼんやり見ていると、不意に目が合った。

「ん？」と笑いかけられて「ううん」と私は首を横に振ると、安心させるように頷いてくれた。

　その笑顔だけで、寂しくてもどうにか頑張れるはずだと自分に言い聞かせる。

「じゃ、明日の晩。着いたら賢けん人とに電話するから。……あ、瑶子、お前はいつ仙台に入るんだ？　そうか、昔からひどい方向音痴なんだから気をつけろよ」

「瑶子……？」

　瑶子ってたしか、大学時代から付き合っていた夏基の彼女の名前だ。

　彼女と別れてからは、その名前を聞くことはなく、夏基の後ろに彼女の影を感じたこともない。

　けれど、今、夏基が話しているのはきっと、瑶子さんだ。

　週末に結婚するのは大学時代の友達だと言っていた。

　瑶子さんも同じ大学だったと言っていたから、ふたりの共通の友達の結婚式なんだろう。

　夏基と瑶子さんの間にはもう、恋愛感情はないと思うけれど、優しく気遣うように『瑶子』と呼ぶ夏基の声を聞けば、やはり不安になる。

　入社して夏基と出会い、同期という枠の中で付き合っていた頃も、体を重ねるようになってからも、もちろん瑶子さんという彼女の存在は知っていた。

　けれど、その存在ははっきりとしたものではなかった。

　夏基の部屋に瑶子さんの物を見つけたこともなければ休日に夏基が彼女に会いに行っている気配もなかった。

『いつも寄り添っている関係じゃないんだ』

　彼女のことを聞けば、そう言ってあっさりと流すだけで、彼女とうまくいっていないのだろうかと、自分に都合よく考えることもあった。

　それでも、大学時代からの付き合いだという恋人の存在に嫉妬して何度も泣いた。

　この部屋に夏基が引っ越した頃に別れたふたり。

　もう半年、されどまだ半年。

「……芽依？」

「え？」

　テーブルを拭きながらぼんやり考えていると、いつの間にか目の前に夏基の顔があった。

「いつも以上にまぬけな顔をしてるぞ」

「ま、まぬけって」

　くすくす笑う夏基に視線を向けると、あっという間にその顔が近づき、唇が重なった。

「……っ」

　夏基に頭を引き寄せられて、その温かさに幸せを感じる。

「明日の晩から仙台に行くけど、大丈夫か？」

「うん、大丈夫」

　キスをしながら話すのは意外に難しく、夏基の唇から離れようとしたけれど、くくっと笑った夏基はそれを許さない。

　逃げる私の唇を追うような熱いキスを落とされ続けて、夏基の首にしがみつかないと立っていられなくなった。

「夏、夏基」

「立っていられないか？　だったらこの辺で勘弁してやるか」

　夏基はそう言って最後に軽く唇をかすめると、私の背中を軽く撫でて気持ちを落ち着かせてくれた。

「芽依、もしも、体が大丈夫だったらお前も……」

「え？　何？」

「いや、芽依も……」

　夏基の声が小さ過ぎて、うまく聞き取れない。

「ごめん、聞こえなかったんだけど。で、どうしたの？」

「いや。いいんだ。なんでもない」

　夏基はふっと表情を緩めると、気持ちを切り替えるように頭を横に振った。

　いったい、何を言おうとしていたのかなと思っていると、夏基の指が目の前に現れた。

「え、何、どうしたの」

　思わずつぶやいた私に、夏基はニヤリと笑った。

「痛いっ」

「くっ。おもしれー」

　夏基は私の頬を指で挟んで引っ張ると、大きな声をあげて笑った。

「も、もう、やめてよ。い、痛いんだからね」

「くくっ。悪い悪い」

　私の頬を引っ張っていた指先は、いつの間にか優しい動きを見せ、ゆっくりと頬を撫で始める。

　私は夏基にしがみついたままその温かさに浸った。この手の温かさを感じるためなら頬なんていくらでも差し出すのに。

　頬だけでなく、何を差し出せば夏基の温もりを感じ続けていられるのだろう。

　入籍を来週に控えた今となっても、不安は消えない。

「あ、会社に置きっ放しの私物を取りにこいって花凛が言ってたぞ」

「うん。礼儀を欠いた辞め方をしたから、ちゃんと謝らなきゃいけないし、体調をみながら、行くつもり」

　もともと会社を退職することは決めていたけど、突然入院してしまったことで退職が早まった。

　周囲の人への迷惑はかなりのものだっただろうし、申し訳なく思う。

　体調のせいだとはいえ、わがままを押し通すように会社を辞めて、夏基から離れようと考えていたけれど。

「夏基……」

　私は夏基の胸に体を預け、その温かさを噛みしめる。

　たとえ私が夏基の〝運命の女〟ではなく、私自身がそのことで苦しんだとしても。

　夏基からは離れられないと実感した今となれば、もうそんなことは考えられない。

　私が妊娠したことによる結婚だとしても、夏基のそばにいたい。

　そばにいれば悲しいことも苦しいこともあるだろうけれど、それでも離れられないのだ。

　夏基の腕の中にいつまでもいたくて、そっと目を閉じた。
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　あまりの忙しさに昼食をとる間もなく、打ち合わせが終わったのは午後三時だった。

　朝から続いていた打ち合わせには、さすがに集中力も切れてしまい、片手で持てる量の図面がやたらと重く感じられる。

　部署に戻る前に休憩をとろうとエレベーターを待っていると、背後から声をかけられた。

「忙しそうだな」

　振り返れば、拓真が立っていた。

「夏基は設計部との打ち合わせだったのか？」

「ああ。やっと終わったからコーヒーでも飲んでくるわ」

「じゃ、俺も付き合うよ」

　拓真はそう言って俺の隣に並んだ。




「芽依は俺の家で元気にやってるよ」

　食堂の椅子に腰かけて、俺は拓真をちらりと見た。

　拓真は俺からそのことを聞きたくてコーヒーに付き合ってくれているはずだ。俺の言葉に表情を緩めた。

「そうか。だったらいいんだ。花凛も心配してるし、あれほど泣いている芽依を見たのは初めてだったから気になっていたんだ」

「泣いて……それっていつのことだ？」

「芽依が入院していたときだ。夏基から離れたくなくて、びーびー泣いてたな」

　からかい半分、説教半分の言葉が、俺の心に響く。

　ちくりと俺を責めるかのような拓真の口調からは芽依への気遣いを感じた。

　今でも夢にうなされて泣くことが多い芽依だが、たったひとりの病室でも泣いていたと知れば、心は痛い。

「芽依とはいつ結婚するんだ？」

「ああ。来週の初めに籍を入れるんだ」

「そっか。子どもも生まれるし早い方がいいな」

　俺の言葉に安心したのか、拓真は、体を椅子の背もたれに預けた。

「なあ、夏基。花凛からの忠告があるんだけど」

「は？　何のことだ？」

「もし夏基が芽依以外の女に手を出したら抹殺だってさ」

「抹殺って、花凛が言うと冗談に聞こえないから怖いよな」

　花凛なら本当にやりかねない。

　仲のいい同期の中でも、芽依と花凛は本当に仲がよくて、とくに花凛の芽依への愛情は家族に対するもののようでもある。

　そのせいか、芽依の退院後、花凛と拓真の家でお世話になるはずだったと聞いたときにもそれほど驚かなかった。

「俺は芽依以外愛してないし、他の女に手を出すなんてありえない。って、ちゃんと花凛に言っておいてくれ」

　俺の正直過ぎる言葉に拓真は驚き、飲みかけていたコーヒーにむせている。

　そして、どうにか落ち着いたあと、拓真は苦笑しながら口を開いた。

「芽依が夏基ひとすじだって、どうして夏基は気づかないのか花凛はいつもイライラしてたよ」

「花凛は、芽依と高橋専務との関係を知っていたんだな」

「ああ。かなり前に芽依から聞いていたらしい。だけど、そのことがなくても、芽依の様子を見れば夏基のことだけを想っているって丸わかりなのにどうしてって怒ってたぞ。夏基が芽依を好きだってこともすぐにわかるのに、それに気づかない鈍感な芽依にもイライラしてたけどな」

「そっか。花凛らしいな」

「社長の娘だって言いたくなかった芽依の気持ちはわかるけどさ、せめて夏基にだけは高橋専務の妹だってことを言っておけば良かったんだよな」

　拓真の言葉に、俺は首を横に振った。

「芽依が俺を信じて、安心して本当のことを言える……自分が高橋専務の妹だと言える関係を築けなかった俺が、悪いんだ」

　芽依を愛し、何度も体を重ねていたというのに、俺は『〝運命の女〟にはいつ会えるんだろう』と何度も口にしていた。

　いつか高橋専務に芽依を連れ去られるのではないかと、そして俺は忘れ去られるのではないかと、そんな不安を隠すために言っていた言葉。

　それを聞かされていた芽依は、どれほど傷ついていただろうか。

　少なくとも、妊娠したことを俺に伝えることができず、俺の前から姿を消すという選択をするほど、傷ついていた。

　おまけに、俺が結婚しようと言ったときには『赤ちゃんのためだけに結婚はできない』と言って泣きだした。

　決してそれだけの理由ではなく、芽依を愛しているからこそ結婚したいのに、うまく伝えることができなかった。

　それでも、入院をして俺と離れていた間に色々考えたのか。

『でも、夏基と離れるなんてできないってわかったから、お嫁さんにしてください』

　と、泣き笑いの表情を見せた。

　その顔を見た瞬間、もう離さないと、そして俺だけのものにすると、俺は思いを込めて芽依を抱きしめた。

　たとえ今は芽依が心から安心できる場所になれないとしても、俺が芽依の不安ごと全部を引き受けて、幸せにしようと誓った。

　けれど、毎晩俺の腕の中でうなされ泣いている芽依を想うと、芽依にとって俺との結婚はまだまだ不安だらけのものなのだと実感している。

「夏基、夏基！」

「あ、悪い」

「何ぼんやりしてるんだよ」

「いや、別に」

　拓真のからかうような声に、意識を呼び戻す。

　最近、以前にも増して芽依のことばかりを考えているな。

「あ、そういえば夏基は秘書課の美み乃のちゃんとシステム開発部の駆かけるが結婚するって聞いたか？」

「あ、ああ、ちらりと聞いたけど」

　俺と芽依の結婚の話題で社内は盛り上がっているが、一方では駆と美乃ちゃんの婚約の話題も社内を賑わせている。

　美乃ちゃんには社外に婚約者がいるというのは周知の事実で、美人で性格もいい彼女を狙いたい男たちのため息を誘っていたというのに。

　いつの間に駆との関係が深まっていたんだと驚いたが、それが恋愛の醍だい醐ご味みなのかもしれない。

　俺がふたりのことを知ったのは偶然で、芽依に贈る指輪を選んでいるときに店で会ったのだ。

　駆の隣でにこやかに笑っていたのが秘書課の美乃ちゃんだと気づいたときには信じられなかったが、ジュエリーショップにいる理由なんてひとつしかなく、お互い気恥ずかしい雰囲気で笑い合うしかなかった。

「芽依が社長の実の娘ってのも驚きだけど、美乃ちゃんの元婚約者が高橋専務の義理の弟だったっていうのもびっくりだな。あ、夏基も高橋家とは親戚になるんだよな。そのうち役員にでもなるんじゃないのか？」

「まさか。そんなつもりはないよ。それに芽依は高橋の籍から抜けているから関係ない」

　そのことは、高橋専務にもはっきり釘をさされているし、興味もない。

「夏基も知ってるだろうけど、芽依は子どもの頃から家族との縁が薄くてあまり幸せじゃなかったらしい。これからは、夏基が幸せにしてやれよ」

「わかってるよ」

　拓真の真面目な口調に視線を上げると、じっと俺を見る視線とぶつかった。

「もう、芽依を泣かせるな。存分に愛してやれよ。もし泣かせたら、それこそ花凛に消されるぞ」

「心配するなって花凛に言っておいてくれ。必ず芽依を幸せにするから、大丈夫だ」

「……ま、頑張れ。もうすぐお父さんなんだからな」

「ああ、来週、病院の父親教室でお勉強だ」

　拓真は俺の言葉を聞くと、安心したように笑った。




　日付が変わる頃、ようやく家に帰ることができた。

　いくつかのプロジェクトを同時に進めているせいで、就業時間のほとんどは打ち合わせに取られ、細かい処理はそのあとになってしまう。

　これから半年近くもこれが続くのかと思うと、さすがに投げ出したくなる。

　夏芽が生まれたあともこの状態が続くのなら、子育てを楽しむ時間はないんじゃないかと気持ちは下がる。

「ただいま」

　玄関に入ると、奥から芽依が小走りに出てきた。

　その姿を見れば愛しくて、疲れで重い体がふっと軽くなるような気がする。

「お帰りなさい。今日もお疲れ様」

「ああ。くたくただよ。このまま立って眠れるくらい」

「ふふ。開発部の若きリーダーだもんね。だけど、無理はしないでね」

　俺の腕に手を置き、にっこりと笑う芽依がかわいくて、思わず頭を引き寄せた。

　お風呂あがりの香りを感じながら唇を重ねると、今日一日の疲れが消えていく。

　絶えず抱えている芽依への不安と罪悪感も消えてなくなればいい。

　俺に体を預ける芽依をさらに抱き寄せて唇から気持ちを注いでいると、今まで俺が芽依に見せていたずるさが許されるような気がする。

　唇をゆっくりと離すと、上気した赤い顔の芽依が目に入る。

　芽依の濡れた唇を親指で拭うと、力が入らないのかぎゅっとしがみついてきた。

　その仕草にぐっときて、たまらなくなる。

「もう降参か？」

「うん、降参。夏基には最初から負けてるもん」

「そうだよな。俺が触れるだけですぐに反応するもんな。……いてっ」

　俺の胸に顔を埋めたまま、芽依が俺の足を蹴った。

「は、反応なんて、恥ずかしいこと言わないでよ」

　耳を真っ赤にして照れる芽依が愛し過ぎて、このまま一生離さないと改めて思う。

　一生、俺の隣で笑っていろよ、そして俺を幸せにしてくれ。

　俺は芽依の背中をゆるゆると撫でながら、深い息を吐き出した。

「芽依、いいもんやるよ」

「え？」

　相変わらず俺の胸に頬を寄せている芽依に声をかけ、その腕をつかんだ。

　芽依の手を引いてリビングに入ると、

「ご飯できてるよ。先に食べたら？」

「まずはこっちが先」

　俺の様子に首をかしげる芽依をソファに座らせ、俺はその隣に並んで腰掛けた。

「夏基、どうしたの？」

　見上げる瞳は大きく揺れていて、この状況にかなりの不安を感じているようだ。

　そんな様子を見せられればさらに愛しく感じると、芽依は気づいていないのだろう。

　こんなにかわいい芽依を、他の誰にも見せたくない。

　芽依は一生俺のもので、誰にも渡さない。

　芽依が俺のそばにいて、愛してくれることだけが俺の人生なのだ。

「あ、あの、夏基？」

　その唇を俺の唇で塞げば、ためらいがちに応える俺だけの恋人。

　啄むように繰り返すキスの音が部屋に響き、体温も一気に上がった気がする。

　そして、いつの間にか俺の首に回された芽依の左手をつかみ、ゆっくりとふたりの間におろした。

「芽依」

「ん……何？」

　ぷっくりと膨らんだ赤い唇にどきりとしながら、俺はスーツのポケットからベルベットのケースを取り出した。

　そして、芽依の目の前でゆっくりと開ける。

　芽依ははっと息をのみ、目を見開いてそれをじっと見つめる。

　ケースの中の輝きに目を細めたあと、涙ぐんだ瞳で俺を射る。

　その瞬間、これ以上芽依に魅かれることは不可能だと思っていた自分の気持ちが間違いだとわかる。

　どこまで俺は、芽依に堕ちていくのだろうか。

　芽依が退院したあとの慌ただしさの中、指輪を渡すタイミングを見つけられずにいたが、仙台に行く前に渡そうと思い、緊張しながら帰ってきた。

「芽依と夏芽を、一生幸せにするから。結婚して欲しい」

　最初のプロポーズを受け入れてもらえなかったことを思い出したが、その不安を押しやり、ゆっくりと言った。

　緊張で声がかすれるのはどうしようもない。

「婚姻届にサインもしたし、夏基のお嫁さんになるって、言ったのに。ちゃんと結婚するよ。私も、夏基と夏芽を大切にするから、よろしくお願いします」

　小さな声でそう言った芽依の表情はどこか曇っていて、その口元が笑っていないと感じるのは気のせいだろうか。

「ねぇ、はめてくれる？」

「あ、ああ」

　俺は差し出された芽依の左手をとり、指輪をその薬指にはめた。

「綺麗……ありがとう」

　天井の照明に左手をかざしながら指輪の輝きに見惚れる声は、たしかに喜んでいるようだが、ためらいも感じる。

　結婚したいという俺の気持ちを信じられないのだろうか。

　これまでの俺の言葉に傷ついているのだろうと、改めて過去を悔やむが、それでも芽依を手放すことはできない。

　俺にできるのはただ、芽依の傷ついた心と不安に揺れる瞳を受け止めて、何倍もの愛で包み込むことだけだ。










ＬＯＶＥ13　離ればなれの週末




　翌朝、夏基は小さなスーツケースを転がしながら出勤した。

　家を出る間際まで絶えず私のことを気遣い、

『大丈夫か？』

『何かあったらすぐに電話しろ』

　と何度も言っていた。

『夏芽の心配がなかったら、芽依も一緒に連れていくのに』

　ぽつりとつぶやいた夏基の言葉がうれしくて、沈みがちな気持ちがほんの少し浮上した。

　たった三日間会えないだけだというのに、一か月も会えないような寂しさを覚えながら夏基を見送った。

　私と同じ寂しさを夏基が抱えているのはその表情を見ればたしかで、『芽依は夏芽と一緒でいいよな』とぶつぶつ言っていた後ろ姿に思わず抱きつきたくなった。

　夏基が私と離れることを寂しがってくれるのはうれしいけれど、私が隠している不安が消えることはない。

　夏基と瑶子さんが結婚式で会うという不安は、そのことを知って以来、日を追うごとに大きくなっているのだ。

　大学時代の友人の結婚式に、『行かないで』とは言えず、久しぶりに会う友達との時間を楽しんで欲しいとも思うけれど。

　瑶子さんのことが気になって仕方がない。

　夏基が何も言わないのは、それが大したことではないと思っているからなのか、それとも、瑶子さんへの想いがまだ残っているから言えないのか。

　何度考えても夏基の気持ちはわからないけれど、夏基の気持ちがどうであれ、私は不安を抱えたままでも夏基のそばにいようと決めている。

　左手の薬指に光る指輪の輝きを見れば、その輝きにわずかながらも自信がわいてくる。

　夏芽が私のお腹に宿ったと知って、慌てて用意したんだろうな。

　ソファに座り指輪を見ていても、夏基と結婚できる幸せを心底喜べない自分に泣きたくなる。

　この幸せは、夏芽の存在がなければ得られなかったのだと思うと、悲しくなるのだ。

　もしも夏芽がいなければ、夏基は私との関係をどうするつもりだったんだろう。

　それが気になって仕方がないというのに、肝心なことを聞く勇気のない自分が情けなくてどうしようもない。




　夏基を見送ったあと、私は家の片づけにとりかかった。私の家から運び込んだ荷物を整理しなければならないのだ。

　まずは自分の洋服をしまう場所を確保するために、寝室のクローゼットの扉を開けた。

　夏基の洋服を確認しながら中を整理していると、大雑把にまとめられた封書の束が目に入った。

　夏基に聞いてから片づけようとそれを手に取ったとき、束ねていた紐が緩み、その中のいくつかが足元に散らばった。

「ああ、やっちゃった」

　ひざまずいてそれを拾おうとしたとき、伸ばした手が止まった。

　私の手の先に落ちているのは、今よりも若い夏基の笑顔だった。

　綺麗な夜景を背景にして、にっこりと笑っている写真がそこにある。

　そして、夏基の隣に寄り添っているかわいい女の子に視線が釘付けになった。

　小柄で、ふわふわしたパーマが似合っている。

　背が高くクールな外見の私とは正反対の女の子だ。

「瑶子さん？」

　床に散らばった何枚かの写真を拾って見ると、すべて夏基と瑶子さんらしい女性の写真だった。

　大学時代のふたりだろうか。大人びた今の夏基もカッコいいけど、学生時代の少年らしい雰囲気を持つ夏基もかなり素敵だ。隣にいる瑶子さんとはお似合いで、とても幸せそうに見える。

　わかってはいたけれど、私と出会う前の夏基の人生には瑶子さんがいて、ふたりは同じ時間を過ごしていたんだと思い知らされた。

　どれだけ私が夏基を好きだとしても、過去を変えることはできないし、瑶子さんとの時間をなかったことにはできない。

　今の夏基は私との結婚を望み、私を大切にしてくれるけれど。

　もしもこの先、夏基と瑶子さんが再び寄り添うことがあればどうしたらいいのだろう。

　夏基を引き止める力が私にあるのか、自信がない。

　だめだ、胎教に悪過ぎる。

　落ち込むことは考えないようにしなきゃ。

　ふうっと息を吐き、散らばった写真を手早く片づけて部屋の整理もやめた。

　気持ちを切り替えるように勢いよくクローゼットの扉を閉めると同時に、不安でいっぱいの心の扉も閉じた。

　私には夏芽がいるから大丈夫。

　だから夏基は私のそばにいてくれるはずだ。

　夏基は夏芽のお父さんになるんだから、私たちから離れることはない。

　瑶子さんに再会しても大丈夫、ちゃんと戻ってきてくれる。

「あ……」

　ふと浮かんだその想いに愕然としてしまった。

「ははっ……」

　私はクローゼットの扉に背中を預け、ずるずると座り込んだ。

　赤ちゃんができたからという理由で結婚するのは嫌だと言っておきながら、そのことにすがっているのは私だ。

　夏基と瑶子さんの再会を不安に思い、そして私への気持ちを疑っている。

　そんな負の感情を追い払うために夏芽の存在を利用している。

　私はなんてずるい人間なんだろう……。

　この先、私と夏基は夏芽がいなければ成立しない関係になってしまうのだろうか。

　それはお互いへの愛情ではなく、夏芽への愛情だけでつながった夫婦になるということだ。

　けれど、夏芽の存在だけで一生夏基を引き止めることはできないと、誰よりも私が一番わかっている。

　子どもの頃の私は、父さんと母さんの仲をとりもつ〝かすがい〟にはなれなかったのだから。

　将来、夏芽にも私と同じ悲しみを与えてしまうのかもしれない。

　今ならまだ引き返せるかもしれないけれど、私はもう、夏基からは離れられない。

　そのことも、私はよくわかっている。










ＬＯＶＥ14　元恋人との再会 ～夏基ｓｉｄｅ～




「は？　部屋がない？」

　仕事を無理矢理終わらせて、飛行機に飛び乗りやってきた仙台。

　ホテルのロビーに着いて、チェックインしようとフロントに向かっていると、背後から懐かしい声が聞こえて振り返った。

「瑶子……」

「ごめんね。賢人の親戚が急に前泊するってことになっちゃってさ」

　慌てて俺のもとにやってくる顔を見て何かあったとすぐにわかったが、まさか俺の泊まる部屋がないとは思いもしなかった。

「相変わらずのマイペースだよな。よく賢人に捨てられなかったな」

　ため息交じりにつぶやく俺の言葉に動じることなく、瑶子はにっこり笑った。

「だって、賢人は私にべた惚れだもん。誰かさんと違ってさ」

　瑶子はそう言うと、人差し指で俺の胸元を軽く突いた。

「それはお互い様だろ？」

「ふふっ。そうね。お互いに間違った選択をしなくて良かったってことよね」

　綺麗な笑顔を見せる瑶子は本当に幸せそうで、わかってはいたが俺と別れて正解だったと思う。

　大学時代から四年ほど付き合っていたとはいえ、本当の恋人になりきれない関係だった。

　何度体を重ねても埋めることのできない距離に悩んでいた。

　それでも付き合っていたのは、他に好きな女がいなかったからだと今ならわかる。

　それは瑶子も同じで、別れる理由がないから付き合っていた曖昧な状態。

　その状態に終止符を打ってからたった半年で、こんなにいい顔を浮かべるようになった瑶子に驚かされた。

　相変わらずのマイペースぶりには呆れるが、賢人はそんな瑶子とうまく付き合っているのだろう。そうでなければ結婚することもないだろうし。

「で、俺は今晩どこに泊まればいいんだ？」

「へへっ。絶対にびっくりするから、ついてきて」

　いたずらっ子のような懐かしい笑みを向けられて、何だか嫌な予感がした。

　けれど俺にはどうすることもできず、エレベーターに向かう瑶子について歩きながら今日一日の疲れをどっと感じていた。




「うわっ、本気かよ」

「どう？　気に入った？　今晩はこの部屋を使ってね」

「使ってねって。俺ひとりでこんな部屋を使うなんてもったいないだろ」

　連れてこられたのは最上階のスイートルームだ。

　窓から見えるきらびやかな夜景に圧倒され、部屋の広さに呆然とし、あっけらかんとしている瑶子を睨んだ。

「そんな怖い顔しないでよ。前泊用に押さえていたんだけど、私の両親が式の前日くらい同じ部屋に泊まれって言うし」

「……だろうな」

「まぁ、その気持ちもわかるから、最後の親孝行も兼ねてそうすることにしたの」

　瑶子は肩をすくめ、照れくさそうに笑った。

「だったら瑶子が両親と一緒にこの部屋に泊まればいいじゃないか」

「あー、それはちょっとねえ」

「部屋も広いしその方が楽だろ？　俺が瑶子の親の部屋に泊まればいいし」

「その……。両親が嫌がってるんだよね。はは。」

「は？　なんでだよ」

「この奥の寝室にあるベッドで明日賢人と一緒に寝るんだなぁって想像しちゃいそうで嫌なんだってさ。まあ、親に愛されてる娘だからさ、私」

　苦笑しながらも照れる瑶子に笑ってしまった。

「なるほど」

　まあ、親だったら当然の感情かもしれない。

「わかったよ。ありがたくこの部屋を使わせてもらうよ」

　俺の言葉にホッとした笑顔を見せた瑶子は、ふと何かを思いついたような表情を作り俺を見た。

「彼女、芽依ちゃんだったよね。連れてきたら良かったのに」

「ああ、まあ、そうだな」

　それは、この仙台行きが決まってからずっと俺も考えていたことだ。

　この腕に芽依を抱いて眠る夜の温かさに幸せを感じ、朝目覚めれば最初に目に入る芽依の寝顔から生きる喜びをもらう。

　他の誰にも渡したくない愛しい存在が、俺を単なる弱い、芽依への愛情に溺れる男に変えてしまった。

　芽依の体調が良ければ、ここに一緒に連れてきたかったが、夏芽の状態もまだまだ不安定だからと思い、諦めたのだ。けれど、ここまで豪華な部屋に泊まることができるとわかっていれば、どうにかして連れてきたかったなと思う。

「私には見せてくれなかったね」

「……何？」

「誰かを想って愛しそうに笑う夏基、初めて見た」

　瑶子の言葉には、安堵と優しさが感じられる。

　俺と別れたとき、瑶子は芽依の存在を察していたはずなのに、俺を責めることはなかった。

　それどころか今もこうして俺の幸せを喜んでくれている。

　瑶子から別れを切り出したとはいっても、俺が瑶子を傷つけたことに変わりはないのに、昔と変わらず屈託のない態度で接してくれる。

　人としての大きさに、頭が下がる思いだ。

「瑶子だって、俺といたときよりもずっと綺麗になったな。賢人に感謝しろよ」

　照れる気持ちを隠すようにそう言った俺に、瑶子は大きな笑顔を見せてくれた。

　それこそ俺が見たことのない華やかで幸せに満ちた笑顔だ。

　ふたりの間に、付き合っていた頃にはなかったゆったりとした時間が流れ、落ち着いた空気に包まれる。

「俺も、来週、籍を入れるんだ。そのうち俺の奥さんを紹介するよ」

「うん。楽しみにしてる。ちょっとホッとした。私に未練なんて持たれたままでも困るなあなんて思ってたし」

　肩をすくめる瑶子と笑い合いながら、ようやく大きな気がかりが消えたような気がした。

「じゃ、下のラウンジでみんな待ってるから来てね。さすがに明日花嫁になる私は早々に退散するけど」

　そう言って、瑶子はさっさと部屋をあとにした。

　その後ろ姿に感謝しつつ、今すぐ芽依に会いたいと思いながら、光が溢れる夜景を眺めた。










ＬＯＶＥ15　指輪の真実




　夏基がいない金曜日の夜。

　それを知ってか知らずか、父さんと兄さんから夕食を一緒に食べようと言われて行くと、何故かその場にいる誰もが浮かれていた。

　高橋の家にはたくさんの人が集まることが多く、すでに高橋の籍から抜けている私が交じっていても、誰も不思議に思わないようだ。

　父さんが私を猫かわいがりしているせいか、今でも私はこの家の娘のようにみんなが扱ってくれる。

　それはそれで複雑だけど、離婚して長いというのに何故か母さんもこの場にいるし、央雅だって顔を出す。

　そうなれば母さんの再婚相手であるパパも登場し、不思議な感覚の中で食事は進むのだ。

　久しぶりにこの家に来たけれど、普段はあまり会わない面々もいて、「何かある」と身がまえた。

　もしかしたら、私の婚約祝いでもするのだろうかとうんざりもする。

　そうなれば妊娠のことも言わないわけにはいかず、いつここから逃げ出そうかと考えていたとき、「芽依」と近くにいる誰かから声をかけられた。

　辺りを見回せば、リビングで料理や飲み物の準備をしている人の中から利とし也や君が顔を出した。

　利也君は真里さんの弟で、私と同い年の男前だ。

　会社近くでカフェを経営していて、私も退職前には時々コーヒーを飲みにいっていた。

「利也くんがここに来るって珍しいね」

「……まあな」

　私の問いに、利也君は気まずそうに笑った。

　世間でも名前が知られている有名大学を卒業している利也君は、これまで何度も兄さんから『うちの会社に入って働け』と言われている。けれど、カフェの店長という仕事を楽しんでいる利也君にその気はなく、親族の集まりにも滅多に顔を出さない。

　それなのに、どうして今日はわざわざ来たんだろう。

「あ、もしかしてとうとう結婚が決まったの？　長い婚約期間だったもんね」

　ふと思い出して大きな声で叫んだ私に、利也君は照れた笑顔を見せた。

「やっぱり、そうなんでしょ」

「あー。たしかに結婚するんだけどさ」

　利也君は言葉を濁し、その視線は宙を泳いでいる。

「どうしたの？　結婚したくないの？」

「いや。結婚はしたいんだけどな」

　ジーンズのポケットに右手を突っ込んで、左手で首の後ろを押さえる仕草は見惚れるほどさまになっている。

「何照れてるの？　美乃ちゃんとのことならとっくに知ってるよ」

　美乃ちゃんは、父さんの友人の娘だ。両親を交通事故で亡くして以来、父さんが何かと面倒をみている。

　兄さんの結婚が決まったとき、父さんは真里さんの弟である利也君をひと目で気に入った。

　自分と同じ大学、それも同じ学部の出身だということもあり、利也君を自分の会社に入社させようと説得したけれど、それは利也君にはまったく興味のない話で、頷くことはなかった。

　それでも諦めきれなかった父さんは、子どもの頃からかわいがっていた美乃ちゃんを利也君の婚約者として周囲に発表してしまった。

　父さんは、美乃ちゃんを正式に自分の身内にできると大喜びだったけれど、父さんに恩がある美乃ちゃんが断れるわけもなく、利也君と美乃ちゃんの本心がわからないまま今日に至っている。

「いつ美乃ちゃんと結婚するの？」

「しないよ」

　利也君に問いかける私に、背後から弾んだ声がかけられた。

　慌てて振り返れば、グラスを乗せたトレイを持つ、美乃ちゃんがいた。

「え、でも利也君は結婚するって言ったけど」

　訳がわからず聞き返す私に、美乃ちゃんと利也君は肩を揺らして笑った。

　そして、美乃ちゃんは手にしていたトレイを近くのテーブルに置くと、私の前に立った。

「じゃじゃーん」

　美乃ちゃんが私の目の前に左手を差し出して見せた。

「え……？　綺麗な指輪だね」

　美乃ちゃんの行動がよくわからない私は、助けを求めるように利也君を見た。

「美乃がはめてる指輪は、俺があげた指輪じゃないってことだよ」

「え？　ど、どういう」

「佐伯さん、鈍感過ぎますよ。ね、利也君」

　明るく笑う、美乃ちゃんと利也君。

　ふたりは婚約しているはずなのに、美乃ちゃんが自慢げに私に見せてくれる指輪は利也君が贈ったものではないってことだろうか。

「えー。わからないよ」

　思わず大きな声を出してしまった私に反応して、準備を進めていたみんなの手が止まる。

　兄さんがキッチンから姿を見せると、その顔にからかい気味の笑みが見えた。

「さ、食べながら説明するから。みんな集合」

　兄さんの声に促されてテーブルに着くと、目の前の席には美乃ちゃんが座り、そしてその隣りには……。

「え、嘘っ。駆君？」

「どうも。お久しぶりです。あ、体調はいかがですか」

　駆君は、社内でも爽やかな笑顔が有名な好青年だ。仕事で必要なシステムを開発してくれる、システム開発部期待の有能な若手でもある。

「どうして駆君がここにいるの？」

　訳がわからず固まっている私を見て、兄さんが口を開いた。

「退職したら、何ひとつ情報が入ってこないんだな。美乃ちゃんと駆君の婚約の話題は、戸部君と芽依の婚約の話題と並んで社内を騒がせているんだぞ。戸部君は何も言わないのか？　お前が辞めてからずっと、ひとりで騒動に対処してるぞ」

「騒動？」

「ああ、他人の恋愛ごとは何かと楽しいからな。兄である俺の目を盗んで付き合っていただとか、芽依が会社を辞めたのは俺の怒りに触れたからだとか。根も葉もない噂に振り回されてるようだけど、戸部君はまあ、芽依が手に入ればそれでいいって言って聞き流してるみたいだな」

「そんな、何も聞いてないけど」

「戸部さんは会社で何を言われようが、気にしていないみたいですよ。最近は佐伯さんが待つ家になるべく早く帰るために、毎日ひたすら仕事に集中してるって話も聞いてます。よっぽど佐伯さんが好きなんですね」

「え、そ、それはその。私だって好きだし、っていうか大好きだし。今は一緒にいられて幸せだし……」

　駆君の言葉に反応して、私の口からは他人には聞かせたくない甘い言葉が飛び出した。

　夏芽がいるお腹を両手で撫でて、さらに優しい気持ちに浸っていると、周囲からのからかうような視線に気づいた。

「あ、あの、今のはその、じょ、冗談……っていうわけでもないんだけど」

　あわあわと焦る私に、いっそう視線が集まり、思わず俯いた。

　母さんやパパ、央雅までもがニヤニヤ笑っているのもちらりと見えて、どうしようどうしようと、何度も心の中で繰り返す。

　そのとき、兄さんの声が響いた。

「とりあえず食事にしよう。まずは利也と結ゆ華かさん、美乃ちゃんと駆君の結婚を祝って乾杯だ」

「え？　結華さん？　って誰？」

　兄さんが何を言ってるのかよくわからず、さらに戸惑う私を無視したまま、兄さんは手元のグラスを手にした。

　私もその声につられて手元のグラスを手に取った。

　もちろん妊娠中だから、お酒ではなくお茶なんだけど。

「利也、結華さん。美乃ちゃん、駆君。あ、ついでに芽依も婚約おめでとう。全員の婚約と、それぞれの幸せを祈って、乾杯」

　私はついでなのかと、少しがっかりしながら乾杯の声に交じる。

「芽依」

「ん？」

　私の左に座っている利也君が、声をかけてくれた。

　視線をそちらに向けると、いつの間にか利也君の席の隣に座っていた女の子が目に入った。

　ベージュのワンピースがよく似合っている細身の女の子には見覚えがある。

「え、三み村むらさん？」

「はい。お久しぶりです」

　利也君の隣にいたのは、秘書課の三村さんだった。

　いったいどうして彼女がここにいるんだろう。

　たしか三村さんは美乃ちゃんと同期だったような気がするけど、それだけの関係でこの場にいるとは思えないし。

「えっと、利也君の隣に三村さんってことは、その。そういうことなのかな」

　混乱する頭を整理しながら考えてみる。

　利也君と並んで照れている三村さんの様子を見れば、きっと彼女が利也君の婚約者なのだろう。

「この展開がまだよくわからないんだけど。とにかく、おめでとう。で、美乃ちゃんとの婚約はどうなったわけ？」

　事情がわからなくて、三村さんを気にしつつも聞いてみた。

　すると、利也君は隣に座る三村さんの腕に手を置いて、安心させるように笑いかけた。

　その表情には、すべてを引き受けるような余裕が満ちている。

　お客様相手の仕事をしている利也君の笑顔は見慣れているけれど、今の笑顔にはあまりにも色気があり艶もある。三村さんを前にして、隠していたに違いない魅力が全開だ。

「……利也君、何も言わなくていいよ。そのとろけそうな顔を見てよくわかったから。大好きな三村さんと、幸せになってよ」

「ああ、ありがとう。俺は、結華と結婚するし、美乃ちゃんは駆君と結婚するんだ。ただ、俺は芽依のお父さんが俺と美乃ちゃんとの縁をつないでくれたことには感謝してるんだ。そのおかげで結華と出会えたんだから。まあ、この展開の詳細は、そのうちに」

　そう言って笑う利也君と、つられて微笑む三村さん。ふたりを見ているだけで体がかゆくなりそうだ。

　ふたりがどういうなりゆきで結婚を決めたのか、そして美乃ちゃんと駆君の結婚のいきさつも何もわからないけれど、四人とも幸せそうだから、まあ、いいか。

「ふたりとも、おめでとう」

「あ、ありがとうございます」

　私の言葉にいち早く反応したのは利也君ではなく三村さんだった。

　父さんの一存だったとはいえ、婚約者がいる利也君との結婚が決まるまでは、悩んだだろうし苦しんだに違いない。

　ホッとしたように顔をほころばせたふたりの間に漂う甘い空気が羨ましい。

　言葉を交わしているわけではないのに、ふたりを取り巻く空気が特別な色を放っているようで、切なくなった。

　私と夏基にも、いつかはそんな空気に包まれる日がくるのだろうか。夏芽の存在を理由に結婚する私たちに、利也君たちのような空気が作り出せるのか、自信がない。

　そういえば、今、夏基は仙台で何をしているんだろう。

　もしかしたら、瑶子さんと楽しい時間を過ごしているのかもしれない。

　私のこと、忘れていたりして……あー、だめだめ。

　せっかくのお祝いの席なのに、落ち込んでいる場合じゃない。

　気持ちを切り替えて、まずはテーブルに並ぶ料理を食べようと箸を手にしたとき。

「あ、その指輪」

　向かいに座る美乃ちゃんの大きな声に驚いて、手が止まってしまった。

「その指輪だ」

「え？」

　美乃ちゃんは、私の左手薬指に光る指輪をじっと見ながら隣の駆君の上着の裾を引っ張っている。

「ねぇ、あのとき戸部さんが買っていた指輪だよね。駆が私に買ってくれた指輪よりもゼロがひとつ多い指輪」

　隣の駆君の腕をバンバンと叩きながら興奮気味に話す美乃ちゃんは、まさしく私の指輪に向かって叫んでいる。

「おお。やっぱりゼロがひとつ増えると輝きは何十倍にも増すもんだな」

「な、なんのこと？」

　じっと見つめるふたりの言葉の意味がわからなくて、思わず椅子ごとあとずさった。

　美乃ちゃんは、しきりに「次はあれくらいの指輪が欲しい」と言っているし、駆君は「まだまだ無理」と言って笑っている。

　戸惑う私に、駆君はニヤリと笑いかける。

「戸部さん、迷わずそれに決めてましたよ」

「は？」

「佐伯さんが会社を辞める前日の日曜日に、戸部さんとジュエリーショップで会ったんですよ」

「前日って、嘘。私が入院していた日？」

「誰にも渡したくない女がいるんだって、照れながら教えてくれたんですけど、まさかそのときは相手が佐伯さんだとは思わなかったんですけどね」

「あ……うん」

「無理矢理にでも俺の指輪をはめるって言いながらも自信なさそうに笑っていて。あれだけ女に人気のある戸部さんとは思えなくてびっくりでしたね」

「そう……」

　誰にも渡したくないって、それは私のことだと思っていい……んだよね。

　会社を辞める前日の日曜日といえば、私が入院していた日だ。そのとき、夏基はまだ私が高橋専務の妹だと知らなかったはずだし、私が妊娠していることも知らなかったはず。

　それなのに、私への指輪を用意してくれていたってことは、私を愛しているってこと……なのかな。

　夏芽の存在を知る前にこの指輪を用意していたのなら、夏芽の存在だけで結婚を決めたわけではなく、心から私と結婚したいと思っていたということだろうか。

「芽依？」

「え？」

　気づけばみんなが私を見ていて、隣の利也君がハンカチを差し出してくれた。

「ハンカチ？」

「涙、拭けよ」

　はっとして手を顔にあてると、たしかに泣いている。

　私は利也君から差し出されたハンカチを借りて、目を塞いだ。

「えへへっ。妊娠すると涙もろくなっちゃって」

　震える声でそう言っても説得力はないけれど、とりあえずごまかしてみた。

　けれど、涙は止まらず、恥ずかしさがこみあげてくる。

「ちょっと顔を洗ってくる」

　私はこみあげてくるいくつもの感情をどうしていいのかわからなくて、慌てて席を立った




　二階のベランダに出ると、夏の匂いと、肌にじんわりくる湿気を感じる。

　それほど過ごしやすい風が吹いているわけでもなく、どちらかといえば気分も滅入りそうな、じめじめした夜。

　それでも、単純な私の気持ちは少しずつ晴れやかになってきた。

　ようやく涙も止まり、気持ちも落ち着きを取り戻しつつある。

　そしてじわじわと、ゆるゆると、夏基の気持ちが私の中に染み入ってきた。

　月の光にかざした指輪は、日の光にあたった時とは違う輝きを私に見せてくれる。

　そう見えるのは、私の心が変化したからかもしれない。

「夏基」

　夏基は、どんな想いでこの指輪を用意してくれたんだろう。

　私と兄さんの関係を誤解したまま指輪を選ぶという、そんなつらい時間を過ごしていたなんて、想像するだけで胸が痛む。

　私が勇気を出して本当のことを話していたら、もっと早く夏基を楽にしてあげられたはずなのに。

　私を〝運命の女〟にして欲しいと素直になっていたら、今頃はふたりでもっと幸せになっていたかもしれない。

　夜空を見上げると、雲の切れ間から月が見え隠れし、明るい光がうっすらと届く。

　仙台の空は晴れているのかな。

　晩ご飯はちゃんと食べたのかな。

　今日は電話するのは控えようと思っていたけど、どうしても夏基の声が聞きたい。

　指輪に託された想いを聞いてみたい。

　私はポケットからスマホを取り出して、夏基の番号をタップした。

　けれど、十回目のコール音のあと聞こえてきたのは、待ち望んでいた愛しい声ではなかった。

『もしもし？　夏基なら会社用のスマホに電話があって席を外してますよ』

「あ、はい。あの……」

　聞こえてきたのは、明るい女性の声だった。

『夏基』と呼び捨てにするくらいだから、かなり親しい関係の女性だと思った途端、はっとした。

　もしかしたら、瑶子さんだろうか。

「あの、夏基が戻ったら、えっと……。いえ、いいです、大丈夫です」

　突然のことに動揺してしまって、とりあえず電話を切ろうとしたとき、スマホから大きな叫び声が聞こえてきた。

『待って！　芽依さんでしょ？』

「え？」

　私の名前が響き、慌ててスマホを耳にあてると、かなり慌てた様子の声が聞こえてきた。

『お願い切らないで。誤解だよ、私は瑶子っていう夏基の古くからの友達でね。聞いてる？』

　気遣うような声からは私への敵意も何も感じられず、どうにか気持ちを落ち着けた。

「えっと、あの、前、夏基と付き合っていた」

『そう、その通り。でも、今はもう明日他の男の花嫁になるのを楽しみにしている単なる友達だから』

「え、花嫁って、ええっ」

　予想外の事実を聞かされて、スマホを握る手に力が入った。

『あのバカ、やっぱり芽依さんに言ってなかったのね。あ、今でも私と夏基は仲良くやってるけど、お互いに未練もないし、私は明日結婚式を挙げるわけだし、芽依さんが気にすることは何もないんだからね』

「はい。あ、ご結婚おめでとうございます」

『ふふ。ありがとう。何度言われてもうれしいわね。芽依さんも来週入籍なんでしょ？　おめでとう。夏基、かなりうれしいみたいでニヤニヤしっぱなしだよ』

　電波越しだというのに、瑶子さんのからかう声があまりにも近くに聞こえて、どう答えていいやら、照れくさくなる。

　だけど、夏基がニヤニヤしている顔、一度見てみたいな、なんて思っていると。

　相変わらず軽やかな瑶子さんの声が聞こえてきた。

『くくっ。いいこと思いついた。ねぇ芽依さん、ちょっと相談なんだけど』

「あ、はい……」

　くすくす笑う瑶子さんの声を聞きながら夜空を見上げると、雲の切れ間から、さっきは見えなかった満月が見え始めた。

　そして、瑶子さんの思いつきに驚きながら、私の心もすっきりと晴れていくのを感じていた。










ＬＯＶＥ16　甘く素直な恋人 ～夏基ｓｉｄｅ～




　たしかに綺麗な花嫁姿。

　白無垢も色打ち掛けも似合っていて、本人もそれを自覚しているのか花嫁には似つかわしくない余裕まで見せている。

　正午から始まった披露宴には大学時代の懐かしい面々が揃い、さながら同窓会のように盛りあがっていた。

　新郎の賢人も大学時代からの友人で、親しく付き合っている仲間のひとりだ。

　卒業後、俺と遠距離恋愛となった瑶子は職場が近い賢人と会う機会が増え、次第に気持ちを寄り添わせていったらしい。

　俺と別れたあと、賢人との結婚を決めるまではあっという間だったが、ふたりの間には大学時代からすでに縁があったのかもしれない。

　当時の記憶をたどれば、少なくとも賢人には瑶子への特別な思いがあったはずで、俺への遠慮がそれを封印していたに違いない。

　そして今日、ふたりは佳き日を迎えた。

　瑶子の人生にとっての正解が賢人であればいいと、そしてふたりの笑顔が途切れることなく続くようにと、宴の雰囲気に酔いながら思っていた。

「なぁ、夏基も結婚するんだって？」

　学生時代の恋人であった瑶子が結婚するということで、悪友たちからの同情も少なからずあったが、俺も結婚が決まっていると話すと、一様にホッとした笑顔を向けられた。

「来週、入籍するんだ」

「そうか。おめでとう」

　隣りに座っている晴はる壱いちは、思い返すように言葉を続ける。

「お前と瑶子が別れたって聞いたときは、やっとかよってホッとしたんだ」

「やっと？」

「ああ、お前らがもう情だけで付き合っているっていうのはわかっていたからな。一生を添い遂げられる片割れ同士じゃないってことは、お前も感じてただろ？」

「まあな。遠距離だったせいで、別れるタイミングを失ってたんだと思う」

「そういう意味じゃ、賢人がお前らの人生を正しい方向に軌道修正してくれたんだな」

「かもな」

　晴壱の言葉に頷きながら、芽依も俺の人生を正しい方向へと導いてくれたと納得する。

　芽依がいなければ、本気で惚れるという感情を知ることもなかっただろうし、瑶子との関係になんの疑問も感じなかったかもしれない。

「おーお、瑶子のあの食べっぷり、花嫁とは思えないよな」

　呆れた声で笑う晴壱の視線をたどれば、金屏風を背に、瑶子が美味しそうにステーキを食べている。

　昔から食べることが好きで、美味しい店があると聞けばどこにでも出かけていた。

　今も変わらないその姿が、瑶子のありのままの姿だ。

　その様子を隣の席から見ている賢人のまなざしは温かく、瑶子を愛しているとひと目でわかる。

　誰も入り込めない空気が見えるようで、俺の気持ちも穏やかになっていく。

　そして、無性に芽依に会いたくなった。




　その後、披露宴がお開きとなり、あとは二次会を残すのみとなった。

　俺は大学時代の友人たちと二次会の会場に向かうためにエレベーターを待っていた。

　仙台の地理に詳しくない俺たちが二次会を仕切るなんて、瑶子たちはいったい何を考えているんだろうか。いや、おそらく何も考えていないのだろう。

「タクシーで十五分くらいの場所らしいぞ。だけどさ、元恋人に二次会の司会をさせるなんて、瑶子は何を考えてるんだ？」

　メンバーのひとりのつぶやきに、その場にいた全員が頷いた。

　すると、晴壱が笑い声をあげ、

「何も考えてないから頼んだんじゃないのか？　今が幸せ過ぎて、過去のこともすっかり忘れていそうだろ？」

「だけど、賢人の立場だったら複雑だろ」

「……だけど、まあ、相手は瑶子だからな」

「だな……」

　この状況に、元恋人の俺も複雑な気持ちではあるけれど、相手はあの瑶子だ。

　周囲のみんなから愛され、大切にされている瑶子だからこそ、賢人も認めるのだろう。

「あの」

　そのとき、背後から声をかけられた。

　ふと横を見ると、さっきまで同じ披露宴にいた女の子がじっと俺を見ていた。

　たしか瑶子が以前働いていた会社の後輩だったような。

「何……？」

　問いかける俺に、意味ありげに笑みを返してくる女の子。

　ああ。会社で芽依とのことが公になってからは少なくなっていたが、いわゆるお誘いだとわかった。

「良かったらこのあと一緒にお茶でもどうですか？」

　茶色の髪を綺麗に巻き、淡いグリーンのドレスを着たその女の子は誰が見ても美人だ。

　スカートからまっすぐに伸びた足も綺麗で魅力的だが、俺の気持ちが揺れるわけがない。

「悪いけど。俺は嫁さんになる芽依ひとりを愛していて、もうすぐ生まれてくる子どもに会えるのを楽しみにしてるんだ。あ、こいつなら大丈夫だぞ」

　隣で苦笑しながら俺の言葉を聞いていた晴壱を、女の子の前に押し出した。

「お、おい」

　慌てる晴壱を残し、他の友人たちとエレベーターに乗ろうとしたとき、ちょうど隣のエレベーターの扉が開き、中からざわざわと人が出てきた。

　それを何気なく見ながらエレベーターに乗り込もうとした途端、俺の心臓は一気に跳ねあがった。

「まさか……」

　俺は慌ててその場をあとにし、幻にしてはリアル過ぎる背中を追った。

　背後から俺を呼ぶ声が聞こえたが、振り返る余裕もなく足早に歩く。

「あいつ、体は大丈夫なのか？　妊婦がどうしてここにいるんだ」

　見覚えのあるグレーのリュックを背負い、俺とお揃いのスニーカーを履いた後ろ姿は間違いない。

「芽依」

　声をかけると同時にその腕をつかみ、そのままぐっと抱き寄せた。

「本物だよな」

　急に抱き寄せられて驚いた芽依は、一瞬逃げようとしたが、俺の声に安心したのか体を預けてきた。

　そして、俺の腕の中で顔を上げると、驚きで赤くなった頬と微かに潤んだ瞳を俺に向けてくる。

　その顔は艶めき、化粧をしていない肌はそれでも輝いている。

　これまでにはなかった柔和な空気をまとい、それだけではなく強さも感じた。

　俺はまじまじと芽依の顔を覗き込み、どうしてここにいるのかを聞こうと口を開いたが、大きな笑顔を浮かべ、俺に会えたことを心から喜んでいるとわかる表情を見れば、そんなこと、どうでもいいかと思えた。

「夏基に会いたくて、来ちゃった」

　芽依の上目使いの視線と照れた口調に煽られ、俺は思わず唇を寄せた。

「な、夏基、だめだよ。みんな見てる」

　芽依は慌てて俺の胸をおしやると、顔を真っ赤にして俯いた。

「そうだな。じゃ、深いのはやめておく」

　俺はそう言って、かすめるようなキスをした。

「夏基っ」

　目を見開いて固まる芽依をゆっくりと腕の中に戻すと、その耳元に口を寄せた。

「俺に会いたい気持ちはよくわかったけど、いったい何があったんだ？　まあ、芽依がここにいれば、俺はそれだけで幸せなんだけど」

「それは……その」

　口ごもる様子も愛しくて、芽依を抱く腕に力が入る。芽依は俺の腕の中で意味のない言葉を繰り返している。ここに来た理由を探しているのだろう。

　俺は芽依の顎をすくい、視線を合わせた。

「つわりは大丈夫なのか？　……昨日より顔色はいいみたいだな」

「あ、夏基に会いたくて、そのことばかり考えてここに来たから、つわりのことは忘れてた」

「は？」

「夏基に会いにいくって決めたらなんだか楽しくて。すっかりつわりのことは忘れていて……そういえば、あんなに欲しくなかったご飯もちゃんと食べたような気がする。うきうきしながらここまで来たから、途中のことはすっかり記憶にないんだけど」

　素直過ぎる言葉で俺を射抜き、小さく首をかしげた芽依があまりにもかわいくて、このまま部屋をとってふたりきりになれないものかと考えたが。

「もしもーし。夏基くん、俺たちはこれからどうすればいいのでしょう？」

　俺と芽依のふたりの時間を邪魔する声に振り向けば、目の前には晴壱が呆れた顔をして立っていた。

「あ、悪い」

　晴壱に肩をすくめて見せ、芽依の体に回していた腕をそっと解いた。

　そして、芽依を晴壱の前に押し出した。

「え、ちょっと夏基、どうして」

　いきなり晴壱の前に立たされて戸惑う芽依の耳元に、俺は「大丈夫」とつぶやき芽依の肩に両手を乗せた。

「来週、入籍して俺の奥さんになる芽依だ。美人だろ。もうすぐ子供も生まれるんだ」

「あ、どうも初めまして。夏基の学生時代からの悪友の三み輪わ晴壱です。お噂はというか、夏基から面倒くさいのろけをかねがね聞かされてます」

　俺をちらりと見ながら、晴壱は芽依にそう言った。

「違うだろ、お前、大袈裟なんだよ」

　のろけというよりも、俺の気持ちを素直に口にしていただけで、とくに誇張したり大袈裟に言った記憶はない。

　視線で牽制してみても、肩を揺らして笑う晴壱に効果はなかったようで、芽依の様子をうかがいながら、再び口を開いた。

「夏基が慌てて女性を追いかける姿を見られただけで、わざわざ仙台まで来た甲斐があったかな。芽依ちゃんの力ってすごいんだな」

「うるさい。惚れてる女を追いかけてどこが悪いんだ。お腹の赤ちゃんも気になるし、第一これだけ綺麗なんだ。ひとりでいれば、すぐに男に声をかけられるだろ」

「あー、いや、まあ。それだけ素直な夏基は新鮮だけどさ。芽依ちゃん、困ってるぞ」

「は？」

　晴壱の呆れた声に促され、芽依の顔を覗き込むと。

「ば……バカじゃないの？」

　と口をとがらせる真っ赤な顔があった。

「か、かわいい」

　無意識に口を突いて出た俺の言葉に、晴壱をはじめ、いつの間にか俺を追いかけて来た悪友どもが揃いも揃って呆然とする。

　そうか、みんな芽依の綺麗な姿にくぎ付けなんだな。

　これだけ綺麗な芽依がひとりでいれば、俺以外の男から声をかけられることも多いだろうし。無理矢理芽依を連れ去る奴が出てこないとも限らない。

　俺は芽依の肩に置いた手に力を込めた。

「長い時間をかけてようやく俺のものにできたんだ。お前ら、これ以上見るな、もったいない」

　言うが早いか、俺は芽依の体をくるりと俺に向け、そのまま抱きしめた。

　芽依は照れたのか、俺の腕の中でもぞもぞ動いているが、これ以上その顔を俺以外の男に見せるつもりはない。

「すぐに追いかけるから、二次会の会場に先に行ってくれ」

　そう言った俺の言葉に晴壱たちは顔を見合わせ、大きく息を吐き出した。

「わかった。まあ、ゆっくり来いよ。芽依ちゃんも、良ければどうぞ」

　晴壱の言葉にそれもそうだな、芽依も二次会に連れて行くのもいいなと思っていると。

　悪友どもは何かをこらえるようにしながら足早にその場を離れた。

　気のせいだろうか、どの背中も震えているように見えた。

　あいつら、笑っているに違いない。

　それに気づいて舌打ちをひとつ。

　すると、芽依がごそごそと顔をあげ、辺りを見回しながら口を開いた。

「ねぇ、これから二次会なの？」

「ああ、司会を頼まれたから行かないわけにはいかないんだ」

「そっか。それは大変だね。じゃ、夏基の部屋で待っていてもいい？」

「いいけど、あ、俺の部屋って今夜はどこになるんだ？」

「え？　夕べはどこに泊まったの？」

「ん？　絶対に芽依が羨ましがるようなすごい部屋」

　芽依を抱きしめながらその温かさに浸っていると、宴会場の入口で友達と笑っている瑶子を見つけた。

「あ、瑶子」

　俺のつぶやきを聞いた途端、芽依の体がぴくりと震えた。

「芽依？」

　そっとその顔を覗き込めば、芽依はきょろきょろと視線を動かし、瑶子を見つけた。

　瑶子が俺の元恋人だということは知っているはずで、ここでこうして顔を合わせるつもりはなかったはずだ。いい気分ではないだろう。

　それに、わざわざ仙台に来てまで瑶子の結婚式に出席している俺に怒っていないだろうか。誤解していてもおかしくない。

「め、芽依……？」

　どう言えば芽依が誤解せず傷つくこともなく、この状況を納得してくれるだろうかと考えていると。

「瑶子さん、すごく綺麗……。電話で話した印象よりもずっと美人さんだね」

　芽依の羨ましがるような声が聞こえた。

「たしかに綺麗だけど、中身があの外見を裏切っている典型なんだよな。自分のペースでなんでも進めるし……って、え？　電話ってなんだよ」

　その場にふさわしくない大声をあげた俺に、芽依はくしゃりと笑った。

　いたずらが成功した子どものような表情に、どきりとする。

　芽依の口から瑶子の名前が出て、いったいどういうことなのかと驚く一方で、それよりも今は芽依の笑顔から目が離せない。

「芽依……お前、やっぱかわいいな」

　その笑顔に引き寄せられるように再び顔を近づけると。

「ここは超一流ホテルなんだからね、大声なんてあげないでよ」

　聞き慣れた声が、背後から聞こえた。

「それに、いちゃつくなら二次会のあと、スイートルームでよろしくね」

　振り向けば、予想を裏切ることなく瑶子が立っていた。

「お、おい、瑶子……ウェディングドレスで仁王立ちって、自分の立場を考えろよ」

「披露宴もお開きになったし、もう誰も見てないわよ。それよりも、夕べ、電話で芽依さんから色々聞いたわよ。まったく、早く素直になりなさいよ。これだけ綺麗な人なんだから、夏基以外の男にかっさらわれても知らないからね」

「な……だからさっきから、電話ってなんだよ」

「うるさいわね。ほんと、手のかかる元恋人なんだから」

　肩をすくめ、芽依に笑いかける瑶子と、それに頷く芽依。

　そんなふたりを交互に見ながら、俺はさらに混乱し、肩を落とした。










ＬＯＶＥ17　愛し過ぎて疲れたい




「うわあ、広い。スイートルームなんて初めて」

　部屋に入った途端、目の前に広がる夜景に圧倒されて、言葉がうまく出てこない。

　部屋の真ん中にあるソファにリュックを置いて部屋を見回せば、豪華な調度品の数々と、その広さにただただ驚かされる。そして、窓際に駆け寄り地上三十階から見える夜景に何度もため息をついた。

「ため息なんてついてどうした？」

　隣に立った夏基が、私の肩を抱き寄せる。

「この夜景に圧倒されちゃって……。綺麗だね」

「まあ、綺麗だよな。だけど、俺には芽依の方が断然綺麗に見えるけど」

「な……何を言って……」

「照れるなって」

　私の肩を抱き、くっくっと笑う夏基の声が、私の耳に心地よく響く。

　どうしてだろう。

　どれほど近くにいても、ふたりの間にある距離にもどかしさを感じていたのに、今は夏基が口にする言葉すべてを信じることができる。距離なんて一切感じることもない。

　それはきっと、瑶子さんのおかげだ。

「合鍵」

　夏基の胸に体を預け、私はつぶやいた。夏基は意味がわからないのか、訝しげに私を見る。

「夕べ、瑶子さんが教えてくれたんだけど。瑶子さん、夏基が今の家に引っ越したときに前の家の合鍵を夏基に返したけど、新しい家の合鍵はもらえなかったって」

「そうだったな……」

「それに、瑶子さんは新しい合鍵が欲しいとは思わなかったって言ってた」

　夕べ電話で話しているときに、あっけらかんとそう言って笑っていた瑶子さん。

　遠距離恋愛だったこともあり、頻繁に会えるわけもなく、だからといって、会いにいきたいと思うことも、合鍵を欲しいと思うこともなかったと言っていた。

　そうは言っても、恋人として長く付き合っていた夏基への愛情を手放すには、かなりの葛藤があっただろう。

　けれど、そんな過去を笑い飛ばし、私がふたりの過去に悩まないよう気遣ってくれたに違いない瑶子さんに、電話越しだとはいえ、私は頭を下げて感謝した。

「あ、瑶子さんが、夏基には幸せになって欲しいとも言ってたよ。もしも私が夏基を裏切ったり不幸にしたら百倍にして私に仕返しするんだって。別れたとは言っても夏基のことが今でも大好きなんだね。だけど大丈夫、私が夏基から離れることはないし、裏切ることもないから。瑶子さんにもそう言っておいたからね」

　私の力強い言葉に夏基は顔を大きくゆがめ、面倒くさそうな声をあげた。

「なあ、いつの間にそんなこっぱずかしい話をしたんだ？」

　手で目を覆って、天井を仰ぐ夏基の耳は真っ赤だ。面倒くさそうな声を出しながらも、本当はうれしくて仕方がないんだろう。

　そんな夏基の様子がうれしくて、私は夏基の胸に抱き付き、両腕を背中に回した。

「お、おい……」

　予想通りの慌てた声が、落ちてくる。

　自分の気持ちを素直に出せば、たちまち見えてくる夏基の本心。もっと早くこうしていれば良かったと、悔しく思う。

「夏基、私のことが大好きでしょ？」

「そんなわかりきったこと、今更聞くなよ」

　そのかすれた声と、私に回された力強い腕が、私をさらに素直にさせる。

「あの家に引っ越してすぐ、私には合鍵をくれたよね。あのときにはもう〝運命の女〟は私に決まっていたんでしょ」

「あーもう、どうしたんだよ、いったい。その通りだよ、俺の〝運命の女〟はとっくに芽依に決まっていたんだよ。なんだよもう、素直過ぎるぞ。夏芽がお腹にいるってわかってから、ずっと何かに悩んでいたのに、どうしたんだよ突然」

「んー。悩むことに疲れたみたい。どうせ疲れるなら、素直になって、夏基を愛し過ぎて疲れようかなと思って」

「あ、愛し過ぎて……って、俺、まさか夢を見てるのか？」

　戸惑いを隠せない夏基に、私は背伸びをして自分から唇を重ねた。

　その途端、いっそう真っ赤になった夏基の顔を見て、うれしくなる。

　夏基がこんなに混乱するほど、私は夏基に愛されている。

　素直になれば、すぐにわかったはずなのに、素直になれないせいで夏基の本心が見えずにいた。そして、見ようともしなかった。

「夕べ夏基に電話したときに、瑶子さんが出たって言ったでしょ？」

「ああ。あいつ、勝手に出るなよな」

「ふふっ。私も最初はびっくりしたんだけどね。そのとき、夏基に会いに仙台においでって言ってくれたの」

「おいでってあいつ……」

　夏基はかなり驚いたのか、私の肩にがっくりと頭を預けた。

「夏基？」

　夏基はそのまま何も言わずじっとしていたけれど、「くっくっ」という声が聞こえたかと思うと、お腹を抱えて笑い始めた。

「あいつ。本当に、油断できねえ。だけど、俺、目茶苦茶幸せだ」

　夏基は私を抱きしめ、体を揺らす。

「芽依の体調が良ければ、ここに一緒に来たいって思ってたんだ。この部屋に芽依がいたらいいのにって夕べ何度も考えたし」

　私の首筋にささやく夏基の声はかなり弾んでいて、その言葉通り幸せだとわかる。

　私と一緒にいて、そして私を抱きしめながら幸せだと言ってくれる。

　それだけで、私も幸せになる。

　それに、夏基に会うために仙台に来るほどの思いきりのよさが私にあったなんて、自分でも驚いた。本来の私は、意外に強いのかもしれない。

「……夏芽の後押しもあったのかな」

　思わず口にした私の言葉に、夏基はそっと私の体を離した。

「夏芽、そうだよ、夏芽は大丈夫なのか？」

「慌てなくても大丈夫だよ。この子もお父さんに会いたかったみたい。いい子にしてるよ」

「そ、そうか、良かった」

　夏基はホッとしたように息を吐き、私のお腹にゆっくりと手を当てた。

「芽依がここに来てくれてうれしいし、瑶子に感謝もしてるけど。夏芽がお腹にいてつわりもあるのに、心配させないでくれよ」

「あ、ごめんね。私も夏芽のことが気にならないわけじゃなかったんだけど。夏基に会いたかったし、それに、利也君と結華さんも一緒に来てくれたから」

　私のお腹を撫でる夏基の手を、両手で包み込んだ。

　それこそお腹にいる夏芽を気にしながらここまでやって来たのだ。

　夕べ瑶子さんとの電話を終えたあと、父さんや兄さんたちに「仙台に行ってくる」と言った途端、大騒ぎになった。

　もちろん兄さんは「何かあったらどうするんだ」と鬼のような形相で猛反対した。

　それでも、いったん私が言いだしたら何を言っても考えを変えないと知っているせいか、諦めたあとの兄さんの動きは早かった。

　あっという間に新幹線のグリーン席を押さえてくれて、利也君と結華さんも同行するようにお願い……というよりも命令していた。

　本当は自分が同行したかったようだけど、大企業の専務だ、そんな時間はとれなかったらしい。

　私はお店を休ませてしまう利也君や、秘書として忙しくしている結華さんに申し訳なく、ひとりでも大丈夫だと何度も言ったけれど。

　利也君は、

『俺と美乃ちゃんの婚約破棄を何も言わず認めてくれた恩返し』

　と言ってあっさり了解してくれた。結華さんも、

『利也君と一緒に遠出するのは初めてだからうれしい』

　頬を染めながら、かわいいことを言ってくれた。

　同じ会社で働いていたにもかかわらず、なんの接点もなかった結華さんとは、行きの新幹線で話も弾み、親しくなることができた。

　利也君とのなれ初めを聞いてみれば、私と夏基にも負けない苦しい時間を過ごしていたようで、かなり驚いた。

　仙台に来るまでの出来事をかいつまんで夏基に話すと、夏基は「高橋専務の焦った姿が目に浮かぶ」と言って兄さんに同情していた。

「とにかく、夏芽も私も大丈夫だから」

「そっか。……なあ、結婚するって決めてから、色々悩んでいたみたいだけど。芽依も俺と同じように、俺との結婚を心から望んでるって期待してもいいんだよな？　ここに来たってそういうことだよな？」

　探るような、それでいて答えはわかっているとでもいうような夏基の声に、私は大きな笑顔で「存分に期待していいよ」と素早く答えた。

　夏芽がお腹にいるから結婚するわけじゃないと、ちゃんとわかっている。それに、夏基に愛されていると知った私は、答えを焦らすつもりもない。

　これからは、夏基を愛している気持ちを体全部、言葉のすべてで伝えていくと決めているのだ。










ＬＯＶＥ18　愛があれば無敵 ～夏基ｓｉｄｅ～




　二次会も無事にお開きとなり、俺も司会としての大役をどうにか果たした。

　披露宴とは違い、新郎新婦の学生時代の友人や職場の同僚たちが多い二次会では緊張感も抜け、かなり盛りあがった。

　賢人と瑶子もゲームに参加したり歌を歌ったりと、お酒の酔いも後押ししたのか顔をくしゃくしゃにして笑い、楽しんでいた。

「じゃ、俺はホテルに戻るから」

　これから飲みに行こうと騒いでいる周囲に謝りながら帰ろうとしていると、背後から腕をつかまれた。

　急いでいるのに誰だよ思いながら振り返れば、賢人と瑶子が立っていた。

「悪い。ホテルで芽依が待ってるから帰るわ」

「わかってる。予想はしてたけど、あんなに綺麗でモデルみたいな女性だとは思わなかったよ。そりゃあ放っておけないよね」

「ま、まあな」

　白いワンピースを着た瑶子は俺が知っている彼女の中で一番綺麗に見えるが、それでも芽依の方がもっと可愛いというか艶があるというか。

　とにかく俺には芽依が一番なのだ。

　ニヤリとした途端、俺のお腹に瑶子のげんこつが一発入った。

「はいはい、夏基にはかわいいかわいい芽依ちゃんが待ってるもんね。さっさと帰りなさいよ」

「ははっ。悪いな」

「ほんと、女にここまでメロメロになってる夏基を見る日がくるなんて信じられないけどさ、芽依さんと仲良くね。見たところ、彼女も夏基に負けず劣らず恋ボケ全開でかわい過ぎるけど。あ、あと、司会を引き受けてくれてありがとう。元恋人に頼むなんてひんしゅくだけど、やっぱり夏基は私の特別だからさ」

　瑶子はちらりと隣に立つ賢人を見た。

　あっけらかんとしていて何も考えていないんだろうと思っていたが、瑶子は瑶子なりに思うところはあるらしい。

　やっぱり賢人には気を遣うよな。

　賢人は、そんな俺の気持ちを察したのか、優しく笑い口を開いた。

「瑶子が最後に俺を選んだ。それだけでいいんだ。俺だって瑶子と付き合う前に何もなかったわけじゃないし。それに夏基も大学時代からの大切な仲間だしな」

「賢人、カッコいい」

　すりすりと寄り添う瑶子に照れながらも、賢人はうれしそうだ。

「いちゃつくならあとにしろ。とにかく俺は帰るから、またな。あ、今日も部屋を譲ってくれたけど、良かったのか？」

　昨日に続き、今日も俺に用意してもらったのはスイートルームだ。

　費用も瑶子持ちだと言われ、慌てて断ったが。

『急な仕事が入ったから、これから新居に戻るんだよね。だから夏基と芽依さんで使ってくれるとありがたい』

　と言ってくれた。デザイン事務所を経営している瑶子は今が勝負どきだと言い、結婚を理由に仕事を休むことはできないらしい。

　何に対しても一生懸命なその姿に魅力を感じていた学生時代を思い出した。

「次は夏基の結婚式だね。今日以上にみんなで盛りあげるから、任せてね」

　瑶子の目がきらりと光り、俺は慌てた。

「頼むから、ほどほどにしてくれよ」

　何を企むかわからない瑶子に釘をさしながら、今こうして瑶子や賢人と笑い声をあげていることがうれしくてたまらない。

　久しぶりに会った悪友そろぞれも、順調にときを重ねている。

　そして、俺には愛する芽依がいる。

　幸せに満ちた今の俺は、無敵だ。




　その晩、芽依は身体のすべてを這う俺の指先に反応しては、「夏基、好き」と言って喘いでいた。

　その姿は扇情的で危うく、これ以上ないほど俺を昂ぶらせた。

　芽依を深く激しく愛することなら何度もあったが、芽依の気持ちを疑うことなく幸せと愛情だけを感じながら抱いたのは初めてだ。

　キングサイズのベッドに沈む芽依の肌は赤く上気していて、荒い息づかいを隠すことなく俺にしがみついてくる。

　何もまとわない肌に浮かぶ赤い花は、次第にその数が増えていく。

「夏基、もっと」

　喘ぐ吐息を塞ぐように唇を重ねれば、芽依の手が俺の頭を引き寄せ、それ以上の熱を求める。

「芽依、愛してる」

　心の底から沸きあがる想いを芽依の唇に吹き込んだと同時に、芽依の体が跳ねあがり、ふたりして意識の向こうへ飛ばされた。










ＬＯＶＥ19　愛されて溶けていく




　体を思うように動かなせいもどかしさの中、目が覚めた。

　見慣れない部屋の、見慣れないベッドの中で、腰に回された夏基の腕が妙にくすぐったい。

　どうにか体を動かして夏基に向かい合うと、綺麗な寝顔が目の前にあり照れくさい。

　指先で輪郭をなぞり見つめていると、少しずつ夕べのことがよみがえってくる。

　夏基の腕の中でどれだけ啼いて乱れただろう。

　愛されていると心から実感できて生まれた自信が、求められる以上に求める気持ちを大きくした。

　思い返すだけで体が熱くなる。

　夏基の顔をなぞっていた指を止めて見つめていると、不意にまぶたが開き見つめ返された。

「もう終わり？　もっと触れてもいいんだけど」

　意地悪な声で笑う夏基に抱き寄せられた。

　そして、夏基の手が私の体をゆっくりと這い、お腹に温かさを感じた。

「芽依の激しさに、夏芽はびっくりしただろうな。かなり大きな声だったし」

「なっ」

「俺が何度愛しても離れてくれないし、俺の背中を爪で引っかくし。絶対に夏芽は疲れてるはずだ」

「だ、だって。夏基があまりにも強引で激しくて。それに、いつもより愛されてる気がしてうれしかったから」

　からかうような夏基の言葉についのせられて、思わず拗ねた口ぶりで言い返した。

　夏基の背中を爪で傷つけた記憶はもちろんあるし、そのとき夏基が見せた切なげな表情だって、ちゃんと覚えている。

「だけど、夏基が私の体につけた赤い花の数に比べれば、爪の痕のひとつやふたつ、大したことないでしょ」

　照れて熱くなった顔を見られたくなくて、そう言ってすぐに夏基の胸に顔を埋めた。

　お互いの体を密着させると、夏基の腕が伸び、私の体に回された。

　そして、笑っているだろうとわかる、明るい声が聞こえた。

「俺もうれしかった。俺が贈った指輪だけを身に着けた芽依が俺に愛されて喘ぐ顔を見たら、ますます燃えた」

「夏基、なんだかやらしい」

「惚れてる女にやらしいのは、男なら普通だろ？　それに、今まで俺が芽依を傷つけてきた以上にこれからは芽依を愛するって決めてるんだ。覚悟しろよ」

「傷つけたって、それは違うよ。私が兄さんとの関係をちゃんと言わなかったからで」

　夏基の苦しげな声を聞き、私は慌てて顔を上げた。

　けれど、夏基が悪いわけじゃないと言おうとした唇を、夏基の唇が塞いだ。

　夏基に兄さんとの関係を伝えていれば、ふたりとももっと早く素直になれたはずだ。

　夏基が切ない気持ちを抱えたまま指輪を用意することもなかったはずなのに。

　まだ夜明け前だろうか、カーテンからは微かな明るさも感じられず、ベッドサイドのライトだけが、ふたりを照らしている。

「芽依がどう感じていても、結局は俺が悪いんだ。本当のことを言わせるどころか、芽依以外の女を探しているようなことばかりを言って不安にさせた。高橋専務を必要以上に意識して突っ張って、芽依に素直になれなかったんだ。だけど、瑶子と別れたあと、というより、別れる前から芽依しか抱いてない。他の女なんて欲しくなかったんだ。だけど、これからは芽依と夏芽の為だけに生きるし、芽依が俺を見捨てず一生愛してくれるように、俺も芽依を愛するから」

　夏基が私を、そして夏芽を抱きしめてくれる。

　言葉となって零れ落ちる夏基の気持ちが、私の体に溶けていくようだ。

「私も遠慮なく夏基を愛するって決めてるから覚悟してね。今までは、夏基に遠慮して愛されたい思いを隠してたけど、もう我慢も遠慮もしない。夏基のことを、思いっきり干渉して束縛して愛するから」

　涙が溢れる私の顔をじっと見ていた夏基は、満足げに笑い、私をきつく抱きしめた。

「泣くか告白するかどっちかにしろ。何を言われても、笑ってしまうだろ？」

「……ばか」

「嘘だよ。俺も泣きたいくらい感動してるんだ。しばらく黙ってろ」

　そして再び唇が重なり、穏やかで甘い時間が始まった。










ＬＯＶＥ20　最愛の人




　色とりどりのイルミネーションが街中を彩り、今にもそりに乗ったサンタクロースが駆けていきそうな夜空。

　家族でゆっくり過ごそうと思っていた休日だというのに、突発的な現場のトラブル対応に駆り出されてしまった。

　年末年始の休みを控えた現場に遅れを出すことは許されないとわかっているものの、今日だけは休みたかった。

　どうにか仕事を終え、はやる気持ちに素直に従い、急いで帰ってきた我が家。

　家族が増えることを考えて、もともと芽依が住んでいたマンションに先月越して来た。

　そして今日、待ちに待った新しい家族である夏芽が我が家にやってくる。

　三週間前に夏芽が無事に生まれ、退院後は芽依とふたり、お兄さんである高橋専務の自宅でお世話になっていた。

　高橋専務の自宅に毎日のように顔を出してふたりと会っていたとはいっても、我が家で迎える初めての日だ、楽しみで仕方がない。

　マンションに着いてすぐに一階からインターホンを鳴らし、芽依の声を待ちわびた。
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　腕の中で眠る、夏芽の寝息が聞こえてきた。

　夏基に似ている整った顔は、親バカを差し引いたとしても、とてもかわいくて、将来はたくさんの男の子を夢中にさせそうだ。

「夏芽はほんとにかわいいねー」

　私はどれだけ見ていても飽きることのないかわいい寝顔に、小さな声で何度も語りかける。

　我が子がこれほどかわいいものだとわかってからは、私の両親へ思いも大きく変化した。

　私は両親の仲をとりもつ存在にはなれなかったけれど、わが子としてちゃんと愛されていたと、思えるようになった。

　高橋家と佐伯家、どちらにも私の居場所はちゃんとあったのだと、夏芽を授かることで実感することができた。

　離婚し、それぞれが再婚しても、父さんと母さんが交流を続けていたのはきっと、兄さんや私への愛情によるものだったのだろうと、今ならわかる。

　離婚を避けられなかったふたりの〝かすがい〟にはなれなくても、〝わが子〟として愛されていたと、夏芽の寝顔が教えてくれた。

　退院後は、兄さんを筆頭に、佐伯家と高橋家、そして戸部家が総出で私と夏芽を気遣ってくれた。

　父さんと母さんはもちろん、パパも初孫の誕生にかなり興奮し、それはもう一日中でも抱っこしていそうなほど、みんなが夏芽をかわいがってくれた。

　そして、産後の私の体を、必要以上に心配してくれた。

　私の居場所はどこにもないと思い込み、悩んでいた頃が嘘のように、今の私の心は晴れやかだ。

「夏芽のおかげだね。産まれてきてくれてありがとう」

　口をもごもごと動かしながら眠る夏芽にそうささやいたとき、インターホンの音が部屋に響いた。

「夏芽のお父さんが、帰って来たかな」

　夏芽を抱いたままモニターを覗くと、そこには一階の玄関ロビーに立つ夏基が映っていた。モニター越しだというのに、夏基のそわそわとしている様子がわかり、おかしくなる。

「お帰りなさい」

『ただいま。夏芽は？』

「ちゃんとここにいるよ。でも、もう寝ちゃったから静かに入ってね」

『なんだよ。寝てるのか』

　夏基はそう言って、がっくりと肩を落とした。




「夏芽にメロメロな男が帰って来たよ」

　柔らかな頬をそっと突きながらそう言うと、腕の中で眠る夏芽が笑った気がした。

「かわいい。ほんと、夏基に似てる」

　気持ちよさそうに眠る夏芽をベビーベッドに寝かせていると、玄関のドアが開く音が聞こえた。

　するとすぐにばたばたと廊下を走る音がして、夏基が部屋に飛び込んできた。

「夏芽……寝るなよ。寂しいだろ」

　夏基はベッドで眠る夏芽を見て、再び肩を落とした。よっぽど夏芽に会いたかったらしい。

「お帰り。今眠ったばかりなの」

　夏基は私の言葉に頷き、静かに夏芽の寝顔を見つめた。

「かわいいでしょ？　生まれてから顔がかなり変わったけど、夏基にそっくりだってみんな言ってる」

「そうだな」

　夏基は静かな声で、しんみりとつぶやいた。

　ようやく愛しい娘が我が家に帰ってきたというのに、夏芽を見る目はどんよりとしていて元気がない。

「どうしたの？　なんだか暗いよ」

　私の問いかけにもすぐには反応せず、夏基はひたすら夏芽に視線を向けている。

　いったいどうしたんだろう。

「夏基？　元気がないけど、どうしたの？」

「いや……俺は大丈夫なんだけど。いつか、かっさらわれるんだよな」

「え？　何？」

「どんなに愛しても、かわいがっても、いつかはどっかの男に持っていかれるんだよな」

　その言葉に驚いて夏基を見れば、瞳がうるうると揺れ、今にも涙が零こぼれ落ちそうだ。

「俺、夏芽が学校に行くようになったら送り迎えしようかな。あ、まずは女子校に入れなきゃな。こんなにかわいいんだ。男どもが放っておくわけがない」

「夏基……」

　今からそんな心配をしてどうするのよ。

　夏芽が年頃になったときに、恋人の影もなければそれはそれで心配になると思うのに。

　夏基はベビーベッドの柵に顎を乗せて、夏芽から目を離さない。

　ねぇ夏芽、将来恋人ができたら、お父さんには内緒にした方がいいみたいだよ。

「夏基」

　私は夏基の背後から腕をまわして抱きしめた。

「夏芽だけじゃなくて、私もいるんだけど」

　夏基の背中に話しかけて、拗ねてみる。

　久しぶりに家に帰ってきたのに、私には何も言ってくれないなんてと、ぶつぶつ言ってみたりもする。

「そんなに俺が好きか？」

　振り返った途端その胸に私を抱き寄せて、夏基はニヤリとした。

「うん、大好き。夏基のことが一番好き」

　夏基の首にしがみついて私からキスをすると、私以上の深いキスで応えてくれた。

　私が素直になればなるほど夏基は笑顔を見せてくれ、驚くほどの愛情を返してくれる。

　そのことに気づいて以来、私は自分の気持ちをどんどん素直に出せるようになった。

「夏基、愛してる。だからもっとぎゅっとして」

　なんてことも言えるようになった。

　夏基も私が不安にならないよう、そして、ちゃんと私が夏基に愛されていると実感できるようにと、惜しみなく愛情を言葉にして伝えてくれる。

「なぁ、芽依」

「ん？」

　キスの合間、夏基が私をまっすぐ見つめる。

「いつになったら抱いていいんだ？」

「えっと、まだ無理なの」

「ちぇっ」

「来週病院で検診を受けるから、その結果次第っていうか……」

　小さな声で謝る私を抱きしめ、夏基は「愛したくてたまらないのにな」とぼやいている。

　そう、産後しばらくは愛し合うことを禁止されているのだ。

　私だって夏基と愛し合いたいけれど、もうしばらくの我慢だ。

「ごめんね。もう少し我慢してね。浮気したらやだよ」

「浮気なんかするかよ。芽依がいたらそれだけで十分だ」

　その言葉がうれしくて、私はえへへと照れた。

「芽依こそ、夏芽にばかりかまってないで、ちゃんと俺のことも気にしてくれよ」

「それは大丈夫。こんなに夏基が好きなんだから、たとえ放っておいてくれって言われてもかまってあげる。一番大好きなのに、気にしないわけがないでしょ？」

「俺より夏芽の方が大切だろ？」

「ううん。一番大切で、一番愛しているのは夏基だよ」

「……ほんとかよ」

「もちろん夏芽は大切だし愛してる。だけど私が一番愛してるのは夏基なの。それに、いつかは夏芽にも、最愛の恋人が現れるに違いないし」

「俺。変だよな。芽依から子供よりも俺を愛してるって言われてうれしいなんて、どれだけ芽依に溺れてるんだ」

「それは私も同じだよ。夏芽よりも愛してくれなきゃ嫌だって思うもん」

　私たちは、顔を見合わせ、笑い声をあげながら、何度も軽いキスを繰り返す。

　抱き合えばそれだけで体は満足し、心地よい時間を過ごすことができる。

　こうして抱き合える時間、それは何よりもうれしいクリスマスプレゼントだ。

　そのとき、眠っている夏芽の小さな手がぴくりと動いた。

　彼女のこれからの人生が、幸せなものであるようにといつも願っている。

　けれど、夏芽がどんなに愛しくてかわいくても、私の一番は夏基なのだ。

　私の最愛という気持ち。それは夏芽ではなく、夏基のもの。

　将来、夏芽にはきっと、自分を誰よりも愛してくれる男性が現れ、私と夏基のように、深い愛情を交わし合うはずだから。

　だから、私は夏芽に最愛という言葉は言わない。

　その気持ちは全部、夏基に捧げるものだから。

　三人で過ごす初めてのクリスマス。

　そして、この先何度も訪れるであろうクリスマスは、すべて夏基の隣で過ごしたい。

　最愛の人への想いとともに。
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甘美な愛に満たされて




　新年を数日後に控えた朝、夏芽がベビーベッドの中でもぞもぞと動いた気配で目が覚めた。

　昨日の夕方、お風呂に入れて母乳をあげているうちに、夏芽は私の腕の中でスヤスヤと寝息をたて、ぐっすり眠ってくれた。時計を見れば朝の四時。

　窓の向こうはまだ真っ暗で、新聞配達の音も何も聞こえない。けれど、赤ちゃんがいれば早朝だろうが深夜だろうが関係ない。赤ちゃんのリズムに合わせて一日は動いていくのだ。

　夏芽が生まれて以来、まとまった睡眠時間を確保することは難しく、体力勝負の毎日を送っていた私は、夕べ久しぶりにゆっくりと眠ることができた。

　眠る前に、夏基にぎゅっとされてあれやこれや……睡眠時間を削る熱い時間を楽しんだけれど、それは睡眠時間以上に大切な私の生きる活力であり必要な時間。

　きっと体中に咲いている赤い花の数は相当なものだろうと想像できる。

　想像するだけで体が熱を帯びてきて、夕べ何度も聞いた夏基の甘い言葉や指先の動きがよみがえってくる。

　体がふわふわと浮いているような、夢見心地の夜を過ごせば、毎日育児に奮闘し疲れ切っている身体にもうるおいがよみがえる。

　今も私を背中から抱きしめて眠る夏基の体温を感じながら、幸せだなと表情が緩むのを我慢できない。

「ぶー、きゃっは」

　夏基の体温に浸っていると、夏芽のご機嫌な声が聞こえた。

　私はお腹に回されている夏基の両腕をそっと外し、起こさないように気をつけながら体を起こした。そして、サイドテーブルの小さなライトをつけた。

　私と夏基が眠るベッドの隣りに置いたベビーベッドには、両手をばたばたと動かしている夏芽がいる。くりくりとした目と柔らかなほっぺ。なんてかわいいんだろう。

　ベッドの柵に釣り下がっている小さな人形たちを見ながら「うー」や「ばーぼ」と言っている声を聞けば、この時間がずっと続けばいいのにと、心から思う。

　私はベッドから足をおろし、足元に落ちていたカーディガンを羽織った。

「夏芽、おはよう、ごきげんだね」

　ベビーベッドから抱きあげて声をかければ、夏芽は体全部を動かして「きゃっきゃ」と笑い声をあげてくれた。生まれてからもうすぐ一ヶ月。体重も順調に増えて表情も豊かになってきた。母さんが言うには私の赤ちゃんの頃とそっくりだという顔は、私から見れば夏基に似ているんだけど。どちらにしてもかわいいことに変わりはない。

　まだ首がすわっていない、小さな夏芽を慎重に抱きしめて、すりすりと頬を寄せた。

「おむつを替えてすっきりしようね」

　寝ている夏基を起こさないよう小声でささやいて、おむつ替えグッズを詰めたかごを手に部屋を出ようとしたとき。

「おはよう、なんで俺をひとりにするんだよ」

　寝ていると思っていた夏基がむくりと起き上がった。

「あ、ごめん、起こしちゃった？」

「楽しそうにふたりでいちゃいちゃしてるのを見たら、悔しくて起きるに決まってるだろ」

　手で目をごしごしとしながらつぶやく声は、かなり眠そうだ。

「最近仕事が忙しくて寝てないんだから、まだ寝ていていいよ。リビングでおむつを替えてくるね」

「いや、俺も行く。っていうか、俺に気を遣わずにここで替えていいぞ。部屋の電気もつけていいし」

「でも、まだ早いから寝ていたら？」

「寝るより、芽依と夏芽といちゃこらしてる方がいい」

　拗ねた口ぶりで言ったかと思えば、勢いよくベッドからおり、部屋の電気をつけてくれた。一瞬で明るくなった部屋に、夏芽はふにゃりと顔をゆがめた。

「あ、大丈夫だよ、明るいお部屋でおむつを替えてさっぱりしようね」

　優しく揺らしながらそう言えば、夏芽は言葉の意味がわかるのか、あっという間に笑顔が浮かぶ。

「夏芽、お母さんが言ってる意味がわかるの？　えらいねえ、さすがだねえ」

　リズムをつけて夏芽の体をあやしながら、もう一度ベビーベッドに夏芽を寝かせた。

「すっきりしたら、お顔もきれいにしようね」

　夏芽のお腹を軽く撫でてあげると、途端に気持ちよさそうに笑ってくれる。まだ寝返りも何もできない小さな体を精一杯動かす様子はもう、たまらないほどかわいらしくて。ずっと赤ちゃんのままでもいいや、と思うときもある。

　けれど、いったん泣き始めれば、たちまち手に負えないやんちゃさんに変身してしまう。顔を真っ赤にしてわんわんと泣き声をあげる夏芽はとても苦しそうで、何をどうすれば泣きやんでくれるのかわからずおろおろすることも多い。夜中に何度も起きて母乳をあげたりおむつを替えたり。母乳が足りないときには寒いキッチンで哺乳瓶にミルクを入れて用意したり。寝不足という言葉だけでは足りない疲労がいつも体を覆っている。育児は楽しいことばかりではないと、実感する毎日。

　それでも、こうして笑ってくれればそれだけで苦しいことを忘れ、ひたすら眺めていられるほどかわいいと思えるし。

　育児って、本当に奥が深い。

「夏芽、おはよう」

　夏基はそう言って私の隣りに立つと、そっと夏芽の頬に手を伸ばした。

「ほっぺ、丸くなったよな？」

「そうだね。こないだ検診に行ったら、順調に成長してるって言われたし。母乳もミルクもよく飲むいい子なんだよ。ねえ、夏芽」

　私は夏基が指ですりすりしている頬と反対側の頬を、指先で撫でた。色白で柔らかい肌。羨ましい。

「ずっと眺めていても飽きないな」

　ぽつりとつぶやいた夏基の言葉に、私は肩をすくめた。

「今はいいけど、夏芽が大きくなったらちゃんと子離れしてね。そうじゃなきゃ嫌われるよ」

「え？」

「ふふっ。お年頃の女の子は、お父さんのことを面倒だと思うことが多いからね。突然『お父さん、しつこい』だとか『うっとおしい』なんて言われても、泣いたりしないでね」

「い、いや、まさか夏芽に限って……」

　私の言葉に焦った夏基は、口ごもりながらも何かを感じたのか、黙り込んでしまった。

　じっと夏芽を見ている視線があまりにも悲しげで、言い過ぎたかなと不安になった。

「な、夏基？　まだまだ先のことだから、あまりショックを受けないでよ。少なくとも私には『お父さん嫌だ』なんていう時期はなかったから」

「……ああ、わかってる」

　肩を落とし、弱々しい声で答える夏基。きっと、夏芽が大きくなったときのことを想像しているんだろう。夏芽が中学生くらいになって、毎日部活や塾で帰りが遅かったり、休日もお友達との付き合いや模試やらで忙しくなったりしたら。

『お父さんの相手をしている暇はないの』

　なんて言いながら、ぷいっと視線を逸らしたりってことは必ずあるはずだ。

　口をきいてくれるならまだいいけど、何を話しかけても無視、なんてことになったら、夏基は泣いてしまうだろう。

　ありえそうな将来を想像すれば、夏基には申し訳ないけど、おかしくて笑ってしまう。

「ねえ、夏基。私なんて、いわゆる反抗期を迎えることもなかったんだよ」

「ん？　だったらその遺伝子を持ってる夏芽だって反抗期なんてない、永遠に素直でお父さん大好きな女の子でいてくれるんじゃないか？」

「……だといいね」

　私の言葉に何度も首を縦に振っている夏基に、私は笑ってみせた。

　いわゆる反抗期というものは、成長過程において必要なものだと私は思っている。

　もちろん、自分や誰かを傷つけたり、後悔を伴うような無茶をするのはいけないけれど、自分の感情をまっすぐに出して、思いを吐き出すことは大切だ。

　決して感情を素直に出さないまま生きてきた私の中にある『反抗期への憧れ』が、大人になった私を切なくさせる。反抗期というのは、反抗できる相手があってこそのものだから、反抗期を経てきた友達を羨ましく思うことは何度もあった。子どもの頃、誰にも自分の喜怒哀楽を見せることができなかった私にとって、手の届かない憧れなのだ。

　だから、いつか夏芽が反抗期を迎えて夏基や私に生意気な態度をとったり無視したりするときがきたら。むかつき、怒り、地団太を踏み、悩みに悩んだとしても。

　私が夏芽にとっての反抗できる相手となれたことにホッとするに違いない。反抗しても、自分の味方でいてくれると信じているからこそ、相手に厳しい言葉やイライラする想いをぶつけられるのだから。

　今はまだ寝返りもできない、小さな夏芽。周りの大人の手がなければ生きることができない大切な宝物。

　いつか、自分の想いをちゃんと口に出せる素敵な女性になって欲しい。私のように周りに遠慮ばかりして、自分の本当の想いがわからなくなるような悲しい日々を送って欲しくない。

　ぼんやりとそんなことを考えている私の横で、夏基はいつもと変わらない明る過ぎる声で夏芽に声をかけている。

「な、つ、め。早く大きくなって、お父さんと一緒にデートしような。こんなにかわいい女の子と一緒に歩いたら、お父さん、注目され過ぎて緊張するかもな」

　夏基は明るい声で笑うと、夏芽の手を握った。

「簡単に、男と手をつなぐんじゃないぞ。これだけかわいいんだから、声をかけられて仕方がないだろうけどな、そんなときには逃げるんだぞ。……あ、早く走れるように、お父さんと一緒にかけっこの練習もしような。楽しみだな」

　夢見るユメオ君のように、未来を想像してはぶつぶつ言っている夏基の親バカぶりに、私はあきれて声も出ない。会社で見せる落ち着いた物腰とクールに仕事をすすめる鋭さはどこへやら。

「ほんと、予想通りの甘々ぶりだね」

「え？　何か言ったか？」

「ううん。夏芽はかわいいねって言っただけ」

「だよな、だよな。俺、ほんとに幸せなんだよな。芽依という恋女房がいて、そして夏芽というお姫様がいて。一日が五十時間あっても満足できないくらい、長く長く生きて芽依と夏芽と一緒にいたいんだ」

　夏基はそう言って、私の腰を抱き寄せた。そしてもう片方の手は夏芽の頭を撫でている。私は『恋女房』なんて言われて一瞬で顔が熱くなった。普段から甘い言葉の大セールを繰り広げる夏基に慣れたつもりでいたけれど、不意打ちにはまだ弱いようだ。

「俺、今なら社長にでもなれそうな気がする。それどころか総理大臣？　芽依と夏芽がいるだけで、体中が燃えあがるというか、力がみなぎるというか」

　夏基はさらに強く私を抱き寄せ、そのまま唇を近づけた。

「愛してるよ、芽依」

　重なる唇。何度も交わしたことのある熱が私の体に染み入って、足元から力が抜ける。ふっと揺れた体はそのまま夏基の腕の中に吸い込まれていく。

「夏基、私も、愛し……」

　愛していると、自分の気持ちを伝えようとしたとき。部屋中に、夏芽の泣き声が響いた。あまりにも大きな声に、私と夏基は体を震わせた。

　そして、夏基は夏芽の頭を恐々と撫でながら私を見る。

「夏芽は、『私を放っておかないでよ』って怒ってるのか？　それとも、『お父さんは私のものなんだから、お母さん、とらないでよ』って拗ねてるのか？」

　夏基は真面目な顔でそう言うと、「だけど、お父さんの一番は芽依なんだよ、ごめんな」と言葉を続けた。

「もう、何バカなことを言ってるのよ。そんなわけないでしょ。おむつだよきっと。早く替えてあげなきゃ。夏芽、ごめんね」

　私は夏基の腕から離れ、ぐずぐず泣いている夏芽のおむつを急いで交換した。すると、夏芽は気持ちがよくなったのか、さっきまで泣いていたのが嘘のようににっこりと笑い、簡単に夏基のハートを射抜いた。そして、夏基だけでなく、私もその笑顔にやられ、思わずスマホを手に取りパシャリと写真を撮った。

「あ、それ、あとで送ってくれよ」

「もちろん。あ、あくびしてる。かわいい、これも撮っておかなきゃ」

「俺のスマホはどこだ……あ、夏芽、寝るなよ、もう少し待ってろ」

　夏基はベッドの中に転がっているスマホを探し出し、慌ててシャッターを切る。いつものように連写音が部屋に響き渡れば、夏芽はその音に反応して楽しげな声をあげ、さらに夏基の撮影意欲は高まる……というのが最近の我が家の恒例行事だ。

　そんな感じで早朝から始まった『夏芽撮影会』は、新聞が配達された音が聞こえるまで続いた。

　そして、そのまま一日を始めた私たちは、朝食のあと夏芽を車に乗せて、父さんと沙織さんが待つ高橋家へと向かった。




　兄さんが結婚をきっかけに実家を出て以来、私が『高橋芽依』だった頃に住んでいた家には、父さんと奥さんの沙織さんがふたりで住んでいる。

　私が住んでいたとはいっても、三年前にリフォームをしたせいで、昔の名残はほとんど残っていない。父さんと沙織さんの老後に備えてのリフォームだと聞いているけれど、ふたりで住むにはあまりにも広い家の維持はかなり大変なようだ。

　けれど、親戚一同が集まるにはもってこいの広いリビングやいくつかある客用寝室。

　大勢でわいわいするのが大好きな父さんには手放すことができない大切な家なのかもしれない。小学生の頃使っていた私の部屋は、リフォーム後も何故か残してあり、沙織さんが時々空気を入れ替えて整えてくれている。

　父さんと母さんが離婚したときに、私は『高橋』から離れたというのに、今でも私を気にかけてくれる父さんと、父さんの再婚相手であり私とはなんのつながりもない沙織さんの優しさに、戸惑うことも多い。

　実の親である父さんならまだしも、私と一緒に暮らしたこともなければ血縁関係もない沙織さんが、どうして私に優しいのだろうかと疑問に思うことも多い。

　そして、その沙織さんから数日前に電話がかかってきて「年末の忙しいときに申し訳ないけど、体調がよければ来てくれないかな」とお願いされた。

　聞けば来月に予定している夏芽のお宮参りのことで相談があるらしい。

　どんな相談なのかくわしく教えてもらえないまま、夏基が休みの今日、高橋の家に行くことになった。

　わが家から車で二十分ほどの住宅街に建っている家に着くと、待ちかまえていたかのように父さんと沙織さんが玄関で迎えてくれた。ふたりが首を長くして待っていたのはもちろん夏芽なんだけど。

　チャイルドシートにのせて連れて来た夏芽は、沙織さんに抱かれるとにっこりと笑い、愛想を振りまいている。父さんもその横から夏芽を見つめ、緩みきった表情を隠そうともしない。

　国内有数の大企業の社長とは思えない気の抜けたその表情は、なかなか新鮮だ。

「寒かったでしょ？　リビングにベビーベッドを置いてあるから夏芽ちゃんをそこに寝かせましょうね」

　家に入り、リビングに続く廊下を歩いていると、相変わらず夏芽を抱いている沙織さんがそう言った。

「え、ベビーベッド？」

「そうよ。夏芽ちゃんがいつ来てもいいように、用意したの」

「え、でも、すぐに大きくなるのに……」

「そのときは、ダイニングに夏芽ちゃんのイスを用意しなきゃね。あと、庭にブランコを置いてもいいし、すべり台は、危ないかしら」

　まるでスーパーで卵を買うような気軽さで話す沙織さんにどう答えればいいのかわからないままリビングに行けば、夏基がひゅーっと声をあげた。

「まさかの真っ白のベビーベッド」

　広いリビングの奥に、真っ白なベビーベッドがどんと置かれていた。ちゃんと布団も敷いてあって、ベッドの脇にあるサイドテーブルには普段私が用意しているのと同じ紙おむつやらが並べてあった。

「あの、いつの間に用意したんですか？」

　ベビーベッドの脇に立ち、まじまじと見つめながら聞けば、

「夏芽ちゃんが生まれてすぐよ。できればここで産後のお世話もしたかったから、沐もく浴よく用のお風呂も用意して待ってたのに、真里さんのとこに行っちゃったでしょ？　残念だったわ」

「え、沐浴……」

「そう。私には出産も育児の経験もないから、助産師をしているお友達に来てもらって個人レッスンも受けたのに、がっかりだったのよ。あ……よかったら今日、ここで夏芽ちゃんをお風呂に入れてみない？」

「あ、でも……家に帰ってからじゃなきゃ夏芽が風邪をひいちゃう」

　沙織さんの提案に、私は思わず躊躇した。お風呂に入った後で帰ると体が冷えて夏芽がかわいそうだ。

「だから、ごめんなさい」

　軽く頭を下げて断った私に、沙織さんは一瞬の間を置くと。

「……あ、それも、そうね」

　と言ってあっさり引き下がった。夏芽が大好きな沙織さんのことだから、もう少しねばられるかと思っていたのに、ちょっと驚いた。

　すると、何も気にしていないかのような表情を見せた沙織さんは、気持ちを切り替えるように口を開いた。

「ベビーベッドだけじゃないのよ。夏芽ちゃんにはもっといいものを用意してるんだから。さ、見せてあげるわね」

　沙織さんは夏芽にそう語りかけると、ちらりと私と夏基に視線を戻した。

「うーん、ちょっと違うわね。夏芽ちゃん、というよりも芽依ちゃんに用意したのよ」

「え、私？」

「そう。こっちに来てくれる？」

　沙織さんはリビングの奥にある障子をあけて、隣りの和室へと私と夏基を促した。

　リフォーム後も残された三十畳ほどの和室は日当たりがよく、子どもの頃の私はこの広々とした中で遊ぶのが大好きだった。兄さんと一緒にお昼寝をしたりもした。

　沙織さんと父さんのあとに続いて和室に入れば、真っ赤な着物が真っ先に目に入った。

「え、これって」

　思わず足を止め、私はその着物を見つめた。

「来月の夏芽ちゃんのお宮参りで、これを着せてもらえないかしら」

「……これ、祝い着……？」

「そうよ。私と歩あゆむさんで選んだの」

「え、父さんと？」

　父さんを見れば、照れくさそうに頷いている。すでに六十代半ばなのに、社長という要職についているせいか年齢よりも若く見え、普段から自信に満ちている男前。

　母さんと離婚したあとも私を気にかけかわいがってくれた、自慢の父さんだ。

　その父さんは今、どこかそわそわしながら私の様子をうかがっている。

「えっと、どうして……」

　私は思わず隣りに立つ夏基を見た。けれど、この状況にそれほど驚いていないのか、穏やかな表情を崩さない。

　私はその落ち着いた様子にしっくりとこないものを感じながらも、祝い着の方が気になり、その場に膝をついた。そして、畳の上に広げられている赤いそれにそっと手を伸ばした。

　赤地の祝い着にはたくさんの花がちりばめられ、手毬や御ご所しょ車ぐるまが描かれている。

　鮮やかな色合いは目をひき、私はほおっと息をついた。夏基も私の隣りに腰をおろすと「綺麗だな」とつぶやいた。

　視線を動かせば、祝い着の下に着せる白いベビードレスやケープ、よだれかけも並べて置かれていた。

　来月に予定している夏芽のお宮参りのために準備してくれたんだろう。

　赤ちゃんが生まれた日から大体ひと月くらいでお宮参りに行くのが通例らしいけれど、そうなると、初詣で神社が混み合う頃と重なるということで、時期をずらして一月半ばに行くことになっている。佐伯家と戸部家はもちろん、高橋家も一緒に夏芽のために参ろうと話をしているのは央雅から聞いていた。

　当日夏芽に着せるベビードレスや祝い着は、母方の祖父母が用意するものらしく、母さんがパパと央雅と一緒に呉服店を回って選んでいると聞いていたのに、どうして沙織さんと父さんが用意してくれたんだろう。

　私の疑問が顔に出たのか、沙織さんが私を安心させるように教えてくれた。

「来月のお宮参りのことを芽依ちゃんのお母さん……由ゆ美みさんから聞いてね。仕事で忙しいから私とお父さんで用意してくれないかって頼まれたの」

「え、まさか、母さん……たしかに忙しいけど、沙織さんにおしつけるなんて、もう」

　相変わらず仕事が忙しく、家に帰って来ることも少ないらしい母さんには手が回らないのかもしれないけど、まさか沙織さんにお願いするなんて。

「沙織さん、母さんが面倒なことをおしつけてごめんなさい。何よりも仕事を優先するのは昔から変わらなくて、私も央雅も困っていて。周りの迷惑も考えずに突っ走るから、大変なの」

「あ、全然面倒じゃないのよ。私は仕事もしていないから時間だけはたっぷりあるし、従妹が呉服店に嫁いでいるから相談にのってもらえたし」

「だけど……」

　沙織さんは私の隣りに腰をおろし、腕の中の夏芽の顔を覗き込みながらゆっくりと体を揺らしている。夏芽は沙織さんのことが気に入ったのか、「きゃっきゃ」と機嫌のいい声をあげて笑う。

「芽依の赤ちゃんの頃にそっくりだな」

「父さん」

　視線を上げれば、夏芽を見つめている父さんがすぐそばに立っていた。

「芽依も、大きな目をくりくりさせて、俺や母さんをじっと見つめてたな。巧なんてあまりのかわいさに『絶対に男は近寄らせない』って本気で言っては芽依を抱っこして離さなかったから、しょっちゅう俺と取り合いだ。夏芽もきっと、芽依によく似た美人さんに育つはずだ」

「父さん、それってじじバカって言うんだよ。ほんのり親バカも交じってるし」

「じじバカ、親バカ、結構。それに、赤ちゃんの頃の芽依も誰に抱っこされても泣くことはなかったし、今の夏芽みたいにおとなしくていい子だった。夏芽を見れば、芽依を思い出してうれしくなるな」

　父さんは私と夏芽を交互に見ながら、昔の何かを思い出したのか感慨深げに小さく息を吐いた。

「芽依が生まれた頃はあまりにも仕事が忙しくて芽依をかまう時間もなかったが、こんなにかわいい赤ちゃんと一緒に過ごせなくて、もったいないことをしたな」

「父さん……」

　たしかに、私が子どもの頃は父さんだけでなく母さんも仕事が忙しくて私にかまっている余裕はなかった。だから、私はお手伝いさんと兄さんに育てられたようなものだ。自分が親になった今なら、それがどれほどもったいないことなのか、よくわかる。

　子どもの成長を間近で見られないのは、とても寂しいことだしもったいない。けれど、ふたりには私を愛していたとしてもそれ以上に優先しなければならない仕事があったんだから仕方がない。

「父さんも母さんも、仕事があったからね」

　私の言葉に、父さんは苦笑した。

「あの頃は、由美とうまくいってなかったこともあったし、俺も二代目として会社を盛り立てていかなくてはならないプレッシャーを抱えていたし。……まあ、何をどう言っても言い訳にしかならないけどな。とにかく芽依には悪いことをした」

「えっと、もう、いいから。あの頃は寂しかったけど、今は夏基と夏芽がいてくれればそれだけで幸せだし……」

　昔を思い出して後悔している父さんの姿が普段より小さく見えて、切なくなった。

「夏基のおかげで子どもの頃の寂しさはとっくに消えちゃったし、夏芽が生まれたら、父さんと母さんが私をどれだけ大切に思ってくれていたのかはよくわかるし。もう、気にしないで。ね、夏基」

　夏基の腕を掴むと、夏基は反対側の手で私の手をそっと包んでくれた。

　私の言葉と想いを受け止めてくれるその手の強さを感じて、子どもの頃の寂しさが小さくなっていくような気がする。

　もちろん、子どもの頃に感じた切なさや夏基と出会ってからの苦しいすれ違いの日々を思い出せば心はざわめくけれど。それはきっと、一生持ち続ける感情であり捨て去ることのできない過去だ。

　だけど、種類は違えど誰もが思い出したくない過去のひとつやふたつは抱えているはずで、その感情と折り合いをつけながら自分に向き合い、素直になることが大切なのだと思う。

　素直になればなるほど、幸せは近づいてくるはずだから。

　夏基との関係が甘いものに変化したのも、お互いに素直になったことがきっかけだったし。

「父さんと母さんのことを責める気持ちがなかったわけじゃないけど、素直に考えれば、ふたりの離婚は仕方がなかったし。今は私を愛してくれて、寂しい想いをさせない努力をしてくれる夏基がいるから大丈夫。心配しないで」

　過去を思い出して落ち込む父さんの気持ちを明るくするように、軽い口調でそう言った私に、夏基は何度か頷いた。

「もちろん、俺は芽依に寂しい想いなんてさせないし、夏芽もこうして笑ってる。俺達家族は本当に幸せだよな」

　私の体を優しく引き寄せながらそう言って、夏基は夏芽にでれでれとした顔を向けた。

「うん、夏基と夏芽がいるから、毎日楽しいし、すごく幸せ」

「夏芽も、毎日幸せだもんな」

　夏基が夏芽の顔を覗き込んだ瞬間、彼女は「きゃは」と答えた。

　その明るい声に、ここにいるみんなの心が和んだような気がした。無邪気な声と表情は、何にも増して強力だ。沙織さんも、夏芽から目を離すことなく「ほんとにかわいいわね」などと言いながら優しい笑顔を見せる。

　赤ちゃん特有の甘い匂いがさらにこの場の空気を柔らかいものにし、私たちはただただ夏芽の様子に見入っていた。

　すると、父さんがそんな空気に逆らうように口を開いた。

「そうか、芽依が幸せならもちろんうれしいし安心だ。……だ、だけどな」

　何かを耐えるような堅い声、心なしか震えているような気がして顔を上げれば。

「と、父さん？」

　父さんが私の横に立ったまま、両手をぎゅっと握りしめてわなわな震えている。

　夏基を見ている顔はなかなか厳しくて、睨んでいるようでもある。

「どうしたの？」

　私の問いに答えることなく、父さんは夏基に向かって言葉を続ける。その顔は普段社員に見せる凛々しい社長という面影はなく、子どものように真っ赤だ。

「たしかに俺も巧も夏基君のことは信頼してるし結婚も認めた。会社での評判もかなりいいし、あの相模さんが太鼓判を押すほどの将来性はわが社の宝だけどな」

「あ、あの、父さん？」

　突然勢いよく話し始めた父さんに驚いて、私はおろおろと沙織さんと夏基を交互に見る。けれど、ふたりはとくに気にすることなく笑って父さんの話を聞いている。

「離婚で泣く泣く芽依を手放したが、俺だって芽依への想いは誰にも負けないぞ。芽依がうちの会社に入社するって決まったときの興奮は一生忘れないし、いったん手放した大切な娘が手元に戻ってきて、どれだけうれしかったか。芽依を愛しているし見守っているんだ。俺が生きている間は、芽依の幸せをずっと考えているって忘れないでくれ」

　赤い顔をさらに赤くして、父さんはひと息にそう言った。その様子を見れば、それは昨日今日の想いではなく、ずっとそう思っていたんだとわかる。

　夏基を見つめる瞳にぐっと力が入り、自分の想いにかなりの自信があるように見えるけれど。寂しい気持ちもあるんだろうとわかる口元。

　私を愛している父さんの気持ちは、ちゃんとわかっていたつもりでいたけれど、こうして顔を真っ赤にしてまで伝えてくれるなんて思わなかった。

　思いがけなくうれしくて、照れくさい。

「ほ、本当は、巧だけでなく芽依も俺が引き取りたかったんだ。だけど、由美だって巧を手放して寂しいだろうし……色々、つらかったんだ」

　そのとき、興奮している父さんを見守っていた沙織さんが、くすくすと笑い声をあげた。

「もう、そのくらいでいいでしょ？　歩さんがどれだけ妬いても芽依ちゃんが夏基君に愛されて幸せだということは間違いないし、本当はそれがうれしいんでしょう？　たしかに自分以外の男が大切な娘を幸せにするなんてむかつくかもしれないけど」

「な、何を……俺は」

「芽依ちゃんが幸せならそれでいいじゃない。こうして我が家に夏芽ちゃんも来てくれて。それだけで十分。いい加減、子離れしなきゃ、芽依ちゃんに嫌われて夏芽ちゃんにも会えなくなるわよ」

　それでいて強い口調で話す沙織さんの言葉に、父さんは「うっ」と言って黙り込んだ。母さんといい沙織さんといい、父さんが選ぶ女性はいつも強気な言葉を平気で父さんにぶつけているような気がする。今も沙織さんの前で小さくなっちゃったし。

　そんな父さんに慣れているのか、沙織さんは肩をすくめ、気持ちを切り替えるように私に向き直った。

　そして、その腕に抱いていた夏芽を、私にそっと手渡してくれた。

「娘婿への嫉妬もかわいいけど、そんなことより……この祝い着がかわいい夏芽ちゃんに似合えばいいんだけど」

　沙織さんは、畳に広げられている赤い祝い着を手に取った。

「私もね、こうして祝い着を用意したり、ベビーベッドを準備したり。まるで夏芽ちゃんのおばあちゃんのような気持ちを味わえることが、うれしいのよ」

　祝い着に散りばめられている花を指先で撫でながら、沙織さんが小さくつぶやいた。

　きっと、口にするつもりのなかった想い。思わず口を突いて出ただろう言葉。

「私は、残念ながら芽依ちゃんに似た女の子を産んであげられなかったから。芽依ちゃんを手放して落ち込んでいた歩さんのために産みたかったけど、授かることはできなかった」

「沙織さん……」

「だけど、歩さんは私と添い遂げられればそれでいいって言ってくれて、くらっときちゃったわよ。若い頃の歩さんは、ほんとカッコよかった……あ、今ももちろん素敵だけどね。由美さんだって、本当なら別れた旦那さんの再婚相手である私には複雑な想いもあるはずなのに、『何か困ったことがあったら、しっかり者の巧に相談しなさいね。なんといっても社長夫人という面倒な立場もしょい込むんだから』なんて言って背中を押してくれたし」

　沙織さんは、照れくさそうにくすりと笑い、「ああ、そうそう」と言葉を続ける。

「巧さんのところに赤ちゃんが産まれたときには巧さんと真里さんから名付け親になってくれって言われて、『柚季』っていう名前をつけさせてもらって。……親にはなれなかったけど、おばあちゃんになれたことが、うれしくて仕方がないの」

　社長夫人としての忙しいだろう毎日を過ごす中で、いつも凛としたたたずまいを崩すことがなかった沙織さんが口にした切ない言葉。泣いているわけでもなく、それを我慢しているようにも見えないけれど、彼女が心の中に隠していた弱さを見た気がした。

　彼女が抱えていた不安定な想いを知れば、見た目の強さはあてにならないと気づく。

「柚季ちゃんの名前をつけさせてもらったのもそうだけど、由美さんも、央雅君も、それに、戸部家のみなさんも。私が夏芽ちゃんの祝い着を用意することで、新しい家族の輪の中にすんなり入れるように、気遣ってくれたの。……歩さんと結婚したときは、ここまで幸せになれるなんて、思わなかったけど、今は本当に幸せ」

　力強い声とともに、沙織さんは手にしていた祝い着を夏芽の体にそっとあてた。

　それは色白の夏芽によく似合っていて、夏基と顔を見合わせ目を細めた。

　私の胸でおとなしくしていた夏芽は、突然体を覆った赤い祝い着に驚いたのか、ぴくりと体を震わせた。

「あ、大丈夫大丈夫。夏芽、似合ってるよ、かわいいよ」

　泣きそうな顔をした夏芽に、優しく言い聞かせ、背中をぽんぽんと刺激すると。

「ふにゃー」

　大きな目で沙織さんを見つめ、両手をばたばたと動かした。

　すると、祝い着の背に描かれた手毬が弾むように揺れ、ちりばめられた花が窓から差し込む光に照らされて綺麗に咲きほこる。

「あ……」

　それを見ているうちに、私は記憶の奥にある一枚の写真を思い出した。それは、数少ない家族四人で撮った写真だ。今もアルバムをめくれば見ることができる、私のお宮参りのときの写真。

『手毬』『御所車』そしてたくさんの『花』。これは私がお宮参りのときに着せてもらった祝い着と同じ柄だ。色も同じ赤だった。

　さっき、沙織さんが「夏芽ちゃん、というよりも芽依ちゃんに用意したのよ」と言っていたのはこのことだったんだ……。私と同じ柄の祝い着を用意するサプライズ。

　なんて粋なことをしてくれるんだろう。

　私の表情が変わったのか、夏基は私がそれに気づいたことを察してくれたようだ。

「芽依のお宮参りのときの写真を、芽依のお母さんが大切に持っていて、それを沙織さんが見たんだよ。そのときの芽依があまりにもかわいいし、せっかくだから同じ柄のものをって、お義父さんと沙織さんがわざわざ探してくれたんだ」

「そ、そうなんだ……。な、なんで私に言わずにそんなこと」

「ん？　芽依のお母さんは照れ屋さんだから、写真を大切に持ってるなんてこと知られたくないから絶対に言わないでって口止めされて。ま、ばれたら仕方がないよな」

　夏基はそう言いながらも内緒にしておくつもりはなかったのか、私にばれても困った様子はまるでない。

「この晴れ着を着て、誰もが振り向く美人さんになろうな。お宮参り、晴れるといいな」

　夏基は夏芽の額にちゅっとキスをした。そして、父さんと沙織さんに向き直った。

「お義父さん、沙織さん、夏芽の祝い着を用意していただきありがとうございます。お宮参りの当日もよろしくお願いします」

　ほんの少し真面目な声でそう言った夏基に、沙織さんは唇をかみしめ、何かをこらえた……ように見えた。

　父さんの手がそっと沙織さんの肩に置かれ、沙織さんが照れくさそうに俯いたけれど。私と夏基は顔を見合わせて気づかない振りをした。




　その後すぐ。

　高橋家では嵐のような時間が始まった。

「夏芽ちゃん、夏芽ちゃーん」

　玄関から大きな声が聞こえたかと思えば、兄さんの娘の柚季ちゃんが駆け込んできた。私の腕に抱かれている夏芽を見つけると、うれしそうな笑顔で私の傍らに来て、

「早く大きくなって一緒に遊ぼうね」

　夏芽の頭を優しく撫でながらつぶやく柚季ちゃんのなんてかわいらしいこと。親バカならぬ叔母バカでもある私は、生まれる前から知っている柚季ちゃんが夏芽と仲良く遊ぶ未来を想像するだけで胸がいっぱいになった。従妹同士で仲良く恋バナを楽しむこともあるかもしれない。

　夏基も兄さんも泣くかもしれないけれど、早くそんな日がくればいいのに、そしてできれば私もそこに交じりたいと考えていると。

　そんな穏やかな時間を断ち切るような慌ただしい足音とともに、母さんとパパ、央雅までがやってきて、そのあとから兄さんと真里さんも苦笑しながら登場。

　いつもならそこで終わるけれど、何故か続く人の影。

「今日はお招きいただきありがとうございます」

　そう言って顔を見せたのは、夏基のご両親だった。

　その流れに慌てたのは私ひとりで、夏基をはじめ、こうして大集合することは、みんな知っていたらしい。

　そして始まった大宴会。というか、忘年会。

　年末の忙しい合間に集まった親戚一同で飲み、食べ、笑い。楽しく賑やかな時間が夕方まで続いた。

　そのきっかけは単純で、まず沙織さんが夏芽のお宮参りの祝い着の用意ができたと母さんに連絡し、母さんはそれを一度見てみたいと答えた。それを聞いたパパと央雅も見たいと騒ぎ、それならいっそ、全員でお宮参りの打ち合わせでもしましょうということになったらしい。

　お宮参りの打ち合わせをする必要なんてないと思うし、するにしても電話で済ませられるはず。きっと、それを理由に集まって騒ぎたいだけだったに違いない。

　だけど、高橋家と佐伯家の宴会は恒例のものだから驚かないにしても、そこに夏基のご両親が嬉々として参加しているのには驚いた。




「夏基のお母さん、お酒が強くてびっくりした」

　私がそう言うと、夏基は赤信号にぶつかって車を停めた。

　まだまだ楽しい宴会は続いていたけれど、早めに夏芽をお風呂に入れて寝かせてあげたくて、私と夏基はひと足早く父さんの家を出た。

「そうなんだよな。家族で一番強いんだ。裁判で納得できない判決が出たらもう、家で荒れる荒れる。どれだけ飲んでも酔えないって言ってひとりで飲んでるし」

「そっか、お酒が強くて仕事好き。だから母さんとも気が合ったのかも」

「……弁護士だから仕方ないけどさ、人の家のごたごたを解決しようと走り回って、俺ら家族のことは後回しだったから。まあ、芽依のご両親と似てるな」

　たくさんの人に抱っこされた夏芽は、うれしそうにしていたけれどさすがに疲れたのか、チャイルドシートでぐっすり寝ている。その寝顔は何度見てもかわいくて、親バカ上等だと、苦笑い。

「だけど、ほんと、騒ぐのが好きだよな、みんな」

「だね。だけど、夏基は飲めなかったし、楽しめなかったでしょ」

　後部座席に夏芽と並んで座っている私は、体を前に乗り出して夏基に声をかけた。

　親世代は飲んで騒いで楽しく過ごしていたけれど、夏基は帰りに車を運転しなくてはならず、お茶を飲んでいたのだ。

「ごめんね。父さんも母さんも、夏基のことなんて気にせずに楽しく酔っぱらってたし」

「いや、別にそれはいいんだ。みんなでワイワイやってるだけで楽しいし」

「それはそうだけど。家に帰ったら、ゆっくりビールでも飲んでね」

「ああ。だけど、夏芽が寝ている間に芽依を存分に味わいたいし、ビールはあとでいい」

「え、味わう？」

　驚いて夏基の背中を見れば、笑っているのか肩が震えている。

「味わうっていうのは、言葉通り、芽依をおいしくいただきたいってこと」

「い、いただくって、やっぱり……」

「そう、その、『やっぱり』。帰ったらすぐに夏芽をベッドに寝かせて芽依をいただくことにする」

　信号が青に変わってゆっくりと車が走り出し、夏基は正面を向いたまま艶めいた声でつぶやいた。車内の温度が一気に上がったように感じ、私の体もあっという間に熱を帯びた。結婚して、子どもも生まれたというのに、突然こんな話題を振られると、今でも照れてうまく答えられない。

　私だって、夏基を味わいたいし、いただきたいのに、その気持ちをどう言えばいいのかいつも悩む。自分の気持ちを素直に出さなければ欲しいものを手に入れることはできないとわかっていても、これに関しては、なかなか難しい。

　すると、そんな私の葛藤を見抜いているに違いない夏基がくすくす笑い、バックミラー越しに目が合った。途端、どきりと体が反応する。

　私はすでに妻であるというのに、いつまでこうして夫にときめき、ドキドキしては息をするのも苦しくなるんだろう。

　黙り込んだ私に、夏基は満足げな声で話を続ける。

「沈黙は了承ってことで、急いで帰ろう。とはいっても、夏芽が起きないように、ゆっくり安全運転で」

「う、うん。安全運転で、お願いします。それと、あと、その」

「ん？　何？」

「えっと、ね。私、私も、夏基を存分に……愛して……味わいたいから、よろしく、お願いします」

　体全部が熱くて鼓動は跳ねて、胸は何かが詰まったみたいに苦しくて。

　まるで初恋に悩んでいる女の子が勇気を出して告白するように、私はたどたどしい口ぶりでそう言った。愛してるならまだしも、味わいたいとまで言ってしまって。

　恥ずかし過ぎて両手で顔を覆った。

「なあ、今は運転していて芽依の顔が見えないから、家に帰ったらもう一回、いや、何度でも俺を味わいたいって言ってくれよ」

「え、や、やだ」

「だったら、言わせてみせるまでだ」

　夏基の低い声に、私は再び体を震わせた。

　何かを欲しがって、それを手に入れるまでは妥協せず諦めもせず、夏基はひたすらターゲットに向かって突き進む。

　それは仕事に限ったことではないと思い出して、体が震えた。

「じゃ、あの……お手柔らかに、お願いします」

　照れる気持ちを脇におしやり小さな声でつぶやいた私に、夏基は即答した。

「愛することに妥協するつもりはないから、お手柔らかになんてできるわけない。とっとと諦めて、存分に俺にいただかれろよ」

　その言葉。

　まるで私を骨抜きにする武器のようで、私の頭の中で何度も繰り返される。

　夏基の言葉や態度に右往左往しながらも、愛する喜びに震えることには慣れたつもりでいても、まだまだ自分は未熟だなと感じた。

「芽依を愛して甘やかして、そして、夏芽に弟か妹ができたらいいよな。今も十分幸せだけど、これからもっともっと幸せになろうな、芽依」

　私を夏基に溺れさせる言葉が尚も続き、私はどんな顔で照れればいいのかもわからなくなる。けれど、もちろん夏基の言葉はうれしくて、私はこくこくと何度も頷いた。

　もっともっと、夏基と一緒に幸せになりたい、そう心でつぶやきながら。

　きっと、夏基に焦らされて溺れて振り回されて、それでも私は誰にも負けない幸せを手に入れるのだ。

「先週まではクリスマスのイルミネーションで華やかだったのに、あっという間に撤収されたな……。来年は夏芽にも見せてやりたいな」

　夏基の言葉に、私は窓の向こうを見る。

　クリスマスが終わり、新しい年を迎える準備がちらほら見える街並みを眺めながら、来年もいい年になりますようにと、心から願った。





【完】












あとがき




　こんにちは。惣領莉沙です。

『焦れ恋オフィス』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　活動初期に執筆したこの作品（原題『最愛は言えない』）ですが、サイトから一旦引き下げて修正をしようと思っていた時に書籍化のお話をいただき、戸惑ったことを覚えています。けれど、せっかくの機会なので、じっくりと向き合おうと思い、かなりの時間をかけて加筆修正をしました。サイト版よりも随分と文字数が増え、内容も深いものになったと思います。

　今作では、両想いのふたりがお互いの気持ちを隠したまま体を重ね続け、切ない想いに苦しむ日々を書いています。それぞれに心をさらけ出せない理由を持っているのですが、やはり素直にならなければ、幸せを手にするのは難しいですよね。

　そして、たとえ今、悩み多い、苦しい毎日を過ごしているとしても、時がたてば穏やかな状況の中で笑えることができる。そうであればいいなと、思いながら書きました。もちろん、素敵な男性がそばにいれば、尚更幸せ。そんな甘い願いも、とことん詰め込んでいます。

　お忙しい中の気分転換として楽しんでいただければ、幸いです。




　サイトに公開して以来、長い間今作を応援してくださった読者様の後押しのおかげで、こうして書籍になることができたと思っています。これからも、サイトでの活動を続けていきたいと思っていますので、時々、覗いていただければありがたいです。




　最後になりますが、担当編集として二度目のお付き合いとなりました森上様、ありがとうございました。

　そして、初めてのご縁をいただいた八千代ハル様。素敵な夏基と芽依を描いてくださりありがとうございました。作品の足りない部分をカバーイラストに助けていただいたようで、感謝しています。




　携わってくださった皆様、そして何より読者様、これからも、よろしくお願いいたします。


惣そう領りょう莉り沙さ









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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